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序

三重県の県庁所在地である津市は、伊勢平野のほぼ中央に位置し、温暖な気候と豊かな

自然環境に恵まれ、古来より多くの遺跡が営まれてきた地域です。

ここに報告する大古曽遺跡、山籠遺跡、宮ノ前遺跡は、一般国道23号中勢道路建設に伴

って、現状保存が困難なために緊急に発掘調査を実施し、記録保存を行なった遺跡です。

大古曽遺跡では旧石器時代のナイフ形石器が出土し、津市の歴史が2万年以上も遡ること

が判りました。山籠遺跡では弥生時代の竪穴住居が10棟確認され、出土した石器、土器と

ともに当時の生活の一端を垣間見ることができました。宮ノ前遺跡では縄文時代から室町

時代にわたり、連綿と人々が生活を続けてきた場所であることがわかりました。

現地での遺跡は消滅いたしましたが、これらの遺跡を調査した結果、図面、写真、遺物

が残りました。本書はその記録類を整理した報告書です。ここにその結果を公開すること

により本書が当地域の歴史研究に役立つとともに、文化財保護への一層の理解が深まるこ

とを切に願うものであります。

調査にあたりましては、建設省中部地方建設局、同三重工事事務所、社団法人中部建設

協会、津市教育委員会および地元の方々には温かい御理解と御協力を頂きました。文末に

なりましたが、ここに記して感謝の意を表するものであります。

平成7年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長川村政敬



例 言
1. 本書は、平成 5・6年度に三重県が建設省中部地方建設局から委託を受けて実施した一般国道23号中勢道路建設
予定地内に所在する埋蔵文化財の発掘調奔（整理・報告書作成業務）にかかる報告書のうち大古曽遺跡・山籠遺跡・

宮ノ前遺跡・コウゼンジ遺跡の報告書である。コウゼンジ遺跡については、範囲確認調査のみ実施しているが、前

言の中で記述した。また大古曽遺跡については、 A地区を橋垣内遺跡の一部として報告することとしたため、本書

では大古曽遺跡はB地区と C地区のみ報告するものとした。

2. 調査にかかる費用は、建設省中部地方建設局の負担による。

3. 発掘調在は昭和63年度、平成元~3-5 年度に、整理・報告書作成業務は平成 5·6 年度に実施した。その体制
は下記のとおりである。

・調査主体 三重県教育委員会

・調査担当 三重県教育委員会文化課（昭和63年度）

三重県埋蔵文化財センター（平成元年度以降）

津市教育委貝会

社団法人中部建設協会

・調査協力

・現場作業

4. 大古曽遺跡の現地調杏は、平成 3 年度に B 地区を渡辺尚登• 山口格・天野秀昭が、平成5年度にC地区を山口格・

清水正明が担当した。山籠遺跡は増田安生・浅生悦生が、宮ノ前遺跡は平成元年度に増田安生・ 浅生悦生が、平成

5 年度に本堂弘之• 清水正明がそれぞれ担当した。

5. 本書作成にかかる報文執筆者は、目次および文末にその氏名を記した。

6. 発掘調査ならびに整理・報告書作成にあたっては、下記の方々に御指導• 御教示を賜った。記して感謝の意を表
したい。 （順不同• 敬称略）

青木哲哉（立命館大学） ・磯部克(.=重県立津西高等学校） ・上村安生（斎宮歴史博物館） ・久保勝正（斎宮歴史

博物館） ・近藤玲（刺徳島県埋蔵文化財センター） ・冨田靖男（三重県立博物館） • 長屋幸二（間岐阜県埋蔵文化
財センター） •新田剛（鈴鹿市教育委員会） ・秦好利（津田学圏中学校） ・八賀晋（三重大学人文学部） •藤澤良

祐（瀬戸市歴史民俗資料館） ・山下純生（三重県立博物館）

7. 本書所収遺跡については、既に「一般国道23号 中勢道路埋蔵文化財発掘調杏概報j I (三厘県教育委員会

1989)、 「同」 II (三璽県埋蔵文化財センター 1990)、『同」皿（同 1991)、 『同」 N(同 1992)、「同JVI (同
1994)、『中勢道路調杏ニュース』 No.1・2・6・9・16・20にその調査途中の概報を報告しているが、本害をもっ

て正式報告とする。

8. 本書に用いた地図および遺構実測図は、国土調杏法の第VI座標系を基準とし、方位の表示は座標北を示す。当該

遺跡では磁北はN6°20'W座標北から振れている。

9. 本書で報告した記録および出士遺物は、三重県埋蔵文化財センターにおいて管理・保管している。

10. 本書に用いた遺構表示略記号は、下記の通りである。なお遺構の名称・番号は、調査時点および調杏途中の概報

での呼称を踏襲せずに、新たに改称したものである。

SA 

SH 

sz 

柱列・柵

竪穴住居

その他

SB 

SK 

掘立柱建物

士坑

SD 

p 

溝• 自然流路

柱穴• 小穴

SE 

sx 
井戸

中世墓

11 . スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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I. 前 言

1. 調査に至る経過

中勢バイパスは、鈴鹿市玉垣町から一志郡三雲町

に至る延長33.8kmの一般国道23号のバイパスで、鈴

鹿市、河芸町、津市、久居市、嬉野町、三雲町を通

る。国道23号の交通緩和とバイパス周辺の適切な土

地利用の誘導を図り、中勢地域の経済発展に寄与す

る事を目的に計画されたものである。

この計画地内にかかる埋蔵文化財発掘調査につい

ては、昭和57年 1月に建設省から事業地内の埋蔵文

化財の有無の照会を受けた。昭和58年度に三重県教

育委員会が主体となり、関係市町村教育委員会の協

力を得て、計画路線内の分布調査を行った。昭和59

年5月に建設省にその結果を回答するとともに、建

設省中部地方建設局三重工事事務所、県道路建設課

と今後の取扱いについて協議を重ねた。

この中勢バイパスのうち津市大里窪田町の主要地

方道津関線から同市大字神戸の都市計画道路雲出野

田線にいたる7.2kmの区間の計画道路が中勢道路と

して、昭和59年4月に事業採択された。この計画道

路に所在する埋蔵文化財は、遺跡数18件、遺跡面積

（分布調査面積）約130,000面である。これらの埋蔵

文化財の取扱いについては、建設省中部地方建設局

三重工事事務所と三重県教育委員会文化課の間で協

議し、現状保存が困難な部分については事前の発掘

調査を実施し、記録保存を図ることとした。

昭和63年4月に建設省中部地方建設局長と三重県

知事が協定を締結し、昭和63年度から平成7年度ま

での8年間で事前の発掘調在を実施していくことに

なった。

事業の実施にあたっては、作業員の安全確保と発

掘調査の適正かつ円滑な推進を期して、現地作業を

建設省中部地方建設局が社団法人中部建設協会に委

託した。これを受けて、発掘調査業務の分担に関す

る事項についても建設省中部地方建設局長と三重県

教育委員会教育長及び社団法人中部建設協会理事長

の三者で、昭和63年4月8日付けで「埋蔵文化財発

掘調査協定書」を締結した。その後事業計画の進展

に合わせて、平成3年10月31日付けで、建設省中部

地方建設局・三重県・中部建設協会の三者で「協定

変更書（第 1回）」を、平成 5年9月7日付けで

「協定変更書（第2回）」を締結し、調査計画と道路

建設事業との調整を図った。

2. 調査の体制

調査主体は三重県教育委員会で、調査担当は昭和

63年度は三重県教育委貝会文化課、平成元年度から

三重県埋蔵文化財センター（平成元年

度以降）

は、県教育委員会規則により設置された三重県埋蔵

文化財センターである。調査にあたっては、「県教

育委員会・市町村教育委員会職員人事交流実施要綱」

に基づく協定を締結して、津市教育委員会から派遣

職員を得て、強力な調査体制を整えた。

本書に所収した遺跡については、昭和63-平成3. 

5年度に現地調査を、平成5・6年度に整理・報告

書作成業務をそれぞれ実施したが、その体制は以下

のとおりである。

・調査主体 三重県教育委員会

・調査担当 三重県教育委員会文化課（昭和63年度）

〔昭和63年度〕

文化財第二係長伊藤久嗣

主査 吉水康夫

主事 増田安生

主事 浅生悦生（津市教育委員会から派遣）

臨時調査員 和気清章・油田秀紀

調査協力者宮澤織江•新井ゆう子•森貴子

谷口裕美・園田純子・陰山誠一

粂敏明・若松剛•川辺光則

下井則幸・ 奥山テルヨ• 畑ひろ子

調査指導 八賀晋（三重大学人文学部）
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第 1図 中勢道路 (8・9・10工区）内遺跡位置図 (1: 50,000) 

（国土地理院 1: 25,000 椋本・白子• 津西部・津東部）
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工 調脊対象面積(niり 調 査 年 度
遺跡名

区 億囲肩認員舟 本調査 昭和63 平成1 2 3 4 5 6 7 8 ， 
6 稲生遺跡 185 2,100 範 2,100 

6 7 南谷遺跡 176 1,300 範 1,300 

工 8 間瀬口遺跡 96 ・一 範

区 ， 拝原遺跡 64 '"'● " 範

10 高井A遺跡 96 (4,700) 範 4,500 200 

18 丸市遺跡 128 範

8 19 山王遺跡 128 範

20 内垣内遺跡 128 範
工
21 天堤古墳 55 範

区 22 河崎遺跡 256 範

23 六大A遺跡 352 〔13,020〕 範 範 8,830 4,190 

24 六大B遺跡 456 26,235 範 17,525 3,420 範3.350 1,270 670 

25 橋垣内遺跡 176 12,000 範 7,000 4,925 75 

， 26 大古曽遺跡 680 12,435 範 範 5,160 範240 7,035 

27 新池2号墳 (1,000) 範1,000

28 新池1号墳 20 範

29 西岡古墳 70 2,000 範 2,000 

30 西岡2号墳 30 "" 範
工
31 山籠遺跡 208 1,100 範 1,100 

32 門脇北古墳 1,100 1,100 

33 コウゼンジ遺跡 80 範

34 宮ノ前遺跡 144 2,800 範 2,700 100 

35 森山東遺跡 240 5,230 4,230範 1,000 

区 36 太田遺跡 469 3,320 3,320範

37 松ノ木遺跡 144 7,800 範 7,800 

65 長遺跡 0 (2,000) 2,000 

38 蔵田遺跡 608 〔12,800〕 範 5,600 6,810 390 

10 39 位田遺跡 416 (7,100) 範 7,100 

40 替田遺跡 176 (7,900) 範 7,900 
工
41 弐ノ坪遺跡 320 (5,700) 範 5,700 

区 42 里前遺跡 160 (3,000) 範 3,000 

43 鎌切3号墳

範囲確認調査 6,061 2,229 1,700 300 461 324 1,047 範 範

本調査合計 134,640 7,550 20,700 22,450 8,655 8,990 8,405 15,100 17,500 16,590 8,700 

第 1表一般国道23号中勢道路内遺跡調査経過・予定表 〔 〕一部調査済( )未調査 (1995.3)
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〔平成元年度〕

工楽善通（奈良国立文化財研究所）

安田喜憲（国立国際日本文化研究セ

ンター）

主幹兼調究第二課長 山澤義貴

第三係長 浅生悦生（津市教育委員会から派遣）

主 事 増田安生•森川幸雄

主 事 村木一弥（津市教育委員会から派遣）

臨時調査員 竹内英昭• 油田秀紀

調査協力員 青木哲哉（立命館大学）

調査補助員 横谷領子・宮澤織江•新井ゆう子

陰山誠一• 清山 健• 河村万里子

竹島直美・大西貴夫• 川辺光則

森貴子・谷口裕美• 野間達也

江崎康裕

室内整理員 市川嘉子・畑ひろ子・小坂規美子

堀さや子・奥山晃子

調査指導 八賀晋（三重大学人文学部）

〔平成2年度〕

堀場義平（三重大学教育学部）

森勇一（愛知県埋蔵文化財センター）

磯部克（三重県立津西高等学校）

次長兼調査第二課長 山澤義貴

第三係長 浅生悦生（津市教育委員会から派遣）

主 事 渡辺尚登•杉谷政樹•森川幸雄

近藤健

主 事 村木一弥（津市教育委員会から派遣）

臨時調在員 竹内英昭•油田秀紀

調査補助員 陰山誠一・中本淳• 大西貴夫

葛山拓也• 河角龍典・丸澤友加

室内整理員 市川嘉子・畑ひろ子・小坂規美子

太田浩子• 森川尚子・駒田 泉

調査指導 青木哲哉（立命館大学）

岡田茂弘（国立歴史民俗博物館）

岡田登（皇學館大学）

肥塚隆保（奈良国立文化財研究所）

塩谷格（三重大学生物資源学部）

八賀 晋（三重大学人文学部）

広瀬和久（三重県農業技術センター）
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〔平成3年度〕

原 正之（三重県農業技術センター）

堀場義平（三重大学教育学部）

村上 隆（奈良国立文化財研究所）

森勇一（愛知県埋蔵文化財センター）

永草康次（愛知県埋蔵文化財センター）

調査第二課長新田洋

主査兼第三係長駒田利治

主 事 渡辺尚登・近藤健・天野秀昭

主 事 村木一弥•山口格（津市教育委

員会から派遣）

調査補助員 中本淳•葛山拓也•河角龍典

前田誠治

室内整理貝 市川嘉子・太田浩子・小坂規美子

森川尚子・駒田泉

調査指導 青木哲哉（立命館大学）

〔平成5年度〕

八賀 晋（三重大学人文学部）

冨田靖男（三重県立博物館）

山下純生（三重県立博物館）

吉田隆（稲生神社）

主幹兼調杏第二課長伊藤克幸

主査兼第三係長倉田直純

主 事 清水正明•本堂弘之•小菅文裕

技 師 穂積裕昌

主 事 山口格•中村光司（津市教育委

員会から派遣）

調査補助員 藤田有紀• 川崎志乃• 杉崎淳子

室内整理員 市川嘉子・太田浩子・小坂規美子

伊藤友子

調査指導 青木哲哉（立命館大学）

井上喜久男（愛知県陶磁資料館）

〔平成6年度〕

主幹兼調査第二課長伊藤克幸

主査兼第三係長 河北秀実

主 事 本堂弘之• 山本義浩• 中川明

技 師 穂積裕昌

主 事 宮田勝功• 中村光司（津市教育委



員会から派遣） 金原正明（天理大学付属天理参考館）

調査補助員 藤田有紀•川崎志乃• 杉崎淳子 宮本長二郎（東京国立文化財研究所）

田中美穂 山本輝雄（九州大学工学部）

室内整理員 市川嘉子・脇葉輝美• 太田浩子

森川絹代・小坂規美子• 鈴木妙 ・調査協力 津市教育委員会

調査指導 置田雅昭（天理大学文学部） ・現場作業 社団法人中部建設協会

3. 調査経過
大古曽遺跡、山籠遺跡、宮ノ前遺跡、コウゼンジ

遺跡の発掘調査は、範囲確認調査および本調査を昭

和63-----平成3・5年度に実施した。以下にこれらの

遺跡の調査経過を簡単に記述する。

昭和63年度は、第 1次調査として、 5月末から 7

月上旬にかけて、大古曽遺跡の範囲確認調査を行っ

た。また平成元年 1月から 2月にかけて、山籠遺跡、

宮ノ前遺跡、コウゼンジ遺跡の範囲確認調査を行っ

た。

大古曽遺跡では、 24カ所に試掘坑を設定したが、

番
遺跡名地区名 調査区分 所在地

万ロ

大古曽遺跡 範囲確認 津市一身田大古曽字山

調査 ノロ

大古曽遺跡 範囲確認 津市一身田大古曽字山

26 調査 ノロ

大古曽遺跡B地区 本調査 津市一身田大古曽字山

ノロ

大古曽遺跡C地区 本調査 津市一身田大古曽字山

ノロ

31 山 籠遺 跡 範囲確認 津市河辺町字山籠

調査

山 籠遺 跡 本調査 津市河辺町字山籠

33 コウゼンジ遺跡 範囲確認 津市河辺町字門脇

調査

34 
宮ノ前遺跡 範囲確認 津市長岡町字宮ノ前

調査

宮ノ前遺跡 本調査 津市長岡町字宮ノ前

A・B・C地区

宮ノ前遺跡 本調査 津市長岡町字宮ノ前

D 地 区

第2表本書所収調査遺跡一覧

調査面

積(Diり

300 

5,160 

4,210 

1,100 

2,700 

100 
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その結果、古墳時代後期、中世、近世にわたる集落

遺跡と推定されるにいたり、この時点においては、

要本調査面積を19,700面とした。

山籠遺跡は19カ所の試掘坑を設定したが、竪穴住

居を検出し、弥生土器が出土したことから、弥生時

代の集落であることが判明した。要本調査面積は

l,lOOm2とした。

宮ノ前遺跡は10カ所に試掘坑を設定し、弥生時代、

古墳時代、平安時代、中世の遺構・遺物が確認され

長期間にわたる集落の可能性が推定された。要本調

調査期間 調在担当者 備考

昭和63年5月25日 グリット冽力所

~7月 6 日

平成2年5月7日 森川幸雄 トレンチ

~7月 11 日 近藤健 4X75m 

平成3年7月1日 渡辺尚登• 山口格

~4年1月 16 日 天野秀昭

平成5年4月13日 清水正明

-11月10日 山口格

平成元年1月 グリッド19カ所

~2月

平成元年12月4日 増田安生

-2年3月23日浅生悦生

平成元年1月 グリッド4カ所

-2月

平成元年1月 グリッド10カ所

~2月

平成元年4月11日 増田安生

-----2年3月17日浅生悦生

平成5年4月15日 本堂弘之

-4月26日清水正明



査面積は4,100m2とした。

コウゼンジ遺跡は、分布調査時には道路計画路線

外に遺物が散布していたが、事業地内は山の急傾斜

地と谷湿田であり、遺物はあまりみられなかった。

試掘調究の結果、耕作土から中・近世の遺物が出土

しただけで、当初の推定どおり遺跡の中心は西側の

事業地外と考えられ、事業地内は遺跡ではなく本調

査の必要はないと判断された。

平成元年度は山籠遺跡、宮ノ前遺跡の本調査を実

施した。

山籠遺跡は、調査面積が1,100面で、 12月4日に

調査を開始したが、 2mを越す盛土があったために

調査は予想以上に時間がかかり、終了は翌 2年3月

23日となった。調査の結果、弥生時代中期の竪穴住

居10棟を検出し、当該期の土器• 石器も出土した。

現地説明会は 3月3日に実施したが、約70名の参加

者があった。

宮ノ前遺跡はA・B・C地区合計2,700面の発掘

調査をおこなった。調査は元年4月11日に開始した

が、予想以上に堆積土があったために、調査に時間

がかかり、終了は翌 2年3月17日となった。縄文時

代から江戸時代までの長期にわたる遺構・遺物が確

認された。

平成2年度は大古曽遺跡の第 1次調査をおこなっ

た。昭和63年度に一部範囲確認調杏を行い遺跡縁辺

部とした地域で、 4X75mのトレンチ調査を行い、

士層断面調究とプラントオパール分析を実施した。

その結果、大古曽遺跡の最終的な本調査対象面積を

14,200面と決定した。

平成3年度は大古曽遺跡B地区で、 5,160面の調

査を 3年7月1日から翌4年1月16日まで実施した。

遺構は、飛鳥• 奈良時代の掘立柱建物や鎌倉時代の

土坑墓を検出し、遺物は、縄文時代から江戸時代ま

での長期にわたるものが出土した。

平成5年度は大古曽遺跡C地区と宮ノ前遺跡D地

区の調在をおこなった。

大古曽遺跡C地区は、 B地区の南に接する地区で

ある。調査面積は4,210m2で、 5年4月13日から11

月10日まで実施した。遺構は飛鳥から奈良時代の掘

立柱建物を検出した。また旧石器時代の石器が出土

し、津市の歴史を遡らせる資料を得ることができた。
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第2図 山籠遺跡・コウゼンジ遺跡・宮ノ遺跡試

掘坑位置図

宮ノ前遺跡D地区は、諸般の事情により当年度ま

で本調査が見送られていた地区である。 100面程の

調査であったが、鎌倉時代から室町時代にかけての

遺物が出土した。

（河北秀実）



II. 津市一身田大古曽人こ古曽退t跡

1 . 位置と環境

大古曽遺跡 (1)は、三重県津市一身田大古曽字

山ノロに所在する。ここは伊勢湾西岸一帯に広がる

伊勢平野の中央部に位置し、伊勢国と近江国の境を

なす鈴鹿山脈南端部から伊勢湾に向かって南東に延

びる見当山丘陵の北側縁辺部にあたる（写真 1)。

調査区は、この見当山丘陵北側に刻まれた小支谷

の出口に形成された、小規模な扇状地状の段丘斜面

に位置する（写真4)。大古曽遺跡は周知の遺跡で
① 

あり、古墳時代の遺跡と考えられてきたが、中勢バ

イパス建設に伴う分布• 試掘調壺の結果、「北が緩

斜面をなす丘陵を住居域にした古墳時代後期、中世、

近世の複合遺跡」であり、「近世に集落があり、東

に移転したという伝承も残っている」と認識される
② 

に至った。現況は水田であり、東へ向かって100m

で約 5mの比高差をもって傾斜している。

周辺の遺跡を概観すると、近年特に注目されるの

が橋垣内遺跡 (2) と六大B遺跡 (3)である。橋

垣内遺跡では飛鳥時代を中心とする掘立柱建物が70

数棟検出され、六大B遺跡では条里推定方向とほぼ

一致する奈良時代の掘立柱建物をはじめ、平安•鎌

倉時代に至る計70数棟の掘立柱建物が検出された。

また遺物についても、橋垣内遺跡からは円面硯• 土

馬・斎串等が、六大B遺跡からは和同開弥銀銭• 土

馬・円面硯• 木簡• 石帯の巡方・ 400点を超える緑

釉陶器片が出土した。さらに六大B遺跡は平城宮跡

出土木簡の「伊世国奄伎郡」 （表） 「久菩多里私部

小［ ］」 （裏）の記載とも併せて“久菩多里”の
③ 

官街遺構と推定されている。

2. 調査の方法

調査の方法は、原則としてこれまでに行ってきた

一般国道23号中勢道路の発掘調査方法に従った。

但し地区設定については、これまでの各遺跡にお

ける設定方法が必ずしも統一されていないため、今

後の調査上の便宜や遺跡を記録保存するにあたって

の有効性を考慮して、国土座標を用いた六大B遺跡

の設定方法に倣った。

1 . 現地調査の方法

地区設定（座標値区分と地形区分）

調査区の設定は平面直角座標系の第VI原点からの

座標値に基づいて行った。

また、調査が複数年次にわたるため、調在区全体

を現状の地形区分を基にA~C の 3 地区に分け、 B

地区を平成3年度に、 A・C地区を平成5年度にそ

れぞれ調在した（第4図）。

大地区設定と小地区設定

座標値の100m単位を大地区の境界線とし、今回

の大古曽遺跡の調在区を含む 8 カ所の大地区にA~

Hの名称を与えた（第4図）。

さらに各大地区を南北・東西方向共に25等分し、
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一辺4mの小地区を設けた（第5図）。小地区の位

置表示は、各大地区毎に北から南へA----Y、西から

東へ 1------25の記号を与え、大地区の名称と組み合わ

せて示した。（例：センター杭No.786が所在する地区

は「F-H13」となる）

遺構カードの作成

遺構の検出状況を記録するため小地区毎に 1/40 

の略測図を作成した。記録のポイントは遺構の切り

合い関係と埋土の種類・状況である。

実測図の作成

遺物の出土状況図は、各遺構毎に任意に基準点を

設定して作成した。遺構埋土の土層図も同様である。

調在区外壁の土層図は各壁面毎に基準点 (0m点）

を設定して作成した。

各遺構の完掘状況・調査区内の地形測量は原則と

して空中写真測量で行ったが、遺構検出面が2面認

められた範囲については第 1面（上層）の実測を遣

り方測量及び平板測量で行った。

また、第 1面の実測図を空中写真測量による第2

面の遺構実測図に対応させるため、第 1面の実測基



6 安養院跡 7. 政所跡

新池古柑群 18. 西岡古墳

大字界 ----------ー＿―-小字界

第3図遺跡位置図 (1: 10,000) 
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準点に対空標識を設置して第2面の空中写真測量時

に写し込んで図化した。

写真撮影

遺構検出状況• 土層堆積状況は主としてカラーリ

バーサルで、その他（作業風景・遺物出土状況・遺

構完掘状況等）はカラーリバーサルとモノクロネガ

共に撮影した。

通常の撮影は35mm版で行ったが、重要遺構の遺物

出土状況・完掘状況・調査区全景等には35mm版のほ

かに 6X 9 cmX版や4X5インチ版も用いて、カラー

リバーサル・モノクロネガ共に撮影した。

またこれ以外にも、現地説明会等では35mmコンパ

クトカメラ（カラーネガ）や8mmビデオカメラを用

いて状況の記録に努めた。

2 . 資料整理の方法

出土遺物

洗浄・注記の後、全体を遺構出土遺物とその他の

もの（表採・遺物包含層等）に大別し、遺構出土遺

物は各遺構毎に分類した。そしてそれぞれから実測

な遺物をピックアップし、遺構出土遺物は各遺構毎

に且つ遺物の種類別に、その他のものは遺物の種類

別に、用紙を分けて実測した。実測済の遺物は実測

図の登録番号順に遺構単位で整理・保管したが、本

書に実測図を掲載した遺物は、各遺構毎にまとめて

遺物番号順に整理・保管し、報告書掲載の実測図と

の照合を容易にしている。

実測図

遺構実測図・遺物実測図共に、各遺構毎に分類し

たのち全体に通し番号を付して整理・保管している。

また、これとは別にマイクロフィルム撮影による整

理・保管も行っている。

写真

フィルムの種類毎に撮影順にファイルして保管し

ている。またモノクロネガ・カラーネガには検索用

としてべタ焼きを添付してファイルしている。

拓本

対応する遺物実測図に貼り付けて保管している。

本書の図版作成にはコピーを用いた。

3. 調査の経過
大古曽遺跡にかかる中勢道路予定地内の試掘調査

は昭和63年度と平成2年度の 2度にわたって行われ

た。その結果、遺構・遺物の認められなかった部分

を除き調査対象面積を14,200m2とした。

本調査は全体をA~C の 3 地区に分け、平成 3 年

度にB地区を、平成5年度にA・C地区を調査した。

平成3年度 B 地区の調査では掘立柱建物・溝• 土

坑墓等が検出されたほか、 C地区へ続く溝が確認さ

れた。またB地区東側トレンチで火山灰ブロックが

確認され、これを分析した結果姶良Tn火山灰であ

ることが判明した。さらにこの分析に伴って、大古

曽遺跡が立地する段丘の形成は遅くとも 8万年前ま

でには行われており、それ以後この地域の地形は安

定した状態にあって、旧石器時代人の生活舞台となっ

た可能性が考えられるとの見解を得た。

平成5年度 A地区とB地区の間は浅い谷状地形の

湿潤地となっており、 A地区は地形的には大古曽遺

跡よりもむしろ橋垣内遺跡に繋がるものと考えられ、

平成元年度に調査を行った橋垣内遺跡B地区で検出

された掘立柱建物群に連なる遺構の存在が推定され
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た。

またC地区ではB地区で検出した掘立柱建物群・

溝• 土坑墓群を中心とした遺構群の全容把握を課題

とし、併せてB地区で確認した姶良Tn火山灰のよ

り安定的な堆積状況の確認と、旧石器時代の資料発

見を期待して調査を開始した。

「調査日誌」 （抄）

B地区（平成 3年度）

く平成3年＞

6月17日 （社）中部建設協会と協議、表土はぎ等

の予定を決定する。

6月18日 センター杭確認。 No.779・786・787・

790は使用可。他はすべて使用不可。

6月21日 表土はぎ開始。 B地区を南北に2分割し、

北側をB1南側をB2と仮称、表土はぎ

はB1のみ行う。

7月1日 地区杭設定。

手掘り開始。調査区東側に沿ってトレン

チを設定。表土上面より約 lm掘り下げ

る。雨天のため15:30頃作業中止。
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第 5図

『
調査区設定図 (1: 1,000) 

7月3日

7月5日

B 1地区東側（トレンチ沿い幅約 3m) 

を黒色泥土層上面まで掘り下げる。これ

より西側は耕作土の 1層下で遺構検出を

行う。

雨天のため発掘作業中止。トレンチの排

7月8日

7月10日

水作業のみ行う。

B 1地区の外周に沿って排水溝を掘る。

同時に遺構検出レベルの再確認を行う。

遺構カード作成開始。終了後すぐに遺構

埋土を掘りはじめる。
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8月27日 高田高校地歴部体験発掘（第2日） 。現

場作業統き。この日に限って何も出ない。

表土はぎ (C地区）

7月12日 B 1地区中央部南側の追物包含屈より石

鏃 l点出土。チャート製、完形。 体験発掘 (8地区）

7月17日 B 1地区中央部南端でビット多数検出。 9月3日 午後から三者協議を行う。

径約10-30cm。埋土は暗灰色と黒褐色の 9月10日 B 1地区中央部の黒褐色土層上面で検出

2種あり。後者が前者を切っている場合 した溝数条を平板測誠。

が多い。B1地区西側も迫構検出開始。 9月11日 平板測秘つづき。終了後、黒褐色土層を

7月18日 B 1地区遺構検出つづき。突然の雨によ 除去し黄褐色土陪上面で遺構検出を行う。

り10:00で作染中止。11:00より現場プレ 10月14日 三直県立博物館の冨田館長 ・山下課長に

ハプで安全講習会を実施。加えて近藤主 よる足跡の鑑定。牛の足跡であることが

事による歴史講座を行う。内容は日本史 確定。

の時代区分とそれに対応する中勢道路内 10月15日 足跡の写真撮影。

の遺跡について。 10月21日 三煎テレビの取材を受ける。

7月19日 B 1地区東側は逍構検出面が複数認めら 10月22日 B 1地区南壁際の土坑は土坑墓と判明。

れることを確認。検出済迫構の実測につ 10月24日 足跡を石存で型取りする。

いて駒田係長と打合せ。 11月14日 一身田小学校が現場見学。約100名。

7月22日 B 1地区西側迫構検出つづき。灰色土上 12月3日 B2地区南東側で掘立柱建物検出。

面では遺構なし。暗灰色土上面まで掘り 12月24日 発掘作業終了。

下げる。 く平成4年＞

7月23日 レベル基準杭をB1北東隅に設骰。 1月13日 航空写真測最のための掃除開始。掃除が

Bl・B2境の農道部分の表土はぎを行 終了した迫構から完掘写真を撮影する。

っ‘ 。

※この頃B1地区東壁に火山灰プロックを

確認。分析用サンプル採取。

7月31日 調査第2課会謡のため作業中止。

8月1日 B 1地区東側完掘状況撮影。

8月8 B 1地区東側第 1遺構面実測。

-12日

※この頃B1地区西側で牛の足跡を検出。

8月26日 高田高校地歴部体験発掘（第 1日） 。中

勢道路内の遣跡を概説。終了後現場作業 遺構完掘状況の撮影 (8地区）

に入り、辿構検出を行う。 1月16日 航空写真測批。航測終了後、 B地区全景 ・
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掘立柱建物 ・土坑墓の写真撮影。

1月18日 14 : oo-現地説明会。
2月20日 立命館大学行木講師による地質調査。B

-21日 1地区東壁採取の土壌サンプルを見ても

らい火山灰であることが確認される。

2月24日 掘立柱建物の柱穴の断ち割り・写真撮影 ・

実測を行う。現地調査終了。

※B 1地区東壁の土壊サンプルを分析した

結果、姶良Tn火山灰であることが確認

される。

現地説明会 (B地区）

C地区 （平成 5年度）

く平成 5年＞

4月13日 表土はぎ開始。

4月19日 地区杭設定。

4月20日 手掘り開始。

4月27日 調査区北西側（第1面）追構検出 ・写真

撮影終了。 追構は検出されず。

4月28日 調査区南側追構検出開始。同時に南壁を

けずり、排水溝を掘る。

5月13日 調査区南側にローリングタワー 3段を設

骰。撮影・検出状況の観察・記録用とす

る。

5月20日 調査区南東部で掘立柱建物2棟検出。

6月 1日 SK 1でチャート製フレイク 3点出土。

旧石器出土の可能性を考慮し、埋土のふ

るい掛けを行う。

6月2日 SDlO遣物出土状況の実測に中村主事の

応援を得、無事終了。

6月8日 SK 1でさらにチップを 2点発見。

SD 1 -7の検出開始。

6月11日 建設省島村専門官、埋蔵文化財センター
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伊藤主幹 • 倉田主査が現場を視察。

6月16日 SD 1-2にトレンチを設定。土器片出

土。

6月21日 埋蔵文化財センター若林次長 • 新田課長 ・

倉田主査が現場を視察。

7月19日 調査風景ピデオ撮影。

7月21日 SD 1でナイフ形石器が出土、旧石器の

存在が確認される。

7月28日 これまでに出土した石器を作業貝に見せ

ながら、石器調査の注意事項を説明。

8月5日 調査区南東部（第 1面）の追構実測完了。

8月6日 雨天のため現場作業中止。現地説明会の

埠備を行う。

8月7日 14:00 -現地説明会 (A地区も） 。雨天

にもかかわらず約130名が参加。

8月23日 高田高校体験発掘（第 1日） 。大古曽逍

跡の概要説明の後追構検出を行う。

SD3の底でフレイク多数出土。

8月24日 芯田高校体験発掘（第2日） 。昨日検出

した追構を掘る。終了後に現時点での調

査成果の説明とQ&A。

8月26日 SD3の底で有舌尖頭器出土。

遺構掘削作業風景 (C地区）

8月27日 調査区内完掘。航空写真測温のための掃

除開始。

9月1日 航空写真測派 (A地区も） 。

14:00 -調査第2課会議。A・C地区を

視察。調査状況の説明を行う。

9月2日 全景写真撮影。

9月17日 ト レ ンチ延長。 分層 ・ 写真撮影 • 実測終

了。追構検出而より約lm下で火山灰プ

ロックを含む層を確認。



9月20日 調査区東壁実測終了。

9月29日 航測素固現地校正終了。調査区南壁とト

レンチで土壌サンプル採取。

10月15日 東側拡張区逍構検出開始。

10月19日 東側拡張区遣構検出終了。

10月22日 SD 1と8D9の切り合いを再度確認。SD

1がSD9を切っていると判断。

10月26日 東側拡張区完掘。写真撮彩終了。

10月28日 西側批張区完掘。写直撮影・遣構実測終

了。

10月29日 西側拡張区埋め戻し完了。東側拡張区

（第1面）迫構実測終了。

11月1日 東側拡張区第 2面迫構検出開始。SD3 

のつづきを検出。写真撮影後掘り下げる。

底で石鏃l点フレーク数点出土。土器等

はなし。出土地点記録後、完掘。

11月2日 東側拡張区第2面実測終了。拡張区北 ・

東壁実測終了。

11月9日 立命館大学行木講師による地質調査 （第

1日）。 調査区束壁沿いにトレンチ2カ

所設定。 先に行ったA地区のトレンチ調

4. 層

調査区内の基本層序は、 I.耕作土 (5-20cm)、

II . 黄灰色シルト• 黒褐色粘質土互層（遺物包含陪

20-40cm)、皿暗黄灰色粘質土または黒褐色シル

ト（遺構基盤層5-50cm)である。しかしI層と 1I

層の間には水田造成に伴う灰色シルトの盛土がみら

れる場合が多く、 II層の追物包含層と皿層の遺構基

盤陪の状況も必ずしも一定せず、上に示した基本層

序と異なる場合が少なくない。そこで以下に調査区

とその周辺の地形も含めて土壌の堆積状況を記述し、

欠を補いたい。

調査区は東へ下る扇状地上にあり 、現在は階段状

の水田面が広がっている。調査区外壁の土層を観察

すると、現在の耕作土の下には簿い整地土層が複数

みられ、水田の造成と拡大が繰り返し行われた様子

がわかる。現在の耕作土からは、縄文時代の石鏃か

ら近 ・現代の陶磁器類に至る多種多様な遺物が出土

している。

耕作土とこれに伴う盛土の下には西の谷から繰り

-14一

査では火山灰を確認。

11月10日 立命館大学背木講師による地質調査 （第

2日）。 南側トレンチ底近くで腐食物を

含む層を確認。土壌分析用のサンプル採

取。

東壁南端部、遺構検出面より数10cm下で

腐食物を含む層を確認。土壌分析用のサ

ンプル採取。現地調査終了。

※採取した土壌サンプルの分析を業者に委

託する。

地質調査 (B地区）

序

返し流入した土壌が扇状地の地形に沿って緩やかに

傾斜しながら堆積し、数次にわたって遣物包含層を

形成している。これら一連の自然堆積層は先に述べ

た階段状の水田造成によってかなりの削平を受けて

いるため、調査区内における各層の堆積状況は断続

的にしか追うことが出来ないが、基本的には自然流

路の氾濫によるとみられる黄灰色シルトと、自然流

路がやや安定した時期に形成されたとみられる有機

質を多く含んだ黒褐色粘質土が繰り返し堆積したも

のと考えられる。このことは、これら自然堆精層か

らの出土逍物が比較的少巌であることや、時期的に

異なる追物が混在している状況からも窺える。

遺構検出面はB・C両地区とも 2面存在する。B

地区では調査区東部において第14陪上面（第6図）

と第108層上面（同上）で、 C地区においては第102

陪上面（同上）と第103層下面（同上）で確認され

た。ただしB地区の第 1逍構面（写真5)は黒色粘

質土上面であり、迫構埋土の土質 • 色調がこれに酷
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似しているため、第2遺構面で確認できた遺構の中

に本来第 1遺構面で確認されるべきものが含まれて

いる可能性は否定できない。これに対し、 C地区で

確認した第 1遺構面（写真6)と第2遺構面の違い

は明瞭である（第8図144m地点）。

また今回の調査では、遺構検出面よりも下層の堆

積状況についても多くの情報を得ることが出来た。

B地区の調査で設定した調査区東側のトレンチ北

端部において、第119層と156層に挟まれてブロック

状の火山灰が堆積していることが確認されたため

（第 6 図 3~15m地点）、サンプルを採取し火山灰

同定を行った結果、姶良Tn火山灰であることが確

認きれた。さらにこの分析に伴って大古曽遺跡が立

地する扇状地状の段丘の形成年代についても有益な
④ 

情報を得た。

5. 遺構と遺物
B・C地区で検出された遺構は時期不明のものが

多く、また複数時期にわたるとみられる遺構も存在

するため、ここでは遺構を出土遺物と共に各種類毎

に記述し、時期別の遺構の状況については結語で総

括的に記述することとする。

また、出土遺物についての記述は形態の特徴及び

成形技法の特徴に重点を置き、法量・調整技法等に

ついては遺物観察表にまとめた。

(1) 溝•自然流水路

調査区内では多数の溝• 自然流水路が検出された。

特にC地区においては調査区のほぽ全面にわたって

多数の流路が検出され、旧石器時代～中世にかけて

の各種の遺物が出土した。以下各遺構毎に概要を述

べる。なお土層図中の太線は調査担当者が判断した

堆積の単位を示す線である。

SD 1 C地区中央部を東流する自然流水路である。

7カ所にトレンチを設定して断面観察を行った結果、

SDlは複数の流れが重複したものであることが判

明した（第16・17図 土層図 1~7) 。遺構掘削当

初は断面観察結果を基に各堆積単位毎の分層発掘に

努めたが、いずれの堆積単位も後代の流路による侵

食が大きく、 1つの堆積単位を安定的に追うことは

出来なかった。従ってここではSD1全体の出土遺

物を各時期毎に大別し、その概要を記述するに止め

る。

石器 (1~18、写真33• 34) 主にSD1の底面に

貼り付く様な状況で出土している。石材は、チャー

トの占める割合が高いがサヌカイトも混在し、頁岩
⑤ 

も少量含まれる。 1は切出し形のナイフ形石器であ

る。基部と刃部背面に対向調整を行っている。先端
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部側に素材剥片を剣離した際のバルブが明瞭に残る。

灰白色の頁岩製。 2はサヌカイト製の縦長剣片で下

部は欠損している。上端部腹面のバルプはよく発達

している。磨滅はみられない。断面形態が整った台

形をしており、安定した剥片剥離技法の存在が窺え

る。 3は台形の細石刃核である。黒色チャート製で

磨滅はみられない。打面調整の後、細かい頭部調整

を行っている。 4はサヌカイト製のスクレイパーで

ある。 5-18はフレイク及びチップである。チャー

トの割合が高いがサヌカイトも混在する。

須恵器 (19,..,,52、写真35) 19-31は杯蓋である。

19はSD1出土遺物の中では数少ない稜を有する例

であるが、残存する天井部外面に回転ヘラケズリ調

整はみられない。器壁は薄く、稜から口縁部にかけ

てやや開き気味の形態を示す点が特徴的である。 20

-23は口縁端部内面にロクロナデによる斜めの面を

有し、断面形態は三角形を呈する。特に21は器体全

体に強いロクロナデが施されており、口縁端部内面

の斜めの面もひときわシャープである。 24は器壁が

薄く稜の痕跡は全く残存しないが、口縁端部内面に

は段を有する。 25は扁平なツマミを有する。 26-27

は断面形態が半円形に近く、成形・調整技法の省略

が進んでいる。口縁端部は丸く収まる。 28-29は天

井部外面ヘラ切り未調整あるいは粗いナデであり、

19-27に比べると口径も小さい。 30は口縁部内面に

カエリを有する。 31は口縁端部がほぼ垂直に下がり、

直線的なツマミが付く。

32-45は杯身である。 32-34は口径が大きく、た

ちあがり部の断面形態がやや内弯気味を呈する。 35

-37はたちあがり部の断面形態が外反気味であり、

36-37は32-35に比べて口径がやや小さい。 38-39



は口径がさらに小さく、 39は強いロクロナデが施さ

れてやや特異な形態を呈する。 40-----45は受け部をも

たない。 40は器壁がやや内弯気味に立ち上がり、底

部は丸みを帯びて不安定な形態を呈する。 41-----44は

扁平な底部を有し、器壁はほぼ直線的に立ち上がる

が、 41-----42は僅かに内弯気味である。 45は底部に高

台を有する。高台はやや外開きで、底面はほぼ全面

が接地する。

46は聡または壺の口頸部と思われるが、小片のた

め詳細は不明である。

47-----49は高杯である。 47は脚部の下半部のみが残

存する。脚端部はくびれて帯状に発達し、表面には

回転カキメ状の調整がみられる。脚部は中間部の 2

第14図土層図位置図
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条の沈線で上下に区画されているとみられ、下部に

は方形の三方透かしが施されている。 48も脚部の下

半部のみが残存するが、透かし穴等はみられない。

脚端部は外面に僅かな膨らみをもち、接地部は平面

を呈する。 49は約 2/3が残存する。断面形態は36

に類似し、底部約 1/2に回転ヘラケズリがみられ

る。脚部に透かし穴等はなく、脚端部には外傾する

面を有する。

50は甕である。口縁端部は折り返されて垂下する。

断面形態は方形に近い。 51は甕あるいは器台の口縁

部とみられるが、小片のため詳細は不明である。ロ

縁端部は折り返されて垂下する。

52は鉢と思われるが小片のため詳細は不明である。
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1. 2.5Y 6/1黄灰色砂 (Fe)

2. 1 0 YR5/2灰黄褐色砂 (Fe少量）
3. 7.5Y 6/1灰色シルト

4. 2.5Y 6/2灰黄色砂

5. I O YR4/2灰黄褐色シルト

2-

6. 5Y 5/1灰色砂

7. I O YR3/1黒褐色粘土質シルト
8. 2.5Y 6/2灰黄色シルト（黒色シルト質粘土ブロック）

9. 2.5Y 6/1黄灰色砂（炭化物）

10. 2.5Y 5/1黄灰色砂

11. 1 0 YR5/4にぶい黄褐色砂（明黄褐色シルトプロック）
12. 1に同じ

13. 5 Y 5/1灰色砂（粘質）

14. 5Y 5/1灰色粘土質シルト
5Y 6/1灰色砂 ｝混合

15. 7.5Y 6/1灰色砂 ｝ 

1.5Y 4/1黄褐色粘土
互層

16. l0Y7/l灰白色シルト質砂

17. j'{ 6/1灰色砂

1.5Y 3/l黒褐色シルト質砂｝
混合

18 2.5Y 4/1黄灰色砂（植物遺体多量）

19. 5 Y 6/1灰色粘土
5Y 7/1灰白色砂 ｝混合

20. 5 Y 5/1灰色シルト質粘土

21. 5 Y 7/2灰白色砂
2.5Y 4/1黄褐色砂（粘質） ｝互層（植物遺体多量）

10.0m 

I. 2.5Y 5/1黄灰色砂質シルト 互層

2.5Y 5/3黄褐色砂質シルト｝

2. 5 Y 5/1灰色シルト質砂 ｝互層

2.5Y 6/4にぶい黄色シルト質砂

3. 2.5Y 6/2灰黄色シルト質砂 (Fe少量）

4. I O YR5/6黄褐色粘土質シルト

5. 5Y 6/1灰色シルト質砂
6. 2.5Y 5/1黄灰色シルト (Fe少量）

7. 2.5Y 6/1黄褐色砂 (Fe)

8. 2.5Y 6/2灰黄色シルト質砂 (Fe多量）

9. 1 0 YR6/6明黄褐色粘土質シルト（粘質、 Fe)

10. 1 0 YR6/8明黄褐色シルト質砂 (Fe少量）
11. 1 0YR5/l褐灰色砂質シルト (Fe少撰）

12. 1 0 YR3/1黒褐色シルト質粘土 混合（植物遺体）

2.5Y 4/1黄灰色砂 ｝ 

13. I 0YR6/6明黄褐色砂シルト質砂 互層

2.5Y 6/1黄灰色 ｝ 

14. I O YR5/6黄褐色粘土（砂まじり） 混合

2.5Y 6/3にぶい黄色砂（粘質） ｝ 

3_ 9.9 m 

1. 5 YR7/l明褐灰色シルト質砂

2. 1 0 YR4/2灰黄褐色シルト質砂

3. 2.5Y 6/2灰黄色砂

4. 1 0 YR3/3暗褐色シルト

5. 1 0 YR3/3暗褐色シルト

6. 1 0 YR4/2灰黄褐色砂

I O YR6/6明黄褐色砂 ｝ 
互層

7. 1 0 YR3/l黒褐色シルト

8. 7.5YR4/2灰褐色砂

7.5YR3/3暗掲色シルト｝
互層

9. 5YR5/2灰褐色シルト

10. I O YR6/3にぶい黄橙色砂
I OYR6/1褐灰色砂 ｝ 

互層

11. IO YR4/l褐灰色砂

12. 2.5Y 6/1黄灰色砂

13. 5 Y 6/1灰色砂 (Fe)

14. 2.5Y 6/1黄灰色砂

15. I O Y 5/1灰色砂

16. I O YR6/3にぶい黄橙色シルト質砂

17 5Y6/2灰オリープ色砂 (Fe少量）

JS. 7.5Y 6/2灰オリープ色砂

19. 5Y 6/4オリーブ黄色砂礫

14 軍

I. I 0YR5/4にぶい黄褐色砂 (Fe少量）

2. I O YR5/2灰黄褐色砂 (Fe、Mn)

3. I 0YR7/2にぶい黄橙色砂

4. 7.5YR4/2灰褐色シルト質砂

5. 7.5YR5/2灰褐色砂質シルト (Fe、Mn)

第16図 SD 1土層断面図（土暦図 1-3・14) (1 : 40) 

6. 7.5YR4/l褐灰色シルト (Fe、Mn少量） 11. 1 0 YR6/3にぶい黄橙色粘土質シルト (Fe) 17. 1 0YR7/l灰白色砂 (Fe少贔、 Mn少量）

7. 7.5YR4/1褐灰色砂質シルト (Fe少量） 1 0YR7/3にぶい黄橙色砂 (Fe少量） 互層 18. 7.5YR6/2灰褐色砂

8. 1 OYR5/3にぶい黄褐色砂 1 0YR6/3にぶい黄橙色砂 (Fe少量、 Mn少量） l 19. 1 0 YR4/l褐灰色シルト（粘質、 Fe)
9. 7.5YR5/6明褐色砂 (Fe、Mn少篇） 13. 1 0 YR6/4にぶい黄橙色砂（炭化物少量） 20. 1 0 YR6/2灰黄褐色砂質シルト (Fe少量）

10. 1 OYR7/3にぶい黄橙色砂 (Fe少量、 ;¥'ln少量） 14. 7.5YR5/ 4にぶい褐色砂 (Fe少量、炭化物少量） 21. 7 5YR7/3にぶい橙色シルト質砂 (Fe、;¥'ln)
15. 7.5YR4/4褐色砂
1 0YR4/1褐白色粘土｝互層（炭化物少量）

22. 1 0 YR5/3にぶい黄褐色砂 (Fe少量、 Yln少量）i

23. 7.5YR4/1褐灰色砂 (Fe少量、 Mn少量）
16. 7.5YR3/1黒褐色シルト（やや粘質、 Fe少贔、炭化物少量） 24 1 0 YR6/6明黄褐色砂

25. 7.5YH3/1黒褐色シルト

26. 1 0 YR6/2灰黄褐色砂 (Fe少量）

27. 1 0 YR5/2灰黄褐色砂（炭化物）

28. 7.5YR4/1褐灰色シルト質砂

29. 7.5YR3/1黒褐色シルト質粘士（木炭粒多量）

1 0 YR7/6明黄褐色砂 (Fe)

30. 7.5YR7/2明褐灰色シルト質砂 (Fe、Mn少量）

31. 1 0YR7/6黄橙色シルト質砂 (Fe少量、 Mn少量）

｝互層

32. 7.5YR5/2灰褐色シルト (Fe、Mn)

33. 7.5YR5/2灰褐色シルト質粘土 (Fe)

34 火山灰プロック (10YR7/6明黄褐色）

35. 7.5YR4/2灰褐色シルト (Fe、Mn少量）

36. 7.5YR5/1褐灰色砂質シルト (Fe少量）

37. 1 0 YR6/6明黄褐色シルト (Fe、Mn少量）
38. 1 0 YR5/2灰黄褐色粘土質シルト (Fe) ゜

2m 
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口縁端部に沈線が1条巡る。

土師器 (53,...,54) 53----58は甕である。 53は頸部と

体部の接合後の調整が不完全であり、接合部の内面

が突出している。頸部の厚さはほぼ均ーで、口縁端

部は丸く収まる。 54・55の頸部と体部の接合部の内

面は滑らかである。頸部の厚さは54・55共に下半部

が厚く端部が薄い。口縁端部は軽くつまみ上げる様

なヨコナデ調整を行ったとみられ、外面は垂直より

やや内傾する面をもち、内面は僅かに窪んでいる。

また、頸部の外反の度合いは54の方が大きい。 56・

57は53~55に比べて口径が小さい。 56が強いヨコナ

デと端部のつまみだしで鋭角的な断面形態を呈する

のに対し、 57は滑らかな面をもって大きく外反し、

端部も丸く収まる。 58は体部下半のみの破片である

4_ 
姐

5_ 
坦

1. 1 0 YR3/4暗褐色粘土質シルト (Fe)

2. 1 0 YR6/1褐灰色粘土質シルト (Fe柱状）

3. 2.5Y 5/1 黄灰色シルト質粘土 (F~主状）

4. 1 0 YR5/3にぶい黄褐色シルト質砂 (Fe)

6 軍

7_ 
坦

1. 1 OYR5/4にぶい黄褐色砂 6. 2.5Y 4/1黄灰色粘土

2. 7.5YR5/1褐灰色砂質シルト (Fe少量 ・Mn少量） 7. 2.5Y 4/1黄灰色砂（粘質）

3. 7.5YR2/2黒褐色シルト（やや粘質、 Fe少量 ・Mn少量） 8. 2.5Y 4/1黄灰色シルト（やや粘質）

4. 2.5Y 4/1黄灰色シルト 9. 2.5Y 3/1黒褐色シルト質粘土

5. 2.5Y 3/1黒褐色シルト（粘質） 10. 1 0 YR2/1黒色粘土

第17図 S01土層断面図（土層図4-7) (1 : 40) 
゜

2m 
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が、 56・57と同規模の甕であろう。

59は杯である。器壁の厚さはほぽ均ーで、口縁端

部は丸く収まる。

60は長頸壺である。頸部下部がわずかに欠失して

いるが同一個体とみられる。頸部の厚みはほぼ均一

であるが、口縁部は薄く、端部は尖り気味となる。

61・62は土錘である。共に粗雑な作りであり、穴

の位置も中心からズレている。

63は皿である。口縁端部内面が突出し、断面三角

形の稜をなす。

64は甕である。口縁端部外面が直立し、中央部が

凹線状にわずかに窪む。口縁部外面はヨコナデ、内

面はヨコハケが施され、体部は外面がタテハケ、内

面にはヨコハケが施される。体部ほぼ中央部に把手

が付くが、作りは粗雑である。把手接合部内面に圧

着痕とみられる円形の窪みがみられる。

こ
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山茶椀•山皿 (65-72) 65---71は山茶椀である。

! ¥ 
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65~67はやや退化した高台をもつもので、 65は尾張
⑥ 

編年第 5型式、 66は渥美編年第 5型式に相当する。

68は高台が大半象lj離しているもので、尾張編年第6

型式に相当する。 69~71は高台をもたないもので、

69・70は瀬戸編年第8型式に相当する。共に体部外

面下部に墨書がみられるが、残存状況が悪く判読で

きなかった。

72は山皿である。高台外面がほぼ直立するもので

尾張編年第4型式に相当する。

木製品 (73-75) 木製品も少量ながら出土してい

る。 73は上端中央に柄の痕跡とみられる突出部をも

ち、一見踏み鋤形を呈するものであるが、表面中央

に四角い大きな翔jりをもち、十能形あるいは槽の一

種とも考えられる。また、一隅が裏面から四角＜例

られており、 2次加工を受けているとみられる。 74

は断面四角形の細い材に浅い納穴状の加工痕がみら

れるものである。当初建築部材の一種かと思われた

が、穴が浅く位置・形状とも不規則であるため、用

途は不明である。 75は一見自然木とみえるものであ

るが、上端と中央部に加工痕がみられる。

なお、ここには図示できなかったが縄文土器片が

2点出土しており、植物繊維の混入が認められる。

SD 2 (第21・22図） SD 1から SD3へ流れ込

む形で検出された自然流水路である。埋土の堆積状

況を観察した結果、 SD3を切っていると判断され

た。流路の行方はSD4と重複しており確定は困難

であるが、 SD4の横断面右岸側で旧流水路との重

複が確認されており、これをSD3の痕跡とみるな

らば、 SD3の右岸にほぼ接する辺りをSDlと平

行する方向に流れていたと考えられる。

出土遺物は石器3点 (76----78)のみで、 76・77は

フレイク、 78はポイントチップである（写真35)。

SD 3 (第23図）

4
 
7
 

万，＇’
•1-

ーー 7 5 

C地区西端から東へ、 SD1と

平行して流れる自然流水路である。埋土は非常によ

く締まっており、一見して古い堆積層であることが

S D 1出土遺物実測図 3

わかる。人工遺物は全く出土していない。

SD4 C地区中央部でSD1から派生する形で北

゜
20cm 

(1 : 4) 

東方向へ延びる。埋土はほぽ均ーな砂層であり撹乱

等はみられないが、 SD9付近へくると後代の流れ

込みによるとみられる堆積状況の乱れが観察された
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（第26図）。

出土遺物は 6世紀後半-----7世紀前半とみられる土

師器 (80-----86)と須恵器 (87-----114)にほぼ限られ、

他に磨滅した面をもつ大型の礫 (79)と木製品 (115)

が出土している（第24図、写真23)。

土師器 (80,....,86) 80は壺の肩部である。 SDl出

土の土師器長頸壺 (60)の頸部接合部内面が内傾し

ているのに対し、ほぽ垂直に立ち上がる。

81-----85は甕である。口径・器形共に多様であるが、

りーい` ~~£>
乙 77

c::;..=—ニ 76

-~ ーい口
<:::::: —ヘ―- 78 

゜
5 cm 

各々これに伴って口縁部の成形技法にも違いが認め

られる。

86は残存率が低く磨滅しており詳細不明である。

須恵器 (87,.._,114、写真36) 87~95は杯蓋である。

法量・形態共に各種みられる。型式的には陶邑編年
⑦ 

T K209~T K217型式にほぼ相当するが、 87は明確

な稜をもち古い様相を示す。

96~105は杯身である。杯蓋とほぼ同じ様相を示

す。 96のみがやや古い様相を示す点も同様である。

106は双耳壺である。頸部は短く直線的にやや開

き、口縁端部は平らに仕上げられている。

107は甕である。頸部の下半部が欠失しており、

上半部との境に沈線が巡る。口縁端部直下に突帯と

沈線が巡り、下部の沈線との間に縦方向のヘラ描き

直線文が施される。

108・109は高杯である。 108は脚部下半が欠失し

ている。杯部外面下半部には櫛状工具による細かい

波状文が施されるが、施文の状況も他の部位の調整

も粗雑である。

第21図 S02遺物実測図 (2: 3) 

8_ 声

1. 1 0YR7/1灰白色砂 (Fe柱状）
2. 1 0 YR5/1褐灰色砂質シルト
3. 1 0 YR4/1褐灰色粘土質シルト
4. 1 0 YR8/2灰白色砂質シルト (Fe、炭化物少量）
5. 1 0 YR5/1褐灰色砂質シルト (Fe、炭化植物）
6. 1 0 YR6/3にぶい黄橙色シルト質砂 (Fe)

第22図 SD2土層断面図 (1: 40) 

,-
証阻

囮

胃
J_J_ 

7. 1 0 YR6/2灰黄褐色シルト質砂
8. 1 0 YR6/2灰黄褐色砂 (Fe)
9. 7.5YR6/2灰褐色粗砂 (Fe)
10. 7.5YR7/3にぶい橙色砂
11. 2.5Y 5/1黄灰色シルト質砂
12. 2.5Y 5/1黄灰色砂質シルト（炭化植物）

13. 2.5Y 7/2灰黄色シルト質砂（炭化植物）
14. 2.5Y 4/1黄灰色シルト質砂（粘質）
15. 2.5Y 5/1黄灰色砂 (Fe、炭化植物）
16. 2.5Y 5/1黄灰色砂。1 0 YR5/2灰黄褐色粘土｝ 混合 2m 

1. 7.5YR5/1褐灰色シルト

1. 2.5YR6/1赤灰色シルト砂質

2. 7.5YR6/1褐灰色シルト質砂（やや粘質、 Fe)
3. 7.5YR6/1明褐灰色シルト質砂

1. 7.5YR6/1褐灰色シルト質砂
幽 2. 1 0 YR5/1褐灰色シルト質砂 (Fe粒）

3. 5 YR6/1褐灰色シルト（やや粘質、 Fe粒）
4. 7.5YR5/1褐灰色シルト（やや粘質、 Fe多量）
5. 7.5YR4/1褐灰色シルト

6. 1 0 YR6/1褐灰色シルト質砂（やや粘質）
7. 1 0 YR4/1褐灰色シルト（やや粘質）
8. 2.5Y 4/1黄灰色シルト

0 2m 

第23図 SD3土層断面図 (1: 40) 
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111は短頸壺である。器壁は薄く整形は粗雑であ

る。

112は椀とみられるが、小片のため詳細は不明。

110・113・114は聡である。 113は頸部と口縁部の

境に突帯が巡るもので、頸部上半部は上から下への

串状工具による直線文、下半部は回転カキメ状の調

整が施される。 114は口縁部と頸部の境に沈線が巡

り、口縁部と頸部上半部には右上から左下へのヘラ

描き直線文が施される。

石製品 (79、写真35) 一部欠損しているが、両面

の中央部を除くほぽ全面に研磨によるとみられる磨

滅がある。不整形なものではあるが、砥石として使

用されたものであろう。

木製品 (115) 出土層位は須恵器杯身 (99) と同

じである。断面形が「く」の字形を呈し、槽あるい

13_ 

1. 
2. 5 Y 5/1灰色シルト（粘質、 Fe、Mn)

3. 7.5YR7/4にぶい橙色粗砂 ｝ 互層
5Y 5/1灰色シルト（粘質）

4. 5 Y 6/1灰色砂
5. 1 0 YR5/1褐灰色砂
6. 5 Y 7/1灰白色粗砂
7. 1 0 YR6/2灰黄褐色粗砂
8. 1 0YR6/4にぶい黄橙色粗砂

9. 1 0 YR7/l灰白色砂

旦

゜
2m 

第26図 SD4 土層断面図（土層図12• 13) (1 : 40) 

゜
10cm 

゜
20cm 

第27図 S04遺物実測図 2 (1: 4) 第28図 S04遺物実測図 3 (1: 4) 
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は木樋の一部と考えられる。腐食しているため加工

痕は判然としない。

S05 C地区南西部でSDlから派生する形で南

東方向へ延びる。西半部はSDlと同一面（第1面）

15 
．． 

で検出できたが、東半部は明確に検出できなかった

ため、約20cm掘り下げて再度検出作業

の結果、西半部に続くラインが明確に検出されさら

を行った。そ

に調査区東壁付近で東へ派生する形でSD6が検出

胆 血

1. 2.5Y 6/3にぶい黄色シルト質砂

1 0YR6/8明黄褐色砂 ｝ 互層
2. 2.5Y 6/3にぶい黄色砂
1 0YR5/1褐灰色砂 ｝ 互層
3. 2.5Y 6/1黄灰色シルト質砂
4. 1 0 YR5/6黄褐色砂
5. 1 0 YR4/6褐色粘土 (Fe)

1. 1 0YR7/1灰白色砂質シルト
2. 1 0 YR8/1灰白色砂質シルト

3. 2.5Y 6/2灰黄色砂質シルト
4. 5 YR6/l褐灰色シルト質砂 (Mn)
5. 2.5Y 6/2灰黄色砂質シルト (Mn)

6. 5 YR6/l褐灰色シルト質砂
7. 7.5YR5/4にぶい褐色砂質シルト
8. 7.5YR5/3にぶい褐色シルト質砂（径5mm以下の礫）

且 坦 18 坦 19 坦

------1――ーニニニ乏＼、ヽ.-___ / __ 

瓢
1. 2.5Y 7/1灰白色砂 (Fe)

2. 5YR6/1褐灰色砂質シルト (Fe)
3. 1 0YR7/1灰白色砂質シルト (Fe)

4. 7.5Y 7/1灰白色粘土質シルト (Fe)
5. 7.5YR6/1褐灰色砂 (Fe)

6. 1 0 YR6/1褐灰色砂 (Fe薄層状）
7. 1 0YR7/1灰白色砂

8. 1 0 YR6/3にぶい黄橙色シルト質粘土 (Fe)
9. 2.5Y 6/1黄灰色粘土 ゜

2m 

第29図 SD 5土層断面図（土層図15,-..,19) (1 : 40) 

f 
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第30図

三

SD5遺物実測図 (2: 3) 

122 

ーロー〗＼
＜ 124 

10cm 

-38-



された。

埋土はほぼ均ーな締まりのない砂の堆積で、最下

層のみがよく締まったシルトである（第29図）。

出土遺物は有舌尖頭器 (116) をはじめとする石

器類のみで出土層位は最下層に限られる（写真25・

37)。また上部の埋土中にも後代の遺物は全く混入

せず、 SDlをはじめとする他の遺構埋土と比べて

極めて安定した状態であったことがわかる。このこ

とはSD5の検出層位が他の遺構群と明らかに異なっ

ている（第8図 東壁土層断面図 3 144m地点参

照）こととも符合し、少なくとも C地区西側にはS

D5に伴う比較的安定した生活面が一時期存在した

ことがわかる。

石器 (116-124) 116は有舌尖頭器である。茎部

が僅かに欠損している。両面に対向調整が施される

が図正面側の調整はやや粗く、剥離の幅• 長さ共に

バラッキが多い。石材は異なるが、形態は朝日遺跡
⑧ 

出土資料に類似例がみられる。サヌカイト製。 117

は凹基無茎鏃、 118は石錐、他は剥片である。

S06 SD5から派生する形で東へ延びる。検出

姐 廷
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面はSD5と同一であるが、底のレベルに差があり

合流部では段差が付く。また遺物の出土は全くなく

SD5とは様相を異にするものである。ただし埋土

についてはSD5と同様の砂の層であり、堆積状況

も類似する（第29図）。

S07 SDl右岸で断続的に検出された。山茶椀・

木製品 (125)が出土しており、中世以降に形成さ

れたと考えられる。

木製品 (125) 曲物の蓋板であるが、腐食のため

木取りは不明である。

S08 B地区南西部で検出した自然流水路である。

B地区調査時に一定区画の埋土を完掘したが、遺物

の出土は全く認められず、 SD8東側の遺構群の下

部へもぐり込むことが確認されたため、完掘した区

画の土層図を作成・記録するに止めた（第33図）。

しかしC地区調査時に検出したSDllがSD8へ延

びる方向で検出されており、 2つの流路は同一遺構

と推定される。

S09 調査区全体を南北に二分するかたちで延び

る溝である。平面形はB地区西隅で「く」の字に折

125 

I',"~:,', -,  

゜
20cm 

第31図 SD6土層断面図 (1 : 40) 

22 

第32図 S07遺物実測図 (1: 40) 

翫

1. 青灰色粘質土（褐色粘土プロック）攪乱 6. 灰青色粘質土 11. 黒灰色粘質土 14. 暗灰褐色粘質土 (15.よりやや明るい）
2. 灰青色砂質土 7. 暗褐色粘質土 12. 黒色粘質土 15. 暗灰褐色粘質土
3. 暗灰青砂粘質土 8. 暗灰色粘質土 13. 暗褐色粘質土 16. 暗灰色粘質土

4. 明灰褐色粘質土 9. 暗灰色粘質土
5. 明灰青色粘質土 10. 灰黄褐色粘質土

゜
2m 

第33図 S08土層断面図 (1: 40) 
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れ曲がる形で、一方はB地区西壁中央部へ、他方は

東壁B・C地区境付近へ直線的に延びる。いずれも

調査区外へ延びており、平面規模は不明である。断

面形はV字形で、残存する肩の幅は 2~3m、深さ

は 1~1.5m程度である。底の幅は30cm前後で底面

のレベルは標高7.5m前後でほぼ水平である。

埋土の堆積状況については、 7箇所で断面観察を

行った。その結果、埋土は数単位に大別できること

が判明し、遺物の出土状況にも一定のまとまりがあ

ることが確認された（第34~36図、写真22) 。以下、

亙

M_ 且

1. 暗灰褐色土（弱粘土、黄褐色土）
2. 黒褐色粘土

3. 黒灰褐色砂質土
4. 灰黄褐色砂質土

5. 黄褐色砂質土
6. 黄褐色粘土

7. 黒灰褐色粘質土
8. 黄褐色粘質土
9. 明黄褐色砂質土

10. 黒灰褐色砂質土
11. 黄褐色粘質土
12, 黄灰褐色砂質土

13. 暗灰色粘質土
14. 黒灰褐色土
15, 暗灰色土

16. 黄灰褐色粘質土

17. 黒灰褐色粘質土

18. 暗灰色粘質土
19. 黄褐色粘土

20. 黄褐色砂質土
21. 黄褐色砂

22. 黄灰色砂質土
23. 黄褐色シルト
24. 黄褐色砂
25. 明灰色シルト

26. 暗灰色シルト
27. 灰褐色砂質土

28. 黄褐色砂質土
29. 黄灰褐色砂

30. 灰褐色砂質土（粘質）

澁 軍

1. 暗灰褐色土（弱粘土、黄褐色土）
2. 黒褐色粘土

3. 黒灰褐色粘質土

4. 黒灰褐色砂質土（やや粘質）

5. 黒灰褐色粘土
黄褐色粘土 ｝混合

6. 暗黄褐色土

7. 黒灰褐色砂質土（粘質、青灰色砂）
8. 黄褐色粘質土
9. 黒灰褐色粘質土

盤 Mm  

1. 灰茶色土
2. 茶褐色土
3. 黄茶褐色土
4. 暗灰色粘質土
5. 灰色シルト（暗灰色粘質土粒）
6. 淡灰色シルト
暗灰色粘質土｝互層

7. 淡灰色シルト
暗灰色粘質土｝互層

゜
2m 

第34図 S09土層断面図（土層図23,....,26) 1 (1 : 40) 
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遺物の出土状土状況について概要を記す。

126-----133は土層図24第2-----4層及び土層図25第2

-----4層より出土した。 134-----145は出土状況から二大

別される。 134-----141は第36図にみる通り一括出土遺

物であり、これを包含する土壌の比較検討を行った

結果、出土層位は土層図28第3-----5層に相当すると

考えられる（写真26)。また、出土地点は土層図29

に近いがここはSD4との接点に当たり、 SD4上

部にみられる後代の流れ込みによって撹乱を受けた

ために、他の地点とは異なる堆積状況を示すものと

思われる。 142-----145は土層図28第3-----5層他より出

土した。 146-----151は土層図27第12層より出土した。

以上の状況から、 126-----133を上層、 134-----145を中

層、 146-----151を下層と捉えることが可能であり、上

層は13世紀の遺物の中に 8世紀の遺物が混入し、中

層は 8世紀の遺物の中に 7世紀の遺物が混入し、下

層は 7世紀の遺物を中心とする。また、土層図23・

24・27では各々 7-8層間・ 4-5層間（写真22)・

5-6層間で溝の掘り直しとみられる堆積状況が観

察される。 （土層図24は左右反転して作図）

以上の様な遺物の出土状況と埋土の堆積状況から

SD9の開削を 7----8世紀とし、 13世紀頃に再利用

するために掘り直したとみることができる。

出土遺物（写真37)上層 (126,..._,133) 126は扁平

で滑らかな砂岩礫で片面中央部に敲打痕がみられる。

窪みは浅く滑らかであり、磨石としても使用された

ものであろう。

127・128は須恵器長頸壺である。 127は口縁端部

IL 軍
1. 耕土

2. 灰色粘質土
茶褐色土 ｝混合 (Fe多量、 Mn多量）

3. 暗褐色粘質土
4. 淡黄色シルト
5. 暗灰黄色シルト
6. 暗灰色粘土
7. 灰色粘質シルト（黄色土）
8. 暗灰色粘土

9. 暗灰色粘質土｝
灰色シルト 混合

黄色土

10. 暗褐色粘質土混合黄色粘質土
11. 黄色粘質土（暗灰色粘質土）
12. 灰色シルト（粘質、腐蝕物）

姐 tl111 

;-. 1. 1 0 YR3/3暗褐色シルト (Fe)2. 7.5YR4/2灰褐色シルト質砂
3. 7.5YR3/1黒褐色粘土 (Fe)
4. 1 0 YR4/1褐灰色シルト質砂
5. 2.5Y 4/1黄灰色粘土 (Fe)

6. 1 0 YR5/1褐灰色シルト質砂

筵 厨

1. 7.5YR3/2黒褐色シルト (Fe、Mn)
2. 5 YR4/1褐灰色シルト (Fe、Mn)
3. 1 0 YR4/3にぶい黄灰色砂 (Mn)
4. 7.5YR4/1褐灰色シルト質粘土 (Fe、Mn)

5. 7.5YR6/l褐灰色シルト (Fe、Mn)
6. 2.5Y 5/1黄灰色砂質シルト (Fe)

7. 7.5YR4/1褐灰色シルト (Fe)
8. 5 Y 6/1灰色シルト質砂 (Fe)

9. 1 0 YR4/l褐灰色質砂 (Fe)

10. 1 0 YR5/1褐色シルト質砂

゜
2m 

第35図 SD9土層断面図 2(土層図27,...,28) (1 : 40) 
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外面にほぽ直立する面をもつ。頸部に沈線はみられ

ず、肩部も張りがなく丸みを帯びる。 128は肩部が

張り、稜の直上に沈線が一条巡る。高台は高く、内

端面で接地する。

129~132は山茶椀である。いずれも高台にモミガ

ラ痕が残り、体部はわずかに丸みを残す。 129は渥

美編年 5~6 型式、 130~132は尾張編年 6 型式に相

当する。

133は青磁椀である。器壁は薄手でやや内弯気味

に立ち上がる。内面の体部と底部の境に段をもつ。

体部内面に櫛状工具による施文がみられ、釉は外面

下1/3を残して施釉される。太宰府編年mー 1に

相当する。

中層 (134,....,145) 134~139は土師器杯及び皿であ

る。 134は口縁部が受け口状に屈曲するもので、体

部は直立気味で器高は高い。 135は口縁部内面が強

くヨコナデされて面をもつ。 136は口縁端部が丸く

収まる。 137は器高が低く、口径がやや大きい。 138

は口縁部下部にヨコナデによる稜線をもつ。 139は

口縁端部が内側に巻き込まれる。

140~141 は甕である。 140は口縁部が外反して肥

厚し、端部外面にヨコナデによる面をもつ。体部外

面はタテハケ、内面はナナメハケ調整が施される。

142-144は須恵器杯身である。 142は口径11.2cm

で、底部ヘラ切り未調整。 143は口径10.8cmで、器

壁は薄く底部は平らである。 144は口径8.5cmで、た

ちあがり部が短く非常に厚い。

145は須恵器甕である。口縁部が外側に肥厚し、

下部に沈線状の段をもつ。

下層 (146.....,151) 146は土師器甕である。器面は

磨滅しているが、体部内面にヨコハケ調整の痕跡が

みられる。口縁部は滑らかに外反し、端部外面に沈

線が一条巡る。147は須恵器杯蓋である。稜の痕跡は

認められない。148は須恵器杯身である。体部は直線

的に開き、器高が低く扁平な形態を呈する。 149・1

50須恵器蓋である。 149は口縁端部が最も厚く、か

えりの外面は滑らかにヨコナデされている。 150は

端部から天井部へかけての厚みがほぽ均ーである。

かえりは内面が直線的に成形されている。 151は須

恵器短頸壺である。器壁は薄く、調整も粗雑である。

土器集中地点 SD9とSD18の接点付近で土師器・

須恵器が集中して出土した。出土レベルが浅く、遺

ロ
ロ

153 

八
)會
□ 154 

゜
10cm 

第38図 土器集中地点実測図 (1: 100)、遺物出土状況図 (1: 20)、出土遺物実測図 (1: 4) 
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構に伴うものかどうかは不明である。

出土遺物 (152-154) 152は土師器甕である。ロ

縁端部外面にほぽ直立する面をもつ。口縁部内面に

ョコハケ、体部外面にタテハケが施される。 153は

須恵器甕である。口縁部が肥厚し、外面に凸線状の

段をもつ。 154は須恵器杯蓋である。天井部外面に

1/2程度の回転ヘラケズリが施される。

SD 10 (第37図） C地区北端部で検出した溝であ

るが、八角形の一部を構成する様な、幾何学的な平

面形を呈する（写真19)。幅約80cm、深さ約20cmで

残存するが、 SD9に合流する北側部分では幅が拡
軍

がっている。埋土は褐色土の単層である。溝は南北

2箇所で折れ曲がっているが、遺物は北側のコーナー

より北側と、南側のコーナー付近（写真27)から出

土した。また、両コーナーの中間部分が途切れてい

るが、これは後世の削平によるものと考えられる。

出土遺物 (155-159、写真36) 155は磨製石斧で

ある。折れて大半が失われているが、刃部と割れ口

に磨滅がみられ、磨り石あるいは石杵に転用された

ものと考えられる。 156は須恵器壺である。肩部に

2条の沈線が巡る。 157は須恵器小型壺である。内

外両面に漆が多量に膠着した状態で出土した。 158

は須恵器杯蓋で、天井部はヘラ切り未調整である。

159は土師器甕である。口縁端部外面に内傾する面

をもち、内面には上端のツマミアゲに伴う窪みがみ

られる。体部外面はタテハケ、内面はヨコハケが施

される。

SD 11 C地区西壁中央部から東北東へ流れる自然

流水路である。途中に土坑状の落ち込み (SK38) 

゜
1 m 

第40図 SD 12土層断面図 (1: 20) 
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第42図 SD 13,..., S D21出土遺物実測図 (1: 4) 
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があり、 SD9まで達する。 SD9に切られてはい

るが、 SD8に繋がる可能性も考えられる。人工遺

物は全く出土していない。

S D12 B地区南側を弧状に走る溝である。幅約80

cm、深さ約40cm。埋土は 3層に分けられるが、第 2

層の灰色砂は締まりが悪く、完形の土師器 (160・

161)が出土しており、比較的短期間で埋没したも

のとみられる。

S D13 B地区北端西壁際で数条検出された南北方

向の溝のうちの 1つである。褐色の埋土から灰釉陶

器 (174) 、山茶椀 (172~173·175~177)· 片口鉢

(178)が出土した。

SD 14 S D13の東側に平行して検出された。赤褐

色の埋土から山茶椀が出土している。

S D15 B地区中央部を東西方向に走る。水田区画

の形成に伴うとみられる。土師器• 山茶椀が少量出

土した。

S D16 B地区南半部で検出された東西方向に走る

短い溝の 1つである。土師器小片が少量出土したの

みである。

S D17 B地区南端部で検出された。褐色の埋土か

ら須恵器 (185)等が出土した。 185は扁平なつまみ

が付く蓋である。天井部内面に円弧スタンプがみら

れる。

S D18 B地区南端で検出された。遺跡が立地する

斜面とは逆方向に傾斜しており、 SD9に流れ込む

様な形をとる。灰色砂の埋士から須恵器 (186~189)

等が出土した。

S D19 C地区西拡張区で検出した。須恵器杯蓋

(190)が1点出土したのみである。

S D20 S D19を切る状況で検出した。須恵器(191)

が1点出土したのみである。 SDlOとの切り合いは

認められなかった。

S D21 C地区南壁に平行して直線的に走る。須恵

器杯蓋 (192)が完形で出土した。 （山口 格）

(2)掘立柱建物

B・C地区合わせて15棟の掘立柱建物を検出し

た。

S 822 B地区北端部で検出した桁行3間 (6.65m)

x梁行2間 (3.45m)の東西棟の総柱建物である。



1柱間は不等間であり柱通りも悪いが、桁行の中央

の柱間は狭く柱穴も浅いことが確認できる。棟方向

はN52.5°Wである。東隅の柱穴が深く沈み込んで

いるのは、この辺りを境に遺構基盤層が締まりの良

い弱粘質灰白色シルトから締まりの悪い黄褐色シル

トに代わることによるものかもしれない。周辺で多

数のピットを検出したが建物プランは確認出来ず、

単独で存在したものと考えられる（写真10)。

出土遺物は磨滅した土師器の小片のみで図示出来

るものはない。

S 823 B地区南端部で検出した 2間 (2.88m) X 

2間 (2.80m)の総柱建物である。平面プランはほ

ぼ正方形であり方向はN37.2°Eである。中央の柱

穴は柱通りに沿って南へ約30cmずれており、径は外

側の柱穴よりもやや小さいが底のレベルには特に差

異はみられない（写真11)。

出土遺物は土師器・須恵器の小片で混入とみられ

るものはないが、図示できるものはない。

S 824 B地区南端部で検出した桁行4間 (5.25m)

x梁行2間 (3.22m)の東西棟の建物である。棟方

向はN71.7°Wである。桁行の柱間が梁行の柱間よ

り狭く、柱間の平均値は前者が約1.31m、後者が1.

61mである。柱掘形はSB22・23に比べるとやや大

きく径約50~80cmである（写真 9) 。

出土遺物は土師器・須恵器の細片のみで、図示で

きるものはない。

S 825 B地区南端部で検出した桁行3間 (3.52m)

x梁行3間 (3.46m)の南北棟の総柱建物であり、

棟方向はN31.3°Eである。柱穴が検出されなかっ

た箇所が2カ所あり、後世の削平による消滅あるい

は柱穴が残らない構造（台石をもつなど）の柱が存

在したものかもしれない。（写真12・13)。

出土遺物は土師器・須恵器の小片のみである。

S 826 C地区中央部東寄りで検出した。 SD1と

重複しているため 1間 (2.12m) X 2間 (3.48m) 

のプランを確認したに止まるが、南へ延びて 2間x

2間以上の建物になると考えられる。これに従えば

棟方向がN41.5°Eの南北棟となる。

出土遺物は土師器の小片のみで、図示できるもの

はない。

S 827 B地区中央部南東寄りで検出した。 SB26 
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と同様にSD1と重複しているため、 1間 (2.64m)

X 1間 (2.50m)のプランを確認したに止まるが、

2間X2間以上の建物になる可能性が考えられる。

遺物は出土していない。

S 828 C地区南西端で検出した。調在区南壁にか

かっているため全体のプランは確認できなかったが、

壁面に柱列に対応するピットが確認されたため 3間

(3.82m)Xl間（約1.30m)以上の建物であると

考えられるが、東西方向の柱間は平面検出によるも

のではないため正確な数値は不明である。柱列は 3

間のうち中央の 1間 (1.15m)が両側 (1.31-1.35

m)に比べやや狭い。柱列の方向はN36.6°Wであ

る。

遺物は出土していない。

S 829 C地区南側で検出した桁行4間 (7.32m)

x梁行3間 (4.62m)の南北棟の建物である。

棟方向はN31.9°Eである。東側柱列と隣接する

S B30の西側柱列に一部重複がみられ、 SB30に切

られていることが確認された。柱掘形は方形のもの

が大半を占め、隅柱の掘形は他のもの（約40X50cm)

に比べ大型（約60X80cm)である。梁行の柱間は等

間と考えられるが、桁行の柱間は中央の 2間が広く

(l.86-2.08m)外側の 1間が狭い (l.52-1.75m)

（写真 8)。

出土遺物は須恵器杯身 (193)および土師器小片

である。

S 830 B地区南側で検出した桁行 4間 (6.34m)

x梁行2間 (3.75m)の南北棟の建物である。棟方

向はN35.9°Eである。東隅の柱穴が隣接する SB

29の南隅の柱穴を切っている状況が確認された。梁

行の柱間 (1.82m -1.93m)は桁行の柱間 (1.32-

1.80m)よりもやや広いが、桁行・梁行それぞれは

出土遺物は束柱穴から出土した須恵器杯身 (194)

1点のみである。器壁が薄く、受け部直下で体部が

屈曲する点が特徴的である。口縁端部は欠損してお

る通し柱をもつ建物と考えられる（写真8)。

出土遺物は土師器小片で図示できるものはない。

S 831 C地区南東部東壁際で検出した桁行 4間

(5.00m) X梁行2間 (2.72m)の東西棟の建物で

ある。棟方向はE1.1°Sである。柱間は桁行と梁

行がほぼ等しい。 SB32と柱穴が1つ重複するが、
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切り合い関係は確認できなかった。

遺物は全く出土しなかった。

S 832 C地区南東部東壁際で検出した。 2間(3.52

m)X 2間 (3.52m)の総柱建物とみられるが南東
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隅の柱穴は調査区外となり、未確認である。また北

辺を東に延長した所にもピットが検出されており、

桁行3間以上の東西棟の建物となる可能性も考えら

れる。棟方向はNl.2°Wであり、柱掘形は円形で

ある。

遺物は全く出土しなかった。

S 833 C地区南東部東壁際で検出した建物である。

3間 (6.33m)X 1間 (2.19m)のプランを確認し

たが、調査区外へ延びるため全体規模は不明である。

柱穴がSB32・S B34と各 1カ所重複する。確認で

きた範囲では柱間は等間で柱掘形は円形である。ま

た棟方向は東西• 南北どちらとも決めがたいが、 3

間検出した柱列の方向はN26.7°Eである。

遺物は全く出土しなかった。

S 834 C地区南東部東壁際で検出した建物である。

2間 (3.77m)X 1間 (2.04m)のプランを確認し

たが、調査区外へ延びるため全体規模は不明である。

柱穴がSB33と1カ所重複する。確認できた範囲で

は柱間は東西方向 (2.04m)が南北方向(1.88-----1.89

m)よりもやや長く、東西を棟方向とするならばN

85.5°wの東西棟の建物となる。

遺物は全く出土しなかった。

S 835 C地区南東部東壁際で検出した建物である。

3間 (6.07m)X 2間 (3.06m)のプランを確認し

たが、調査区外へ延びるため全体規模は不明である。

南北列の柱間は 3間のうち中央の 1間 (1.77m)が

狭く、外側 (2.11 ---2. 77 m)が広い。東西列の柱間

は南北列よりもかなり狭い (1.49-----1.57m)。南北

列の方向はNl0.2°Eであり、棟方向は東西の可能

性が考えられるが断定は避けたい。柱掘形は不整形

のものが多いが方形のものもみられる。

り口径は不明である。

S 836 C地区南端部壁際で検出した建物である。

3間 (4.36m)X 1間 (1.21m)のプランを確認し

たが、調査区外へ延びるため全体規模は不明である。

柱間は 1間の列よりも 3間の列 (l.37---1.53m) の

方が広く、 3間の列を桁行きと考えるならば棟方向

がN44.1°Wの南北棟となる。

遺物は全く出土しなかった。

（清水正明・山口格）

第48図 S 828実測図 (1: 100) 
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(3) オ主万IJ

S A37 C地区南端部東壁際で検出した。東西4間

（約6.5m)X南北8間 (13.9m)のL字形を呈す

るが、南北列の北から 3間目は柱穴が3個近接して

おり、柱間・間数には不確定要素が残る。柱掘形に

は方形・円形両方がみられる。南北列の方向はN

15.2°Eである。柱穴からの出土遺物は認められな

vヽ
゜
なお、柱列の内側にあたる調究区東側の状況につ

いては、未調査であるため推定は困難であるが、現

在確認されている掘立柱建物群 (SB26~36) の分

布状況からみても東側へ建物群が拡がることはまず

間違いなく、また、周辺の地形観察によっても少な

くとも水田 2------3枚分のスペースが標高9.lmのレ

ベルで存在する（写真2)。谷から流れ出る水の被

害を直接的に被る恐れのない場所に占地して建物を

構築し、なかでも最も高い位置に重要施設を配置し

たと推定される。

（山口格）

(4)土坑

S K38 S D11埋土掘削中に一部が土坑状に落ち込

むことが確認されたため、セクションベルトを残し

て掘り下げた（第50図）。埋土はSDllからの流れ

込みによるものとみられる。第3層以下の各層には、
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炭化した植物遺体が薄い層状に含まれる。埋土掘削

中にチャート製の剣片 (196)が出土したため、以

後掘削した埋土をふるい掛けし、その結果5点の石

器 (195------199)が出土した。いずれも剣片であるが

195は2次加工痕をもつ（写真19・39)。

S K39 C地区北東端でSD9に接する形で検出さ

れた不整形の土坑である。埋土の堆積状況はSK38 

に類似するが、ここでは植物遺体の層状堆積はみら

れず、人工遺物も全く出土していない。

S K40 S K39の南東側に隣接するかたちで検出さ

れた不整形の土坑で、 SD4とSD9の両方に接す

る位置にある。また、 SK40の北側部分はSD9か

ら南へ張り出す土坑状の窪みと重複しているが、切

り合い関係から SK40が新しいと確認された。出土

遺物は土師器と須恵器である。

土師器 (200-201) 200は小型の甕である。体部

内面に強いヨコナデが施される。 201は甕である。

口縁端部が上方につまみ上げられるタイプで、内面

にはヨコハケ調整が施される。

須恵器 (202-205) 202・203は蓋杯である。 202

は口径13.8cmで、たちあがり部は薄手で端部内面に

面をもつ。 203は口径8.6cmでたちあがり部が厚く短

い。内面は弯曲する。底部はヘラキリ未調整である。

204・205は蓋である。 204はかえりが口縁端部より

1. 黄灰色シルト質粘土 (Fe)
2. 暗黄灰色シルト (Fe)

3. 灰色粘土 (Fe少量、炭化物）
4. 暗灰色粘土（炭化物）
5. 灰色粘土（炭化物）

6. 暗灰色粘土（炭化物）
7. 褐灰色シルト (Fe)

8. 暗灰色粘土
黄褐色シルト質粘土｝

互層（炭化物）

9. 暗灰色粘土（炭化物）

゜
2m 

`い~~ぐ 195 いこ 196

第52図 S K38土層断面図 (1: 40) . 出土遺物実測図 (1: 2) 
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も下方へ伸びるもので、天井部の厚みはほぼ一定し

ている。 205はかえりが短く、口縁端部を結ぶ線に

も満たないものである。天井部の厚みは口縁部に向

かって薄くなる。

S K41 B地区南端部付近、 SD9の北側で検出し

た不整形の土坑である。埋土は黄灰色砂の単層で、

S D12と同様比較的短期間のうちに埋没したものと

思われる。出土遺物は土師器と須恵器である。

須恵器 (206-208、写真37) 206-207は杯身であ

る。 206はたちあがり部が中程でくびれて直立し、

口縁部内面が肥厚してやや特異な形態をとる。受け

部直下には沈線状の窪みが巡る。底部ヘラ切り未調

整。 207は磨滅が甚だしく細部は不明であるが、受

け部・たちあがり部共に短く、たちあがり部は直立

気味である。体部上部1/3のところにヨコナデに

よる稜をもつ。底部・体部共に直線的で、 206とは

軍

冒轟

R 

O』 2m 20cm 

第54図 S K40実測図 (1: 40)、出土遺物実測図 (1: 4) 
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全く異なった印象を受ける。 208は鉢である。体部

上部がS字状にくびれて、口縁部が開き気味に伸び

る。

土師器 (209・210、写真37) 209は鉢である。成

形は粗雑で、体部外面に不定方向のヘラケズリが施

される。口縁部がやや内傾し、端部がやや薄くなる。

210は甕である。体部上端部から口縁部にかけて肥

厚し、口縁端部は丸く収まる。

S K42 B地区東端付近の第 1遺構面で検出した不

整形の土坑である。当初竪穴住居かと思われたが、

完掘時の形状および柱穴がないことから土坑と判断

した。埋土は黄褐色砂の単層で、埋土上部で数個体

分の土師器片が出土した。いずれも磨滅・風化が甚

だしい。

土師器 (211r.J215、写真37) 211は高杯である。

杯部は半球状を呈し、端部は丸く収まる。 212~215

は甕である。 212は口縁端部外面にわずかに外傾す

る面をもつ。体部上端部から口縁部にかけてわずか

に肥厚する。 213は口縁端部外面にわずかに内傾す

る面をもつ。口縁部下部から中央部が肥厚し、端部

はやや薄くなる。 214は口縁端部外面に内傾する面

をもつ。端部内面かわずかに窪み、上端は尖る。ロ

縁部全体が肥厚している。

S K43 B地区中央部で検出した円形の土坑である

が後代の溝・ピットに切られており、全体の形状は

不明瞭である。しかし他の遺構と重複していない部

分の埋土は黄褐色砂の単層で安定しており、この埋

土からの出土遺物は一括資料と認められる（写真

18)。出土遺物は土師器と須恵器である。

土師器 (216・219,写真38) 216は小型の鉢とみ

られる。体部が開き気味にのびて口縁部はさらに外

反する。内面にはヨコナデ調整痕がみられるが、つ

くりは粗雑である。 219は甕である。体部上端から

口縁部にかけて肥厚し、口縁端部はやや尖り気味に

収まる。つくりは粗雑であるが、体部上端部から口

縁部にかけての調整は特に粗く、粘土の継ぎ目が明

瞭に認められる。

須恵器 (217・218、写真37) 217は杯蓋である。

天井部はヘラキリ未調整。 218は短頸壺である。体

部最大径は上約 1/3の位置にあり、下半部は回転

ヘラケズリ調整される。頸部はわずかに外傾して直

ヽ

線的にたちあがる。口縁部内面は滑らかにヨコナデ

され、端部は尖って断面三角形を呈する。

S K44 B地区南端東壁際で検出した不定形の土坑

である。埋土は黄灰色砂の単層で土師器甕 (220)

が出土した。

220は口縁端部外面が内傾し、上端がつまみ上げ

られるため内面は窪む。口縁部は肥厚し、中央部が

最大厚となる。

傘
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第57図 S K43実測図(1: 20)、出土遺物実測図 (1: 4) 
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S K45 B地区中央部南西寄りで検出した円形の土

坑である。北東側の壁面上部が焼土化しており土坑

内で焼成が行われたことが判る。埋土は上下2層に

分かれ、上層は多量の炭と焼土が混じる暗灰色土、

下層が黒灰色粘質土と細かいブロック状の地山の混

合土であり、上層と下層の間にはごく薄い木炭の層

がみられる。出土遺物は木炭粒と焼土のみで、土器

等は認められない。

なお、 S K45の検出地点は中世墓SX46-49に囲

まれる位置にあり、 これらの遺構の関連施設である

可能性が考えられる。

(5)中世墓

今回の調査区内では、中世の墓と考えられる遺構

が4基検出された。各遺構の平面位骰はB地区中央

部南西寄りに集中する。形態は 4基のうち 1基が円

形、他の3基は長方形であり、円形の 1基が他の3

基とやや離れた位置にある。

S X46 (第58図、写真14) 南端部を失っているが、

約2m Xl.5 mの隅丸長方形である。

その中央部から、木棺の痕跡とみられる約 lmX

0.65mの長方形の土坑を検出した。残存する深さは

棺内棺外共に16----20cm。埋土は棺内棺外共に上下2

層に分層出来るが、棺痕跡東側に接する墓坑の埋土

は分層出来ない。棺痕跡の埋土は細粒で粘性が強く、

墓坑の埋土と明確に識別できる。棺痕跡の埋土上層
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｀ 
焼土

丁― T
 

一

声

血

｀ 

1. 暗灰色粘質土
2. 暗茶灰色粘質土

3. 黒灰色粘質土

淡黄色シルト｝混合

4. 黒灰色粘質土

゜5. 暗灰色土
6. 暗灰色土

淡黄色土｝混合

7. 黒色粘質土

1. 暗灰色土（炭・焼土）
2. 黄灰色砂質土（地山と炭・焼土の混合）

3. 木炭層

゜
lm 

~I 

ロニここここここ立召
第59図 S K45実測図 (1: 20) 第60図

"`― 2o
図

2
 

223224[

>•

4

。

ー

：

二
、,＇‘

ー

図

は
測

25

実

2

6

~

 

4

1

 
2
 

x

2

 

S

(

 

-56-



且

二 7

0 
▽王三

0 

こ

0
 

~ 

G 
-_ 

--- 231 

゜
三

—
ー
ー
ー
トH
u

n

h

 

゜し
5cm 

第61図 S X47出土遺物実測図 (227---231は

232---233 ,t 2 : 3) 

1
0
 
1 : 4、

233 

t_  

璽

__j 

3. 黒色粘質土（炭）

4. 灰黄褐色粘質土

由

Bl..!!! 

i1.m. 

第62図 S X47実測図 (1: 20) 
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4. 灰褐色粘質土
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第63図 S X48実測図 (1: 20)、出土遺物実測図゜
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第64図

『 ~cm
S X49実測図 (1: 20)、出土遺物実測図

236 

(1 : 4) (235,;t 1 : 4、236,ま2: 3) 
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から土師器皿2点 (221・222) 、土師器小皿 3点

(223-225)が出土した。このうち221は北側短辺

付近で、 223は南西隅付近で共に正立状態で出土し

た。棺痕跡からは他に鉄釘 (226)が出土している。

また土坑中央部両側辺でピットが検出され、切り合

いから墓坑埋没後であることが確認されたが、建物

としては考え難く土坑墓との関係は不明である。主

軸方向はN29.5°Eである。

土師器 (221----225、写真38) 221・222は共に口縁

端部外面にヨコナデによる、ほぽ直立する面をもつ。

成形・調整共に粗いが、底部は平底状を呈する。 22

3は丸底とみられ、口縁端部は面をもたずに丸く収

まる。 224・225は平底とみられ、共に口縁端部外面

に面をもつ。また、 225は底部中央部が上方に突出

し、いわゆるヘソ皿状を呈する。

鉄製品 (226) 頭部がL字状に曲がる釘である。

断面形は長方形で、頭部は長辺側の一方に向かって

折れ曲がっている。

S X47 (第61・62図、写真15) 約l.5mXlmの

長方形である。残存する深さは15-20cm。断面観察

の結果、埋土下半部で棺痕跡とも考えられる土坑状

の落ち込みを確認したが、平面的には確認できなかっ

た。西側長辺際で山茶椀 1点 (231)・ 山皿4点 (22

7-230)が正立状態で出土したほか、中央部やや北

寄りで小刀 1点 (233)・鋏 1点？が長軸に沿った状

態で出土した。山皿には4点全ての底部外面に「a」

形の墨書がみられる（写真39)。小刀と鋏には各 1

箇所に黄橙色の骨片が付着していたほか、木質の付

着がみられた。骨はこれ以外には残存せず、墓坑内

には炭・灰・焼土等はみられない。主軸方向はN45.

5°Eである。

山皿 (227----230、写真38) 227は体部中央部が突

出して稜をなす。底部は厚く、口縁部も厚手である。

228は口縁部が外反するもので、口径に比して器高

が低く扁平な形態を呈する。底部はやや薄手である。

229・230共に口縁部が肥厚するもので、底部も共に

厚い。

山茶椀 (231、写真38) 口縁端部はわずかに外反

して丸く収まる。体部にはわずかに丸みが残り、底

部には糸切り痕が残る。

鉄製品 (232• 233) 232は2点の鉄製品が錆によっ
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て結合したものである。 X線撮影を行ったが不明な

点が多く、詳細を確認し得なかったが、おそらく握

り鋏みとみられる。 233は小刀であるが、 X線撮影

の結果切先と茎先が失われているものとみられ、刃

区・棟区の形状も明瞭でない。また、目釘穴につい

ても存在が確認されなかった。

S X48 (第63図、写真16) 約l.lmX0.8mの隅丸

長方形である。残存する深さは10-13cm。埋土は 4

層に分層出来るが、 SX46・47で確認された様な土

坑状の落ち込みは認められなかった。出土遺物は北

側短辺際で山茶椀 1点 (234)が正立状態で出土し

たのみである。埋土中に炭• 灰・焼土は混じらず、

骨片• 木質等も認められなかった。主軸方向はN

45.3°Eである。

山茶椀 (234、写真38) 口縁部が外反し、高台に

はモミガラ痕がみられる。

S X49 (第64図、写真17) 約0.9mX0.75mの楕

円形である。残存の深さは10-17cm。中央やや北寄

りで土師器小皿 1点 (235)、鉄製小刀 1点 (236)

が出土した。土師器小皿は他と同様正立状態で出土

し、小刀は土坑の長軸に直交する状況で出土した。

埋土中に炭・灰・焼土・骨片• 木質等は認められな

かった。主軸方向は、小刀の方向を主軸と考えるな

らば、 N29.2°Eである。

土師器 (235、写真38) 器壁が 1mm前後と非常に

薄く、器形の歪みも大きいものである。

鉄製小刀 (236) X線撮影の結果、切先・茎先は

失われていることが確認された。棟区は直線的で明

確であるが、刃区はゆるやかなカーブを描く。茎に

目釘穴が1箇所残り、刀身部分に鞘の木質が少量残

存している。

(6)その他

S Z50 (第63図） B地区中央部南西寄りで検出し

た、一見井戸状の遺構である。直径約 1m、深さ約

1.3mの円筒形であるが、さらに底面中央に直径約3

0cm深さ約60cmの穴がある（写真29)。埋土は検出

面から約30cmのところまで灰色及び灰黄褐色の粘質

土がみられるが、その下は下部の穴を含めてすべて

灰色粘質土 1層で埋まっていた。

出土遺物は全くみられず、他の遺構との切り合い



も確認できないが、東京都多摩ニュータウン遺跡で
⑨ 

多数検出されている陥し穴遺構と類似する。また、

大古曽遺跡の南南東約 2kmに所在する上津部田城

此、嬉野町の馬ノ瀬遺跡⑪においても類似の遺構が検

出されており、縄文時代の陥し穴遺構である可能性

が考えられる。

道路および足跡 B地区北西部の長さ約38m・幅3

----5 mのテラス状の区域で検出された。テラスの北

辺は現在の水田の区画に一致しており、南辺は旧区

画と考えられる。またテラスの長軸に平行して多数

の足跡が列を成していることから、テラスは旧水田

区画に伴う道路遺構と考えられる。

足跡には牛とヒトの 2種類が混在するとみられた

が、時期と種別の確認のため三重県立博物館の冨田

靖男館長に鑑定を依頼した。その結果、①動物の足

跡は牛であること、②牛の足跡は現在の家畜種に比

ベ小型であり、品種改良前の小型種である可能性が

考えられることが判明した。ヒトの足跡については

残存状況が不良のため詳細不明である。

足跡からは遺物の出土はなく、他の遺構との前後

関係も不明のため時期決定は困難であるが、道路遺

構が旧水田区画に伴うこと、牛の足跡が現在はみら

れない小型のものであること、足跡の埋土が周辺に

存在するピットと同様の黒褐色粘質土であることか

ら、中世に遡る可能性は否定できないものの、近世

の時期幅に収まる可能性が高いと考えられる。

ピット出土遺物 237は粗製の石匙である。整形の

ための剣離が周辺部に止まり、刃部の調整剥離も幅・

長さが不揃いである。 238は土師器甕である。口縁

端部外面にわずかに内傾する面をもち、上端がつま

み上げられて尖り、内面が窪む。 239は須恵器杯身

である。器壁が薄く、体部は直線的に屈曲する。 240

は須恵器の頸部である。口縁部の沈線に切られるか

たちで櫛描き波状文が施され、さらにその下に回転

カキメ調整の痕跡がみられる。

包含層出土遺物 (241-350)

石器 (241-247、写真40) 241・242は凹基の無茎

鏃である。 241はチャート製で厚さ 5mm、242はサヌ

カイト製で厚さ2.5mmである。 243は五角鏃である。

サヌカイト製。 244は凹基の三角鏃である。サヌカ

イト製。 245は石核である。チャート製。 246・247

は二次加工を有する剣片である。

土師器 (248......,271) 248-----270は甕である。いずれ

も口縁部のみか体部上部を含む程度の破片であるた

直

1. 灰色粘質土（砂少量）
2. 灰黄褐色粘質土

3. 灰色粘質土

゜
1 m 

第65図 S Z50土層断面図 (1: 20) 
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第66図 ピット出土遺物実測図 (237は2: 3、238

,.._,240ti 1 : 4) 
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め、全体の形態・ 調整技法の特徴は不明である。そ

こで口径を基準としてみると、 14.4-20.9cmのもの

(248-264・266)、22.6-24.0cmのもの (265・267・

268)、25.9-28.5cmのもの (269・270) に分けら

れ、順に小型・中型・大型と捉えられる。さらにロ

縁部形態による細分も可能である。 271は甑の口縁

部とみられる。端部が内傾し、上端がヨコナデされ

て面をなし、内面に突出する。

土錘 (272,....,273) SD 1出土のものに比べやや小

型のものである。つくりは比較的丁寧で、穿孔もほ

ぼ中心を通っている。

須恵器 (274,....,308、写真38・39) 274-282は杯蓋

である。稜を有するものは 1点のみ (274)である。

280にはつまみが付く。 275・276は口縁端部内面に

稜をもち、 275は特に顕著である。 283-298は蓋杯

である。 283・284が古い特徴をもち、 298が受け部

消失後の新しいものである。 299-304は高杯又は壺

の脚部であり、形態のバリエーションは豊富である。

305は聡である。口径が体部最大径より小さく、ロ

頸部には段のみで文様帯はみられない。 306は短頸

壺である。口縁部は直立し、端部は丸く収まる。 30

7はいわゆるすり鉢形のもので、底部に管状工具に

よる刺突が施され、周辺部はほぽ等間隔で上面まで

貫通する。 308は甕である。内面の同心円文は半ス

リケシ調整されている。

灰釉陶器 (309) 瓶の底部である。高台は内面が

直立し、外面がやや内傾するものである。

山茶椀 (310,-..,325) 法量にはバラッキがあるが、

尾張編年第5---7型式のものが主体となっている。

318には墨書がみられる。

山皿 (327、写真39) 厚い底部と短い口縁部をも

っ。内面中央にナデ、底部に糸切り痕が残る。

捏鉢 (328・329、写真38) 小型のもので、片口部

分は失われている。

羽釜 (332----335) 鍔が短くやや上方を向くもので、

335には口縁部の穿孔がみられる。

その他おろし皿 (341)、天目茶碗 (348・349)、

青磁碗 (350)等がみられる。

（山口格）
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第67図 包含層出土遺物実測図 1(2 : 3) 
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6. 結

(1)調査区内における遺構の変遷

B・C両地区で検出された遺構について時期別の

検討を行い、調査区内における遺構の変遷について

考察する。検討作業は、 1.検出層位、 2. 切り合

い関係、 3. 遺物の出土状況とその時期、に基づい

て行った。なお、いずれの方法によっても決定し得

えない場合は、平面形•他の遺構との位置関係・埋

土の状況等から推定した。

検出層位と切り合い関係に基づく検討の結果は第

1表の通りである。一連の作業の結果、 5期9段階

に区分された（第70・71図）。以下、各時期の状況

について述べる。

I期 西側の谷からの自然流水によってSD2・3・

11が形成される。当地域における段丘形成以後、縄

文時代までに属する。 3小期に細分される。

I-1期 西側の谷からの自然流水によってSD3

が形成されている。人工遺物は認められない。
⑫ 

遅くとも 8万年前とされる段丘形成以後、人工遺

物出現までの期間である。

IIー 2期 自然流水路の位置がやや南に移り、 SD

3を切るかたちでSD2が形成される。北方約20m

の地点にSK38があり、剣片が埋土中に包含される。

ナイフ形石器 (1)出現以後、旧石器時代終末ま

でに収まるものと推定される。

I-3期 S K38埋没後、これを埋没せしめたSD

11・SD 8が存続する時期である。

人工遺物が出土せず、 I-2期から II期への過渡

期と位置付けられる。時期幅の推定は困難である。

II期 流水路は南へ屈曲する SD5およびSD6と

なり、 SD5 埋土中に有舌尖頭器• 石鏃が包含され

る。北方約70mの地点に陥し穴SZ50がみられる。

縄文時代に属するものである。

m期 西側の谷からの流れ込みはSD4となり、調

査区中央部に開削されたSD9に合流する。この時

期から掘立柱建物が認められるが、分布状況がSD

9東側と SD4南側に集中する（以下、前者をA群、

後者をB群と呼称する）。

7世紀後半から 8世紀前半に属し、 3小期に細分
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語
される。

rnー 1期 A群にはSB23・25があり、これを囲む

かたちでSD12・18が設けられる。一方B群にはS

B 26・29・30・33がみられる。 SB29がSB30を切っ

ていることと棟方向から、 SB26・30とSB29・33 

の2時期に細分できる。 B群と南西側の山の間はS

D21によって区切られている。 A群が倉庫とみられ

る正方形プラン、 B群が住居とみられる長方形プラ

ンで明確に区別される点が注目される。

7世紀後半頃と考えられる。

m-2期 自然流水路・溝．掘立柱建物群の基本的

な位置関係に変化はみられないが、各群中の建物方

向や配置に変化が認められる。 A群はSB24のみと

なり、平面プランも長方形に変化する。但し、 B群

の建物に比べて柱間が狭く柱数も多い点から、依然

として両者は明確に区別される。 B群にはSB31・ 

32・34・35、SA37がみられるようになる。重複状

況からみて 2期以上に細分が可能である。またSA

37の配置から掘立柱建物群が東側へ拡がることがわ

かる。

m-1期から皿ー 3期への過渡期と位置づけられ

るが、年代の細分は困難である。

mー 3期 SD4・SD9に変化はないが、新たに

S DlOが設けられ、 SD9に合流するかたちをとる。

掘立柱建物群はA群が消滅し、 B群は棟方向が変化

してSB27・28・36となる。

7世紀末から 8世紀前半と考えられる。

W期 西側の谷からの流れは方向を変えてSDlと

なり、 SD9はm期からW期にかけて一旦埋没した

のちに再び掘り直されたと考えられる。建物は調杏

区北端付近に 1棟みられるのみで、主体となるのは

SD9東側に設けられた墓群SX46....., S X49である。

12世紀後半から13世紀にかけてのものと考えられ

る。

V期 SDl・SD9は既に埋没しており、方形を

基本とする水田区画が階段状に造成される。調査区

北端付近には多数の足跡が列をなす道路遺構があり、

水田の大区画ラインの存在が推定される。

近世以降の耕地拡大に伴うものであろう。



(2)遺跡の立地条件と遺構変遷過程の関係

調査区内における遺構変遷過程の推定は上記のと

おりであるが、この作業に伴って遺跡の立地条件と

遺構群の変容の過程に興味深い関係が認められた。

そこで、 「遺跡の地理的条件と、これに適応するた

めの土地への働きかけ」という視点で全体を捉えな

おしてみたい。

その際、問題点をより明確にするために特定の視

点を設定して観察を行うことにする。その視点とは

SD9である。この遺構を取り上げる理由は、

1. SD 9は丘陵裾部に等高線に沿って掘削されて

時期区分 各遺構の関係 Iーは、 検直接出層的位な切違り合い-によっ新て新旧旧関係関係が確が確認認されされfごたこと示を示すす。 ］ 
…は、 のい~~よって -とを 。

1 8万年前～

S茫DZ 8 
I 2 後期旧石器時代

3 後期旧石器～縄文？ SD8・1 

II 縄文時代

1 7C後半
s I S 29 

m 2 7C後半""7C末？ A37 

3 7C 末~sc前半 s 
N 12C後半---13C 

--------------
V 近世以降 （佳青）

第3表 検出層位と切り合い関係による遺構の新旧関係
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第70図 大古曽遺跡遺構変遷図 1(1 : 1,600) 
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おり、西側丘陵の扇状地斜面と平野側の平坦地を

区画するものであること、

2. SD 9は遺構変遷過程の中間期 (ill・N期）の

みに存在し、しかもその前後の土地利用状況にき

わめて大きな差異が認められること、

である。

前項においては全体を 5期9段階に区分したが、

SD9を視点としてみた場合には以下の3期に大別

できる。すなわち、

1. SD 9出現以前 (I・II期）

2. SD 9存続期 cm.w期）
3. SD 9消滅後 (V期）

である。なお、 2. は前期 Cm期）と後期 (N期）

に細分できる。

1. SD 9出現以前 SD9出現以前の状況は資料

の不足により詳らかでないが、弥生・古墳時代の明

確な遺構は認められず、 6世紀代の磨滅した須恵器

が少量みられる程度である。それ以前の時代は言う

に及ばず、 SD5にわずかな例外をみる他は扇状地

の最大傾斜線に沿って自然流水路が走り、 SK38な

どはこれによって埋没させられている。

土地の利用形態は地形条件に大きく規制されてお

り、人工的に土地を改変して集落を構成するには至っ

ていない段階である。

2. SD 9存続期 SD9の出現によって様相は一

変する。西の谷からの自然流水はSD9によって南

北へ排水され、 A群の建物や墓は水害等から守られ

ることとなる。 m-1----2期においてはSD12・18 

が設けられており、二重の溝で囲まれている。

なお、 SD9より山側にも B群の建物が存在する

が、これは本文中にも述べたとおり地形的に谷から

の流水を避け得る位置に占地されており、西側の谷

地形そのものを克服して居住域を形成するには至っ

ていない。

自然的条件を克服するための人工的土地改変が開

始された段階である。しかし改変規模は未だ小規模

で、改変範囲は基本的に平坦地の範囲を出るもので

はない。また傾斜地に占地している場合でも自然的

条件による規制を受けている。

3. SD 9消滅後 SD9の消滅後、様相は再び一

変する。かつて存在した扇状地斜面は階段状に造成
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され、方形を基本とする土地区画が全面に広がる。

谷から流れ込んでいた自然流水路も既に消滅してお

り、山側からの自然流水は調査区西• 南側の山裾に

設けた水路へ取り込んで潅漑用水として利用したも

のと考えられる。

平坦地の範囲を超え、扇状地の斜面全域に人工的

土地改変が及んだ段階である。

以上、大古曽遺跡における遺構群構成とその変容

過程について、地理的条件との関係という視点から
⑬ 

述べたが、これを金田章裕氏の言を借りるならば、

1 . を工学的対応がなされず、自然的条件の規制を

直接的に受ける段階、 2. を微細微地形に対するエ

学的対応として、建物建設のための局部的な人工的

平坦化と地形を画する溝の掘削が行われた段階、 3.

を基本微地形あるいは微地形群レベルの自然条件を

克服すべく扇状地全面に対して工学的対応がなされ

た段階と捉えられようか。

なお、 SD9の解釈について、 7----8世紀に掘ら

れ一旦埋没した溝が中世に掘り直されたとみるか、

中世に開削されたとみるかで土地利用形態の画期の

設定時期が変化することになるが、仮にSD9を中

世以降の開削としても、これによって「扇状地に立

地する大古曽遺跡における集落が7世紀に至って溝

に囲まれた掘立柱建物の小群集形態で始まり、その

後様々な人工的土地改変を加えつつ集落域（耕地を

含む）の変容・拡大がなされた」いう遺跡の景観変

化の基本的な解釈が崩れることはないと考える。

(3)集落を溝で囲むことについて

大古曽遺跡と橋垣内遺跡においては、 7----8世紀

の掘立柱建物群が溝に囲まれて存在したと考えられ

る。この様な状況は毛無川を挟んで北側に位置する

六大B遺跡にはみられない。また、大古曽遺跡にお

いては中世においても丘陵部と平野部を区切る溝が

存在するが、この場合は溝に近接して平野部側に墓

域が形成されている。

集落を溝で囲むこと自体は 7----8世紀に限らずそ

の前後の時代を通じて多々みられることである。し

かしその状況は必ずしも一定しておらず、溝の規模・

形態も様々である。またその機能についても、外敵

からの防禦、土地区画の表示、排水施設、精神的な



結界意識、など様々なものが考えられる。そこで上

記の 2例について、各時代の状況を基に考察を行う。

まず、 7~8 世紀における大古曽遺跡・橋垣内遺

跡の溝であるが、いずれも建物を直接的に囲うもの

は幅 lm、深さ50cmに満たないものがほとんどであ

り、防禦的な施設とは考え難いものである。むしろ

その立地条件から排水機能を第 1に挙げるべきであ

ろう。これについては谷の出口や河道に近接して立

地する大古曽遺跡・橋垣内遺跡と違い、上位段丘上

に位置する六大B遺跡には同時期であっても溝によ

る囲いがみられないことが傍証となる。

また、大古曽遺跡で検出した SD9については、

7~8 世紀に存在したものとすれば同時期の SD12・ 

21との規模の差が問題となるが、 SD4をはじめと

する谷からの流水を直接的に被る位置にあることか

ら、排水機能の核となるものとして大規模に構築さ

れたと考えることも可能であろう。

次に、中世における大古曽遺跡のSD9について

は、丘陵部と平野部の境を区切ること、幅• 深さ共

に大規模であること、溝の平野部側に近接して墓域

が存在すること、周辺に居住施設がほとんど認めら

れないこと等の状況から、防禦• 排水• 境界表示等

の機能を兼ねたものと推定される。

このうち、溝の防禦的機能については水藤真氏が
⑭ 

興味深い指摘を行っており、これによればSD9は

人害よりも獣害をより強く意識したものと考えられ

るが、当該時期の溝については城館以外の調査・研

究は多くないようであり、類例の増加を待ちたい。

(4)掘立柱建物群の構成とその特質

大古曽遺跡における集落の初見は掘立柱建物のみ

によるものであり、これに先行する集落痕跡は認め

られない。時期は 7世紀以降である。

この状況は、隣接する橋垣内遺跡においてもほぼ

同様で、古墳時代の竪穴住居が数棟みられるのみで

あった段階から 7世紀に至ると掘立柱建物のみによ
⑮ 

る大規模集落へと変化する。

古代集落における竪穴住居と掘立柱建物の構成比

が東日本では竪穴住居主体、西日本では掘立柱建物

主体であり、畿内とその周辺地域においては 7世紀

に至ってこの状況が顕著に認められるようになるこ
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⑯ 

とはすでに指摘されているが、伊勢においては 9世
⑰ 

紀を境として徐々に移行する状況が一般的であり、

これに照ら•して橋垣内遺跡および大古曽遺跡は伊勢

においては極めて先進的な傾向を示しているといえ

る。

またこの状況は、古墳時代において伊勢湾周辺部

を中心に特徴的に分布したS字状口縁台付甕が6世

紀末-7世紀初めに消滅するのに伴って、伊勢湾周

辺地域が畿内周辺から西日本のほぼ全域を覆う「ハ
⑱ 

ケ調整丸底甕圏」に含まれていくという、土器様式

の変化と表裏一体の関係にあると考えられる。

この様な、畿内を中心とした時代の変化に敏感に

反応した当地域の状況は、六大B遺跡における和同

銀銭の出土や平城宮出土木簡によって象徴的に認め

られる当地域と畿内との浅からぬ関係を、より鮮明

に浮かび上がらせるものである。

また、いずれの遺跡においても掘立柱建物群を溝

が不整形に取り囲むかたちで構成されており、この

状況は 8世紀に至ってもほとんど変わるところがな

ぃ。大古曽遺跡については、当地域における条里制

施行推定範囲から外れているが橋垣内遺跡は明らか
⑲ 

に範囲内の位置にあり、近年の条里制研究の成果か
⑳ 

ら指摘されている条里制施行時期の地域的差異に関

わるものと考えられる。但し、この問題については

上記の様な局部的な調査資料による検討だけでは不

十分であるため、さらに対象範囲を拡げて検討を行

いたい。

(5)毛無川中流域における集落構造の変遷

前項までの考察によって、大古曽遺跡および橋垣

内遺跡においては 7世紀に至って掘立柱建物のみに

よる不定形集落が出現し、 8世紀においても大きな

変化は認められないと考えられるに至った。しかし

その後の状況については両遺跡の調査資料だけでは

検討が困難であり、 7~8 世紀の状況もこれまで考

えられてきた当地域における条里制研究の成果と矛

盾することが明らかとなった。

そこで橋垣内遺跡北側に接する六大B遺跡の調査

成果も加え、上記3遺跡が所在する毛無川中流域に

おける集落構造について、その変遷状況を概観し上

記の考察を検証すると共に、当該地域における条里



制の問題についても若干の検討を行いたい。

遺構の変遷状況 第72図は既に公表された調査概要

の内容に基づいて各遺構を時期別にまとめたもので

ある。以下、各時期毎に概観する。

I期（古墳時代）

建物跡は橋垣内遺跡A地区に限定される。掘立柱

建物は認められず、数棟の竪穴住居のみで構成され

る。建物群を区画する施設は認められない。

II 期（飛鳥• 奈良時代）

建物跡は大古曽遺跡、橋垣内遺跡、六大B遺跡C・

F地区に群集する。竪穴住居は認められず、掘立柱

建物のみで構成される。建物群が溝で囲まれ、周囲

の空間から区画される。溝の平面形は不整形であり、

方形土地区画の存在を窺わせる痕跡は認められない。

但し、六大B遺跡C地区の建物の多くは条里推定方

向とほぽ一致する。

また、各建物群は200---300mの距離をもってほぽ

等間隔で占地する。

III期（平安時代）

建物群は六大B遺跡D・E地区に集中する。橋垣

内遺跡にも認められるが数棟散在するのみである。

建物は全て掘立柱建物である。 Il期でみられた様な

建物群を囲む溝は認められないが、六大B遺跡C地

区の建物から南へ約100m離れた同遺跡G地区内の

地点で条里推定方向にほぽ一致する溝が一条認めら

れる。但し、現代の土地区画とは一致しない。

W期（鎌倉•室町時代）

建物跡は六大B遺跡C地区および大古曽遺跡に認

められるがII・III期に比べると建物数は激減し、わ

ずかに数棟が散在するのみとなる。建物は全て掘立

柱建物である。建物を囲む溝は認められないが、六

大B遺跡F・G地区に条里推定方向にほぽ一致する

方形土地区画が認められる。この方形区画の南北両

辺をなす東西方向の二条の溝は、共に現代の土地区

画と一致する。また、方形区画の北30m及び南70m

の地点にも同方向の溝が認められ、共に現代の土地

区画と一致する。さらに、橋垣内遺跡B地区におい

ても小規模ながら条里推定方向に一致する溝が認め

られる。

なお、大古曽遺跡においては未だ方形土地区画は

認められず、自然地形に沿った溝SD9が設けられ
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ており、その平野部側に墓域が形成されている。

V期（近世）
⑪ 

集落痕跡と考えられるものは、絵図翫記載の「窪田

出屋」に相当するとみられる六大B遺跡G地区の土

坑群のみとなる。この土坑群列は現代の土地区画と

一致する。橋垣内遺跡及び六大B遺跡周辺の土地区

画を描いた絵図の内容は、ほとんど全てが現代の土

地区画と一致する。また、大古曽遺跡においても方

形規格による水田造成が行われ、現代の土地区画に

ほぼ一致する様になる。

集落構造の変遷 以上のことから、当地域において

は以下の様な集落構造の変遷が推定できよう。

I期段階では小規模であった集落がII期に至って

橋垣内遺跡を中心とする掘立柱建物のみによる大規

模集落へと変化する。しかし、集落形態は各群が独

立した形態をとる不定形集落であり、広範囲にわた

る計画的土地利用の痕跡（いわゆる「条里地割」）

は認められない。また建物方向は各群内においても

各群間においても一致せずバラッキが多い。

皿期に至ると建物群の中心は六大B遺跡へと移動

する。建物群の分布範囲は非常に限定的となり、こ

こに至って初めて条里推定方向に一致する溝が現れ

るが、現代に続く中世以後の土地区画に踏襲される

ことなく消滅する。

N期に至ると当該地域には集落は形成されなくなっ

てくる。これは鎌倉時代に至って北側の段丘上の伊

勢別街道周辺に窪田荘が形成されたこと、そしてや

や遅れて窪田御厨が伊勢別街道の北側に形成されて
⑫ 

いったと考えられることとも符合し、古代末から中

世にかけて当地域の村落景観が大きく変化したと考

えられるのである。

この様な状況は、 V期に至っても基本的に踏襲さ

れて現在に至っている。但し、ここで注意すべきは

N期とV期における土地区画の規模と形態である。

N期における方形土地区画は明確なものではあるが

局部的であり、広範囲に連続して認められるもので

はない。これに対してV期の土地区画は絵図に見る

如く広大な区画が連続して現在に至っている。ここ

に中世から近世にかけての土地利用形態の変化の一

端を窺うことができるのではないだろうか。

また、古代集落の変遷については、広瀬和雄氏が
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⑬ 

畿内を中心にまとめられている。それによると、 7

-9世紀においては、「集落の長期性・ 「永続性 (2

00年前後続く）」に対して、その内部構成の流動

性・可塑性という一見矛盾するかのような二面性が・・

（略）…特徴である」とされている。

さらに古代集落（畿内農村）の変容の画期は 7世

紀初頭と10世紀末-11世紀初めの 2度認められると

し、前者の内容は竪穴住居から掘立柱建物への急速

な変化、後者の内容は、 1.建物方向が条里地割に

一致する（条里村落の出現）、 2. 単独の建物群が

1つの集落を構成するようになる（散村の登場一14

世紀まで続く）、 3. 集落の存続期間が短くなり (5

0年前後）、一方宅地は固定化する、とされる。

この状況は大古曽•橋垣内・六大B の各遺跡にみ

られる状況とよく符合するものであり、前項で述べ

た上記3遺跡の伊勢における先進的特徴がより明確

に捉えられよう。

(6)条里制の施行と方形土地区画の出現

上記の内容から明らかなように、発掘調査された

範囲においては飛鳥• 奈良時代 (II期）には条里地

割は認められない。その後、平安時代 (Ill期）に至っ

て条里推定方向に一致する溝が現れるが方形区画は

みられず、中世にも踏襲されることなく消滅する。

方形区画が明確に認められるのは中世 (N期）至っ

てのことであり、この区画は現在の土地区画に一致

する。従って当該地域における実際的な土地利用形

態としての条里制（つまり方形土地区画）の施行は

古代（特に飛鳥• 奈良時代）においては特定の範囲

に限定されたものであった可能性が考えられ、広範

囲に及ぶのは現状では中世以降とするのが穏当と思

われる。

伊勢湾沿岸地域における条里制については、 1979

年の時点で弥永貞三• 谷岡武雄両氏の編集による優
⑭ 

れた研究成果が発表されており、当該地域における

条里制施行の概況については現在でも依るべき点が

多い。しかしその細部においては、当時既に金田章

裕氏によって条里線の麒甑が指摘されており、その

理由として、 1.開発施行時期の問題、 2. 施行単位

の問題、 3. 後世の再編の問題、などが考えられて

きた。
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また根木修氏は、岡山県岡山市の南方釜田遺跡に

おいて、奈良時代に現れる坪状区画の畦畔が12-13

世紀に一旦細分され、その後14-16世紀に至って再

び区画が拡大して長地型を呈する様になって以後は
⑮ 

近世以降まで踏襲される状況を示されている。

これに類似した状況は、宮城県仙台市の富沢遺跡
⑳ 

でも認められており、これらのことから 8世紀に認

められる方形区画が後代に改変を受けたこと、そし

て中世以降はほぼ安定して後代に踏襲されることは

比較的広範囲に認められる状況であると言えよう。

この様にみると、大古曽遺跡及び橋垣内遺跡・六

大B遺跡にみられる状況は特殊なものではなく、む

しろ近年の条里制研究・集落研究の成果に適合する

ものと考えられる。もちろん今回の検討範囲は当地

域における条里施行推定範囲の一部分であり、これ

によって従来の推定プラン全体が早急に変更をせま

られるものではないであろう。しかし、現在の土地

利用状況や近代以後の地籍図等からの検討だけでは

古代にまで遡ることは困難であり、条里地割の復元

には考古学的な発掘調査成果を採り入れた慎重な検

討が必要であろう。

(7)地名から見た志登茂川流域の条里制

条里制研究においては「坪」の名を残す地名を利

用することは周知の通りである。当該地域の条里制

研究においても、この種の資料は積極的に評価され

てきた。そこで今回の報告にあたって関係資料を検

討した結果、非常に興味深い状況が観察された。
⑰ 

従来の研究成果では当該地域の条里プランは平野

部の全面に及んだと考えられており、遺構としては

一身田町を中心とする東西• 南北共に約 3里の範囲

に残存するとしている。橋垣内遺跡・ 六大B遺跡は

その西端付近に含まれる。

一身田町とその周辺には「一之坪」 「二之坪」な

どの字名が残り、字界線はほぼ方形を呈する。従来

の研究では、この坪名称を基に古代の条里を推定し

ている。また志登茂川を挟んだ対岸地域（左岸側）

についても、坪名称が「いろは」に変わってはいる

が、もとは条里が行われていたのではないか、とさ

れている。

しかし、今回坪名称の残存状況を検討した結果、



第73図 志登茂川流域の 「数字坪」、 「仮名坪」分布図

数字による坪名称と仮名による坪名称（以下、前者

を「数字坪」、後者を「仮名坪」と仮称する）は非

常に特徴的な分布を示すことが明らかとなった。

「数字坪」と 「仮名坪」 第73図はその分布状況を
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示したものである。 「数字坪」は一身田町内だけに、

「仮名坪」は一身田町から離れた南北両側の丘陵地
⑬ 

とその付近のみに分布する。

「数字坪」が条里制の名残を示すという考え方に



異論はない。問題は「仮名坪」である。 「仮名坪」

は山林・荒地にまで分布している、というよりむし

ろその様なところばかりに集中しているといっても

過言ではない。その平面形は自然地形に規制されて

全く不規則なものが大半を占める。また、方形を呈

するものにも正方形のプランはみられず、面積も

「数字坪」から推定される区画のものとは対応しな

いようである。この様な状況をどの様に解釈すべき

であろうか。

まず一身田町内については、現在の専修寺境内を

旧窪田村・旧一身田村の境界線にあたる坪界線が通
⑳ 

ることが既に指摘されている。このことから一身田

町内における条里区画の設定は、専修寺が津藩から

の寄進を受けて境内地が拡大する万治元 (1658)年

以前であることが明らかである。

次に「仮名坪」は一身田町の南方丘陵上に所在す

る中世城郭である峯治城・上津部田城の範囲にも及

んでいるが、当該地域内に城に伴うと考えられる字

名は存在しない。これに対し、同丘陵南側に所在す

る渋見城の場合は、現在も津市渋見町字城と呼ばれ

ており、城の影響によって字名が形成された状況が

存在するのである。また、城の存続中にその土地に

坪名称を冠することはあり得ないことであるから、

峯治城・上津部田城の場合は城の廃絶後に坪名称が

与えられたと考えられる。

また、 「仮名坪」の配列順序については原則とし

て千鳥式とみられるが、実態としては非常に不規則

なものである。さらに条里の設定の主目的が農地の

合理的な管理と収穫物の効率的な収奪であるとする

ならば、山林• 荒地に対して不規則な設定を行うこ

とは無意味と考えられ、このような「仮名坪」の設

定は字名を単なる土地管理機能として記号化したに

過ぎないと考えられる。

さらに、 「仮名坪」の分布範囲は一身田町の南北

の丘陵に二分されており、一方を平仮名、もう一方

を片仮名という異なった表記方法で坪名称を付して

いるが、この方法では一定範囲内に同一型式の坪名

称を付すことは不可能である。そして、異なる 2地

域を 2種の文字で区別して表記し、表記の原理と音

（発音）そのものは全く同じであるという状況から

は現地における実際上の管理よりも机上における文
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書上の管理機能を重視したことが考えられる。

つまり、この「仮名坪」は本来の条里制の機能が

忘れ去られた段階において設定されたものと考えら

れるのである。またその位置が寺内町が形成された

一身田町に最も近い丘陵部であり、その分布状況が

集中的な一括管理体制を想起させる状況からは、例

えば都市としての一身田寺内町に関連するかたちで、

当該地域を掌握する者によって集中的な山林開発、

あるいは木材資源の管理等を目的とした山林支配が

行われたことなどが考えられよう。

(8) S D 10出土の漆壺について

S DlO (第39図、写真19)からは漆が膠着した壺

(157)が出土した。 SDlOはC地区西壁付近で検出

されたもので、溝の両端は調査区外へ延びるため全

容を確認するには至らなかったが、八角形の一部の

様な特徴的な平面形を呈するものである。

出土遺物は上記の須恵器のほか、須恵器短頸壺(156)・

杯蓋 (158)、土師器甕 (159)および転用した磨製

石斧 (155)がある。 157を含め、土器類はすべて南

側のコーナー付近で出土した（写真27)。漆は壺の

外面上半部と内面全体に膠着しており、この壺は漆

の運搬あるいは保管に用いたものと考えられる。

このような小型の須恵器壺を漆容器として用いた

例は、奈良県橿原市の藤原京右京十二条四坊の調査

にみられる。この調査では溝 1 条・柵列 1 条• 土坑

3基・不明遺構 l基が検出されており、このうちの

土坑 1基（長径2.2m、短径1.6m、深さ40cm)から

漆壺・甕・箆 3 点が出土したほか、溝から飛鳥N~

V期の遺物と共に漆壺・甕・パレット類が出土して

いる。この溝は藤原京十二条大路の北側溝にあたり、

近接して検出された柵列内側の宅地については漆工

房的な様相が窺えるとされている。

上記の藤原京出土資料のうち、土坑出土の漆壺を

実見したところ、法量・形態共に157と酷似してお

り、ほぽ同時期のものと思われる。大古曽遺跡から

は藤原京にみられる様な箆・パレットの類は出土し

ていないが、漆が膠着した須恵器はSDlからも出

土している。

遺物の出土状況から、大古曽遺跡においても漆の

精製あるいはそれを用いた漆器の製作を行った施設



がSDlO付近に存在した可能性が考えられるが、調

査区内からはこれに該当すると考えられる遺構は検

出されておらず、現時点では工房の存在を推定する

に止まるものである。それでは仮に、漆製品の消費

という面からはどの様な考察が可能であろうか。

須恵器壺157の所属する年代は、藤原京出土資料

の編年的位置付けから 7世紀末から 8世紀初め頃と
⑪ 

推定できる。当時における金属器・漆器は貴重品で

あり、土器類等で構成される日常雑器とは異なる奢

1多品であった。このことは「日本霊異記」の記載な
⑫ 

どからも窺われるところである。

では、その様な高級食器の生産工房が存在したと

すれば、そこで生産された品物は何処へ運ばれ、使

用されたのであろうか。

大古曽遺跡においても数棟以下で構成される掘立

建物群は検出されているが、高級食器の生産工房を

［註］

① 萱室康光・竹内英昭「津市遺跡地図」津市教育委員会 1988年

② 和気清章・油田秀紀「大古曽遺跡」 「一般国道23号中勢道路

埋蔵文化財発掘調査概報I」三重県教育委員会 1989年

③ 駒田利治「II. 位置と歴史的環境」 「松ノ木遺跡• 森山東遺

跡・太田遺跡発掘調査報告書」三重県埋蔵文化財センター

1993年

④ 本書P97-P99

⑤ 石器については、奥義次• 秦好利• 久保勝正• 長屋幸二

の各氏に御教示を得た。

⑥ 山茶椀・山皿の編年的位置付けについては、藤澤良祐氏の御

教示を得た。

⑦ 田辺昭三「陶邑古窯址群I」平安学園考古クラブ 1966年

⑧ 石黒立人ほか「朝日遺跡w」（財）愛知県埋蔵文化財センター
1993年

⑨ 東京都埋蔵文化センター「多摩ニュータウン遺跡」の一連の

報告書で多数報告されている。

⑩ 池端清行・山口 格「上津部田城址（第 2次）発掘調査報告」

津市教育委員会 1992年

⑪ 伊勢野久好「馬ノ背遺跡の調査」 「天花寺山」一志町・嬉野

町遺跡調査会 1991年

⑫ 本書p97-p 99 

⑬ 金田章裕「微地形と中世村落」吉川弘文館 1993年

⑭ 水藤 真「村や町を囲うこと」 「国立歴史民俗博物館研究報

告」第19集 1989年

⑮ 森川幸雄・油田秀紀「橋垣内遺跡ーB地区」 「一般国道23号

中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報11」三重県教育委員会・三重

県埋蔵文化財センター 1990年

⑯ 田代克己「西国の集落」 「日本歴史考古学を学ぶ」 （上）有

斐閣 1983年

⑰ 山田 猛氏に御教示を得た。

⑱ 巽淳一郎・黒崎直「飛鳥• 奈良時代ー道具の組合せ」「図解・

日本の人類遺跡J 東京大学出版会 1992年
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掌握する集団規模とするには無理があろう。そこで

当該期の遺構・遺物が確認されている遺跡を求める

ならば、大古曽遺跡北側に隣接する橋垣内遺跡、お

よび六大B遺跡、大垣内遺跡が挙げられる。いずれ

の遺跡からも 7~8 世紀の範疇に収まる掘立柱建物

が多数検出されており、六大B遺跡では条里推定方
⑬ 

向にほぼ一致する規則的な配置も認められる。また

大垣内遺跡では掘立柱建物群のほか瓦片• 円面硯．

墨書土器などが出土しており、一般の集落とは異なっ
⑭ 

た性格をもつものと考えられる。大古曽遺跡周辺に

限っても上記の様な遺跡が存在し、いずれも漆製品

の供給先として想定は可能と思われるが、その他の

遠隔地についても当然考慮しなければならず、現状

では推定可能地を挙げるに止めるべきであろう。

（山口格）

⑲ 仲見秀雄「奄芸• 安濃・一志郡の条里制」 「伊勢湾岸地域の

古代条里制」 東京堂出版 1979年

⑳ 金田章裕「条里地割はいつできたか」 「新視点日本の歴史」

第三巻古代編II 新人物往来社 1993年

⑳ 「安政元年窪田村地図」 （国府尚直氏蔵） 「一般国道23号中

勢道路埋蔵文化財発掘調査概報m」p8に掲載。

⑫ 小林秀氏の御教示による。

⑳ 広瀬和雄「畿内の古代集落」 「国立歴史民俗博物館研究報告」

第22集 1989年。同「考古学からみた古代の村落」 「岩波講座

日本通史」第 3巻古代 2 1994年。

⑳ 弥永貞三•谷岡武雄編「伊勢湾岸地域の古代条里制」 東京

堂出版 1979年

⑮ 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター「平成 3年度埋蔵

文化財発掘技術者専門研修 水田遺跡調査過程」資料 1991年

⑳ 同前掲註⑳

⑰ 同前掲註⑳

⑳ 第71図の原図には資料の制約上、昭和61年津市役所発行の字

切図を用いたが、津市役所一身田支所所蔵の明治 8年及び明治

9年の地籍図で確認した結果もほぽ同様であり、「仮名坪」の分

布状況• 形態に大きな変化は認められなかった。従って「仮名

坪」設置の下限は遅くとも上記の年代におくことができる。

⑳ 同前掲註⑳

⑳ 竹田政敬「藤原京右京十二条四坊」 「大和を掘る」奈良県立

橿原考古学研究所附属博物館 1993年

⑱ 古代の土器研究会編「古代の土器 1 都城の土器集成」 1992

年

⑫ 原田敏明・高橋 貢訳「日本霊異記」東洋文庫97 平凡社

1967年

⑬ 三重県教育委員会・三重県埋蔵文化財センター「一般国道23

号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報m」 1991年
⑭ 三重県埋蔵文化財センター「大垣内遺跡」現地説明会資料

1993年



遺物 地 遺構 器種 法量(cm)
残存度 備 考登録番号 調整技法の特徴 色 調 胎土

番号 区 （出土位置） 口径 器高

19 012-04 C F SDl 杯須恵蓋器 内外面共にロクロナデ 灰N7白/色 密の石1m含m程む 小片
-TB 4区18-20層

20 007-02 C F SDl 杯須恵蓋器 13.3 
内口縁外面部共内側にロに稜クロをナもつデ 灰7.5白Y色8/1 並2mm1-

1 / 7 
-T6 の石 4区15・1'/層

21 008-02 C F SDl 杯須恵蓋器 13.8 
天内外井面部外共面にほロぼク全ロ面ナデ回転ヘラケズリ 閉 密粒 黒斑 3 / 1 0 

-T9 多い 5区1-3層

22 011-03 C F SDI 杯須恵蓋器 14.4 天口縁井部部はロ不ク明ロナデ 2に.5ぶYいR橙色 密の石含1mむm程 1 / 5 
-TB 4区15 17層

23 003-01 C F SDl 杯須恵蓋器 12.7 
天口縁井部部外ロ面クロ2/ナデ3以下の回転ヘラケズリ 灰N6/色 密の石1m含m程む 1 / 2 つ3ま区み灰剣離色の砂痕礫跡あり

-U4 

24 014-02 C F SDI 杯須恵蓋器 14.3 内口縁外面部共内面にロに段クロナデ 灰N7白/色2 並の石含2程む 門縁/部6 天7井区部ー外1面-灰3かぶり-R 1 5 

25 010-03 C F SDl 杯須恵蓋器 天つ井ま部み外ハ面リッ1/ケ後3回ロ転クヘロナラケデズリ 翌 並3mm1- 1 / 4 -T6 の石 4区15 17層

26 012-01 C F SDl 杯須蓋恵器 14.0 天天井井部部外内面面に1/ 不定2回方転向ヘナデラケズリ 讐 密粒含黒む斑
1/8 

-S 1 0 5区

27 003-02 C F SDl 杯須恵蓋器 14 6 天天井井部部外内面面に1/ 不定2.以方下向のの回ナ転デヘラケズリ 青5B灰G色6/1 並2m1mの-石
1 / 4 

-U3 2トレンチ

28 012-05 C F SDI 杯須恵蓋器 11 2 35 
天天口縁井井部部部外内内外面面面ヘに不共ラ切定に方ロり後向ク粗ナロデいナデナデ 青5B灰G色5/1 mやm程や粗の石2 

1 / 2 
焼4け区1ひ8ず-2み0大層-T6 

29 010-02 C F SDI 杯須恵蓋器 98 34 
天天口縁井井部部部外内内外面面面ヘに不共ラ切定に方ロり未向ク調ナロ整デナデ 灰10Y白R色7/1 並砂粒多い

1 / 3 
-TB 4区15 17層

30 007-05 C F SDI 杯須恵蓋器 103 天口縁井部部外内外面面に共回転にヘロラクケロズナデリ 灰5Y色5/1 並の石2m含m程む 口1縁/部1 0 -T9 5区1-3層

31 003-04 C F SDl 杯須蓋恵器 胃 22 
天天つ井井ま部部み外ハ内面面リ全にッ不面ケ後定回転方ロヘ向クナラロケデナズデリ 灰7.5白Y色7/1 並2mm 1 -

1 / 3 
-T5 の石 3トレンチ

32 007-04 C F SDI 杯須恵身器 14 2 内外面共にロクロナデ
灰7.5色Y4/1 粗や砂や粗多い

1 / 1 0 
-T9 5区1-3層

33 004-02 C SDl 須杯恵身器 14 0 内外面共にロクロナデ 翌 密2 1- 口1縁/部9 F-T7 mmの石 灰色土

34 004-03 C F SDl 杯須恵身器 14.0 内外面共にロクロナデ 閏 砂や粒や粗多い
1 /9 

-S 1 4 7トレンチII層

35 009-01 C F SDl 須杯恵身器 13 8 4 1 底部外面 1/2回転ヘラケズリ 讐 並3 1- 3/4 外2面区1/II2灰互層かぶり
-U2 mmの石

36 008-03 C F SDl 須杯恵身器 13.0 受内外部面に共重ねに焼ロクき痕ロ跡ナデ 灰N7白/色 粒並含黒む斑 1 /7 外2面区灰黄灰か色ぶ砂り-U2 

37 008-01 C F SDl 杯須恵身器 13 0 34 底内外部面ヘ共ラ切にロり未ク調ロ整ナデ 灰7.5白Y色7/1 密2 1-
3/4 

焼磨成滅不激良しい 2区-V2 mmの石

38 011-01 C F SDl 杯須恵身器 111 内外面共にロクロナデ
灰N8白/色 密程 1 mm 1/8 焼し成い不良2区磨滅互激層-U2 の石

39 011-04 C F SDl 杯須恵身器 11.4 内外面共にロクロナデ 灰N7白/色 並3mm 1- 1/8 底3部ト外レ面／灰チかぶり-T6 の石

40 003-03 C SDl 杯須恵身器 10.7 4.6 
一内外部面ナ共デに底ロ部ク内ロ面ナデ中央。底1-部不ヘ定ラ方切向りナ後デ 灰N7白/色 並2mm 1- 3/4 F-T6 の石 4区暗灰色

41 010-01 C F SDl 杯須恵身器 12.8 3,8 底内外部面ヘ共ラ切にロり未ク調ロ整ナデ 灰N7白/色 並3mm 1 - 1 / 5 焼6け区最ひず下層み-T 1 2 の石

42 012-03 C F SDl 杯須恵身器 13 3 38 底内外部面ヘ共ラ切にロり未ク調ロ整ナデ 灰10Y白8色/1 並2 1-
2/ 5 

焼し成い不18良-20磨層滅激-T7 mmの石

43 006-05 C F SDl 杯須恵身器 13.2 内外面共にロクロナデ 讐 並3mm1- 1 / 6 -S5 の石 3区暗灰色砂

44 004-01 C F SDI 杯須恵身器 11 5 29 
底内外部外面共面回に転ロヘクロラナケズデリ 赤2.5灰Y色R4/1 並2mm1-

1 / 4 
-S 1 4 の石 7トレンチII層

45 007-01 C F SDl 須杯恵器 肉フ外ケ面ズ共リに高ロ台ク部ロハナデリッ底ケ部の外ち面ナ回デ転へ N白7灰/色0 並石1-2 口岬/9 外4面区1に5灰・か16ぶ層り-T6 9.3 mmの

46 006-06 C F SDl 須恵器 14,0 内外面共にロクロナデ
灰7.5色Y6/l 

並石1-3 口縁1/部8 -U2 mmの 2区

47 006-01 C F SDl 須高杯恵器 脚三方部透中央かにし沈外線面2条回転カキメ 灰N6色/0 並程の3石mm 庄/5 -S 1 4 13 2 4区

48 012-02 C F SDl 須断杯恵器 内外面共にロクロナデ
青5B灰6/色1 

密 四/6 -T6 10 2 3トレンチ18-20

49 013-01 C F SDl 須高杯恵器 閑64 11.0 杯他部は底内外部外面面共1/にロ2ク以ロ下ナのデ回転ヘラケズリ 青5P灰B6色/l 粗や砂や粗多い 2/3 脚7区．杯ー部1-外3面に灰-R 1 5 

50 002-04 
C FS-DQl 16 須甕恵器

18.0 回口縁転部カ内キ外メ面、内共面に同ロ心ク円ロ文ナ半デス肩リ部ケ外シ面 灰N6色/0 粗や砂や多粗い 口1縁/～1頸0部 排水溝

51 014-01 C F SDl 須甕恵器 33 0 内面ロ描クロナデ 外面回転カキメ後沈線
灰文色N7/0 

並石1-2 口縁1/部8 -R 1 5 • ヘラき mmの 7区ー1-3

52 003-06 C F SDl 須鉢恵器 27 8 内口外縁端面共部にに沈ロ線ク一ロ条ナデ 黄2.5灰Y色5/1 
並 1-2 片口縁部小

-T6 mmの石 3トレンチ

53 016-01 C F S01 土甕師器 15,0 口ビ縁オ部サエヨ頸コ部ナ内デ頸面部ヨ外コ面ハケタテハケ後ユ 10にぶYRい7黄/橙2 並石1-2 部口縁1/ ～頸6 内4面区1に8煤-付20 着層-T7 mmの

54 019-01 C F SDl i師器 18 6 内外面共にヨコナデ
灰2.5白Y色8/2 粗mmの2石-多4 部口縁1/ ～頸4 磨7滅区m -s 層-Q 1 6 

55 006-02 C F SDl 古師器 18.7 
7に.5ぶYいR橙7/色3 並石1~3 

口岬/8 磨7ト滅レンチII層-S 1 4 mmの

56 002-02 C F SDI 土甕師器 13 0 外内面面ヨコナデケ ロ縁端部外面に沈線一条 10にYぶRい6黄/橙3 並mm程1の-石2 口縁1/部8 -Vl ヨコハ 2区

57 002-01 C F SDI 土甕師器 14.3 外内面面タテハケケ 灰2.5黄Y色7/2 粗や砂や粗多い 口縁1部/ 6 9唇-Vl ヨコハ

58 001-01 C F SDl 土甕師器 体他部は外不面明タテハケ 淡2.5黄Y色8/3 mm並程1-2 体部1 / 4 

＂ 
-U4 の石

59 005-01 C F SDl i師器 13 2 46 他口縁は不部内明面ヨコナデ 淡2.5黄Y色8/3 m並m程1の-石2 
2/3 磨3滅ト激レンしチい-T6 

60 019-02 C F SDl 土長頸師壷器
92 15 7 底部外面に葉脈圧痕が残る

灰10Y白R色8/2 細密砂含む
1 / 2 磨7滅区激mしい

-Q 1 5 -8層
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遺物 地遺構 器種 法量(cm)

番号
登録番号

区 （出土位置）
調整技法の特徴 色 調 胎土 残存度 備 考

口径 器高

61 015-01 
C FSD-R l 1 5 土土製錘品 長中央さ6が.1太、い径。2孔.1は、中孔軸径か0.4らは、ず重れさる22.2g 灰2.5白Y色8/2 

密 完形
8区

62 023-03 C F SDl 土土製錘品 長粘土さ6を.9転、が径し1.棒6状、に孔す径る0.。5孔、は重中さ軸1か8.9らgはずれる 灰10Y白R色8/1 並細砂含む
完形

-R 1 4 7区m-1層

63 016-02 C F SDl 直師器 14.3 2.1 内外面共にヨコナデ？
7に.5ぶYいR7橙/色4 

並 1 /3 磨4滅区激18しい
-T6 -20層

64 053-01 C F SDl 土甕師器 28.0 体口緑部外部外面面タヨコナケデ内面内面ヨヨコハケ 浅2.5黄Y色7/3 並mm程1の-石2 
1 /8 磨内面滅に4僅区か19層に煤

-S7 テハ 、 コハケ

65 018-02 C F SD、1 陶山茶椀器
糸切り痕 淡灰色

並3m2mの-石 秤/2 尾（灰張色5砂）-V2 7.2 

66 018-03 C FS-DQl 8 陶山茶椀器
糸切り痕ナデ消し 淡灰色 密 底部のみ

門包チ6,9 

67 002-03 C F SDl 陶山茶椀器 糸内切面中り痕央部全体に仕上げナデ 灰NB白/色 並石1-2 底部のみ
-Q16 6,5 mmの 排水溝

68 006-03 C F SDl 陶山茶椀器 1u 糸高切台とり痕れかけ・モミガラ痕（少ない）
淡灰色 並程の石2 mm ほぼ完形 尾着張暗灰6内色面シにル煤ト付質

-V2 

69 017-02 C F SDl 陶山茶器椀
内面中央ナデ 黄灰色 密 4 底部のみ 瀬第戸I層8墨書あり

-P 1 6 6.3 mm程の石

70 017-01 
C FS-DQ I 1 6 陶山茶椀器

糸切り痕 黄灰色 密
底1/部3 瀬第戸I層8墨書あり5,3 

71 003-05 C F SDl 陶山茶椀器 糸内切面中り痕央ナデ 灰2.5白Y色8/2 mmや程や粗の石7 閂-T6 5.4 3トレンチ

72 018-01 C F SDl 陶山 器皿 糸モ切ミガり痕ラ痕 （少ない）
灰色 密

底1/部2 そ門ら-QB 3.1 

80 030-02 C F SD4 土壷師器 不明
黄10橙YR8/6 並程の石1 mm 序部/3 磨l区滅激8層しい-R8 

81 020-01 C F S04 古師器 16.0 体他部は不内面明ヨコハケ 淡7.5橙Y色R7/2 並程の石1m多m 口1縁/部5 
磨滅激しい

-S8 

82 030-01 C F SD4 i師器 17.5 口縁部外面ヨコナデ・内面ヨコハケ
灰2.5白YR8/2 m並m程0の.5石 ？縁/部5 

磨滅激しい
-RB 

83 023-01 
C FS-DQ 4 1 1 白師器 体他部は不内面明ヨコハケ 灰10黄YR褐7色/2 並の石多2mいm い緑/部6 

磨滅激しい

84 023-02 C F SD4 点師器 21.0 他体部は不内面明ヨコハケ 2に.5ぶYい8/黄3橙 mm並程の3m石m 上口縁部1～/頚10 磨3滅区激ーし4層い-Q 1 1 

85 021-01 C F SD4 白師器 37.6 口内縁面部はは4本、/くcmの字・外に外面反はし5本、肥/厚cmすのハるケメ 淡2.5黄Y8/3 mやm程や粗の石2 上口縁部～1/頚10 
磨滅激しい

-F 13 

86 025-01 C F S04 ょ師器 66.4 外内面面ナタテナハメハケケ 10にぶYRい7黄/橙3 
並 3-5

底1/部8 磨3滅区激ーしI層い-P 1 2 mm程の石

87 035-02 C F SD4 須杯恵器蓋 12.4 4,0 天口井縁端部外部面内2面/の3段回は転沈ヘ線ラ状ケズリ 翌 並多く砂含粒む 井口縁部1/～天7 陶3邑区編ー年4層ー1-2-Q 1 1 

88 027-01 C F S04 杯須恵器蓋 14.4 4.1 
回口縁転端ヘ部ラ切内面り後に繊明維瞭圧な稜痕多数 灰N7白/色 並紋 黒斑 2/3 外面灰かぶり

-P 1 3 多い

89 035-01 C F SD4 杯須恵器蓋 14 4 4.8 天口縁井部部外内面面1/に沈2線以下1条の回転ヘラケズリ 讐 程並の石2mm 多
9/10 外2面区薄ー2く1灰層かぶり

-R 1 0 

90 027-04 C F S04 杯須恵器蓋 15.0 45 天口縁井端部外部面内2面/に3段回転ヘラケズリ 灰2.5白Y色8/1 mmや程や粗の石2 
2/3 焼成不良

-P 1 2 

91 026-01 C F S04 杯須恵器蓋 13.0 内外面共ロクロナデ 開 並砂粒含む 口1縁/部8 -QB 

92 027-03 C F SD4 杯須恵器蓋 12.2 34 回天転井ヘ部内ラ切面不り後定方一定向方ナ向デナデ 青5B灰6/色1 粗3mmの1石-
1/2 

-P 1 2 

93 027-05 C F SD4 杯須恵器蓋 10.8 3.5 回内転面ヘ中央ラ不切定り方未調向整ナデ 灰5Y白7/2 並多く砂含粒む
7/8 ヘラ記号

-0 1 4 

94 035-03 C F SD4 須杯恵器蓋 9,6 32 
回内転面ヘ中央ラ切に強り未い調ナ整デ 青10灰BG5/1 密多く細含砂む

ほぼ完形 ヘラ記号
-R9 

95 027-02 C F SD4 杯須恵器蓋 10.2 3.7 
天回転井ヘ部内ラ切面中り央のナち粗デい（弱ナデい） 灰2.5白Y8/1 並の黒斑2mm紋程

完形
-P 1 3 

96 032-04 C 
FSD-P4 12 杯須恵器身

14.6 47 底内部面外中央面不1/定2方回向転ナヘデラケズリ 閤／ mmや程や粗の石1 1 / 4 受部に重ね焼痕

97 031-04 C F SD4 杯須恵器身 13.8 底部1/2回転ヘラケズリ
灰7.5Y5/1 並程の石1 mm 部口縁1/～10受-R8 2トレンチ 27層

98 032-05 C F SD4 杯須恵器身 14.0 48 底内面部外中央面不2/定3方以向下ナのデ回転ヘラケズリ 邸 m粗mの1石-多2 
1 / 4 摩滅激しい

-P 1 3 

99 020-02 C F SD4 杯須恵器身 11.7 43 底部ラ外ケ面ズヘラ切り後2/3以下の粗い回転 5明B青G灰7/1 密の黒2mm斑程紋
ほぼ完形

-R9 ヘリ

100 020-03 C 
FS-0Q 4 1 1 杯須恵器身

12.0 底部外面2/3以下の回転ヘラケズリ 開 密の黒1mm斑紋程 縁受部部～1/口5 
摩滅激しい

101 031-03 C 
FSD-Q 4 1 1 須杯恵器身

11.8 3.9 底部外面2/3粗い回転ヘラケズリ
灰7.5白Y8/1 mmや程や粗の石2 

2/3 摩滅激しい

102 032-01 C F SD4 杯須恵器身 11.0 4.2 底部ヘラ切り未調整 記 密含む細砂 2/3 
-Q 1 1 

103 032-02 C F SD4 須杯恵器身 10 2 4.2 底部ヘラ切り未調整 開 密多く細含砂む
ほぽ完形

-P 1 3 

104 032-03 C F S04 杯須恵器身 10.6 40 底部ヘラ切り未調整
5青B灰G6/1 並の石1mm含程む

1 / 3 
-P 1 3 

105 031-01 C F SD4 杯須恵器身 11 4 4.0 
底底部部端中央部ヘに回ラ転切ヘり未ラ調ケ整ズリ状の痕跡 2オ.5リGーY6プ/灰1 並程の石2mm 

1 /2 
-Q 1 1 3区4層

106 033-01 C F SD4 須双恵耳壷器 16.8 
体い口縁部）外体部外部面面平内行面回転同タ心カタ円キキの文メスち・内回リ転面ケシカヨキコナメデ（粗 2オ.5リGーY6プ/灰1 

並含む砂粒 部口縁1/ ～体3 -Q 1 1 2区1層

107 034-01 C 
FS-004 14 須甕恵器

38 2 画口縁の端タ部テ外方面向ヘに凸ラ線描頸き部文外面に沈線区 青5P灰B6/1 mmや程や粗の石 1 
口縁部片

？ 

108 028-01 C F SD4 須高恵杯器 14.8 二二段段三の稜方透区か画間しに櫛口縁描部波外状面文に杯沈線部底1条部 灰10Y白R8/l 程密の石3m多m 
1 /3 一部灰かぶり

-P 1 3 

109 022-01 C 
FS-0Q 4 1 1 須高恵杯器

14.0 
脚一段部部三回中転央方透、カ裾かキメにし 脚部中央に沈線1条 翌
脚 沈線各2条（粗い）

密程の石2m多m 脚2/部5 
外面灰かぶり

110 026-02 C FS-DQ4 B 冦須恵？器 魯門
肩底部部回に櫛転状ヘ工ラ具ケズによリ る施文 瓢 並程の石1mm 多

小片
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遺物 地 遺構 器種 法量(cm)

番号
登録番号

区 （出土位置） 口径 器高
調整技法の特徴 色調 胎土 残存度 備考

111 031-02 C F SD4 須短恵頚壷器 8.0 肩部内面 口縁部外面下部に接合痕？
灰10Y白R7/1 密含む細砂 部口縁4～/肩5 -R9 

112 034-02 C F SD4 須鉢恵器？ 7.6 体部中央沈線一条 下部に稜
青5B灰6/1 

並程 1 m m 口庄
外面灰かぶり

-0 1 4 の石 5 1 

113 029-01 C F SD4 須冦恵器 呼 体底口2頸条部部部櫛不の状沈定タ工線テ方方具で向向区ナにヘ画デよ、るラ描屑列部点文文回・転回を転沈カ線キカキでメメ区画を
育灰色 密程 2 m m み口縁欠部けのる 磨内滅外面灰かぶり-R 1 0 5PB6/1 の石

114 022-02,3 
C FSD-Q 4 1 1 須冦恵器

12.4 15 8 
沈揖体口頸線文部部で～を沈底回区転線画部カキ部画メ後回転タテカ方キ向メヘ後斜ラ描め文ヘをラ 灰N6/ -5/ 

密程 1 mm 口頸4/部5の
029-02 の石 み欠 3区ー 4層

で回百転ヘラケズリ

127 028-02 
B FSD-J9 lO 須長恵頸壷器

7.3 内外面共にロクロナデ 灰N7白/色 砂並粒多い
口頸部 頸部接合痕明瞭

128 008-02 B F SD9 須長恵頸壷器
体体肩体部嬉部部下外部は面肩1/に回沈ま2転線で回ヘ一ヘ転条ララヘケケラ＇ズケ台リリズハ後リナリデッケ後ナデ

灰N7白/色 砂亜粒多い 体2/部3 
肩か部るに自然釉がか

-N 1 5 8.8 

129 015-02 B F SD9 陶山茶椀器 モ糸きミガり痕ラ痕 灰白色
砂並粒含む 底2/部3 藤渥澤美編•年暗灰5 色-粘6 質-I 9 7.6 NB/ 

130 008-01 B F S09 陶山茶椀器 モ内面ミ中ガ央ラ痕ナデ（少し） 糸きり痕 灰NB白/色
並1- 底部のみ 藤暗灰澤編色粘年質6土ー尾張

-I 9 62 5mmの石

131 015-01 B F S09 陶山茶椀器 底モ部ミ内ガ面ラ痕の円周糸上きにり痕強い高ナ台デとれかけ
灰白色

砂並粒多い 底1/ 部2 
藤暗灰澤編粘年6ー尾張

-I 9 7.4 NB/ 色質土

132 015-03 B F S09 陶山茶椀器 嗜 5,5 
底痕部（少内面しの）円周糸上きにり痕強い高ナ台デモとれミかガけラ 灰NB白/色 やや粗多 藤暗灰澤編色粘年6ー尾張

-I 9 砂粒い 2/5 質土

133 015-04 B F S09 青磁椀 15,0 
内に釉面に（文明様オをリ施ープし灰内面5G全Y体7/と1)外面を2か/け3る程 灰NB白/色 密 口縁部片 太暗灰宰府色編粘年質土11ー1 

-I 9 

134 039-07 C F S09 土杯師器 12.4 3,9 内外面共にヨコナデ
浅10Y黄R橙8色/3 並程の石3m多m 

1 / 5 灰磨滅激しい
-P 1 6 色砂層

135 040-03 C F SD9 土杯師器 13.4 4.0 内外面共にヨコナデ？
灰2.5白Y色8/2 並程 2 mm 

1/8 灰磨滅色砂激層しい
-P 1 6 の石

136 040-02 C F S09 土杯師器 13 3 38 不明
浅7.5黄Y橙R色8/3 m並m程 1-2 

1 / 2 磨滅色砂激しい
-P 1 6 の石 灰層

137 040-05 C F SD9 土誓器 14.4 2,8 不明 黄橙色
細や砂や粗含む

1 / 5 磨滅色砂激しい
-P 1 6 7.5YR8/8 灰層

138 040-04 C F S09 土讐 14.4 22 不明 橙色 並程の石3m多m 1 /6 磨滅激しい
-P 1 6 5YR7/6 灰色砂層

139 042-01 C F SD9 土皿師器 8.4 1 7 不明 並 1- 1 /9 磨滅色砂激しい
-P 1 6 2 mmの石 灰層

140 041-01 C F S09 土甕師器 14.4 不明
浅10黄YR橙8色/3 

並 1- 部口縁1～頸 磨滅激しい
-016 2 mmの石 /4 

141 040-01 C F SD9 土野
9.3 13.6 

住ァ口縁部ハ部内ケ面内面下ナヨコナデ 外体ス面部リ粗外面いタ半テハケ 灰2.5白Y色8/2 
並1- 1 /2 

茶外灰面剣色砂離互層-P 1 6 半ナ部メハケ 上部タ 2mmの石
ヘラケ

142 043-01 C F SD9 杯須恵身器 11.2 43 底部ヘラ切り未調整 灰N7白/色
並 2mm 4/7 

-N 1 6 程の石

143 027-01 B F SD9 杯須恵身器 10 8 3 1 底内面部ヘ中央ラ不切定り方未調向整ナデ 灰白色
並砂粒多い

3/5 
-N5 NB/ 

144 009-03 B F S09 杯須恵身器 8.5 内外面共にロクロナデ
灰N7白/色 並細砂含む 部口縁1/ ～受5 -N 1 5 

145 007-06 B F SD9 須恵甕器 20.4 内外面共にロクロナデ 灰NB白/色 やや粗の石2-『縁/部7 -HS 3 mm 

146 020-03 B F S09 土が
18 8 口縁ケ端外部外面面タに沈ハ線ケ一条ち 体部内ケ面ヨコ 灰2.5白Y色8/2 

密 上口縁部～1/体5 磨滅激しい-N15 ハ テのヨコハ？

147 008-03 B F S09 須恵蓋器 12 5 天井部内面不定方向ナデ 翌嘉 並細砂含む
1/8 陶邑編年IIー6

-N 1 5 

148 008-06 B F S09 杯須恵身器 12.0 2.8 底部ヘラ切り未調整 2明.5オGYリ7ー/プ1灰 やや粗程石
1 / 7 

-N 1 5 2 mm 

149 008-04 B F SD9 須恵蓋器 9,0 2.7 天井部1/ 2回転ヘラケズリ 2明.5オGリープ灰 並 2- 1 / 2 陶邑ー II6-m -1 
-N 1 5 Y7/1 5 mmの石

150 008-05 B F S09 須恵蓋器 10,0 内外面共にロクロナデ 翌 や2mmや粗程石 部口縁1/～受8 -N 1 5 

151 020-02 B F S09 須短恵頚壷器
11.2 内外面共にロクロナデ 讐 砂密粒多い 部口縁2～体-N 1 5 /7 

152 039-02 c土F器-集P中1地5点 土甕師器 31.6 体口縁部外部面内面タヨコハケ 外面ヨコナデ 褐色 並 1-
部口縁1/～頚9 磨滅激しい

テハケ 7.5YR4/6 3mmの石

153 039-01 C 土F器-集N中1地6点 須恵甕器 23 8 肩肩部部外内面面平同心行円タ文タキ 緑10灰GY色5/1 
並 1-

叫部 陶邑編年降W 
3mmの石 2 3 9C以？

154 038-01 C 土F器-集N中1地7点 杯須恵蓋器 12.4 天井部外面1/2回転ヘラケズリ
灰N色6/ やや粗多

砂粒い
1 / 1 0 陶邑編年II-5,6 

156 023-02 B F SD 1 0 土壷師器 体底部部下静部止ヘ回転ラヘケズラケリズリ 5明B青G灰4/色1 m並m程2 mm 相/〖2 -H7 の石

157 044-02 C F SD 1 0 須壷恵器 5,6 8.4 体底部部下静止半ヘ回転ラヘケズラケリズリ 緑10灰GY色5/1 
並 1- ほぽ完形 内面に漆付着

-14 2 mmの石

158 044-01 C F SD 1 0 須杯蓋恵器 11 2 3.6 ヘ内面ラ切中央り未ナ調デ整 讐 並 1mm ほぽ完形 磨滅激しい
-14 程の石

159 044-03 C F SD 1 0 土甕師器 15.6 体口縁部部内内面面ヨコハケ外、外面面タヨコナケデ 褐10灰YR色5/l 
並 部口縁1/ ～頚3 -L3 ヨコハケ、 テハ 細砂含む

160 012-01 B SD 1 2 土柘師器 12 1 5.4 外内面面粗不阻いハケメ 浅黄橙色 並 2- ほぼ完形 磨滅激しい
l<'r !; rnv訊 /::1 ,immの石

161 017-02 B le SD T 1 2 fi 土鉢師器 17.6 10.7 体仙部け不内面眠ユビオサエ 7 にliぶVいR7橙/A色 並?mmの17- 2/3 磨.rb.滅1.-激磁曲し絡い底窄J部I中ふ

162 023-01 B H'SD T 1 2 1 f'i 土巳器 14.6 仕口縁部部内面内面ココヨハコハケケ 7 にfiぶVいR7橙/4色 並'.lmmlTl1h - 部口縁1～/ 体4 
磨滅激しい

163 019-01 B F SD 1 2 土甕師器 33 0 
体ぶ口縁部面部内卜面半内上面々半テヨハコヨハケコハケ下ケ外光面下コ半コヨヘハコナケラデケ？ズリ 灰7.5白Y色R8/l 

並 1-
-K 1 5 3mmの石

164 017-01 B H'SD r 1 2 1 ,; 土塁器 18.8 
伏口縁部部汰不面明ココハケ 俎而十十メハケ 橙7!i色VR7 /f; 並'.!mm(!)1万-； 口ト縁部～1体/:c! 

磨滅激しい
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遺物 地 遺構 器種 法量(cm)
調整技法の特徴 色調 残存度 備考登録番号 胎土

番号 区 （出土位置） 口径 器高

165 013-01 B F SD 1 2 土が
17 7 

体口縁部部内外面面ヨコヨハコナケデ外面タテハケ 1に0ぶい/黄4橙 並5mm 2- 体～部口縁上半
-L 1 5 YR7 の石

166 026-04 B F SD 1 2 須杯恵器蓋 14.0 4.3 天井部ヘラ切り未調整 灰N7白/色 粗程の石5 mm 口や縁や欠部けがる-L 1 5 

167 034-03 B F SD 1 2 杯須恵器身 11.0 内外面共にロクロナデ 灰NB白/色 程ややの粗石2 mn 受あ部か～りた1/ち4 -M  1 5 

168 034-04 B F SD 1 2 杯須恵器身 10.3 内外面共にロクロナデ 灰N7白/色 密3 2- 麟あか～りた1/ち4 -L 1 5 mmの石

169 009-04 B F S Ii 1 2 杯須恵器身 12 6 内外面共にロクロナデ
灰10色Y6/1 粗程の石4 mm 受あ部か~--りた1/ち8 -G 1 7 

170 026-03 B F SD 1 2 杯須恵器身 12 6 内外面共にロクロナデ
灰7.5白Y色7/1 並3 1-

1 /2 高杯か
-J 1 5 mmの石

171 009-08 B F SD 1 2 須恵甑器 26 5 外み上面回げ転痕残カキるメ） 内面ヨコナデ（粘土積 灰10色Y6/1 mやm程や粗の石4 口1縁/ 8 -F 1 7 

172 001-01 B 西S排D水1溝3 陶山茶椀器
15 4 5.8 糸モ切ミ痕ガナラ痕デ消し 灰NB白/色 密程の石1 mm 4/5 喜::虚点五悶贋60 

173 024-01 B 西S排D水1溝3 陶山茶椀器
16 4 5.8 端糸切部痕に沈ナ線デ消底し部（残内る面）高の台円周と上れかに強けい口ナ縁デ 灰NB白/色 砂密粒混

3/4 藤墨澤書編暗年茶灰6色ー尾粘張質
84 

174 011-02 B C SD 1 3 灰釉瓶陶器 体内側部下に粘半土ヘ接ラ合ケ痕ズ残リる底。部ハリッケ高台 灰7.5白Y色8/1 密文多黒い斑 底部部1/と体5? -v 1 1 12 6 

175 003-02 B C SD 1 3 陶山茶椀器 糸モきミガり痕ラ痕 （少し） 灰7.5白Y色8/1 砂並粒混 序/部4 
藤澤編年6ー尾張

T12 8.4 

176 011-04 B C SD 1 3 陶山茶器椀 底糸部切内り面痕の円周上に弱いナデ 灰N8白/色 mやm程や粗の石2 序部/2 
藤澤編年6ー尾張

Tl 6.6 

177 011-01 B C SD 1 3 陶山茶椀器 糸モ切ミガり痕ラ痕高（少台としれ）内か面け中央ナデ 灰NB白/色 粗5mm 2- 底部のみ 藤澤編年6ー尾張
V 1 2 7.0 の石

178 031-01 
B 北S西D隅1排3水溝 捏陶 鉢器

314 13.0 体他部は下ロ1/クロ3ナ回デ転ヘラケズリ 灰NB白/色 砂密粒混
2/5 

12.0 

179 011-03 B C SD 1 4 陶山茶椀器
糸切り痕ナデ消し

灰2.5白Y色8/1 
並

序部/2 
藤澤編年4? 尾張

-T 1 3 7.6 

180 011-05 B C SD 1 4 陶山茶椀器
糸切り痕ナデ消し（残る）

灰7.5白Y色7/l 砂粗粒多い 序/部3 
藤澤編年4ー尾張

-w 1 2 92 

181 028-04 B F SD 1 5 土が
15 3 体口縁部部内内面面ヨコヨハコハケケ外外面面タテヨハコナケデ 灰2.5白Y色8/2 

並 部口縁1/～頸6 
-C 1 3 

182 009-02 B F SD 1 5 陶山茶椀器
糸切り痕

灰7.5白Y色7/1 
密

底1/部3 
藤澤編年3ー尾張

-D 1 5 6.8 

183 009-01 B F SD 1 5 陶山茶器椀 糸モ切ミガり痕ラ痕内（面少中し央）ナデ 灰7.5白Y色7/ 贔 序/部3 
藤澤編年6一渥美

-D 1 5 

184 037-01 B E SD 1 6 土が
17 8 

灰7.5白Y色8/2 mやm程や粗の石2 部口縁1/ ～頸4 
磨滅激しい

-F 1 6 

185 026-06 B F SD 1 7 杯須恵器蓋 天井部外面 1/ 2回転ヘラケズリ
5明B青7/灰1色 亜2mm 1 - 天1井/部2 天ス井タ部ン内プ面に円弧-N 1 5 の石

186 009-07 B F SD l 8 杯須恵器蓋 13 4 天口縁井部部外内面面のほ段ぼ全は面沈線回転状ヘラケズリ 青5B灰6/色l 砂や粒や粗多い 口1縁/部3 -P 1 8 

187 026-05 B F SD 1 8 杯須恵器蓋 14 0 4,3 天口縁井部部外内面面3の/段4は回沈転線ヘ状ラケズリ 2明.5オGYリ7ー/プl灰 粗や砂や粗多い
1 / 2 

-0 1 7 

188 009-05 B F SD 1 8 杯須恵器身 12 0 内外面共にロクロナデ
緑5G灰6/色l 密程の石1m多m 門縁/部5 -P 1 8 

189 009-06 B F SD 1 8 杯須恵器身 13.6 内外面共にロクロナデ
青5B灰G色6/1 並砂粒含む ？縁/部8 -D18 

190 046-01 C 西S側D拡1張9部 杯須恵器蓋 16 0 内外面共にロクロナデ
2オ.5リGーY6プ/灰1 密1 -2 mm 

口縁片

191 047-01 C 西S側D拡2張0部 須チ恵ュ器ア瓶ミニ？ 底内外部面ヘ共ラキにロリ未ク調ロ整ナデ？ 灰2.5黄Y色7/2 並1 -2 mm 体1/ 部～3底55 

192 045-01 C H SD 2 1 杯須恵器蓋 13.6 47 天口縁井部部ヘ内面ラ切に段り未調整 5明8青7/灰1色 並砂 ほぼ完形 外面一部灰かぶり
-CB 

193 048-01 C F SB 2 9 杯須恵器身 13.4 内外面共にロクロナデ
灰10Y白7色/1 並砂粒含む

口縁部片
-Wl 0 p 3 

194 049-01 C F SBy 35 杯須恵器身 受内外け部面共のにロクロ痕ナデ明瞭 灰N7白/色 m並m程の1石多
受部片

- 1 2 ハリッケ p 3 

200 036-02 C F SK40 土甕師器？ 80 体口縁部部内内面外ナデヨコナデ 7に.5ぶYいR褐5/色3 並程の石1m多m 部口縁1/ ～頸4 内3側層に煤付着-0 1 4 

201 036-01 C F SK40 土が
13 6 体口縁部外部面内面タヨコハケ 外面ヨコナデ 灰2.5黄Y色7/2 並多く砂含粒む 口1縁/ 4 -0 1 4 テハケ 3層

202 037-03 C F SK40 杯須恵器身 13 8 底部2/3以下の回転ヘラケズリ？
赤10灰R5色/1 程密の石1 mm 

口縁片 陶邑編年1Iー5
-0 1 4 

203 037-01 C F SK 4 0 須杯恵器身 86 底部ヘラ切り未調整
灰10Y白R色7/1 並多く細含砂む 外陶面邑編剣年離1Iー2層5 -0 1 4 1 / 4 

204 037-04 C F SK40 須杯恵器蓋 9.0 天井部2/3回転ヘラケズリ 讐 砂や粒や粗多い
口縁片 陶3層邑編年II-1 

-0 1 4 

205 037-02 C F SK40 杯須恵器蓋 12.8 天井部2/3回転ヘラケズリ 讐 並多く細含砂む
陶邑編年m-3

-0 1 4 1 /6 

206 026-02 B F SK 4 1 杯須恵器身 110 4.2 受部下面に凹線 底部ヘラ切り未調整
灰N7白/色 並3mm 1- 完形-M  1 5 の石

207 035-02 B F SK 4 1 須杯恵器身 底体部部外内面面粘粘土土接ヒ合モ巻痕上げ痕？ 灰2.5白Y色8/1 亜3mm2- 端欠部けのるみ 焼磨滅成激不良しい-M  1 5 の石

208 021-03 B F SK 4 1 須鉢恵器 底部ヘラ切り未調整
5明B青7/灰1色 細密砂混 臼/4 -M  1 5 

209 023-03 B F SK 4 1 土野 15 0 7.5 
底内面部外ナ面デ静外止ヘ面ユラケビズオサリエ 1に0YぶRい7黄/橙3 並4mm 2-

3/4 磨滅激しい
-M 1 5 の石

210 021-04 B F SK41 土甕師器 19 0 体他部は不内面明ナデ 橙5Y色R6/6 亜程の石1 mm 門縁/部4 
磨滅激しい

-M  1 5 

211 001-02 B F SK42 土高師杯器 11.8 
灰10Y白R色8/2 

並粗砂 杯部のみ 磨滅激しい
-C25 
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遺物 地 遺構 器種 法量(cm)
調整技法の特徴 色調 胎土 残存度 備考

番号
登録番号

区 （出土位置） 口径 器高

212 029-02 B FS-K C4 2 25 土甕師器
15 4 口縁部外面ヨコナデ

浅10黄YR橙8色/3 や1や-粗2 mm 部口縁～頸
磨滅激しい

213 024-02 B F SK42 土炉
21.0 体部内面ヨコハケ

浅10黄YR橙8色/3 並4mm1- 部口縁～頸
磨滅激しい

-C25 の石

214 029-03 B F SK42 土星器 18.6 
体口縁部部内面内外ヨ面コ共ハケにヨ外コ面ナデタテハケ 5淡Y橙R色8/4 並3mm 1-

部口縁～体
-C25 の石

215 029-01 B F SK42 土甕師器 23 0 体口縁部部内面内不面明ヨコハ外面ケタ外テ面ハケヨコナデ 浅10黄YR橙8色/3 並2mm1 - 部口縁片～頸
磨滅激しい

-C25 の石

216 021-02 B F SK43 土鉢師器 12,0 体部内面横方向のナデ にぶい橙714色 並3mm1- 口1縁/ 5 
磨滅激しい

-D 1 4 7.5YR の石

217 026-01 B F SK43 須蓋恵器 13.0 43 ヘラ切り未調整
灰7.5白Y色7/1 密程の石2 mm 

2/3 
-D14 

218 020-01 B F SK 4 3 須短頸恵壷器 75 5.4 底内部面外中面央回ナ転デヘ一条ラケズリ 5明B青7/灰1色 密多細砂 ほぽ完形 外重面ね灰焼かき痕ぶり
-D 1 4 Vヽ

219 020-04 B F SK43 土甕師器 21.0 
体外口縁面部部内面内ラ横状面粗方工向具いナ粗デよ 外不ナ定面デ粗方いヨコナデ 10にYぶRい7黄/橙3 並4mm 2- 部口縁上部～体

粘土接合痕明瞭
-D 1 4 

ヘ のにいる 向の根いナデ
の石

220 028-05 B F SK44 土が
20 5 体口縁部部内面内面ヨヨコハケ外外面面ナ粗ナいヨコナデ 2淡.5黄Y色8/4 粗砂粒多い 部口縁1/ ～頸4 -N 1 9 コハケ メハケ

221 014-01 B F SX46 遭器 15.8 33 他口縁は部ナデヨコナデ 灰7.5白Y色R8/1 密程の石2mm 
ほぽ完形

-F 1 2 

222 014-04 B F SX46 土皿師器 9.6 1.4 他口縁は部ナデヨコナデ 灰7.5白Y色R8/1 
並 口縁部片

-F 1 2 

224 014-05 B F SX46 土小師器皿 90 1 5 他口縁は部ナデヨコナデ 灰7.5白Y色R8/1 
密 3/5 

-F 1 2 

223 014-03 B F SX46 小土師器皿 15 4 他口縁は部ナデヨコナデ 灰7.5白Y色R8/1 
密 ほぼ完形

-F 1 2 

225 014-02 B F SX46 束師器皿 8.9 1 6 他口縁は部ナデヨコナデ 灰7.5白Y色R8/1 
密 ほぼ完形

-F 1 2 

227 016-05 B F S X 4 7 陶山 器皿 83 2.4 糸内面き中り痕央ナナデデ消し 灰2.5白Y色8/l 
並細砂 完形 底墨書部外面に a形の

-F 1 3 4.3 

228 016-04 B F SX47 陶山 器皿 ~~ 1 8 糸きり痕ナデ消し 灰NB白/色 並程の石2mm ほぼ完形 底墨書部外面に a形の
-F 1 3 

229 016-03 B F S X 4 7 陶山 器皿 85 2.2 糸きり痕
灰2.5白Y色8/1 

並粗砂 完形 底墨部書外面に a形の
-F 1 3 4.9 

230 016-06 B F SX47 陶山 器皿 80 2,3 糸きり痕
灰2.5白Y色8/1 並程の石2 mm 

完形 底墨書部外面に a形の
-F 1 3 50 

231 016-02 B F SX47 陶山茶椀器 1g 58 糸切り痕 灰5Y白8/色1 並4mm 2- の口縁み欠1/け4 -F 1 3 の石

234 016-01 B SX48 
陶山茶椀器

14 3 5.1 
底糸部き内り痕面の円周上にヨコナデ 灰2.5白Y色8/1 粗並砂多い

'lぽ完形
F-G 1 1 6,0 

235 019-02 B F SX49 渭器 7.4 1 2 口縁部内面ヨコナデ
灰2.5白Y色8/2 

密程 1 m m 完形 風化激しい
-I 1 4 の石

238 048-03 C PIT y 土甕師器 16.1 他口縁は不部外明面ヨコナデ 浅10黄YR橙8色/3 並程の石2 mm ？縁/7 磨p滅2激しいF- 1 0 

239 049-02 C PIT y 杯須恵器身 12.6 内外面共にロクロナデ 灰N7白/色 細密砂含む
口縁片

F- 1 2 p 1 

240 048-02 C PIT s 壷須恵？器 8.4 口口縁頸部部外外面面回に転沈線カ一キ条メのち櫛描波状文 讐 密程の石1 mm 口1縁/ 5 F- 1 2 p 1 

248 029-07 
B 包F含-層F 1 7 土甕師器

14.4 体口縁部外部外面面タヨコナケデ 淡2.5黄Y色8/4 細並砂含む 部口縁1/～頸7 テハ

249 029-06 
C 包東含ト層レンチ 土甕師器 15,8 

2淡.5黄Y色8/4 細密粒含む 部口縁1/～頸8 
磨滅激しい

250 056-02 c包H含-層C9 土野 16.7 
体口縁部部内内面外ヨ面コ共ハケにヨ外コ面ナデタテハケ 10にYぶRい7黄/橙2 密l呵程の石

口縁部片

251 061-05 C 包H含-層C9 土師甕器
16.2 口縁部外面ヨコナデ

淡2.5黄Y色8/4 細並砂含む 口1縁/部1 0 

252 061-04 C 包N含-層C9 土甕師器
17 7 

灰2.5白Y色8/2 
並程 1 m m 口縁片 磨滅激しい
の石

253 051-03 C 
包H含-層B9 土塁器

17 6 lOにYぶRいB/黄2橙 並程の砂2mm ？縁/部4 
磨滅激しい

254 029-04 
B 包F含-層M2 0 土甕師器

16.2 
2浅.5黄Y色7/4 砂密粒含む 部口縁1/～頸8 

磨滅激しい

255 029-05 B 
包F含-層P 1 8 土甕師器

18.0 
灰7.5白Y色8/1 細密砂含む 口1縁/部7 

磨滅激しい

256 035-03 
B 包東含側排層水溝 土甕師器 18.0 

体口縁部部内外外面面共ヨにコナナデナメハケ 灰10Y白R色8/2 砂並粒含む 部口縁1/ ～頸4 

257 070-01 C 
包東含ト層レ、／チ 土星器 19.7 口縁部内面ヨコハケ

浅10黄YR橙8色/3 粗や砂や粗多い ？縁/部7 
磨滅激しい

258 050-01 C 
包H含-層B9 土甕師器

18.6 体口縁部部外外面面ナヨコナデケ にぶい橙7/色3 並程の石2 mm 部口縁1/ ～頸4 磨滅
ナメハ 7 5YR 

259 057-01 C 
包H含-層B9 土が

17.8 
体口縁部部内外面面ヨユコハビケオサ外エ面？ナナメハケ 灰2.5白Y色8/2 並5mm 2- 門縁/部5 

磨滅
の石

260 051-05 C 
包H含-層B9 土甕師器

18.6 体口縁部部内面内面ヨヨコハケ にぶい橙7/色3 密3 1- 上口縁部～2胴/5 
磨滅

コハケ 外面ナナメハケ 75YR mmの石

261 051-04 C 
包H含-層B9 土甕師器

18 5 体口縁部外部面内面ナナヨメコハハケケ 橙7.5色YR7/6 
密4 1- 部口縁1/～頸2 磨滅激しいmmの石

262 057-03 C 
包H含-層B9 土甕師器

19.9 
2淡.5黄Y色8/3 並3mm2- 門縁/部4 夏恰の石

263 061-02 C 
包H含-層C9 土甕師器

20 9 外口縁面部ヨ内コ面ナデヨコハケ 淡2.5黄Y色8/3 細密砂含む ？縁/部6 
磨滅

264 051-01 C 
包H含-層B9 土甕師器

20.6 
2淡.5黄Y色8/3 細や砂や粗含む 門縁/部8 罰

265 056-03 C 
包H含-層C9 上甕師器

23 7 体口縁部部内面内面ヨコヨハコケナデ 1に0YぶRい6黄/橙4 や4mやm粗の石1-
口縁部片 磨滅

第8表土器観察表5
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遺物 地 遺構 器種 法量(cm)
色調 胎土 残存度 備考登録番号 調整技法の特徴

番号 区 （出土位置） 口径 器高

266 050-02 C 
包H含-層B9 土甕師器

20.8 
体口縁部部内面内横面方ヨ向コハのヘケラケズリ 1に0ぶい/黄2橙 並2mm 1- 口緑部片 磨滅激しい

YR7 の石

267 051-02 C 
包H含-層B9 土甕師器

22 6 
灰2.5白Y色8/2 並程の石2 mm 口1縁/部8 

磨滅

268 057-02 C 
包H含-層B9 土野

24 0 
体口縁部外部内外面面面上上端端ヨコナデ 10 にぶい/黄3橙 並4m2mの-石 上口縁部1/～胴10 

風化

タヨテコハハケケ 下下部部慣75foJ'ヨコヽハラケケズリ YR7 

269 056-04 C 
包H含-層C9 土野

25.9 
2淡.5黄Y色8/3 並4m1mの石- 部口縁片～体

磨滅激しい

270 061-03 C 
包H含-層C9 土］器

28 5 
浅10黄YR色8/3 粗程の石2mm多 ？縁/部8 

磨滅激しい

271 059-01 C 
包H含-層B9 炉門 63.0 外面タテハケ

2淡.5黄Y色8/3 並程の石1 mm 
口縁部片 磨滅激しい

272 036-04 B 
包C含-層T16 土土製錘品 長片側さ3が.3欠、損径し1.て3い、る孔が径、0.て3い、ね重いさな5.2つgくり 明10黄YR褐6色/6 密細砂含む

約 2/3

273 036-03 B 
北包含側排層水溝 土土製錘品 端長部さ4が.0欠、損径1.4、孔径0.3、重さ8.3g 灰10Y白R色8/2 密細砂含む

ほぼ完形

274 007-02 B 
包東含ト層レ／、チ 杯須恵器蓋

12.7 
天口る縁井が部部、外回内転面面ヘのに段螺ラ旋ケは形沈ズ線のリ調状ナ整デ跡はみは認らめれなられい 翌 砂密粒含む 部口緑1/～受6 

275 069-01 C 
包F含-層Y8 杯須恵器蓋

11.6 口縁部内面に稜 灰N7白/色 密細砂含む
1 /8 陶邑編年1Iー5-6

276 062-08 C 
包H含-層C9 杯須恵器蓋

14.0 4.5 ヘ口縁ラ切部内り面未調に整ゆるい稜 灰5Y白8/色1 並5mm3- 1 /3 磨滅激しい
の石

277 062-01 C 
包H含-層B9 杯須恵器蓋

14.0 
ヘ口縁ラ切内面り未に段調整 黄2.5灰Y色5/1 並程の石4mm 多

1 / 4 

278 073-06 C 
包F含-層W9 杯須恵器蓋

14.8 内外面共にロクロナデ 灰N7白/色 並3mm1- ？縁/部8 の石

279 036-02 
B 包F含-層N 1 7 杯須恵器蓋

12.6 3.5 ヘ天井ラ切部内り後面粗不定い方ロ向クナロナデデ 灰N7白/色 砂並粒含む
1 / 4 

280 062-07 c包H含-層B6 杯須恵器蓋 灰10Y白8色/l 並5mm 2- 天み井部の 磨焼滅成不良の石

281 062-03 c包H含-層CB 杯須恵器蓋 11.9 口縁部内面に段 灰N7白/色 密細砂
？縁/部7 

外面薄く灰かぶり

282 069-03 C 包H含-層B9 杯須恵器蓋 11.4 口縁部内面にゆるい段
灰7.5白Y色7/1 

並細砂
口1縁/部1 0 外り面1/2に灰かぶ

283 007-03 
B 包C含-層T14 杯須恵器身

11.0 底部外面全面回転ヘラケズリ
灰N7白/色 並程の石2 mm 部口縁1/ ～受7 

284 068-01 c包H含-層C9 杯須恵器身 12 2 
底口縁部外部面内面ほぼに全沈線面状回転の段ヘラケズリ 青5B灰G色5/1 粗4mm 2-

1 /6 
の石

285 072-02 C 包H含-層B9 杯須恵器身
13 3 底部外面ほぽ全面回転ヘラケズリ 灰N7白/色 密4mm の1石空

1 / 5 陶邑編年IIー4

286 073-05 
C 包H含-W層l 1 杯須恵器身

12.4 底部外面2/3以下の回転ヘラケズリ 讐 並細砂
？縁/部4 

287 067-02 
C 包F含-層P 1 5 杯須恵器身

12.0 4.2 底部ヘラ切り後粗いナデ 灰NB白/色 並3mm1- 9 / 1 0 陶邑編年11一5-6
の石

288 072-01 C 包H含-層B6 杯須恵器身 14.8 内外面共にロクロナデ
明10青BG灰7色/1 

並細粒
口1縁/部1 0 

289 069-02 c包H含-層B6 杯須恵器身 13.7 内外面共ロクロナデ
灰5Y色6/1 

並細砂
『縁/部8 

290 062-02 c包H含-層B7 杯須恵器身 11 8 46 底内部面外中面央2ナ/デ3回転ヘラケズリ 翌嘉 並4mm 1- 1 / 2 
の石

291 062-04 c包H含-層B6 杯須恵器身 12.1 4,0 
底内面部ヘ中央ラ切ナデり未調整 翌 並4mm 2- 1 / 4 

の石

292 062-05 c包H含-層A5 杯須恵器身 12,0 内外面共にロクロナデ 讐 細密砂含む 閉縁/部5 
外面薄く灰かぶり

293 073-01 C 包H含層 杯須恵器身 11.6 内外面共にロクロナデ 翌 砂並粒多い 口1縁/部1 0 

294 072-03 c包H含-層B6 杯須恵器身 11.8 4.0 
底ヘ部ラ切内面り未不調定整方向ナデ 灰N7白/色 並4mm 2~ 4/5 

の石

295 067-01 c包F含-層S14 杯須恵器身 11.2 内外面共にロクロナデ
灰NB白/色 細や砂や粗多い

1 / 1 0 陶邑編年IIー5-6

296 034-02 
B 包F含-層H 1 6 杯須恵器身

9,7 底部ヘラ切り後粗いナデ？ 灰N7白/色 贔 1 / 4 受焼痕け部の蓋の重ね

297 037-03 
B 包F含-層M 1 4 杯須恵器身

10 0 44 内外面共にロクロナデ 灰N7白/色 密2mm1- 部口縁1/～受6 
の石

298 066-01 
C 包F含-層Q15 杯須恵器身

11.4 4.4 底部ヘラ切り未調整
灰10色Y7/1 砂や粒や粗多い

4/5 

299 073-02 c包F含-層N2 須高恵杯器 13 0 内外面共にロクロナデ 閤／ 並程の石3 mm 閉縁/部8 

300 034-06 
B 南包含側層トレンチ 須高恵杯器

脚端部の外側上部に一条の凹線がめぐる
灰NB白/色 砂亜粒含む 秤/4 外面灰かぶり11.2 

301 069-04 c包H含-層B9 須高恵杯器 内外面共にロクロナデ
灰N7白/色 細密砂含む 四/ 1 0 内面に灰かぶり9 1 

302 064-03 C 包H含-層B6 須高恵杯器 内外面共にロクロナデ
灰5Y白7/色1 粗や砂や粗多い 9部/2 磨焼滅成不良10.6 

303 073-04 c 包F含-層X6撹乱 須高恵杯器 10 5 内外面共にロクロナデ
2明.5オGYリ7ー/プ1灰 並細砂含む 秤/5 

304 064-01 c包H含-層B6 須高恵杯器 内外面共にロクロナデ
灰7.5白Y色7/1 並細砂含む 9部/3 杯部剥離痕残る10.2 

305 036-07 
B 包F含-層N15 須冦恵器

9.8 口縁部と体部に凹線が施される。
灰NB白/色 並砂粒含む 上口縁部～1/体2 

上か部かにる薄く自然釉

306 062-06 c包H含-層B7 須短恵頚器壷 8.0 肩部回転カキメ調整 灰N7白/色 密細砂含む 部口縁1/～肩8 

307 025-01 
B 包農含道層下黄色土 須鉢恵器 体穿孔部下は半一定に沈方線向がか巡ら施るす 翌／ 並細砂含む 底体下部3半/～5 底3部-の4m刺m突で円は深形さ

第9表土器観察表6
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遺物 地 遺構 器種 法量(cm)
残存度 備考登録番号 調整技法の特徴 色調 胎土

番号 区 （出土位置） 口径 器高

308 058-01 
C 包F含-層Q16 須甕恵器

22 8 体内部面外同心面平円行文半タスタキリのケちシ回転カキメ 讐 並 上口縁部～1/胴

309 003-03 
B 包C含-層Y17 灰陶釉器瓶

内外面共にロクロナデ
灰NB白/色 並細砂含む 底1/部3 9,6 灰色土

310 035-05 
B 包C含V層1 4包含 陶山茶椀器

口縁端部に自然釉
灰7.5白Y色8/1 並の石2m多m程い

口緑部片 藤瀬戸澤編（灰年褐7色-）8 
7.5 

311 036-01 
B 包C含W層l 2包含 陶山茶椀器 口口縁縁端端部部外に面自然に釉面をもつ 灰NB白/色 並細砂含む

口縁部片 藤尾澤張編（灰年褐6色-）7 53 

312 055-02 c包F含-層T14 陶山茶椀器 13.7 口縁端部に面をもつ
灰5Y白8/色l 密程の石4mm 口1縁/部5 

313 003-05 B 包C含W層l 9 陶山茶椀器
糸切り痕 灰NB白/色 並

序/部3 藤（灰澤褐編年色）5渥美76 

314 034-01 
B 包F含J層1 0 陶山茶椀器 糸内切面中り痕央ナモデミガラ痕 灰5Y白8/色2 砂や粒や粗多い

底部のみ 藤澤編年6尾張
6.4 

315 006-01 
B 包C含W層2 2 陶山茶椀器 糸内切面中り痕央ナモデミガラ痕 高台とれかけ 灰NB白/色 密程の3石mm 序/部2 

藤澤編年7尾張
7.4 

316 004-01 B 包C含X層1 9 陶山茶椀器 糸モ切ミガり痕ラ痕高台とれかけ 灰NB白/色 細並砂含む
底部のみ 藤（灰澤編褐年色）7尾張

5.4 

317 004-05 B 包C含Y層1 5 陶山茶椀器 糸高切台にり痕繊維ナ痕デ消内し面（残中央るナ）デ 灰NB白/色 細並砂含む 底1/部2 藤（澤暗褐編年色）5渥美6.6 

318 022-01 B 包F含A層21 陶山茶椀器 糸高切台とり痕れかモけミガラ痕 灰N7白/色 細並砂含む 序/部2 藤暗灰澤編色年・底6尾に張墨書5.8 

319 003-04 B 包C含U層21 陶山茶椀器 糸モ切ミガり痕ラ痕 （少し） 灰5Y白8/色2 細並砂含む 序部/3 藤（澤暗灰編年色）5尾張9,0 

320 007-07 B 包FA含2層1 陶山茶椀器
糸切り痕ナデ消し（残る） 灰N7白/色 並砂粒含む 序部/4 

藤澤編年4? 渥美
78 

321 004-04 B 包C含X層1 9 陶山茶椀器 糸モ切ミガり痕ラ痕 灰NB白/色 並細砂含む 序部/3 藤（灰澤編褐年色）5尾張7.8 

322 006-02 B 包CW含層2 2 陶山茶椀器 糸モ切ミガり痕ラ痕 灰NB白/色 並細砂含む 序部/4 
藤尾澤張編年5-6

7.6 

323 003-06 B 包C含U層1 8 陶山茶椀器 糸モ切ミガり痕ラ痕ナデ消し 灰NB白/色 並砂粒含む 序部/2 藤（灰澤編色年）5尾張9.2 

324 007-05 B 包FA含2層1 陶山茶椀器
糸切り痕

灰5Y白8/色2 粗細砂多い 秤/3 藤Bl澤/編B年2境6尾の張畦7,7 

325 036-06 B 包C含X層20 陶山茶椀器 高糸切台とり痕れかけ 内面中央ナデ 灰NB白/色 砂や粒や粗含む 序/部5 藤（灰澤編褐年色）6尾張6.8 

326 007-01 
B 包c含-層x 1 1 湯陶呑器み 灰白色 (lOYS/2)の釉が内面にかかる

灰N7白/色 密
底3/部4 美登濃窯焼7か？40 

327 054-01 c包F含-層Q 1 6 陶山 器皿 牡 1.6 
糸内切面中り痕央ナデ 灰NB白/色 密 2/3 

328 034-10 B 包西含壁層 陶器 内外面共粗いロクロナデ
灰NB白/色 並細砂含む

口縁部片 渥美産
鉢

329 018-01 
B 包F含-H14 層こ陶ね器鉢

25.0 8.8 ハ内外リ面ッ共ケ高に台ロクロナデ 灰5Y色8/1 並5mm2- 『/縁5部欠け12.0 の石

330 064-04 c包E含-層S24 鉢陶 器 27.5 
内内外面面に共円形にのロスクロタナンデプ文 5にYぶRい4/赤3褐 並程の石2mm 閉緑/部8 常後滑半焼-1・6世15世紀紀前半

331 063-01 
C 包F含-層X6撹乱 陶こね器鉢 爵〗 11.4 底以外部外の全面面回転にヘオラリケーズプ黄リ色底の釉部外面中央 翌嘉 密 1 /9 美登濃窯焼2 

332 005-02 
B 包C含-層T13 土羽師器釜

27.8 
浅7.5黄Y橙R色8/6 砂密粒含む

口縁部片
磨灰滅色土

333 005-01 
B 包C含-層Y20 土羽師器釜 2~.o 内外面共ロクロナデ

淡2.5黄Y色8/3 細密砂含む
口縁部片

磨暗灰滅色土

334 006-05 
B 包F含-層B10 着塁器

27.4 内外面共ロクロナデ
灰2.5白Y色8/2 

密 口縁部片 磨滅
？ 

335 022-03 B 包B含2層 瓦羽 釜質 3;.4 内外面共ロクロナデ 贔 並細砂含む
口縁部片 穿口縁孔部に内側から

336 006-04 B 包C含-層W2 2 陶鉢器 ？ 内を外も面つヨコナデされ、口縁端部上面に面
灰7.5色Y6/1 並細砂含む

口緑部片 紀常滑後焼半 ・1 2世

337 035-07 B 包C含-層Y 1 1 陶す器り鉢
？ 内る外面に明赤褐色 (5YR5/6)の釉がかか

灰5Y白8/色1 細並砂含む
口縁部片 登窯5

338 006-03 B 包F含-層B10 
陶器 底部外面回転ヘラケズリ

灰10Y白R色8/1 並黒斑紋 序部/3 登底窯部外2面に墨書椀 80 

339 035-04 B 
包C含-層X25 陶皿器

10,6 2 1 底部外面回転ヘラケズリ
灰7.5白Y色8/1 並砂粒含む

1 /3 登暗灰窯色5土. 志野焼
62 

340 004-06 
B 包C含-層X20 陶皿器

11.5 1.7 
接底他部地は外部ヨ面以コ外回ナ転デの全ヘ後灰面ラケ白に色施ズす(リ2 5Y8/2) の釉を 灰7.5白Y色8/1 細や砂や粗含む

1 /5 登窯5. 志野焼
66 

341 022-02 
B 包C含-層020 陶おろ器し皿 底ヘ部ラ状に工糸切具にり痕よる格子目 灰2.5白Y色8/2 細や砂や粗含む 底1/部8 登暗灰窯色4土9,0 

342 055-01 C 
包F含-層S 1 1 短陶頚壷器

5.4 
肩口縁部外部面内外に列共点ロ刺ク突ロ状ナ施デ文 （回転施か） 灰7.5白Y色7/1 

密
『縁/部4 

343 065-01 C 
包F含-層X7 土陶器瓶 （青 す内外ん面だ緑共色にのロ釉クがロかナデかる天井部全面にく 灰2.5白Y色8/2 

並 1 /3 登窯8. 信楽焼
）蓋 7.4 

344 030-02 B 
包F含-層0 1 7 陶丸 椀器 体が部か内か外る面。けに灰ず白り色出し(7高.5台Y7/2 ) の灰釉 灰2.5白Y色7/1 並細砂含む 底1/部3 

登窯2
4.4 

345 065-03 C 
包F含-層Y7 

陶器 灰底部白外色面(10回Y転7/ヘ1ラ)のケ灰ズ釉リを施接す地部以外は 灰lOY白S色/1 
密

高2/台3 
登窯6

皿 5.2 

346 065-02 C 
包F含-層M4 陶仏 器器 内(10外Y面7/共2に)のロ灰ク釉ロをナ施デす外面に灰白色 灰7.5白Y色8/1 並紋含黒む斑 脚2部/3 

登窯8
40 

347 060-01 C 
包F含-層Q3 磁椀器 削かかり出るし模高様台の接色地は灰部以～外オはリ全ー面プ灰に釉が 灰10Y白8色/1 

密 高台完形 登窯7
36 

348 030-01 B 
包F含-0 1 7 層天陶目茶器椀

11 0 部口縁は部丸のく器お壁さはまるうすくなり外反する端 灰7.5白Y色8/l 並細砂含む 上口縁半～1/体8 
登窯5

349 004-03 B 
包C含-層Y20 陶天目器茶椀 鉄け釉ずがり内出面し高と外台面の体部にかかる 灰2.5白Y色8/2 細密砂含む 序/部3 

登窯3
4.8 

350 036-05 B 
包c含-w層1 1 椀青 磁 体描部い外た面あヘと、ラ灰ケズオリリー内プ色面のは花釉文がかをかる 灰N7白/色 密

底3部/5 
太宰府編年m-1

第10表土器観察表7
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遺物 登録 地 遺構 出土
器種

法量(cm) 重量
石材

形態•技法・調整の特徴·

番号 番号 区 （層） 位置 長さ 幅 厚さ (g) 備考

1 078-03 C SD 1 (2区） F-T2 ナイフ形石器 3. 7 1 3 0. 8 3 .14 頁岩 両縁調整

2 078-02 C SD 1 (2区） F-Vl 剥 片 3. 1 2. 8 0 9 8.20 サヌカイト バルプが発達

3 075-01 C SDl(lトレンチ） F-Wl 石 核 2. 6 3. 1 1. 3 16.89 チャート

4 078-01 C SDl(2区） F-U2 削 器 3. 4 1. 0 0 6 2.24 サヌカイト

5 077-03 C SDl(2区） F-Vl 剣 片 2. 2 1 0 0. 5 1 51 チャート

6 079-01 C SDl(2区） F-Vl 剥 片 2. 9 1 , 5 0, 7 3 62 サヌカイト

7 080-01 C SDl(2区） F-Vl 剥 片 2 4 1. 8 0 . 3 1.24 チャート

8 077-01 C SDl(lトレンチ） F-Vl 剣 片 2. 5 2. 0 0. 4 1.95 チャート

， 084-01 C SDl(4区） F-S7 石 核 3. 5 1. 4 1. 7 5 08 チャート

10 083-01 C SDl(3区） F-S5 剥 片 2 4 2. 2 0. 3 1.62 チャート

11 079-03 C SDI(2区） F-Vl 剥 片 2. 7 2. 4 0. 8 3,70 チャート

12 086-01 C SDI(8区） F-R15 剣 片 2. 8 2. 2 1. 0 8.11 チャート 原礫面を残す

13 081-01 C SDl(2区） F-Vl 剥 片 1. 3 0. 9 0. 2 0,23 チャート

14 077-02 C SDl(2区） F-V2 剥 片 1. 4 1. 2 0. 2 0.46 泥 岩

15 076-01 C SDl(lトレンチ） F-Vl 剣 片 1. 7 1. 2 0. 3 0 70 チャート

16 079-02 C SDl(2区） F-Vl 剣 片 1. 7 0, 9 0. 2 0,30 サヌカイト

17 082-01 C SDl(2区） F-Ul 剣 片 4. 1 2. 7 0. 7 7,75 チャート

18 085-01 C SDl(6区） F-T12 剣 片 4. 0 3.8 1 3 16 64 チャート

76 092-01 C SD2(2区） F-R7 二次加工有剥片 2 0 1. 7 0. 3 0,70 サヌカイト 急斜度で浅い片面調整

77 093-01 C SD2(2区） F-Q6 剣 片 1. 9 1. 7 0. 4 0 83 チャート

78 091-01 C SD2(1区） F-R5 ポイントチップ 1. 2 1. 6 0. 3 0 53 サヌカイ

79 024-01 C SD4(3区1層） F-Qll 砥石？ 2 2 . 0 1 0. 5 4. 6 1160,0 砂 右山 擦痕がみられる

116 088-03 C SD5(2ベルト） F-Y7 有舌尖頭器 6 . 6 2. 0 0. 5 4,85 サヌカイト 縄文草創期

117 090-02 C SD5(6区） H-C9 石 鏃 2. 2 1. 1 0 3 0 79 サヌカイト 凹基無茎鏃

118 087-02 C SD5(3区） F-Y7 石 錐 2 . 8 1. 7 0 6 210 サヌカイト

119 087-01 C SD5(2) F-Y7 挟入石器 2 . 8 3. 0 0 5 4 77 チャート 挟り調整・急斜度調整

120 088-01 C SD5(2区） F-X7 剣 片 1. 9 1. 3 0. 2 0 49 チャート

121 089-02 C SD5(3ベルト） H-AB 剣 片 1. 4 1. 0 0. 2 0 24 サヌカイト

122 088-02 C SD5(4区） H-A9 剥 片 2. 2 1. 8 0 3 1 79 チャート

123 090-01 C SD5(6区） H-ClO 剣 片 2. 3 1. 8 0. 7 1 78 チャート

124 089-01 C SD5(5区） H-B9 剣 片 3. 3 2. 5 0. 7 5,81 チャート

126 028-01 B SD9(暗灰色粘土） F-J 10 磨 石 12. 7 8. 9 2 2 420 0 砂 右山 擦痕がみられる

155 044-04 C SDlO(H) F-I 6 磨り石 7. 5 7. 5 3. 1 330.0 砂 石山 刃部と折れ口に擦痕

195 094-01 C SK38 F-K7 二次加工有剣片 3. 0 4. 0 1. 6 19 24 チャート

196 0%-01 C SK38 F-K7 剥 片 3. 4 2. 6 1. 0 6 40 チャート

197 095-04 C SK38 F-K8 剥 片 2. 1 1. 6 0. 6 1.32 頁 右山

198 095-03 C SK38 F-K7 剥 片 1. 3 0.8 0. 3 0 28 頁 石山

199 095-02 C SK38 F-K7 剥 片 0. 7 0. 9 0. 2 O.D7 粘板岩

237 096-01 C p 1 F-W12 石 匙 3. 0 3,. 9 0. 4 4,83 サヌカイト 横型・縄文中期以前？

241 003-07 B 包含層 C-V22 石 鏃 2. 4 2. 1 0. 6 1 69 チャート 凹基無茎鏃

242 033-01 B 包含層 F 石 鏃 2. 3 1. 9 0. 3 1 73 サヌカイト 凹基無茎鏃

243 098-02 C 包含層 F-Pl5 石 鏃 2. 1 1. 8 0. 6 0 80 サヌカイト 五角形鏃

244 003-08 B 包含層 F-AlO 石 鏃 2. 6 1. 3 0. 3 0 32 サヌカイト 凹基無茎鏃

245 003-01 B 包含層 F-E21 石 核 5 . 3 5. 0 1. 8 45.88 チャート

246 097-01 C 包含層 F-N3 剣 片 2. 4 1. 6 0. 7 2.25 サヌカイト

247 098-01 C 包含層 F-K4 二次加工有剣片 3. 7 2. 2 0. 5 5 22 サヌカイト 縁辺に二次加工

第11表石器観察表

遺物 登録 地
遺構

出 土
名称

法量 (cm) 重 量
特 徴 備 考

番号 番号 区 位 置 長さ 幅 厚さ (g) 

226 002-01 B S X46 F-F 12 釘状鉄製品 5 1 0.7 0,3 7.2 逆L字形を呈し断面は長方形である。先端は折れたものか?X線写真撮影済

鋏み？ 9,6 1.4 03 骨が付着した状態で 2点出土。
232 032-02 B S X47 F-F 13 11 4 

鋏み？ 30 1.0 0.2 1点は両側が折れている。 X線写真撮影済

233 032-01 B S X47 F-F 13 小刀 21.5 2.3 0,6 112 5 茎部は途中で折れている。茎部に骨片付着。 X線写真撮影済

236 032-03 B S X49 F-1 14 小刀 25,0 22 06 156.5 目釘穴径5mm・ 木質痕と刀の折れが所々に窺える・茎部は途中で折れる

X線写真撮影済

第12表鉄製品観察表 ※重量には錆も含む

遺物 登録 地
遺構

出土
名称

法量 (cm)
木取り 樹種

特 徴

番号 番号 区 位置 長さ 幅 厚さ 備 考

73 099-01 C SDl F-T7 漕 28.7 13,7 25 不明 未鑑定 十能（又は漕）形

74 102-01 C SDl F-84 棒状木製品 53.9 1 8 1.3 辺材 未鑑定 一部に加工痕あり

75 100-01 C SDI F-Vl 棒状木製品 45 0 46 37 辺材 未鑑定 一部に加工痕あり

115 104-01 C SD4 F-R9 槽？木樋？ 91 0 10.0 1.7 不明 未鑑定

125 103-01 C S07 F-V3 曲物底板 直径 12 6 07 不明 未鑑定

第13表木製品観察表
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1 地理学的考察

(1) 津市、毛無川中流域の地形環境

1 . はじめに

人間は、自然環境に影響され、またこれを利用し

ながら生活してきた。なかでも、地形は人間の生活

舞台であり、活動の場となってきただけに、地形環

境と人間生活とは密接な関係にあると考えられる。

人間は、居住や生産、埋葬などの生活目的に応じて、

活動の場である地形を選定し、またときにはこれを

改変することがあった。こうした地形環境は、地球

上に人間が誕生してからも変化を続け、現在に至っ

ている。人間は、時代とともに進展する自らの生活

を、移り変わる地形環境に巧みに対応させ、よりよ

い生活を求めてきたのである。この点からみて、過

去の人間生活を浮き彫りにするには、各時期ごとの

地形環境とその変化を明らかにすることが必要と考

えられる。

このような地形環境は、従来の地形研究でなされ

てきた数1,000年オーダーでの考察だけでなく、人

間生活に見合ったより細かいオーダーで究明されな

ければならない。このためには、遺跡の発掘地域に

おける地形・地質学的な調査が有効な手段となる。

発掘地域では、微地形や堆積物などが直接かつ詳細

に観察できるため、細かいオーダーの地形環境を復

原することが可能である。また、出土した遺物の編

年を通じて、地層の堆積時期や微地形の形成時期が

判明し、復原された地形環境がどの時期のものかを

捉えられる。一方、遺跡の発掘では、遺構という人

間生活の痕跡が検出されるため、これらの考古学的

な分析によって、過去の人間生活が克明に明らかに

される。遺跡の発掘を通じて、過去の地形環境と人

間生活の両者が明らかになり、これらの関り合いに

ついても考察できるのである。

本稿では、六大B遺跡、橋垣内遺跡および大古曽

遺跡における地形・地質学的な調査結果をもとに、

毛無川中流域の地形環境を明らかにし、これと人間

生活との関り合いについて考察したい。考察に際し

ては、 (1)2万分の 1空中写真の判読と現地観察を通
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じて、毛無川流域における地形の様相を明らかにし、

(2)各遺跡の発掘地域における微地形と地質断面を詳

細に観察することによって、細かいオーダーの地形

環境を復原した。さらに、 (3)各遺跡での考古学的な

調究成果を踏まえて、人間生活が地形環境とどのよ

うに対応してきたかについて考察した。

2 . 地形の分布と遺跡の立地

毛無川は、志登茂川の一支流にあたる小規模な河

川である。毛無川流域の北側には志登茂川、南側に

は安濃川が流れており、両河川流域の間には丘陵と

更新世段丘が認められる。毛無川は、こうした段丘

および丘陵を刻む谷中に源を発し、上流部では狭長

な谷中を東南方へ流れる。中・下流部においては、

比較的広い沖積平野が形成されており、毛無川はこ

の平野をほぼ東南東へ流下した後、志登茂川の下流

部に合流する。

このような毛無川の流域には、丘陵、更新世段丘、

沖積平野、および支流性の扇状地が認められ、沖積

平野はさらに完新世段丘と現氾濫原に分けられ
① 

る（第74図）。丘陵は、第三紀層にあたる奄芸層群

からなり、海抜高度が最大およそ53mを有する。こ

こには、谷が多数刻まれており、全体として比較的

大きな起伏を呈している。近年、この丘陵では尾根

を削って谷を埋め立てる人為的な改変がなされ、主

に住宅地として利用されている。

更新世段丘は、毛無川流域に 2面存在する。本稿
② 

では、これらを上位段丘ならびに下位段丘と呼ぶこ

とにする。上位段丘は、毛無川の上流部にみられ、

段丘面は毛無川の現河床からおよそ10m高い。この

段丘は、基盤となる奄芸層群の上に堆積した薄い砂

礫層によって構成されており、上面には黒ボクが分

布することがある。一方、下位段丘は毛無川の中流

部に広がる沖積平野の北側に認められる。この段丘

も、上位段丘と同様に、奄芸層群の上に薄く堆積す

る砂礫層からなり、段丘面上には黒ボクがみられる。
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下位段丘面は、六大より上流部においてほぼ平坦で

あり、これは現河床から 5~6mの比高をもつ。こ

れに対して、六大より東方および南方にかけては、

段丘面が約12.13'の傾斜で急激に高度を下げ、沖積

平野下に埋没する。六大B遺跡A~E地区は、この

ように下位段丘が急激に高度を減じるところに位置

している。

沖積平野は、現毛無川の両岸に分布し、とくに中・

下流部において広く発達している。この平野は、海

岸部で志登茂川によって形成された沖積平野に連続

する。毛無川が形成した沖積平野には、完新世段丘

と現氾濫原が認められ、なかでも完新世段丘は大き

い面積を占める。完新世段丘は、およそ80cmの比高

をもつ崖で現氾濫原と境される。その上面はほぼ平

坦になっており、下流に向かって約3.3%oの緩やか

な傾斜で高度を減じる。ここには、微高地や旧河道

などの微地形が埋没している。

これに対して、現氾濫原は毛無川の現流路に沿っ

て認められる。その発達はあまり良くなく、とくに

一身田の集落より下流側では、圃場整備によってそ

の分布が不明瞭になっている。この地形は、毛無川

流域において最も低平であり、毛無川の氾濫時には

冠水する場所にあたる。六大B遺跡F・G地区、橋

垣内遺跡A・B地区、ならびに大古曽遺跡A地区は、

毛無川中流部の完新世段丘と現氾濫原を横断するよ

うに位置している。

丘陵に刻まれた谷の出口には、支流性の扇状地が

認められる。これは小規模なもので、毛無川の右岸

にみられる丘陵の麓に点々と分布している。上面は、

谷の出口から周辺に向かって約40¼と比較的急な傾

斜をなしており、この扇状地は背後の谷から堆積物

が搬出された結果、形成されたと考えられる。大古

曽遺跡B・C地区は、毛無川中流部に分布するこう

した支流性の扇状地に立地している。

なお、毛無川と志登茂川の合流点よりさらに下流

側の海岸部には、砂堆がみられる。この付近での砂

堆は、現海岸線に沿って 2列形成されている。内陸

側の砂堆は幅およそ250mであり、志登茂川の最下

流部では侵食されて現在認められない。他方、海側

の砂堆は約 1kmの幅をもつ大規模なもので、これは

2列の砂堆が接して一つの砂堆にみえている可能性
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がある。志登茂川は、河口付近においてこの砂堆を

切って伊勢湾に注いでいる。これらの2列の砂堆は、

周辺より 1-2m高く、沿岸流などによって運ばれ

だ砂が堆積して形成された微高地である。

3. 遺跡付近の堆積物と微地形

六大B遺跡、橋垣内遺跡ならびに大古曽遺跡は、

毛無川中流部に位置し、これらの発掘地域は下位段

丘、完新世段丘、現氾濫原、および支流性の扇状地

にまたがる。ここでは、これらの各地形ごとに発掘

地域で観察された堆積物と微地形について述べるこ

とにする。なお、発掘地域で検出された遺構と遺物

に関するデータは、各遺跡の発掘調査担当者にご教

示いただいたものである。

(1) 下位段丘

下位段丘には、六大B遺跡A~E 地区が位置し、

これらの地区では下位段丘を構成する堆積物が観察

される。確認できた下位段丘の堆積物は、下位から

砂礫層、粘土質シルト層、シルト質砂層、粘土質シ

ルト層、黒ボク、シルト層、砂質シルト層、および

現耕土に分けられる（第75図• 第14表）。

最下位の砂礫層は、基盤となる奄芸層群の上に堆

積している。この層は、発掘地域の全域で広く認め

られ、厚さがおよそ1.5~2 mと薄い。層中の礫は、

径 3~20cmの亜円礫を主体とし、古毛無川もしくは

この段丘の北側を流れていた古志登茂川によって、

運搬されてきたと考えられる。この層は灰褐色を呈

し、風化をあまり受けていない。このような砂礫層

の中には、地下水が流れていたと考えられる。この

地下水は、下位の奄芸層群が不透水層となり、その

上を流れる自由地下水である。発掘地域で検出され

た井戸は、多くの場合砂礫層まで掘り抜かれており、

この地下水を利用するためにつくられたと考えられ

る。

砂礫層の上位にみられる粘土質シルト層は灰白色

を呈し、六大B遺跡E地区で認められる。この層に

は、姶良Tn火山灰（以下、 AT火山灰と呼ぶ）が

最大およそ10cmの厚さで挟まれており、同層はAT

火山灰の降灰期にあたる21,000-24,000年前頃に堆

積したと考えられる。この層の上位にはシルト質砂

層、さらにその上には粘土質シルト層が認められ、
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第75図 毛無川中流域左岸の地質断面図

ノ---'---‘ 大 B 遺 跡

時 代 A 地 区 I F 地 区 I G 地 区

下 位 段 丘 完 新 世 段 丘 現 氾 濫 原

近 現 代 現 耕 土 現 耕 土 現 耕 土

江 戸 時 代

室 町 時 代 褐灰色 砂とシルトの互層

鎌 倉 時 代 灰 褐 色 砂 礫 層

平 安 時 代

奈 良 時 代 （褐灰色 砂質シルト層） （褐灰色 砂質シルト層）

飛 鳥 時 代 旧 流 路 内 堆 積 物

古 墳 時 代

弥 生 時 代

晩期

後期

縄文時代
中期 暗灰色 シ ル 卜 層

前期 黒 ボ ク 層 黒 ボ ク 層

早期 旧 河 道 内 堆 積 物

草創期 淡 黄 灰 色 砂 層

旧石器時代

黄灰色 粘土質シルト層

黄灰色 シルト質砂層

灰白色 粘土質シルト層

A T 火 山 灰

灰白色 粘士質シルト層

灰 褐 色 砂 礫 層

第14表毛無川中流域左岸の層序 （ ）内の層は、旧表土である。
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これらはともに黄灰色を呈する。

六大B遺跡では、黄灰色の粘土質シルト層を切る

流路跡が数本検出された。流路跡は、いずれも幅が

1.5-llm、深さが1m以下である。これらの多く

は、下位段丘が段丘化した後に、小規模な水の流れ

によって形成されたものと考えられ、流路内堆積物

の上部には飛鳥・奈良時代、平安時代もしくは鎌倉

時代の遺物が混入している。なかでも、 B-C地区

とE-F地区には、 10m前後の幅をもつ比較的大規

模な流路跡が1本ずつ認められる。ただし、これら

は幅の割に浅いもので、下位段丘面が傾斜する方向

と同じ北西から南東に向かって延びる。流路内には

黒ボクが認められ、その上位に黒灰色のシルト層が

堆積している。このシルト層中には、 B-C地区の

流路跡で平安時代前半の遺物が、またE-F地区の

もので飛鳥• 奈良時代の遺物が含まれている。

黄灰色を呈する粘土質シルト層の上位には、褐灰

色の砂質シルト層が認められる。この層は、発掘地

域のほぼ全域に分布しており、下位の粘土質シルト

層を撹乱してできた旧表土と考えられる。層中には

主に飛鳥・奈良時代から鎌倉時代にかけての遺物が

多数混入し、その下底からは同時代の遺構が検出さ

れる。遺構は、掘立柱建物を中心とする住居址、井

戸、土坑、および溝などであり、とくに飛鳥• 奈良

時代の遺構は六大B遺跡C・E地区、平安時代のも

のはD・E地区、鎌倉時代のものはC・D地区で多

く認められる。

以上のような下位段丘の堆積物は、段丘面の傾斜

と同様に東南方へ高度を下げる。なかでも、下位段

丘を構成する砂礫層、 AT火山灰を挟む粘土質シル

ト層、およびその上位の洪水堆積物であるシルト質

砂層と粘土質シルト層は、六大B遺跡E地区の南側

で古毛無川によって侵食されている。このことから

判断して、下位段丘はAT火山灰の降灰後、洪水期

を経て段丘化したと考えられ、その時期はAT火山

灰の降灰期を少し下った20,000年前頃と推定される。

(2) 完新世段丘

六大B遺跡F・G地区、橋垣内遺跡A・B地区、

および大古曽遺跡A地区は、完新世段丘上に位置し、

これらの遺跡の発掘地域では、完新世段丘を構成す

る堆積物が観察された（第75·76図• 第14・15表）。
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完新世段丘の堆積物は、 19以上の層に細分され、こ

れらは下位段丘が古毛無川によって下刻されてでき

た谷の中に認められる。この谷は、六大B遺跡F地

区から大古曽遺跡A地区までの間で認められ、幅お

よそ400mを有する。谷の深さは 4m程度で、発掘

地域付近では毛無川の現流路に沿ってほぼ東西に延

びている。発掘は、六大B遺跡F・G地区が現毛無

川の左岸で、また橋垣内遺跡A・B地区と大古曽遺

跡A地区が右岸でなされ、これらの遺跡で観察され

た完新世段丘の堆積物は、右岸と左岸で様相を異に

する。

現毛無川の左岸では、確認できた堆積物のうち淡

黄灰色の砂層が最下位のものである。この砂層は、

古毛無川の氾濫によって堆積したもので、現地表下

およそ lm以深に、厚さ1.2m以上にわたって認め

られる。六大B遺跡F地区東部のトレンチ断面では、

この層を切って 2本の旧河道がみられる。これらは、

10----22 mの幅と 1----1.5 mの深さをもつ比較的大規

模なものである。こうした規模と、現毛無川が小河

川であることから判断して、これらの旧河道は古毛

無川の本流が流れた跡と考えられる。 2本の旧河道

は、砂やシルト質砂、砂質シルトなどによって埋積

されている。

旧河道内堆積物の上位には、黒ボク層と暗灰色の

シルト層がみられ、さらにその上位には褐灰色の砂

質シルト層が認められる。これらのうち、褐灰色の

砂質シルト層は六大B遺跡のB----E地区から連続す

るもので、旧表土と考えられる。層中には、主に古

墳時代から奈良• 飛鳥時代にかけての遺物が混入し、

その下底から同時代の遺構が検出される。六大B遺

跡 F地区では飛鳥• 奈良時代の掘立柱建物、土坑、

溝が、またG地区では古墳時代の溝と近世～近代の

井戸、土坑がみられる。

一方、現毛無川の右岸では、現地表下およそ 3m

までの堆積物が観察された。最下位で確認された堆

積物は緑灰色の粘土質シルト層で、その上位には緑

灰色の砂層と暗褐灰色の砂質シルト層がみられる。

これらは、洪水にともなう堆積物であり、約2万年

前以降しばらくの間、下位段丘が下刻されてできた

谷の中では、古毛無川から氾濫を何度か繰り返して

いたと考えられる。



さらに上位には、下位から順に黒褐色の泥炭層、

灰白色のシルト質細砂層、暗褐灰色の腐植質シルト

層、灰白色の粘土質シルト層、および暗褐灰色の腐

植質シルト層が認められる。これらは、いずれも細

粒堆積物であり、なかでも泥炭層と腐植質シルト層

は、湿地において生成・堆積したものである。この

ことから、当時橋垣内遺跡付近には湿地が広がり、

そこにシルト質砂や粘土質シルトを運ぶ緩やかな洪

水が、間欠的におよんだと考えられる。また、これ

らの各層のうち、最も上位に位置する腐植質シルト

層からは、 10,910士260年B.P.の14c年代測定値が
得られており、こうした環境は11,000年前頃まで続

いてしたことが知られる。

湿地性堆積物の上位には、灰白色の粘土質シルト

層と淡灰色の砂質シルト層が認められる。これらは、

緩やかな洪水よってもたらされたものであり、両層

は下位の腐植質シルト層を被覆している。すなわち、

これらの層が堆積したため、湿地は消滅したと考え

られる。この上位には、黒ボク層がおよそ20cmの厚

さで認められる。橋垣内遺跡のA・B地区では、こ

の層が発掘地域のほぽ全域に分布している。黒ボク

は、ササ類などの植物が生育する荒地で生成される

といわれており、黒ボクの生成期には橋垣内遺跡と

その周辺が、このような環境であったと考えられる。

この黒ボク層は、 5.110士90年B.P. (Gak-14890) 

の℃年代測定値を示しており、また層中からは縄

文時代早期の遺物が検出されている。このことから、

黒ボク層は縄文時代前・中期頃に生成されたと考え

られ、その生成の開始は縄文時代早期に潮る可能性

がある。

黒ボク層の上位には、灰色のシルト層が薄くみら

れ、その上に黄灰色を呈する砂層が認められる。こ

の砂層は、厚さおよそ50cmで堆積しており、橋垣内

遺跡のA・B地区にみられる微高地を構成している。

この微高地は、比高60-70cmの小規模なもので、古

毛無川の洪水によって形成されたと考えられる。な

お、微高地の周辺にはこの砂層の上位に位置する黄

灰色のシルト層が分布しており、この層が堆積した

結果、微高地の比高は減じたと思われる。

橋垣内遺跡A地区では、微高地構成層の砂層を切

る旧河道が4本検出されている。これらは、 A地区
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の南部に 1本、北端に3本分布している。なかでも、

A地区南部のものは、微高地の北斜面に認められ、

ほぽ東西方向に延びている。その幅は17----25m、深

さは2----3mもあり、こうした規模からみて、この

旧河道は古毛無川の本流跡である。微高地上に河道

ができたのは、古毛無川の氾濫時に水流が微高地を

勢いよく横切ったためであり、これを機会に古毛無

川の本流がここに流路変更したと考えられる。旧河

道内は粗砂やシルト、腐植質シルトなどによって埋

積されており、これらの堆積物には縄文時代晩期か

ら弥生時代後期の遺物が包含されている。

他方、橋垣内遺跡A地区の北端にみられる 3本の

旧河道は、幅がそれぞれ10m以上ある。旧河道内の

底には、ともに砂礫がみられ、その上位には砂やシ

ルト質砂、シルトなどの河成堆積物が堆積する。こ

れらの堆積物中には、最も北端の旧河道で弥生時代

後期、他の2本で古墳時代の遺物が含まれる。ただ

し、旧河道内の上部は比較的新しい時期に人為的に

埋め立てられている。以上のことから、古毛無川は

縄文時代晩期頃に橋垣内遺跡A地区の南部に流路を

転じ、弥生時代後期頃にはA地区の南部と北端に分

流し、その後古墳時代後期頃までA地区の北端を流

下していたと考えられる。

さらに、橋垣内遺跡A地区の南部では、埋積され

た旧河道の上面から、小規模な旧河道が数本検出さ

れている。これらは幅が2----3m、深さが0.5----1 

mであり、旧河道内には、 砂やシルトが認められ

る。こうした堆積物からは、弥生時代後期または飛

鳥• 奈良時代の遺物が出土することから、これらの

各時期に古毛無川の小規模な分流、もしくは橋垣内

遺跡西方の丘陵を刻む谷からの小河川が、この付近

を流れたと考えられる。

毛無川右岸では、このような旧河道内堆積物およ

びその周辺にみられる黄灰色の砂層の上位に、褐灰

色を呈する砂質シルト層とシルト層が認められる。

これらは、黄灰色の砂層が堆積した際形成された微

高地を覆うように分布する。なかでも、砂質シルト

層には弥生時代中期から平安時代にかけての遺物が

混入し、その下底からは同時代につくられた遺構が

検出される。遺構の中心は、墓と住居址である。弥

生時代の遺構としては、中期の方形周溝墓が1基と
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第76図 毛無川中流域右岸の地質断面図

橋 垣 内 遺 跡 I 大 古 苗自 遺 跡

時 代 A 地 区 IB地区 1 A地区 B・C 地区 1,c 年代値
現氾濫原 完新世段丘・埋没下位段丘 支流性の扇状地

近 現 代 現 耕 土 現 耕 土 現 耕 土

江 戸 時 代 ｛灰色
砂質シルト層

室 町 時 代 褐灰色 砂とシルトの互層 褐灰色 シルト層

鎌 倉 時 代 灰褐色 砂礫層 黒褐色 腐植質シルト層

平 安 時 代 褐灰色 シルト層

奈 良 時 代 （褐灰色 砂質シルト層）

飛 鳥 時 代 旧流路内堆積物

古 墳 時 代 旧河道内堆積物

弥 生 時 代 旧河道内堆積物 褐色 シルト層

晩期 褐色 砂質シルト層

後期 黄灰色 砂層 黒褐色 腐植質シルト層

縄文時代
中期 灰色 シルト層 褐色 砂質シルト層

前期 黒 ボ ク 層 ＊ ？ 黄灰色 砂層 5. 110土90年B.P. 

早期 l淡灰色 砂質シルト層 褐色 粘土質シルト層

草創期 灰白色 粘土質シルト層 黒灰色腐植質シルト層＊ 11.230士200年B. P. 

暗褐灰色腐植質シルト層＊ 10.910士260年B.P. 

灰白色 粘土質シルト層

暗褐灰色 腐植質シルト層

灰白色 シルト質砂層

黒褐色 泥炭層

暗褐灰色 砂質シルト層

緑灰色 砂層

緑灰色 粘土質シルト層

旧石器時代 淡褐色 シルト層

A T 火 山 灰

青灰色 シルト層 A T 火 山 灰

黄灰色 砂礫層 褐灰色 シルト質砂層

灰白色 粘土質シルト層

灰色 シルト質砂層

灰色 シルト層

灰色 シルト質砂層

褐灰色 シルト層

青灰色 砂層

褐灰色 シルト層＊ 31.320士1,000年B. p 

（ ）内の層は、旧表土である。~ は、不整合を示す。＊を付けた層は、uc年代測定したものである。
第15表毛無川中流域右岸の層序
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土拡墓が10数基、後期の土拡墓が2基認められる。

古墳時代では、その初頭と後半につくられた竪穴住

居址が、それぞれ5棟および2棟みられ、また飛鳥・

奈良時代では、約70棟にものぼる掘立柱建物跡のほ

かに、竪穴住居址1棟と井戸2基が検出されている。

平安時代の遺構は少なく、掘立柱建物跡が数棟みら

れる。

(3) 現氾濫原

六大B遺跡H地区および橋垣内遺跡のA地区北端

は、現氾濫原に位置する。現氾濫原は、毛無川の流

路に沿って細長く分布しており、両遺跡付近ではそ

の幅がBO~lOOm と狭い。ここでは、最下位に砂礫

層がみられるものの、現地表下およそ 2mまでは砂

とシルトの互層となっている（第75·76図• 第14・

15表）。毛無川の本流跡と考えられる旧河道が数本

認められ、幅の狭い現氾濫原で毛無川が流路を変更

していたことが伺える。発掘地域では、これらの堆

積物から鎌倉• 室町時代の遺物が出土し、またその

最上位からは室町時代の溝が検出されている。この

ことから、完新世段丘が段丘化した後の鎌倉時代か

ら室町時代にかけて、現氾濫原では堆積作用が盛ん

に行われたと考えられる。

(4) 支流性の扇状地

毛無川沖積平野の南側には、奄芸層群からなる丘

陵が広がり、これを刻む谷の出口に小規模な扇状地

が形成されている。大古曽遺跡のB・C地区は、毛

無川中流域に分布するこうした支流性の扇状地上に

位置する。大古曽遺跡B・C地区の発掘地域では、

現地表下およそ4mまで主に細粒堆積物が観察され

る（第76・ 第15表）。一般に、扇状地は砂礫によっ

て構成されていることからみて、大古曽遺跡が立地

する扇状地は堆積物の様相が異なる。これは、この

扇状地堆積物の供給源が、背後の丘陵を構成する奄

芸層群の砂やシルトなどであることに起因している

と考えられる。

大古曽遺跡で確認できた最も下位の堆積物は、褐

灰色のシルト層である。この層には腐植物が比較的

多く混入しており、その14c年代測定値は31,320土
1,000 B. P. (Gak-17840) を示す。この上位には、

砂層、シルト質砂層、シルト層、および粘土質シル

ト層が互層をなして堆積している。これらは大きく
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7層に分けられ、よく締まっている。これらのうち、

砂層とシルト質砂層は灰～青灰色を呈し、 20-50cm

の厚さで4層みられる。大古曽遺跡のB地区では、

こうした互層の上位にAT火山灰が認められ、これ

らの各層は31,000年前からAT火山灰の降灰期にあ

たる21,000-24,000年前頃までに堆積したことが知

られる。

AT火山灰の上位には、黒灰～赤黒色を呈する腐

植質シルト層が認められる。これは、主に扇状地の

扇央から扇端にかけて位置するB地区にみられ、 11,

230士200年B.P.(Gak-17841)の14c年代測定値が
得られている。 AT火山灰とこの層の間には堆積物

が認められないことから、

この扇状地では21,000""'-'24,000年前以降11,000年前

頃まで、背後の丘陵から堆積物が供給されなかった

と考えられる。

この層の上位には、下位から順に褐色の粘土質シ

ルト層、黄灰色の砂層、褐色の砂質シルト層、黒褐

色の腐植質シルト層、および褐色の砂質シルト層が

みられる。これらは、それぞれ10""'"'40cmの厚さをも

ち、なかでも最上位に位置する砂質シルト層上面か

らは遺構が検出される。ただし、大古曽遺跡B・C

地区では、近世に階段状の水田がつくられた際、こ

れらの6層の上部に位置する褐色の砂質シルト層が、

人為的に削り取られて観察できないところがある。

大古曽遺跡C地区では、このような理由で本来の

検出層位が不明確ながら、最上位の褐色砂質シルト

層の上面から切り込まれたと考えられる流路跡が、

東西方向に3""'--4本確認される。また、 C地区の南

部でも、近世に上部堆積物が削り取られたため、黒

褐色のシルト層上面で溝 (SD5)が検出されてい

る。溝の中には灰黄褐色のシルトが堆積しており、

その下部からは縄文時代の遺物が出土する。なお、

流路と溝では流路の方が古い時期につくられたと推

定されている。以上のことから、 11,230士200年B.

P. の年代値を示す腐植質シルト層以浅の 5層は、

約11,000年前以降に堆積し、その後縄文時代の間に

まず流路ができ、次に溝がつくられたと考えられる。

約11,000年前以降に堆積した 5層の上位には、褐

色のシルト層がみられる。この層は大古曽遺跡C地

区の南部でのみ観察され、その上面からは飛鳥～奈



良時代前半と平安時代末～室町時代前期の遺構が検

出される。 C地区南部以外の発掘地域では、上部の

堆積物が近世に削り取られたため、この層の下位に

位置する黒褐色シルト層、もしくはさらにその下位

の褐色砂質シルト層の上面で、同時代の遺構が確認

できる。遺構は、住居址のほか墓、溝などであり、

住居址は飛鳥• 奈良時代の掘立柱建物が10数棟と鎌

倉時代のものが1棟みられる。また、墓は鎌倉時代

を中心とするものが数基検出されている。

このような遺構検出面から現耕土までの間には、

下位から黒褐色の腐植質シルト層、褐灰色のシルト

層、および灰～黄灰色の砂質シルト層が認められる。

これらのうち、黒褐色の腐植質シルト層上面では、

近世の水田にともなう遺構が確認される。このこと

から、この扇状地では近世の水田造成後に洪水が発

生し、シルトや砂質シルトが堆積したと考えられる。

なお、大古曽遺跡B・C地区で認められた各層は、

おおよそ西から東すなわち扇頂から扇端に向かって

傾斜している。

4 . 地形環境の変遷

ここでは、これまでに述べてきた事柄に基づいて、

毛無川中流域の沖積平野、下位段丘、および支流性

の扇状地における地形環境を、 14のステージに分け

て復原する（第77・78・79図）。また、復原された

地形環境と住居址を中心とした遺構との関係につい

ても考察したい。

【ステージ 1】 およそ20,000年前以前、毛無川中

流域では古毛無川と古志登茂川によって運搬されて

きた砂礫が、広範囲にわたって堆積した。その後、

AT火山灰の降灰期前後には、この砂礫が粘土質シ

ルトやシルト質砂によって被覆された。一方、毛無

川右岸にみられる丘陵の麓では、丘陵を構成する奄

芸層群の細粒堆積物が約31,000年前以前から搬出さ

れてきた。これによって、丘陵を刻む谷の出口に支

流性の小規模な扇状地が形成された。この扇状地で

は、およそ31,000年前以降AT火山灰の降灰期にか

けて、丘陵を刻む谷中からの洪水がよく発生し、比

較的厚くシルト質砂やシルトなどが堆積した。

【ステージ2】 AT火山灰の降灰期を少し下った

20,000年前頃、それまでに堆積した砂礫と粘土質シ

ルト、シルト質砂が古毛無川によって下刻され、下
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位段丘が段丘化した。これにともなって、東西方向

に延びる深さ約4mの谷が、六大B遺跡F地区から

大古曽遺跡A地区にかけての幅およそ400mにわたっ

て形成された。この谷は、毛無川の下流域へも延び

ていたと推定され、谷の形成後古毛無川はこの中を

流下していた。なおAT火山灰の降灰期から下位段

丘の段丘化した時期まで、支流性の扇状地上には丘

陵から堆積物の供給がなかった。

【ステージ3】 およそ20,000年前以降11,000年前

頃までの間、古毛無川がつくった谷の中では、まず

砂や粘土質シルトなどが堆積し、次に湿地の形成と

洪水による堆積とが交互に繰り返されるに至った。

湿地は 3回にわたって広がり、そこでは泥炭や腐植

質シルトが生成された。こうした湿地には古毛無川

の洪水がおよび、その度ごとに湿地は洪水堆積物に

よって覆われた。他方、支流性の扇状地では、この

時期引き続き堆積物が供給されず、扇状地は発達し

なかった。

【ステージ4】 約11,000年前から10,000年前頃に

かけて、古毛無川によって形成された谷中には、河

川の氾濫にともなって現毛無川の左岸で砂、右岸で

粘土質シルトと砂質シルトが堆積した。これによっ

て、約20,000年前に形成された谷はほぽ埋積された。

また、ほぽ同じ頃下位段丘上では、小規模な流路が

数本北西から東南に向かって形成された。これに対

して、支流性の扇状地ではおよそ11,000年前以降、

背後にみられる谷からの洪水が何度もおこり、砂や

砂質シルト、シルト、粘土質シルトが堆積した。つ

いで、こうした堆積期の終わり頃には、背後の谷か

ら扇端方向への小規模な水流が、扇状地上を流れた。

【ステージ5】 およそ5,000年前になると、黒ボ

クが生成、堆積した。黒ボクの生成は、下位段丘上

に形成された小規模な旧流路内と、支流性の扇状地

を除く沖積平野のほぼ全域で行われた。黒ボク中に

は縄文時代早期の遺物が混入していることから、黒

ボクの生成は同時期まで潮る可能性がある。

【ステージ6】 黒ボクの生成・堆積期以後、縄文

時代後期までのある時期に、沖積平野では古毛無川

の氾濫によってシルトと砂が堆積した。なかでも、

砂の堆積にともなって、橋垣内遺跡付近には微高地

が形成された。その後、微高地の周辺にシルトが堆
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積し、これによって微高地の比高は減じた。

【ステージ 7】 縄文時代晩期に入ると、古毛無川

の本流は流路を変え、橋垣内遺跡付近に形成された

微高地の北部を横切って流下するようになった。流

路の幅は比較的大きく、流路内では河川が分流して

いたため、中州がみられた。

【ステージ8】 古毛無川は、弥生時代中期になっ

ても引き続き微高地北部を流れていた。微高地上に

は、縄文時代晩期から弥生時代中期にかけて洪水が

ほとんどおよばず、比較的安定した環境であった。

こうした環境下で、弥生時代中期後半には橋垣内遺

跡付近の微高地上に方形周溝墓や土拡墓などが10数

基つくられた。

【ステージ9J 縄文時代晩期から橋垣内遺跡付近

を流れはじめた古毛無川の流路は、弥生時代後期ま

でに砂やシルトによって埋積された。この流路が埋

積された直後の弥生時代後期には、ここに数甚の土

拡墓がつくられた。また、弥生時代後期直前には、

古毛無川の本流が橋垣内遺跡A地区の北端に流路変

更したものの、この流路も弥生時代後期に埋積され

た。弥生時代後期には、こうした流路内における砂

やシルトの堆積がみられるだけで、沖積平野上にお

よぶ河川の氾濫はなかった。

【ステージ10】 橋垣内遺跡付近の微高地上では、

弥生時代後期と同様に古墳時代にも洪水がおよばな

かった。このため、微高地上には、古墳時代初頭と

後半に竪穴住居群がつくられた。また、この頃にな

ると、橋垣内遺跡A地区の北端を再び古毛無川が流

下した。この流路には、古墳時代を通じて古毛無川

が流れ、流路内は古墳時代の終わり頃までに砂礫、

砂、シルトによって埋積された。なお、支流性の扇

状地では、弥生時代から古墳時代まで、背後の谷か

らの洪水がほとんど発生しなかった。

［ステージ11】 橋垣内遺跡付近では、飛鳥時代か

ら平安時代にかけても、引き続き洪水がおよばない

安定した環境が続いた。ただし、飛鳥• 奈良時代に

入ると微高地上に小規模な水流が流れた。このよう

な安定した環境の下、掘立柱建物からなる集落が、

沖積平野上の橋垣内遺跡、下位段丘上の六大B遺跡

C~F地区、および支流性の扇状地上に位置する大

古曽遺跡B·C地区に立地した。飛鳥• 奈良時代に
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は、橋垣内遺跡と六大B遺跡F地区、ならびに大古

曽遺跡B・C地区で集落が形成され、奈良時代後期

になると、六大B遺跡のF地区より海抜高度が高い

C地区にも、掘立柱建物群がつくられた。平安時代

には、橋垣内遺跡で飛鳥• 奈良時代の集落とほぽ同

じところに数棟の掘立柱建物群がみられたものの、

他の集落は消滅し、新たに下位段丘上の六大B遺跡

D・E地区に数10棟の掘立柱建物群が建てられた。

【ステージ12】 平安時代末頃になると、古毛無川

が氾濫し、橋垣内遺跡付近にシルトが堆積した。つ

づいて、古毛無川による下刻がはじまり、毛無川に

沿って谷がつくられた。これにともなって、これま

で氾濫原であったところが段丘化し、完新世段丘が

形成された。

【ステージ13】 鎌倉• 室町時代には、平安時代末

に形成された谷中で古毛無川が氾濫を繰り返した。

その結果、谷中には砂やシルトが次々と堆積していっ

た。当時、古毛無川が氾濫してもこの谷中のみが冠

水し、周辺の下位段丘上や完新世段丘上では洪水の

危険性がなかった。このため、下位段丘上の六大B

遺跡では、平安時代とほぼ同じC・D地区に掘立柱

建物群が建てられた。他方、支流性の扇状地でも洪

水は発生せず、大古曽遺跡B・C地区では鎌倉時代

の掘立柱建物と墓がつくられた。

【ステージ14】 江戸時代に入ると、支流性の扇状

地では階段上に水田が造成され、最上部にみられた

堆積物の多くが人為的に削り取られた。その後、扇

状地背後の谷から洪水が発生し、この水田上には砂

質シルトやシルトが堆積した。なお、下位段丘、完

新世段丘、ならびに現氾濫原では、この時期に地形

環境の顕著な変化がみられなかった。

注

① 本稿では、青木哲哉「六大B遺跡および橋垣内遺跡付近の地

形環境」，「一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報m」

（三重県教育委員会・三重県埋蔵文化財センター）所収， 1991年

で述べた下位段丘と低地を、それぞれ完新世段丘および現氾濫

原としている。

② 本稿では、青木哲哉「六大B遺跡および橋垣内遺跡付近の地

形環境」，「一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報m」

（三重県教育委員会・三重県埋蔵文化財センター）所収， 1991年

で述べた上位段丘を、下位段丘としている。
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-95-





8. 自然科学分析

(1)平成 3年度一般国道23号埋蔵文化財発掘調査にかかる

大古曽遺跡の火山灰同定報告

はじめに

大古曽遺跡は、伊勢平野中部に北西ー南東方向に

細長く延びる見当山丘陵北側の縁辺付近に位置する。

本遺跡の B地区では、飛鳥• 奈良時代の遺構や鎌倉

時代の遺構などが検出され、土師器や須恵器、山茶

椀などの遺物が多数出土した。さらに、遺構外から

は、縄文時代の石鏃も検出された。

ところで、 B地区東壁の土層断面中では、飛鳥時

代～中世遺構検出面より約50cm下位に黄橙色の細砂

～極細砂のブロックを交えた褐灰色土層が特徴的に

認められた。三重県埋蔵文化財センター駒田氏は、

このブロックを細粒の火山灰と考えている。これが

噴出年代が明らかな火山灰であれば、今後本地域の

時間的指標となり得ると期待された。したがって、

駒田氏と協議のうえ、今回はこれが火山灰であるこ

とを確認し、その同定を行うことを目的として分析

調査を行った。なお、火山噴出物の総称としてテフ

ラという言葉があるが、本報告でもこの言葉を用い

る。

1 • 試料

試料は、大古曽遺跡B地区東壁土層断面中に認め

られた、標高約6-6.5mに堆積する褐灰色土層よ

り採取された（第74図）。採取された試料は、黄橙

色の細砂ブロックのみ採取されたもの 1点と褐灰色

土層も含めて採取されたもの 1点の計2点である。

このうちテフラの同定には、細砂ブロックのみの試

料を使用した。また、褐灰色土層は当初花粉などの

微化石分析に適用し、三重県内では数少ない火山灰

降灰前後の古植生に関する資料が得られるものと期

待されたが、その岩質が砂に富むことから、花粉化

石の保存が悪いと判断されたため、花粉分析を断念

した。現在その堆積環境について、珪藻分析などに

より検討をおこなっている。
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2 • 分析方法

試料約10gに水を加え、小型超音波洗浄装置によ

り分散、上澄みを流し去る。この操作を繰り返すこ

とにより泥分を除去する。得られた砂分を実体顕微

鏡および偏光顕微鏡下で観察し、テフラの本質物質

である軽石、スコリア、火山ガラス、遊離結晶など

の産状を調べる。さらに、必要ならば火山ガラスの

屈折率の測定を行う。これらの観察および測定結果

より、試料としたテフラの同定を行う。なお、屈折

率の測定は、新井(1972)の浸液法に従い行った。

3. 分析結果

試料は、ほとんど細砂～極細砂径の火山ガラスか

らなることから、細粒のガラス質テフラのブロック

である。火山ガラスは、薄手平板状のいわゆるバブ

ル型、気泡の長く伸びたものが集まった繊維束型お

よびスポンジ状に発砲した軽石型の3形態が混在す

る。この中では、バブル型が多く、繊維束型と軽石

型は少量であった。どの形態の火山ガラスも無色透

明である。火山ガラスの屈折率は、 nl.499-1.502

であった。

4. テフラの同定

本試料のように細砂のバブル型火山ガラスを主体

とするようなテフラは、大規模火砕流と同時に噴出

した降下テフラである（町田• 新井，1992)。また、

同著では、このようなテフラの分布範囲は非常に広

く、広域テフラと呼ばれているテフラの大部分はこ

のタイプのものであると述べており、日本列島とそ

の周辺域における過去約30万年間の広域テフラのリ

ストが作成されている。このリストにおける火山ガ

ラスの形態と屈折率から、本試料のテフラは、姶良

Tn火山灰(AT:町田• 新井，1976)に同定される。 A

Tは、鹿児島湾の一部となっている姶良カルデラを



給源とし、約2.2~2.5万年前に噴出したとされてい

る（町田•新井， 1992) 。

5. AT確認の意義

試料が採取された大古曽遺跡B地区は、見当山丘

陵の小支谷の出口に形成された小規模な扇状地状の

段丘斜面上に位置する。発掘担当者側資料の2500分

の1地形図によれば、 B地区の載る斜面の傾斜は緩

く、段丘と低地との境界は不明瞭であるが、遺跡の

北側に広がる針葉樹林の載る段丘と低地との境界は

比較的明瞭に読み取れる。遺跡の載る扇状地状の段

丘とその北側の段丘を構成している地層は、おそら

く一連のものと考えられる。また、その標高からこ

の段丘は、低地を挟んで北側にひろがる馬場、六大

などの町を載せる段丘と同じ形成年代であると考え

られる。馬場、六大を載せる段丘は、旧期中位段丘

堆積物により構成されている（吉田， 1987) ことか

ら、大古曽遺跡の載る段丘もそれと同時期の堆積物

により構成されていると考えてよい。旧期段丘堆積

物は、濃尾平野の熱田層下部に対比されており、熱

田層上部の基底には御岳第一テフラ (Pm-1)の降

灰層準が確認されている（吉田ほか，1991)。した

がって、 Pm-1の降灰年代をおよそ8万年前（町田・

新井，1992)とすれば、旧期段丘堆積物の堆積年代

は、新しくとも 8万年前以前と考えられる。つまり、

大古曽遺跡の載る扇状地状の段丘は、 8万年前以降

には河川による洪水の影響をそれほど強く受ける場

所ではなくなったと考えられるのである。この年代

観に従えば、大古曽遺跡の特にC地区側は、旧石器

時代の人々の活動の舞台となった可能性がある。同

様に今後伊勢平野の段丘上で発掘調査が進められる

とすれば、旧石器時代の遺物や以降が検出されるも

のと期待されるのである。

このような可能性がある中での本分析におけるA

Tの確認は、非常に意義のあるものとして捉えるこ

とができる。一般に段丘化した後の地表面での砕屑

物の堆積速度は遅いため、 ATのような細粒テフラ

は降灰後長く地表にさらされて、地層中に保存され

ることは少ないと考えられる。したがって、段丘上

で発掘される遺跡の遺構や遺物の直接の年代指標に

なるような場合は少ないと考えられる。しかし、段
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丘下の低地の堆積層中には今回のようにATが検出

される可能性が高く、低地に遺物や遺構が検出され

た際には、その年代を推定する非常に重要な指標と

なる。さらに、 ATの直下や直上の地層が泥炭層や

粘土層であった場合には、その地層について花粉，

珪藻，植物珪酸体等の微化石分析や、材，種子等の植

物遺体の同定を行うことにより、 AT降灰前後の段

丘上も含めた古環境推定が可能となる。段丘上など

で展開された旧石器時代人をとりまいた景観を考え

る上でも、今後AT層準は非常に重要な指標となる

であろう。
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揉高 (m)

6.5一
飛烏～中世
遺構検出面

出
3灰色土
4暗灰色土
5黄灰色粘質土
6黒色粘質土

7暗黄灰色粘質土
8暗黒灰色粘質土
9黒灰色粘質土
10明褐灰色粘質シルト
11褐灰色粘質土（カクラン）
璽火山灰と暗灰色粘質土の混合土層

第80図 試料採取層準模式土層断面図

試料中の火山ガラスの顕微鏡写真 火山ガラス
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(2)大古曽遺跡A・C地区自然科学分析報告

I. はじめに

大古曽遺跡B地区では、当社の分析（平成3年度

報告）により、飛鳥時代～中世の遺構検出面の下位

約50cmに姶良Tn火山灰 (AT:町田• 新井，1976)

の堆積が確認された。これは、検出された遺構や遺

物の年代を直接指示するような資料とはならなかっ

たが、今後の発掘調査の展開によっては、周辺地域

において旧石器時代の遺物や遺構が検出される可能

性を示した点に意義がある。

B地区の調査に引き続いて行われたA地区とC地

区での発掘調査でも、土層断面中にB地区のATに

類似した堆積物が確認されている。本報告は、これ

らの堆積物について、前回と同様の方法によりテフ

ラであることの確認を行う。また、 C地区で作成さ

れた土層断面の中には、他の箇所との対比が困難な

層序も認められているので、これらの断面において

適当と考えられた土層について、放射性炭素年代測

定と花粉分析を行い、今後の層序対比の指標となり

得るような資料の作成を行う。

II. 試料

今回試料が採取されたA地区およびC地区は、そ

れぞれB地区の北東側と南西側に位置する。前回の

報告でも述べたように、 B地区は見当山丘陵の小支

谷の出口に形成された小規模な扇状地状の段丘斜面

から低地にかけて広がっている。これに対し、 A地

区は全域低地部に位置し、 C地区は扇状地上に位置

している。すなわち、 A~C の 3 地区は地形的な位

置がそれぞれ異なっており、したがって、各地区と

も堆積層の状況が異なっていることが予想される。

試料は、 A地区東壁南端より採取された試料⑤、

C地区南壁より採取された試料①、同地区川 II-2 

トレンチより採取された試料②、同地区東側拡張部

掘り下げ部分より採取xれた試料③、同地区同部東

壁より採取された試料④の計5点である。

試料⑤は、地表より下位約1.3m程の黄灰色火山

灰層と記載された土層より採取されたもので、浅
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黄橙色の粘土まじり細砂である。試料①は、地表下

約80cm程の河道埋積層下部に40層と記載されている

ブロック状の堆積物から採取されたもので、淡黄色

の細砂である。試料②は、地表下約60cmに認められ

た明黄褐色の火山灰ブロックかと記載された堆積物

より採取された砂質シルトである。試料③は、縄文

時代～中世にかけての遺構検出面より約3m程下位

に認められた腐植物の多量に混入した褐灰色シルト

層より採取された。試料④は、地表下約1.2m程の

赤黒色シルト質粘土層と記載された層より採取され

た。

以上の試料のうち、試料①、②、⑤の3点につい

てテフラの確認を行い：試料③と④の 2点について

放射性炭素年代測定と花粉分析を行う。なお、テフ

ラ分析試料のうち必要と考えられる試料については、

屈折率の測定を行う。

m. テフラ分析
1. 分析方法

試料約10gに水を加え、小型超音波洗浄装置によ

り分散、上澄みを流し去る。この操作を繰り返すこ

とにより泥分を除去する。得られた砂分を実体顕微

鏡および偏光顕微鏡下で観察し、テフラの本質物質

である軽石、スコリア、火山ガラス、遊離結晶など

の産状を調べる。さらに、必要ならば火山ガラスの

屈折率の測定を行う。これらの観察および測定結果

より試料となったテフラの同定を行う。なお、屈折

率の測定は、新井 (1972)の浸液法に従い行った。

2 . 分析結果

(1)試料①

細砂～極細砂径の火山ガラスが中量程度含まれる。

火山ガラスは、薄手平板状のいわゆるバブル型火山

ガラスがほとんどである。火山ガラスは無色透明の

ものが多いが、少量の褐色を呈するものも認められ

る。火山ガラスの屈折率は、 n1.510前後の値に集

まる傾向を示す。

(2)試料②



無色透明のバブル型火山ガラスが少量含まれる程

度で、細粒の石英や黒雲母片が多く含まれる。この

ような砂分の状況から、試料②が採取されたブロッ

クは、テフラのブロックではないと考えられる。

(3)試料⑤

試料はほとんど細砂～極細砂径の火山ガラスから

なることから、試料が採取された土層は、ガラス質

テフラ層とみてよい。火山ガラスは、ほとんど無色

透明のバブル型からなり、少量の気泡の長く伸びた

ものが集まった繊維束型やスポンジ状に発泡した軽

石型も混在する。火山ガラスの屈折率は、 n1.499 

---1.502であった。

3 . テフラの同定

試料①中に含まれている火山ガラスは、産出層位、

形態と色調および屈折率から鬼界ーアカホヤ火山灰

(K-A h : 町田•新井， 1978) に由来する。火山ガ

ラスの産状から、試料①の採取されたブロック状の

40層は、 K-Ahの純層とはいえないが、 K-Ahの

降下堆積物が後の撹乱作用等を受けた結果形成され

たものと考えられる。したがって、 40層の堆積層準

は、およそK-Ahの降灰層準に近いと考えられる。

K-A hの噴出年代は約6300年前とされていること

から、40層より上位の堆積層は、それ以降の堆積年

代であると考えて良い。 40層は、河道埋積層下部か

ら出土する遺物などの年代指標ともなる。

試料②の中に含まれている火山ガラスは、 B地区

で認められたATの火山ガラスや後述する試料⑤の

火山ガラスとの比較から、おそらく ATに由来する

ものと考えられる。しかし、上述のように試料②の

採取されたブロックは、テフラの降下堆積物である

可能性は低いことから、層序対比の指標にはならな

い。

試料⑤の採取されたテフラ層は、その層位と火山

ガラスの特徴がB地区とほぽ同様の結果であること

から、 ATの降下堆積層であると考えられる。した

がって、 A地区東壁南端の黄灰色火山灰層は、土層

断面における非常に有効な対比指標となる。

N. 試料③および④採取層の対比

1 . 放射性炭素年代測定

(1)測定方法

測定は、学習院大学年代測定研究室の協力を得た。

なお、年代値の算出にはLIBBYの半減期5,570年を

使用した。．

(2)測定結果

測定結果は、試料③が31,320士lOOOyB.P.(Gak-

17840)、試料④が11,230士200yB.P.(Gak-17841) 

であった。

2 . 花粉分析

(1)分析方法

湿重約10gの試料について、水酸化カリウム処理

(10%KOH)処理、重液分離 (ZnBr2: 比重2.2、H

F)処理の順に物理・化学処理を施して花粉・胞子

化石を分離濃集する。得られた残演をグリセリンで

封入しプレパラートを作製した後、光学顕微鏡下で

プレパラート全面を走査しながら出現する種類の同

定・計数を行う。

結果は、同定・計数結果の一覧表と花粉化石群集

の分布図として示す。出現率は、木本花粉が木本花

粉総数、草本花粉・シダ類胞子が総花粉・ 胞子から

不明花粉を除く数を基数として百分率で算出する。

なお、複数の種類をハイフォンで結んだものは種類

間の区別が現時点で困難なものである。

種類 (Taxa) 試料番号④

木本花粉
モミ属 2 
ツガ属 13 
トウヒ属 2 
マツ属 10 
コウヤマキ属 10 
スギ属 5 
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 3 
ヤマモモ属 4 
サワグルミ属 1 
クルミ属 2 
クマシデ属ーアサダ属 12 
ハシバミ属 1 
カバノキ属 2 
ハンノキ属 101 
プナ属 7 
コナラ属コナラ亜属 81 
ニレ属ーケヤキ属 10 
カエデ属 2 
トチノキ属 1 
クロウメモドキ科 1 
ッツジ科 1 
イボタノキ属 4 
トネリコ属 11 

----------------------------------------------------
草本花粉
サジオモダカ属 1 
オモダカ属 1 
イネ科 57 
ヵャッリグサ科 15 
クワ科 1 
サナエタデ節ーウナギツカミ節 10 
キンボウゲ科 1 
七リ科 4 
オミナエシ属 1 
ヨモギ属 3 
他のキク亜科 12 
---------------------------------- ----------
不明花粉 28 

シダ類胞子
シダ類胞子

合計
木本花粉~
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総花粉・胞子

13 

286loo2813433 
※ C 地区試料番号③は、花粉が全•く検出されなかった。

第16表 C地区試料番号④の花粉分析結果
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第81図 C地区試料番号④の花粉化石組成 ― 出現率は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。

なお、●Oは1%未満の出現率を示す。

(2)分析結果

結果を第15表、第75図に示す。以下に試料別に化

石の産状について述べる。

試料番号③：花粉化石は全く検出されない。

試料番号④：花粉化石は多産するが保存状態はあ

まり良くない。花粉化石群集は、構成比では木本花

粉が高率を占める。その中ではハンノキ属・コナラ

亜属が多産し、ツガ属、クマシデ属ーアサダ属、ト

ネリコ属などを伴う。草本花粉は低率であり、イネ

科、カヤツリグサ科、水生植物のサジオモダカ属・

オモダカ属などが出現する。

3 . 考察

試料③の採取された褐灰色シルト層は、花粉がほ

とんど検出されなかったことから、堆積年代を考え

る手がかりとなるのは、放射性炭素年代だけである。

ただし、試料③についてテフラ分析による概査をお

こなった結果、中量程度の無色透明のバブル型火山

ガラスが認められた。 B地区や上述のA地区の状況

などから、この火山ガラスもおそらく ATに由来す

る可能性が高い。したがって、約3万年前という放

射性炭素年代とも考え合わせると、この褐灰色シル

ト層の堆積年代は、 ATの降灰前後である可能性が

高い。この場合、放射性炭素年代は、測定試料が由

来の不明な土壌中の炭素分であることを考慮してい

る。

一方、試料④の採取された赤黒色シルト質粘土層

では、花粉化石群集はコナラ亜属やハンノキ属といっ
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た落葉広葉樹の種類が卓越することが特徴であり、

当時の植生としてナラ類などを主とした落葉広葉樹

林が推定される。このような花粉化石群集および植

生が、いつ頃の植生を反映しているかは、本地域で

は最終氷期以降の花粉化石群集の変遷に関する情報

が乏しいため特定できない。ただし、本地域の潜在

自然植生がカナメモチーコジイ群集の常緑広葉樹林

であること、完新世以降の近畿地方低地帯（大阪平

野，奈良盆地など）の植生変遷が大きくみて、前半

の落葉広葉樹林時代と、後半の照葉樹林時代に区分

される（前田，1984)ことから、照葉樹が分布域を

拡大するまでのある時期の植生を反映しているのか

もしれない。このことを考慮すれば、測定された放

射性炭素年代の値である約1.1万年前頃という年代

を層序対比の目安と考えてよい。ただし、測定され

た試料が試料③と同様に由来の不明な土壌中の炭素

分であることから、今後の発掘調査の進展によって

は再検討しなければならない。
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試料中の火山グラスおよび砂分の状況 P L 2 

• i 
も

• • 
~- ~ . 1iel 
・l,.葛', ． 
.. :tt 

. 
1. K-Ahの火山ガラス（試料①） 2. ATの火山ガラス （試料⑤）

1. 砂分の状況（試料＠））
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花粉の顕微鏡写真 1. トウヒ属（試料番号④） 2. マツ属（試料番号④） 3. ツガ属（試料番号④）

4. コウヤマ属（試料番号④） 5. ハンノキ属（試科番号④） 6. コナラ属コナラ亜属（試料番号④）

7. イネ科（試料番号④） 8. 状況写真（試科番号④）
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P L 4 

写真 1 調査区遠景 （調査終了後北東から）

写真2 C地区東側階段状水田面 （北から）
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P L 12 
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写真26

写真27

写真28 写真32 火山灰検出状況（土暦図13)
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m. 津市河辺町山籠遺跡

1. はじめに

(1)遺跡の立地と周辺の状況

山籠遺跡の立地する丘陵は、南北をそれぞれ東流

する安濃川と志登茂川に挟まれ、津市の北西に隣接

する芸濃町から津駅西側まで舌状にのびる低丘陵で、

地質的には鮮新世第3紀の奄芸層群と呼ばれる層に

よって形成されている。山籠遺跡は巨視的に見れば

丘陵上と捉えられるが、周辺の地形は、南や西から

複雑に谷水田が入り込む形となっている。遺跡は北

西側から入り込む谷水田の最奥部からやや入った丘

陵の北斜面で、標高約16m-20mの地点に位置する。

(2)周辺の歴史的環境（弥生時代）

安濃川流域に絞って周辺の状況を見ると、まず第

第82図 山籠遺跡周辺地形図 (1: 5,000) 
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① 

ーに挙げなければならないのは納所遺跡であろう。

安濃川の中下流域で現在大きく蛇行している地点の

左岸のやや微高地となる自然堤防上に位置し、前期

から後期までの弥生全期間を通して営まれた大集落
② 

である。雲出川流域の中ノ庄遺跡や鈴鹿川下流域の
③ 

上箕田遺跡と並んで県内で弥生時代を代表する拠点

的集落のひとつに数えられる。現在のところ、安濃

川流域に所在する当該時期の集落は、この納所遺跡

を母村として、そこからの分村という形で成立した

と考えられている。弥生前期に属する周辺の遺跡を

挙げれば、納所遺跡のほかに、安濃川右岸半田丘陵
④ 

の上村遺跡で前期以降の遺物が出土し、また、後期



⑤ 

と考えられる水田遺構を検出した森山東遺跡では、

その土壌基盤層から遠賀川系の壺が出土しているが

まだまだその遺跡数は少ない。明確な遺構は納所遺

跡以外では未確認であり、その増加が窺えるように

なるのは中期以降のことである。本遺跡周辺地域で

は、中期になると中流域の丘陵裾部において沖積平
⑥ ⑦ 

野部に松ノ木遺跡、そして丘陵裾部近くに亀井遺跡
⑧ 

や辻の内遺跡が出現する。松ノ木遺跡では中期前半

の方形周溝墓が4基確認されている。亀井遺跡にお

いては小規模な調査ながら土坑2基を検出し、 W様

式に相当する良好な一括資料を提供している。住居

址の検出された当該時期の遺跡としては本遺跡に隣

接する長遺跡がある。中期後葉に属する竪穴住居址
⑨ 

13基を検出し、その平面プランは方形に加えて長方

形のプランを持つものが認められ、特徴的なものと

捉えられよう。これは後述する本遺跡の竪穴住居の

あり方とも非常に密接な関係にあり中期後葉の住居

形態の時期的あるいは地域的特徴とよべるものかも

しれない。後期になると、流域の遺跡数は飛躍的に

~/ / / / / ¥ 

第83図 山籠遺跡調査区位置図 (1: 2,000) 
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増加する。特に右岸の低丘陵部（野田・半田丘陵）

と左岸丘陵南裾部を東流する美濃屋川沿いに遺跡が

散在する傾向が認められる。住居址は宮ノ前遺跡

（本報告書所収）で確認されたに過ぎないが、河川

の氾濫を避け丘陵裾部や自然堤防上等の微高地にそ

の居住域を求める選地が行われたとみてよいであろ
⑩ 

う。また右岸でも高松C遺跡のような比較的大きな

集落が出現する。沖積平野部を生産域とした経済基

盤の確立と協業の必要性が流域の人口増加と大規模

な集落形成をもたらしたものと考えられよう。森山

東遺跡の水田跡の確認にそうした一端が窺えそうで

ある。

弥生時代に特徴的な祭祀具である銅鐸は、現在市
⑪ 

内で 3 個体確認されており、そのうち神戸• 野田両

地出土の 2個体は、巨視的に見れば安濃川右岸域と

捉えられる場所での出土である。左岸地域では銅鐸

の出土こそないものの、太田遺跡で銅鐸形土製品が
⑫ 

出土し、流域の農耕祭祀を考える上で注目される。

当該時期の墓制としては、丘陵上に墳丘墓が構築



⑬ ⑭ 

されはじめる。高松弥生墳墓、大ケ瀬弥生墳墓、安
⑮ 

濃町の前田遺跡等で古墳時代への予兆を感じさせる

墓制の発生が見られるようになるのである。

(3)調査の方法

調査区は、中勢道路本線部分の約 1,100m3である。

調究区内の地区割りは、国土座標（第VI座標系）

4m侮に南北方向にアルファに沿った設定を行い、

ベットを、東西方向に数字を付して 4mX4mを1

小地区として北西隅にポイント名を与えている（下

図参照）。遺物の取り上げ等はこの地区名を基準と

して行った。

(4)記録・整理の方法

山籠遺跡の調査記録は、遺構全体に関しては航空

写真測量を用いた。また、各遺構及び断面図等に関

しては、適宜実測図を作成した。遺物に関しては、

実測した図面のそれぞれの頭に「R」をを付した登

録番号を与えている。例えば、実測図 1枚目の 3番

「ROOl-03」となる。これ目の遺物の場合、

らの図面はファイルに収納し、報告書番号、出土地

区、遺構、層位等を記入したノートを作成している。

これらはマイクロ撮影を行い、別途保管している。

Y
"
4
4
、5
0
0

X =-139.400 

X =-139.420 

X =-13'9,440 

X =-139.460 

I 2 3 4 5 6 

A I 
ヽr----..... 

B 17 
C I 
D 

I/ 

E ¥ ／ 
F ¥ ／ 

G ¥ ＼ 

H ¥ I 
I 
， 

／ 

」 I 
＼ 

I 

K 

L 
＼ ' 

M ＼ I 
N ＼ 

I 

゜ uし〗 I 

p 

Q 
や一・ ー・・一

I 

O. 
20m 

第84図 調査区小地区割り図 (1: 800) 

写真は、遺構写真にはスライド・モノクロ (35mm、

6 X 9 cm、

のモノクロ、他には適宜35mmカラーネガを使用した。

第85図
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2. 調在の成果 一層序と遺構一

(1)基本暦序

遺跡が丘陵裾部に近い斜面に立地するため、遺構

検出面に至るまでにはかなりの厚い土の堆積があっ

た。調査区西壁の観察から、堆積土はまず表土下に

黄褐色砂質土が厚く（最も厚い部分で約 1.5m)堆

積する。この層には撹乱の様子もなく比較的一様な

黄褐色を星することから、人為的な客土とは考えに

くく、恐らくは南西側の丘陵部からの流入による堆

積であると考えられよう。その下には20cm内外の厚

さで幾層か堆積する。北西部には現状からも推定で

きるように、表土下に耕作に伴う床土が確認できる。

これらは、狭い谷地形を巧みに利用した水田の痕跡

と捉えられよう。遺跡の立地が丘陵斜面であること

を反映してか、水平堆積や一定の層序を示す場所は

皆無であると言わざるをえないが、調査区域内での

最も平均的な層序を示すと考えられる地点の土層を

示せば、次のようになる。

第 1層 表土・撹乱土

第2層黄褐色砂質土

第3層灰褐色土（旧表土）

第4層茶褐色土

第5層灰褐色土

第6層暗褐灰色土

第 7層黒色腐蝕土

第 8層黄褐色粘質士（地山）

場所によっては後世の削平等により黄褐色砂質土の

欠如する所があったり、現表土下50cm程度で遺構検

出面である黄褐色粘質土になる所があったりするが、

全体的に見れば、沖積地ではない立地からして堆積

層は厚いものと認定できよう。

遺構検出面は前述のとおり黄褐色粘質土（地山）

である。現況の傾斜を反映するように、遺構検出面

も北及び西に緩く傾斜する。

(2)遺構の概要

検出された主な遺構は、竪穴住居10棟（建て替え

等を未考慮）、土坑5碁、溝11条等である。一部に
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中世のものや現代の水田に伴う耕作溝を除き、弥生

時代中期後莱に属するものが大部分である。主要遺

構外で若干のピットが検出されたが、掘立柱建物と

してまとまるものはない。これらピットからの出土

遺物も皆無であり遺構としてのピットと認定できる

ものはなく、中には根の痕跡であるものもあろう。

竪穴住居は、 10棟のうち現谷水田域でSH8が検

出されたが検出面からの深さは浅く、残りはよくな

ぃ。水田耕作による破壊を受けたものと考えられる

が、これ以外の 9棟の住居は、調究区内では標高が

比較的高い地点での検出であり、厚い堆積土に保護

された形で遺存状況も良好である。調壺区の南東部

に位置する SH3・4・5・6や、 SH1・2・7

はそれぞれの建物方向が一辺をそろえている状況が

窺われ、あたかも同時存在を思わせるものとなって

いる。 SH9・10は、一部北西側が破壊により未確

認ながら、一部を重複しての隣地への建て替えと考

えられよう。他の竪穴住居とは異なり、同一場所で

の拡張ではない唯一の例である。

士坑は、 5基のうちSKllと12でまとまった遺物

が出土したほかは遺物の出土量も皆無に等しい。い

ずれの土坑も検出面からの深さは浅く、残存状況は

良くない。ただ、これら 4基の土坑はいずれも竪穴

住居に近接する地点に位置しており、そうした住居

との位置関係にも検討の余地が残る。

溝は、弥生時代のものと認定したなかで大きく三

種に分けられる。一つは明確に竪穴住居の排水溝と

認められるもので、等高線に対して直角あるいはそ

れに近い角度になるもの (SD19・23)、一つは竪

穴住居と平行ないしそれに近く、等高線とほぼ平行

に走るもの (SD18・21・24・26)、そしてもう一

つは前二種には属さないもの、竪穴住居の排水溝で

ある可能性を残すものの三種である。この他には現

谷水田域で耕作溝が数条 (SD13~15) 検出された。
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a. 黄褐色砂白色ブロック混土（盛土）
b. 暗褐色土（表土）
c. 黒色腐蝕土

d. 黒色土混赤褐色砂

e. 淡赤褐色粗砂（流出土）
f. 暗黄褐色シルト混砂
g. 淡灰褐色砂

h. 暗褐色土混黄褐色細砂
i. 酸化鉄混黄褐色砂

j. 黒色土（旧表土）

k. 暗黄褐色シルト混細砂
］．酸化鉄混灰白色砂

m. 黄褐色土

n. 酸化鉄混黄白色砂
〇．酸化鉄混淡黄白色砂

p, 黄褐色砂

q. 酸化鉄混灰色砂

r. 黄褐色土混灰白色砂
s. 灰白色砂
t. 黄褐色砂

u. 灰白色砂

v. 黒色土混黄褐色砂
w. 灰色砂混粘土
x. 暗黄褐色土
y, 黒色土

z. 黄褐色シルト

＇ → 



(3)各説

S H 1 調査区のほぽ中央部で検出し、南北3.75

mX南北3.85mの方形プランをもつ。四辺に床面か

らの深さが10cm程度の周溝が全周し、拡張や建て替

えの切り合いは認められない。主柱穴は4本である。

床面中央部には僅かに焼土が確認でき、屋内炉の痕

跡であろうと思われる。遺物は、検出された竪穴住

居のなかで最も多く、土器は図示しえただけでも18

個体にのぼり、石器も破片2個体が出土している。

SH2 SHlの南隣に近接した場所で検出され

た。竪穴住居10棟の中では最も規模の小さいもので

ある。南北3.70mX東西3.05mの長方形プランをも

ち、 SHlと同様、四辺に床面からの深さが10cm程

度の周溝が全周し、拡張や建て替えはない。壁面に

柱穴がある。中央やや北寄りに焼土が認められ、炉

の痕跡であろうと考えられる。遺物では壺や甕の土

器のほか、石鏃• 石斧等の石器が出土している。

SH3 調査区東壁際で検出された。北西部の一

部を確認したのみで平面プランは不明であるが、南

北4.95mX東西 1.6m以上の規模をもつ。周溝は二

重に認められ、拡張に伴うものと考えられる。南西

隅から排水溝 (SD19)が暗渠となって西にのびる。

検出した部分の面積に比例してか、出土遺物で土器

は少なく図示できるものはない。石器は石鏃や二次

加工のある剣片等が出土した。

SH4 SH3の南側に隣接して検出された。東

半分が調査区外になるため、全体の規模とプランは

不明であるが、南北5.30mX東西 3.2m以上になる。

周溝の遺存状況から 2回の拡張が考えられる。おそ

らく 4本となる主柱穴があり、西及び南側の壁面に

も柱穴が認められる。遺物は壺、甕、高杯の土器の

みの出土で、石器の出土はなかった。

SH5 SH3・4・6と同列に属する位置で、

SH4からは約 2.5m南側である。規模は南北4.95

mX東西4.10mの長方形プランとなる。主柱穴は 4

本で、中央部では焼土が確認された。周溝は全周し

内側にもう一つ周溝が認められる。一回の拡張に伴

う残存のものと考えられる。遺物は壺、甕、鉢の土

器と、石鏃• 石包丁•大形石包丁のほか、フレイク

チップや棒状石等の石器類が出土している。
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SH6 SH5の南側に位置し、調査区内では最

も高所にあたる。床面の標高は約17.7mである。南

西側の一部が調査区外となるために完全な規模は算

定できないが、南北5.85mX東西5.35mのほぼ方形

のプランとなろう。同ー場所での 2回の拡張が周溝

の遺存状況からわかるが、検出時の周溝の切り合い

関係からみて、住居プランは方形→長方形→方形と

いう変遷が窺える。主柱穴は4本である。遺物は、

壺、甕、高杯の土器のほか、石鏃．砥石・フレイク

チップ等の石器類が出土している。

SH7 SHl・2の南側に位置するもので、南

北4.80mX東西3.75mの長方形プランをもつ住居で

ある。近在のSH2やSH4とはほぽ等距離にあり、

4m程の距離を置く。前述のSHl-6の住居が、

2棟の住居が近接して存在する状況を示しているの

とは対照的に、近隣に竪穴住居は見当たらない。西

及び南側が調査区外となることもあり、住居の有無

は未確認であるため断言できないが、おそらく単独

に近い形で存在するものであろう。周溝の遺存状況

から 2回の拡張が認められる。床面中央部やや北寄

りに焼土部分が2ケ所認められた。これも炉の痕跡

と考えられよう。遺物は壺、甕の土器ほか、石鏃．

石剣・砥石等の石器が出土している。

SHB 現谷水田域で検出された、一辺約 4.6m

の方形プランをもつ住居である。耕作による破壊と

思われるが、残存状況は良くない。検出面からの深

さも10cm程度である。周溝は住居の壁沿いに掘削さ

れるものはなく、住居内の溝も遺存状況から判断し

て住居址に伴う明らかな周溝とは認め難い。よって

住居の拡張の有無は不明である。遺物は遺構の遺存

状況を反映してか少量で、甕、高杯の土器のほか、

磨製石器の剥片断片が出土したのみである。

SH9•10 調査区北端部近くで検出されたもの

で、北西部分は水田耕作で破壊を受け残っていない。

一部を重複しての南側への建て替えと考えられ、周

溝の切り合い関係から 9が10に先行する。 SH9は

南北 4.0mX東西 4.0m以上である。 SHlOは南北

5.0m以上であるが西側部分で周溝がまわる痕跡が

認められなくもないため、東西方向の一辺は 5m余

りとなって、方形プランの竪穴住居となる可能性が

ある。北西部は耕作による破壊によって、住居の規
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模は不明と言わざるをえない。また、床面で南北方

向に走る溝は、 SH9・10に先行する竪穴住居の周

溝の痕跡とも考えられる。 SH9・10では、遺物の

取り上げを区別なく行ったため、いずれの住居に伴

うものか不明であるが、土器で壺・甕．鉢が出土し

ている。

SK11 SH5の西側で検出された不定形の浅い

土坑である。壺、甕の破片が埋土から出土した。

SK 12 調査区の最南端のSH5の南側で検出さ

れた一辺約 2mの方形の土坑である。 SKllと同様

浅いもので、深さは10cm程である。遺物は、遺構の

規模のわりには多く、壺、甕の土器のほか石鏃、石

包丁等の石器が出土している。

S K20 SH 7の北側に位置し、径 lm弱の円形

の土坑である。他の土坑と比べて深さは浅い。

S K22 SH 4とSH7の間で検出されたもので

隅丸長方形を呈する。深さは浅い。

S K25 S Kllの北西、調査区西壁際で確認され

た。調査区外に延びるため全容は不明である。

SD 19 SH 3の排水溝である。等高線に対して

直角に走る。 SH3とは暗渠となってつながる。出

土遺物には壺、甕の破片がある。

S D23 SH 5の排水溝である。これも等高線に

対して直角に走る。調査区西壁際で南に曲がる。

SD18 SH2の西側を、等高線と平行に走る。

最大部で約 1mの幅を持つ。甕、高杯、鉢が出土し

ている。

SD21 SH4の西側を、等高線と平行に走る。

深さは最深部で30cm程度である。

S D24 S Kllの北側で検出されたもので、残存

長はわずかである。

S D26 調査区南西隅で一部を検出した。これも

等高線に水平に走るものであろう。

SD16 SHlとSH9・10の間を、等高線に直

角に近い角度で走る溝である。調査区外東側に住居

が存在すれば、その排水溝となる可能性はある。

SD 17 S D18と角度的には直行する溝であるが

接続しない。埋土から壺、甕が出土している。

S D 13• 14• 15 調査区北部の谷水田域で検出さ

れた耕作溝である。南側にある同方向に走る窪みも、

耕作時のものと考えられる。
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3. 調在の成果 —遺物

出土した遺物は、整理箱にして約35箱である。

内容的には、竪穴住居からの出土遺物がその中心

を占める。土器と石器が竪穴住居単位で捉えられる

という点では、時期の判るものとして今後に良好な

資料を提供したと考えられる。土器は、土壌の関係

か残存状況は悪く、表面が剣離等によってかなり荒

れている。出土品の多くが破片で完形品もしくはそ

れに近い残存を示すものはない。石器類は、製品類

を中心に30点程度が出土している。

出土遺物の記述にあたっては、以下、土器と石器

を分けて報告することとする。遺物図版に関しても

両者を区別して掲載する。図版及び観察表にそれぞ

れの出土位置を注記したため、両者対照の際は参照

されたい。また、個々の遺物の法量・調整等につい

ては遺物観察表に詳細を明記した。

(1)土器

土器は、遺構内・遺構外を問わず弥生時代中期後

葉のものがほとんどで、若干量の中世陶器（山茶椀）

が包含層から出土した。

弥生土器に関してはまず各器種ごとに分類を行う。

分類案は既に概報I1で提示されているが、本報告で

はその分類を踏襲しつつも口縁部の形状に主眼を置

いて再度分類を行い、それに従って遺構別に記述す

ることとする。出土した土器の器種は壺、甕、高杯、

鉢等であるが、遺存状況が良くないため大まかな分

類を行った。以下、その分類基準を列記する。

壺A1 細頸壺で、口縁部外面に凹線文を施し、

口縁部形態は受口状に、体部は算盤玉状になる。

壺A2 壺Alと形態的には同様であるが、口縁

部外面への凹線文は施されない。

壺B 本遺跡出土例の中では大型の部類に入る

もので、口縁部は大きく開いて端部が垂下し、頸部

に廉状文を施す。

壺C 口縁端部が肥厚し、外面に明瞭な面をも

つものを一括する。

壺D1 口縁端部が薄くなって若干垂下する。
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壺D2 端部外面に刺突による刻み目が施される。

壺E 小型の壺である。

甕A1 頸部からやや肥厚して口縁部が開き、内

面はヨコハケ調整がなされる。端部に刻み目を施す。

甕A2 形態的にはAlと共通するが、端部に刻

み目は施されない。

甕B 屈曲した頸部から口縁が開き、端部が肥

厚して外面に明瞭な面を持つ。

甕C 口縁部は短く外反し端部に刻み目を施す。

甕D 薄手の器壁で頸部が屈曲し、口縁端部外

面に面をもつ。

甕E 頸部から口縁が直線的に伸び、端部にか

けて薄くなる。

甕F 口縁部が受口状を呈する。

高杯 口縁端部に面をもち、外面に凹線文を施

す。

鉢A1 口縁部にかけて直線的にのび、端部外面

に刻み目を施す。

鉢A2 口縁端部がわずかに外反し、端部外面に

刻み目を施す。

鉢B 口縁部が内傾して受口状になる。

鉢C 匝線的に内傾する口縁で、端部がやや肥

厚し、上端は明瞭な面をもつ。

鉢D 口縁部が短く外反する。

壺底部 平坦な底部から体部にむかって緩やかに

拡がるものを一括する。

甕底部A 平底であるが、壺底部に比べ立ち上が

りの角度の大きいものを一括する。

甕底部B 底部が平坦でなく、やや上げ底状にな

るものを一括する。

甕底部C 台付甕の脚台部である。

高杯脚A 細く緩やかに弯曲する脚部をもつ。

高杯脚B 太い脚部に多くの円孔を施す。

SH1 壺Al (4)、A2 (1 -3)、甕Al

(13)、A2 (8)、B (7)、E(5・6)、鉢

Al (9)、B (18)、壺底部 (10・11)、甕底部

A (12・15-17)、B (14)が認められる。 1-3
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には頸部外面にタテハケが施される。 4には外面に

3条の凹線が施される。口縁端部にかけて直線的に

薄くなる甕E類は、 6が唯一の出土である。

SH2 壺Al (19)、甕Al (20)、甕D(21・ 

22)、壺底部 (24)、甕底部A (23)が出土してい

る。 19は口縁部が不明であるが、恐らく受口状で外

面に凹線が施されるものと思われる。 21・22の甕D

類は、 SH4出土の甕B類と形状は似るが、器壁が

薄いこと、口縁端部の肥厚の度合いが低いことが相

違点として指摘しうる。 24は底部から体部が緩やか

に開く角度から壺の底部と判断した。

SH4 壺Al (25)、甕B (27・28)、D(26) 

高杯 (29)、甕底部A (30・31)が出土している。

25は外面に 3条の凹線を施す。 26は口縁端部下端に

刻み目を施す。頸部が不明であり、器壁が口縁端部

で肥厚しないため甕D類に分類したが、調整等は甕

Al類に共通する。甕底部は底の厚いもの (30)と

薄いもの (31)の2者がある。

SH5 壺Al (34)、B (32)、C (33)、鉢

C (37)、甕底部A (35)、B (36)が出土した。

32は太い頸部から口縁部が大きく開き、端部は大き

く垂下して外面に面を持つ。外面には 3条の凹線の

あと、櫛状具による刺突文が連続的に施される。内

面にも同様の刺突文が見られる。また、頸部には簾

状文が施される。 34の口縁端部外面には太い凹線が

施される。 36の甕底部は、やや上げ底気味になる脚

台部を粘土の貼付によって作りだしている。 37はロ

縁部で粘土が折り返されて肥厚する。

SH6 壺Al (38)、甕Al (41)、B (42-----

44)、壺底部 (39)、甕底部A (40)、高杯脚A

(45)、B (46)が認められる。 38の口縁部外面に

は2条の凹線が施される。頸部はさほど細くならな

ぃ。 41は口縁端部に刻み目、頸部に櫛横線が施され

る。甕B類に分類したものは、口縁端部外面がやや

窪み体部内外面がタテハケ調整されるもの (42)と、

口縁端部が上方にややつまみ上げられたような形状

のもの (43・44)がある。高杯は、比較的細い脚柱

部をもつもの (45)と、太い脚柱部に円孔を多く穿

つもの (46)の2者がある。

SH7 壺Al (47・48)、D1 (49)、D2

(50)、甕B (51)、D (52)、壺底部 (53)が出
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土した。 47・48はいずれも口縁部外面に 2条の凹線

が施されるものである。 50の壺口縁部は口縁端部が

垂下する点でD類に分類したが、 Dl類とは調整の

点で大きく異なり頸部外面には粗いタテハケが施さ

れ、口縁端部には刻み目が認められる。 53は、体部

への立ち上がり角度と内外面の調整から壺の底部と

判断した。

SHB 甕A2 (54)、F (57)、甕底部A (55) 

C (56)が出土している。 54は口縁端部外面に波状

に凹線が巡る。 56は明確な台付甕の形態を示すもの

として唯一の資料である。接地面は平坦な面をもつ。

57は受口状の甕の口縁部であるが、細片のため口径

は不詳である。

SH9•10 建て替えによる 2基の竪穴住居の一

部重複と考えられるため、当該遺物がいずれの遺構

に伴うかは明確でない。よってここでは、両者を一

括して報告する。壺Al (58-60)、A2(61)、甕

B (64)、F (63)、鉢A2(65)、甕底部A (62) 

が出土している。 58-60の壺の口縁部は、 58には 3

条の、 59・60に2条の凹線が施される。 63の口縁部

外面には櫛状具による連続刺突文が認められる。 65

の鉢は口縁端部外面に刻み目を施す点で9と共通す

るが、口縁部が若干外反する。

S K 11 壺C (66)、甕F (68)、鉢D (69)、

甕底部A (67)が出土している。 66は緩やかに口縁

部にむかって開き、端部で肥厚する。内面には 2段

のハケ状具による連続刺突文が施される。 69は口縁

部が短く外反する。残存部では頸部に穿孔は認めら

れない。

SK 12 壺A2 (70)、C (71)、甕Al (72)、

C (73・74)、壺底部 (75・76)、甕底部A (77・ 

78)が認められる。 73・74は口縁部が短く外反し、

端部に刻み目が施される。残存が僅かなため一応甕

として分類したが、大型の鉢の可能性もある。 78は

僅かに上げ底気味になるが、平底の範疇として認識

した。

SD 17 壺Al (79)、甕Al (82)、A2 (81) 

甕底部A (80)が出土している。 79には口縁部外面

に2条の凹線が施される。 80の底近くは、タテハケ

の後に明瞭なユビオサエがみられる。 82の口縁端部

の刻み目は細かい。
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S D18 甕D (84・85)、F (83)、高杯 (87)、

鉢C (88)、甕底部A (86)が出土している。 84・

85は比較的小型の部類に入るものか。 87は口縁部外

面に4条 (2条単位？）の凹線が施される。 88の鉢

は、内面が肥厚する点で37とは異なる。

SD 19 甕Al (90)、B (91)、F (89)が出

土している。 89は口縁部外面に櫛状具による刺突文

を施す。 90は小型の範疇に入るもので、口縁端部の

刻み目は細かい。 91は口縁部が頸部から水平方向に

屈曲する。端部が若干肥厚し面をもつ。

S D23 甕A2 (92)、高杯 (93)、甕底部A (94・ 

95)が出土している。 92の口縁端部外面には、縦方

向に短い波状の連続刺突文が施される。 93には口縁

部外面に 3条の凹線が施され、端部はやや窪む面を

もつ。甕の底部は94が外面ハケ調整であるのに対し、

95には明瞭なユビナデ、ユビオサエが認められる。

包含層 遺物包含層出土遺物に加え、表土及び耕

作土出土遺物も一括して報告する。遺物は、壺Al

(96)、E (98)、甕Al (103-105)、A2

(99)、B (106・107)、C (116)、F (102)、

高杯 (114・115)、鉢D (117)、壺底部 (97)、

甕底部A (101・111-113)、B (100・108-110)、

山茶椀 (118・119)が出土している。 98は小型の壺

としては唯一の出土であるが、明確な所属時期は不

明と言わざるを得ない。 11は甕底部として分類した

が、焼成前に底部に穿孔される。山茶椀は鎌倉時代

前半の所産であろう。

（中村光司）
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(2)石器

山籠遺跡からは、竪穴住居跡を中心として若干量

の石器が出土している。フレイク・チップ類も存在

するが、明確な未製品は認められない。ここでは、
⑯ 

それらを遺構別に概観することとする。

SH1出土石器 (120・121) 

120は輝緑片岩製で、厚みやカーブといった刃部

形態から、石庖丁と判断される破片である。 121は

輝緑岩製の磨製石器であるが、小破片のため器種の

特定は困難である。

SH2出土石器 (122-126) 

製品としては、石鏃 3 点(122~124) ・扁平片刃石

斧 1点(125) ・ 太型蛤刃石斧 1点(126)があり、そ
⑰ 

の他、径2cm以下のサヌカイト製フレイク 3点、長

径4cmの絹雲母片岩製のフレイク 1点が存在する。

石鏃はいずれも打製のサヌカイト製で、それぞれ

が形態を異にしている。 122は有茎式で、全長が5.2

cmと細長く、側縁が内湾するもので、伊勢湾沿岸に

特徴的とされるものである。 12は平基式であるがや

や大振りな印象を受けるもので、片面は全面を調整

するが、もう片面は側縁部のみの調整で自然面を残

している。 124は小形の凸基式である。

扁平片刃石斧は砂岩製で、基部が欠損していて全

長及び全体形は不明であるが、幅は4.6cm、厚さ0.6

cmで、右側縁に面をもつが、左側縁はもたない。

太型蛤刃石斧は輝緑岩製で、基部がかなり欠損し

ていて全体形は不明である。刃部は残存しているこ

とからそれをもとに基部の厚さを復元すると、 4cm 

程度になるものと思われる。

SH3出土石器 (127-129) 

製品としては石鏃1点 (127)が存在するのみであ

るが、これ以外に二次加工有剥片 2点(128・129)と

径2cm以下のサヌカイト製のフレイク・チップ類2

点が存在する。

石鏃は、鏃身のうち先端と基部を欠損しており全

体形は不明であるが、残存した身部からは細身で細

長い形態であったことを窺わせており、 SH2出土

の 122と同様の形態であったものと思われる。

＝次加工有剣片のうち、 128は、一応両側縁に打

撃を加えており、あるいは錐を作ろうとしたもので
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あるのかもしれない。 129は片面の一側縁のみに打

撃を加えたものである。

SH4出土石器

製品はなく、サヌカイト製のフレイク・チップ

（径2cm以上 2 点• 以下 5点）と輝緑片岩の小破片

2点が存在するのみである。

SH5出土石器

製品として、石鏃1点 (130)・ 石庖丁 1点 (131)

大形石庖丁 1点 (133)があり、これ以外にスクレイ

パーの可能性もある二次加工有剥片 1点 (132)と台

石の可能性のある棒状の石 (134)、径2cm以上のフ

レイク 2点が存在する。

石鏃は、サヌカイト製で有茎式のものであるが、

122とは異なり平面形は平らで、大きさも小振りで

ある。

石庖丁は小破片のため細かい内容は不明であるが、

石材は輝緑片岩製である。

大形石庖丁は絹雲母片岩製で、刃部が外湾し、背

部中央に扶りを入れたような形態を呈し、池上遺跡
⑱ 

分類の「A-3タイプ」に類似する。

二次加工有剣片は、小さな二等辺三角形で、一応

側縁部を二次加工している。このうち最も丁寧な加

工は二等辺三角形の底辺に当たる辺で、両側から加

工を加えている。小さなスクレイパーである可能性

も捨て切れない。

棒状石は、棒状の川原石様の石である。自然石と

も思われるが、山籠遺跡は丘陵部の遺跡であること

を考慮した場合、こういった石は基本的には持ち込

まれたものと思われる。そうした場合、なんらかの

台石としての用途があった可能性がある。

SH6出土石器 (135-137) 

製品として、石鏃2点(135・136)・ 砥石1点(137)

があり、その他、サヌカイト製のフレイク・チップ

が3点（径2cm程度）がある。

石鏃は、いずれもサヌカイト製の平基式で、側縁

加工を施したものである。 135は基部が外開きにな

る形態で、 136は平面形が二等辺三角形のやや凹基

気味のものである。

砥石は、狭い面を擦面としたものである。

SH7出土石器 (138-140) 

製品として、石鏃1点 (138)・ 石剣 1点 (139)・



砥石 1点 (140)があり、その他、サヌカイト製のフ

レイク・チップ3点 (2cm以上 1 点• 以下2点） ． 

安山岩質のフレイク 2点 (2cm以上） ・赤色チャー

ト製の小石核 1点（長径3.2cm) とフレイク 1点が

存在する。

石鏃は、サヌカイト製の凸基式のもので、鏃身が

径2.2cmと小形で、狩猟用のものと思われる。

石剣は、サヌカイト製の打製のもので、両端部は

欠損している。断面菱形で、刃潰しは認められず、

尖頭部のように幅を先細りしてもいないことから、

比較的基部に近い部分であろう。

砥石は、平面• 断面ともに長方形を呈する。石材

は、 SH6出土の 137と比べても極めてキメの粗い

風化したような砂岩で、荒磨きに使用したものと推

定される。一部凹んだ部分があるが、当時のものか

どうかは不明である。

SHB出土石器 (141)

器種不明の磨製石器の剣片断片が出土したのみで

ある。材質は粘板岩製である。

SK 12出土石器 (142• 143) 

製品として、石鏃1点 (142)と石庖丁 1点 (143)

があって、その他、長径3cmの凝灰質砂岩のフレイ

ク1点が存在する。

石鏃は、サヌカイト製の打製のもので、基部を欠

損するが全体に細長く丁寧な作りである。そのまま

凸基式の基部となるか、 SH2出土の122のように

もう一度膨らんで有茎式になるか、のどちらかの基

部形態をとるものであろう。

石庖丁は絹雲母片岩製で、当初は背部であった部

分も刃部として使用したため最終的に平面が三角形

状となったもので、刃部は内湾している。最終使用

時に刃部であった辺は、内湾部の最も奥、すなわち

凹部中央のみが刃部となっており、その他の側縁部

は丸く鈍いものになっている。

S K22出土石器 (144)

小形の凸基式の石鏃の可能性もあるが、先端部の

稜線が磨滅し、断面もやや厚手であることから、石

錐の可能性が高いものと思われる。

M2-M3剥片集中区出土石器 (145)

包含層および遺構検出時に遺構外から出土した遺

物で取り上げられたものはさほど多くないが、大型
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の製品が目立つ包含層出土遺物にあって、この地区

のみは剣片類の出士が目立った。埋士フルイ掛けも

行っておらず、石器製作に関わるかどうかなどは資

料が僅少すぎて判断できないが、今後の類例に注意

を喚起する意味もこめて、いわゆる包含層とは独立

して扱う。

図示しうるものとしてはサヌカイト製の二次加工

有剣片 1点 (145)があるのみである。主に主要剣離

面側のみに調整を加えている。

これ以外には、サヌカイト製のフレイク・チップ

3点 (2cm以上 1 点• 以下 2点） ・チャート製剣片

2点（うち大きい方が長径4.4cmの赤色チャート）

輝緑片岩小片 1点がある。

包含層出土石器 (146,.__, 150) 

製品としては、太型蛤刃石斧 3 点 (146~148)·

石鏃1点 (149)・扁平片刃石斧 1点 (150)があり、

この他、サヌカイト製のフレイク 2点（ともに径2

cm以上）が存在する。

太型蛤刃石斧は、いずれも使用石材が異なってお

り、 146が砂岩製、 147が輝岩製、 148が凝灰角礫岩

製である。いずれも欠損しているが、比較的刃部の

残りの良い148は幅6.1cmである。

石鏃は、サヌカイト製の打製で、平基式で小形の

ものである。側縁調整のみの粗い作りで、一応石鏃

としての機能はあるものと思われるが、片側側縁部

の調整が不十分で、未製品もしくは製作途中での失

敗品の可能性も残るものである。

扁平片刃石斧は、プロピライト製で、平面形は基

部よりも刃部の幅が広い台形状を呈する。刃部は向

かって右に行くに従って減っており、使用に際して

の力がより右方向へ流れたものと思われる。

（穂積裕昌）
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図版 遺構 法量(cm) 調製技法の特徴
登録番号 器種 色調 胎土 残存度 備考

番号 （出土位置） ［推定値］ 口縁部（杯部） 体部（脚部・底部）

1 007-04 SHl 壺AZ 口径[8.0] 屈曲部単位に不刻目。） 頸部タテハ 橙 並(-2 mmの石 口縁～頸部 内外面梃l離
ケ（明 7.5YR7/6 英• 長石多含） 1/5 

2 035-04 ~ 壺A2 口径 [10.1] 外内 ：頸部タテハケ 橙 密 口縁～頸部 激内外し面い剣離
・ナデ 7.5YR7/6 1/3 

3 034-01 .r, 壺Al 口径 [10.4] 外：頸部タテハケ 橙 密 口縁～頸部 内外面鉗l離
7 5YR7/6 1/4 激しい

4 035-06 ,,. 壺Al 口径 [12.6] 外面に 3条の凹線 にぶい褐 並含(-lmmの長 口縁～頸部
7.5YR5/4 石） 1/5 

5 034-04 ,,. 甕E 口径 [12.4] 内外：ヨコナデ にぶい黄橙 並(-2mmの石 口頸部
10YR6/4 英•長石含） 1/8 

6 007-02 ~ 甕E 口径 [16.4] 外内 ：タテハケ 外本／：タテハケ（単位不明8 浅黄橙 並 (-lmmの石 口頸部 内外面剣離
：ナデ cm)内ナデ 10YR8/4 英•長石含） 1/2 激しい

7 006-01 ~ 甕B 口径 [214] 外内 端部に刻み目 外：タテハケ後ヨコハケ 浅黄橙 並 (-lmmの石 口縁～体上部 内面剣離
：ナデ 10YR8/4 英•長石含） 1/3 激しい

8 035-01 ,., 甕A2 口径 [21.0] 外内 ． ナデ 橙 並 (-3石mm多の含石） 口縁 外面剣離
．粗いヨコハケ 7 5YR6/6 英長石 1/4 ， 035-02 ,., 鉢Al 口径[17.8] 外： 8端本部／に。刻内み：目。直下に にぶい黄橙 並石含(-） 2mmの長 口縁
ハケ ナデ 10YR7/4 1/2 

10 006-03 ~ 壺底部 底径 6.0 外：上部内にハケ (3-4本 浅黄橙 並 (-3石mm少の含石） 体部～底部 激内外し面い剣離
/cm) : ナデ 10YR8/4 英• 長 i/2 

11 034-03 ,,. 壺底部 底径 6,0 内：底部にユビオサエ 黄橙 並 (-石lmm少の含石） 底部完存 激内外し面い剣離
10YR8/6 英• 長

12 006-05 ~ 甕底部A 底径 4.6 内・底部にナデ 淡黄 並 (-石lmm少の含石） 底部完存 激内外し面い剣離
2.5Y8/3 英• 長

13 007-01 ，，， 甕Al 口径 [12.0] 外内 ・端部に刻み目 外内 ：タテハケ 橙 密 口縁
．ナデ ．ナデ 5YR8/3 1/8 

14 006-02 ，，， 甕底部B 底径 5.5 外本／：粗いタテハケ (3-4 にぶい黄橙 や英や粗•長(-石5m多mの 底部完存
cm)内・ユビオサエ 10YR7/2 石含

15 006-04 ,., 甕底部A 底径 4.8 外部穿・タテハケ。焼成後に底 にぶい黄橙 やや粗長(-石5mm多の 底部完存 激内外し面い剣離
孔。 10YR7/4 石英・ 含

16 007-06 // 甕底部A 底径 6.0 外．タテハケ にぶい黄橙 やや粗(-5mmの
底ほ部ぼ完存

内外面剣離
10YR6/4 石英•長石多含 激しい

17 034-02 ,!, 甕底部A 底径[4 2] 外：タテハケ (7-8本／ 橙 密 底部 激内外し面剣離
cm) 7.5YR6/6 1/2 Vヽ

18 007-06 ,., 鉢B 底径 [25.4] 外内 ．ヨコハケ 浅黄橙 並 (-2mmの石 口縁 激内外し面い剣離
：ヨコナデ 10YR8/4 英• 長石含） 1/10 

19 036-02 S H2 壺Al 体部最大径 外内 ：ナナメハケ、 ミガキ
10にぶYRい7黄/橙4 

並 (-3mmの石 体部
25.0 ：タテ・ナナメハケ 英• 長石含） 1/2 

20 008-03 ，， 甕Al 口径 [26.0] 外内 ．ヨコハケ にぶい黄橙 や英や粗•長(-4mm 口縁
：ヨコナデ 10YR7/3 石 石多含 1/10 

21 008-01 ~ 甕D 口径 [20.0] 内外．ヨコナデ にぶい黄橙 やや密長(-lmm 口頸部
10YR7/4 石英• 石多含 1/4 

22 008-02 ,., 甕D 口径 [21.0] 内外：ヨコナデ 外．ナナメハケ (6-7本 橙 やや密 (-lmm 口頸
/cm)内：ナデ 5YR6/6 石英長石雲母含 1/8 

23 008-05 ，， 甕底部A 底径[5 O] 外内 ：細かいタテハケ 浅黄橙 やや密 (-lmm 底部
：ナデ・ユビオサエ 10YR8/3 石英長石雲母含 1/3 

24 008-04 ,., 壺底部 底径[6.8] 外：ナデ 浅黄橙 密 底部
内：粗いハケ lOYRB/3 1/3 

25 010-06 SH4 壺Al 口径 [13.0] 内外：ヨコナデ にぶい橙 緻密 口縁
南東主柱穴 7.5YR7/4 1/10 

26 010-07 SH4 甕D 口径 [178] 外内 ・端部に刻目、タテハケ にぶい黄橙 緻密 口縁
・ヨコハケ 10YR6/4 1/10 

27 010-04 .r, 甕B 口径 [29OJ 内外・ナデ 橙 緻密 口縁 内面剣離
5YR7/6 1/10 激しい

28 010--05 ~ 甕B 口径 [27OJ 内外ナデ 橙 緻密 口縁 激内外し面剣離
7 5YR7/6 1/10 Vヽ

29 010-01 ,!, 高杯 口径 [27.4] 外内 ：3条の凹線 灰褐 やや粗 (-3mm 口縁
：ヨコナデ 7 5YR4/2 石英•長石含） 1/10 

30 010-02 ~ 甕底部A 底径 56 外内 ： ナデ 浅黄橙 密
底完 存部

：ユビオサエ 7 5YR8/6 

31 010-03 ，， 甕底部A 底径[4.4] 外内 ： ナデ 橙 密含(-2mmの長 底部 内外面剣離
：タテハケ 25YR6/6 石） 1/2 

32 037-02 S H5 壺B 口径 26.8 外続刺：3突条。の凹線のちハケ連 外頸部：頸に部に簾状文。内． 橙 密含(-4mmの長 口頸
内．ハケ連続刺突 ナデ、ユビオサエ 2 5YR6/8 石） 2/3 

33 011-08 ,., 壺C 口径 [21.6] 内外：ヨコナデ 橙 緻密 破口縁片部
2.5YR6/8 

34 012-01 ，， 壺Al 口径 [144] 外内 ：二条の太い凹線 外：頸部にかけタテハケ にぶい褐 緻密 口縁
．ヨコナデ 7 5YR5/3 1/8 

35 011-05 ~ 甕底部A 底径[5.2] 橙 密 底部 内外面鉗l離
5YR6/6 1/3 激しい

36 011-01 {, 甕底部B 底径[6 1] 内外・ ナデ にぶい黄橙 並 底部 内外面剣離
10YR6/4 1/2 

37 011-07 ,., 鉢C 底径 [26O] 内外：ナデ にぶい黄橙 密 口縁 内外面剣離
10YR7/4 破片

38 013-01 S H6 壺Al 口径 [10.0] 外内 ・ニ条の凹線 にぶい橙 密 (-lmmの石 口縁
．ナデ 7 5YR6/4 英•長石含） 1/10 

39 013-02 ，，， 壺底部 底径[6 O] 橙 やや祖•長(-3mm 底部 激内外し面剥離
7 5YR7/6 石英 石多含 1/2 vヽ

40 035-05 ,!, 甕底部A 底径 49 外：タテ方向ハケメ（単位 にぶい橙 密
底完 存部

内外面剣離
不明）内：ナデ 7.5YR7/4 激しい

第17表土器観察表 1
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図版 遺構 法量(cm) 調製技法の特徴
登録番号 器種 色調 胎土 残存度 備考

番号 （出土位置） ［推定値］ 口縁部（杯部） 体部（脚部・底部）

41 013-06 S H6 甕Al 口径 [292] 外内 端部に刻み目 外．ハケ状具による横線 にぶい褐 やや粗 (-3mm 口縁
：粗いヨコハケ 7.5YR5/3 石英•長石多含 1/8 

42 035-03 ，，， 甕B 口径 [164] 外・体内部：粗に連続するヨコハ 外：上半タテハケ 明黄褐 密 口縁～体部
ケ いヨコハケ 内：タテハケ 10YR7/6 1/4 

43 013-07 ，， 甕B 口径 [196] 内外・ ヨコナデ 橙 密 隣5YR7/8 

44 013-04 ,, 甕B 口径 [21.4] 内外・ヨコナデ にぶい黄橙 密含(-lmmの長
1口/8縁10YR7/4 石）

45 013-05 ，，， 高杯脚A 浅黄橙 や英や粗•長(-5mm 脚完柱存部 内外面剣離
10YR8/4 石 石多含 激しい

46 013-03 ，，， 高杯脚B 2段に透穴 橙 密 脚部 内外面剣離
2 5YR7/8 2/3 激しい

47 014-05 SH7 壺Al 口径 [114] 外 .2条の凹線 外内 ・ タテハケ 浅黄橙 密 口頸 内外面剣離

内：ナデ ・タテ方向ナデ 7.5YR8/6 1/4 激しい

48 034-07 ~ 壺Al 口径 [10.4] 外内 ：2条の凹線 外内 ．ナデ 黄橙 密 口頸 内外面剥離

．ナデ ：タテ方向ナデ 7 5YR8/8 1/6 激しい

49 014-01 "' 壺D1 口径 [18,8] 黄橙 密
破口 縁片 激内外し面い剣離

10YR8/6 

50 014-02 ，， 壺D2 口径 [21.6] 外内 ：端部に刻み目 外内 ．頸部タテハケ 橙 密 口頸
ナデ ：ナデ 7 5YR7/6 1/6 

51 034-06 ,!- 甕B 口径 [21.6] 内外ナデ 橙 並 (-2mmの石 口頸 内面船l離
7.5YR7/6 英•長石含） 1/10 

52 014-04 ,!- 甕D 口径 [168] 外内 ： ナデ 外内 ・ナデ にぶい黄橙 緻密 1/口縁8～体部
タテハケ ：タテハケ 10YR7/4 

53 014-03 1- 壺底部 底径[6.2] 外内 ． ナデ 橙 緻密 底部
ョコハケ (8本/cm) 5YR7/6 1/3 

54 015-01 S H8 甕A2 口径 [21,2] 粗外 端部に波状凹線内 外．ナ（デ内粗いヨコ 橙 並 (-2mmの石 口縁
いヨコハケ (3本/cm) ハケ 3本/cm) 7.5YR7/6 英• 長石含） 1/4 

55 015-02 ~ 甕底部A 底径[5.4] ナデ 淡黄 緻密 :: 激内外し面い剣離
2 5Y8/3 

56 032-01 ，，， 甕底部C 底径[7 4] 体部内面．ハケ 橙 並 体完部存下半～脚台 激内外し面剣離
5YR7/6 vヽ

57 015-03 ，，， 甕F 灰白 やや粗 (-2mm
破口 縁片

内外面剥離
2.5Y8/2 石英• 長石含） 激しい

58 016-05 S H9・10 壺Al 口径 18,0 外内 ・3条の凹線 外：頸部ハケ横線連続刺突 にぶい黄橙 密
ほ口頸ぼ門元存：ヨコナデ 内．タテ方向ナデ 10YR7/2 

59 016-01 ，，， 壺Al 口径 [14.0] 外 ,2条の凹線 橙 密 口縁 激内外し面い剥離
7 5YR7/6 1/3 

60 018-02 ，，， 壺Al 口径 [12.6] 外内 2条の凹線 外内 ：頸部にかけタテハケ 橙 緻密 口縁
．ヨコナデ ・タテ方向ナデ 5YR7/6 1/6 

61 017-02 -!- 壺A2 口径[10.8] にぶい黄橙 やや英粗•長(~2mm 破口 縁片 内激外し面い剣離
10YR7/4 石 石多含

62 016-04 ，， 甕底部A 底径[4 1] 外内 ：タテハケ にぶい黄橙 やや粗 (-2mm
底完 存部

：ナデ 10YR7/4 石英•長石多含

63 018-01 ,,. 甕F 口径 [20OJ 外突文：ハケ状具による連続刺 褐灰 粗 (-3石mm多の含石） 口縁 内外面剣離
10YR4/1 英長 1/8 激しい

64 016-02 ，， 甕B 口径 [16,2] 外内 ： ナデ 外．粗いタテハケ (4本／ にぶい黄橙 並 (-2mmの石 1/口縁8～体部
：ヨコハケ cm)内．ナデ 10YR7/4 英•長石含）

65 016-03 ，，， 鉢A2 口径 [232] 外内．粗端部いに刻み目 にぶい橙 並 (-2mmの石 口縁
． ヨコナデ 7.5YR7/4 英•長石含） 1/10 

66 019-01 S Kll 壺C 口径 [22.8] 内・ 2段のハケ、連続刺突 内：頸部にナナメハケ 橙 並 (-2mmの石 口頸
文 7.5YR6/6 英• 長石含） 1/5 

67 022-01 "' 甕底部A 底径[7 4] 内外．ナデ 橙 並 (-4mmの石
底完 存部

外面に黒斑有
5YR6/8 英•長石含）

68 019-02 ，，， 甕F 口径 [20.8] 淡黄 やや粗 (-2mm
破口縁片 激内外し面い剣離

2.5Y8/3 石英•長石多含

69 019-03 ~ 鉢D 口径 [246] 内外 ヨコナデ 外：ハケ状具による横線3 にぶい橙 密 口縁
本 7.5YR7/4 破片

70 020-09 S K12 壺A2 口径[10.6] 内外 ヨコナデ にぶい橙 並 (-2mmの石 口縁
7.5YR6/4 英長石含） 破片

71 021-01 ，，， 壺C 口径 [22.0] 浅黄橙 密 口縁
1DYR8/4 破片

72 020-05 ，， 甕Al 口径 [24O] 外：端部刻内み目、タテナナ 外：タテハケ内．頸ヒ部 橙 並 (-2mmの石 口頸
メハケ ．粗いヨコハケ ョコハケ、以下ユ オサエ 2.5YR6/8 英• 長石含） 1/5 

73 020-02 ~ 甕C 口径 [256] 外：端部に刻み目 外内 ．端部タテハケ 褐灰 並 (-2mmの石 口頸
内：ナナメハケ ．ヨコハケ 7 5YR5/1 英•長石含） 1/8 

74 036-01 ,!, 甕C 口径 [27.4] 外内 ．端部に刻み目 外内 ．タテハケ にぶい橙 並 (-2mmの石 1口/縁4～体部
：ヨコハケ、ナナメハケ ．ヨコハケ・ナデ 7 5YR7/4 英•長石含）

75 020-01 ，，， 壺底部 底径 6.4 にぶい黄橙 やや密 (-lmm 底部 激内外し面い剣離
10YR7/4 石英・長石含） 完存

76 020-08 ~ 壺底部 底径 6.4 にぶい黄橙 粗 (長-4石mm多の含石） 底完 部存 激内外し面い剥離
10YR6/4 英・

77 020-07 ~ 甕底部A 底径[5 6] 内外：ナデ 淡黄 密 底部
2.5Y8/3 1/2 

78 020-06 ，，， 甕底部A 底径[5.3] 内外・ ナデ にぶい黄橙 並 (-3mmの石 体部下半～底部
10YR7/3 英• 長石含） 1/2 

79 025-01 S D17 壺Al 口径[9 6] 外 .2条の凹線 浅黄橙 やや密 口縁
10YR8/3 破片

80 025-03 ，，， 甕底部A 底径 72 外内：ハケ、 タテ方整向ナデ 橙 密
完底 存部

外面に黒斑有
ハケ、ヘラ調 5YR7/8 

第18表土器観察表2
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図版 遺構 法量(cm) 調製技法の特徴
登録番号 器種 色調 胎土 残存度 備考

番号 （出土位置） ［推定値］ 口縁部（杯部） 体部（脚部・底部）

81 025-02 S D17 甕A2 口径 [268] 内外：ナデ 橙 並 (-3mmの石 口縁 内外面剥離

7 5YR7/6 英•長石含） 破片

82 025-04 ，，， 甕Al 口径 [28.0] 外：端部に刻み目 内． 外．頸部にハケ横線内． にぶい橙 並 (-3mmの石 口縁
粗いヨコハケ (3本/cm) 粗いヨコハケ、以下ナデ 7.5YR7/4 英•長石含） 1/5 

83 023-01 S D18 甕F 口径 [264] 浅黄橙 や英や粗•長(-2mm 口縁 内外面剥離
10YR8/4 石 石多含 1/4 激しい

84 026-02 ，， 甕D 口径 [134] 内外・ヨコナデ 橙 密 口縁

5YR7/8 破片

85 026-01 ~ 甕D 口径[13.2] 外：端部に刻み目 外：ナナメハケ にぶい橙 やや密 (-lmm 口頸 内面剣離

7.5YR7/4 石英長石雲母含 1/8 激しい

86 023-02 ケ 甕底部A 底径[6.2] 外内 ．ハケ、タテ方向ナデ 橙 密 底部

：ナデ、ユビオサエ 5YR7/6 1/2 

87 026-03 ~ 高杯 口径 [23.0] 外： 4状の凹線 浅黄橙 密 口縁

10YR8/3 1/5 

88 023-03 ~ 鉢C 口径[17.2] 内外．ヨコナデ 外．ハケによる簾状文と斜 橙 密
破口 縁片

刺突文 5YR7/8 

89 009-01 S D19 甕Al 口径 [20.6] 外・ハケ刺突連続文 淡黄 並 口縁

2 5Y8/3 破片

90 009-03 ，，， 甕B 口径 [17.0] 外：端部に刻み目 内： にぶい橙 並 口縁
粗いヨコハケ (3本/cm) 7.5YR6/4 1/8 

91 009-04 ~ 甕B 口径 [278] 内外 ヨコナデ 外．タテハケ (7本/cm) 黄橙 緻密 口縁

7 5YR7/8 1/8 

92 026-04 S D23 甕A2 口径 [272] 内外：ヨコナデ 外：タテハケ 内：ヨコ にぶい黄橙 緻密 口縁
ナナメハケ (8本/cm) 10YR7/2 1/10 

93 022-04 ,., 高杯 口径 [25.2] 外： 3状の凹線 橙 密
破口 縁片

7 5YR6/6 

94 022-02 S D24 甕底部A 底径[6.4] 外．タテハケ 浅黄橙 密 底部

内．ナデ、オサエ 7.5YR8/6 1/2 

95 024-01 ~ 甕底部A 底径[4.6] 外：ナデ にぶい黄橙 やや粗 (-3mm 体完部下存半～底部 内外面剥離
10YR7/4 石英•長石含）

96 031-02 包含層 壺Al 口径 [12.9] 外 .3状の凹線 にぶい橙 密 口頸
7.5YR6/4 1/4 

97 033-05 ,,. 壺底部 底径 62 浅黄橙 並 (-3mmの石
底完 存部

lOYRB/3 英長石含）

98 031-05 ，，， 壺E 底径 4.5 内外：ナデ にぶい黄橙 やや密
体底部部完1/存2 

内面剣離
10YR7/3 激しい

99 033-01 "' 甕A2 口径 [16.4] 内外：ヨコナデ 外：頸部にハケ横線 にぶい橙 並 口縁

内：爪型刺突文 7 5YR7/4 1/4 

100 033-02 ~ 甕底部B 底径[8.0] 外．粗いタテハケ 浅黄橙 密 底部

10YR8/3 1/2 

101 027-05 ~ 甕底部A 底径[5.6] 黄橙 やや密 底部 内外面剣離

7.5YR7/8 1/3 

102 033-06 ，，， 甕F 口径 [28.0) 外：端部に波状文（？） 灰黄褐 粗 (長-石3mm多の含石） 口縁内 外面鉗l離
10YR6/2 英・ 1/5 激しい

103 027-08 ~ 甕Al 口径 [20O] 外内 ・ 端部上下に刻み目 灰黄褐 並 口縁

：粗いヨコハケ 10YR6/2 破片

104 029-02 ，，， 甕Al 口径 [19.4] 外内 ：端部に刻み目 にぶい黄橙 並
破口 縁片

．ヨコハケ 10YR7/4 

105 032-05 ~ 甕Al 口径 [172] 外内 ・端部に刻み目 浅黄橙 やや密 口縁
．ヨコハケ (5本/cm) 10YR8/4 1/8 

106 031-03 ,lo 甕B 口径 [22.4] 内外．ナデ 内外．ナデ にぶい黄橙 並 口縁～体部上半

10YR7/3 1/5 

107 031-01 ~ 甕B 口径 [29.8] 内外：ヨコナデ 橙 密 口頸
5YR7/8 1/8 

108 027-06 ，，， 甕底部B 底径[6.4] 内外ナデ にぶい褐 やや密 底部

7 5YR6/3 1/2 

109 027-01 ，， 甕底部B 底径 4.4 内外・ ナデ 橙 並 (-3mmの石
底完 存部

25YR7/8 英• 長石含）

110 027-03 ,!, 甕底部B 底径[4.2] 内外：ナデ 橙 並 (-3mmの石 底部
25YR6/8 英長石含） 1/2 

111 031-04 ，， 甕底部A 底径 49 焼内外成前・ナデ 浅黄橙 やや密
底完 存部

に底部に穿孔 10YR8/4 

112 027-04 ，，， 甕底部A 底径 44 内外：タテ方向ナデ 黄橙 密
底完 存部

7 5YR7/8 

113 027-02 ，，， 甕底部A 底径 42 外内 ・ナデ 橙 密
底完 存部

：タテ方向ナデ 5YR7/6 

114 032-04 ~ 高杯 口径 [26.2] 外： 3条の太い凹線 浅黄橙 密 口縁

内．ナデ、ユビオサエ 7.5YR8/4 1/8 

115 032-03 ~ 高杯 口径 [228] 外内 ・3条の太い凹線 外・ タテ方向ミガキ 黒褐 やや密 口縁 激内外し面剥離
：ナデ 10YR3/1 1/8 Vヽ

116 029-03 ~ 甕C 口径 [24.4] 外：端部に刻み目 にぶい橙 並 (-2mmの石
破口 縁片

7.5YR7/4 英• 長石含）

117 029-01 ~ 鉢D 口径 [242] 内外 ヨコナデ 外ハケ状具による横線文 にぶい黄橙 密 口縁

10YR7/3 破片

118 028-03 ，，， 山茶椀 口径[15.0] 内外：ロクロヨコナデ 灰白 密
破口 縁片

5Y8/1 

119 028-01 ~ 山茶椀 高台径 6.4 内外台部：ロクロヨナデ 灰白 密 完高台存部
高 ハリッケ 5Y8/1 

第19表土器観察表3
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遺 構 法量（残存値）
図版番号 登録番号 種 類 石 材 備 考

（出土位置） 長cm 幅cm 厚cm 重量 g

120 038-07 S Hl 不明 輝緑岩 ．．．． (6.2) 

121 001-05 /,, 石庖丁 輝緑片岩 0.9 (13.4) 

122 001-04 S H2 石鏃 サヌカイト 5.1 1.8 0.4 3.8 

123 001-07 ，，， 石鏃 サヌカイト (3.3) 2.2 0.5 (3.2) 

124 001-06 ~ 石鏃 サヌカイト (2.9) 1.2 0.3 (1.3) 

125 001-01 /,, 扁平片刃石斧 砂岩 4.6 1.1 (32.4) 

126 001-02 ~ 太型蛤刃石斧 輝緑岩 " """ (98. 7) 

127 001-09 S H3 石鏃 サヌカイト
＿＿ 1.0 0.4 (1.2) 

128 042-03 // 2次加工有剣片 サヌカイト 2.2 1.5 0.8 1.9 石錐の未製品か

129 042-02 // 2次加工有剣片 サヌカイト 2.5 1.2 0.4 1.9 

130 002-04 S H5 石鏃 サヌカイト 2.7 2.1 0.6 2.5 

131 004-04 /,, 石庖丁 輝緑片岩 ""' ’’’ (6.6) 

132 038-04 ~ 2次加工有剣片 サヌカイト 1.9 1.3 0.4 0.6 

133 003-01 /,, 大形石庖丁 絹雲母片岩 19.8 11.7 0.75 265.2 

134 040-01 /,, 台石？ （未鑑定） 28.5 10.9 10.2 4.8 重量の単位はkg

135 001-08 S H6 石鏃 サヌカイト (2.3) (1.5) 0.4 (1.1) 

136 038-03 ~ 石鏃 サヌカイト 1.9 1.5 0.4 0.9 

137 039-01 /,, 砥石 砂岩 12.5 7.2 3.0 354.2 

138 042-01 S H7 石鏃 サヌカイト 2.1 0.9 0.3 0.6 

139 002-01 ~ 打製石剣 サヌカイト 2.8 1.4 11.9 

140 O粉ー02 ~ 砥石 砂岩 12.7 6.9 2.3 563.5 

141 002-08 SH8 不明 粘板岩 ""' "'一 (0.6) 

142 038-01 S K12 石鏃 サヌカイト —••• 1.4 0.4 (1.9) 

143 038-06 /,, 石庖丁 絹雲母片岩 7.8 6.0 0.7 29.9 

144 038-05 S K22 石錐？ サヌカイト 2.6 1.0 0.4 1.4 

145 041-01 剣片集中区 2次加工有剣片 サヌカイト 3.8 2.6 --- (7.5) 

146 002-07 包含層 太型蛤刃石斧 砂岩 (56. 7) 

147 002-03 /,, 太型蛤刃石斧 輝岩 (98.7) 

148 002-06 ~ 太型蛤刃石斧 凝灰角礫岩 6.1 (207.7) 

149 038-02 .,,, 石鏃 サヌカイト 2.0 1.8 0.3 1.1 

150 005-03 ~ 扁平片刃石斧 プロピライト 5.6 3.8 1.1 36.2 

第20表石器観察表
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4. 調杏のまとめ

発掘調査の結果、山籠遺跡では弥生時代中期後葉

の竪穴住居10棟が確認され、周辺地域での当該時期
⑲ 

の住居址の確認例としては隣接する長遺跡につぐも

のとなった。また遺物では土器と石器が住居址単位

で捉えられる点で好資料を提供したものと思われる。

以下、調査資料の若干の検討を試み、また今後に

資するものとして、調在上の課題（問題点）を自ら

指摘し、まとめにかえたいと思う。

(1)遺構（竪穴住居）について

今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居10棟、

土坑5基、溝11条などである。調査面積に比して遺

構は密に分布しており、特に竪穴住居は平面プラン

とその配置状況がよくわかり、住居間を通るように

して配された排水溝からも計画的なムラづくりの状

況が看取できる。また、本遺跡に特徴的なものとし

て、住居の平面プランの形態の差異が指摘できる。

平面形態が正方形となるものと長方形となるものの

混在は、納所遺跡や長遺跡で確認されており、当該

地域の弥生時代中期に顕著な住居プランといえよう。

以下、他遺跡との比較を通じて、本遺跡の特徴を

捉えてみたい。

まず、調査によって確認された竪穴住居の規模と

その構造を確認しておく。第20表に示したように、

10棟の竪穴住居のうちその全容が把握できるのは 6

棟である。

周溝は、遺存状況の良くない SH8を除くと、い

ずれの住居址でも床面端に巡る。

主柱穴は、明確に 4本と確認できるのは4基にと

どまるが、拡張・建て替えに伴うと考えられる柱穴

も検出されいる。 SH4では直線上に 3カ所の柱穴

が並ぶが、これは長遺跡で検出された長方形住居

(S Bllほ力りのように、当初から長方形を意識し

たものではなく、拡張に伴うものと考えられる。

炉の痕跡は、床面の中央部及びその周辺に焼土と

して捉えられた程度である。 5棟の住居址で焼土を

確認したが、これらはいずれも住居址自体の遺存状

況が良いか、もしくはその全容が把握できたもので

あって、調在区外にかかる住居址などでも、未確認

ながら同様の施設が存在したものと考えられる。

建物方向は、第21表に示すようにほぽ同じである。

また、緩斜面に占地する住居で地形的な制約を受け

るためか、第98図に示すまでもなく、住居の軸方向

と最大傾斜線とはほぽ直交する。長方形プランをも

つ住居址はすべて長辺が等高線の走る方向に沿って

おり、斜面での住居設営にあたっての床面積の確保

と平面プランとの関係は、極めて自然選択的であっ

たと推定できる。その上での SH 1・2・7の住居

SH 8 (86°) 
SH 2 (90°) 

SH4 (90°) 

SH7 (87°) 

SH 5 (91°) 
SH 6 (88゚ ）羹
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第98図 竪穴住居の方向と最大傾斜線との関係

番号 平面プラン 規模 (m) 比率 概床面積(mり 棟方向 周溝 主柱穴 炉 備 考

SHl 方形 3.85X3.75 . 1.03 14.44 N18°E 

゜
④ 

゜SH2 長方形 3.70X3.05 ・1.21 11.29 N23°E 

゜ ゜
壁面柱穴有

SH3 .. .. 4.95X 1.6以上 "'"' N23°E 

゜
拡張1回暗渠排水

SH4 5.30X3.2以上 N22°E 

゜゜
拡張2回壁面柱穴有

SH5 長方形 4.95X4.10 : 1.21 20.30 N21°E 

゜
④ 

゜
拡張1回暗渠排水

SH6 方形 5.85 X5.35 1.09 31.30 Nl8°E 

゜
④ 

゜
拡張2回

SH7 長方形 4.80X3.75 ・1.28 18.00 Nl8°E 

゜゜゚
拡張2回

SH8 方形 4.55X4.65 • 1.02 21.16 N26°E 
SH9 4.0X4.0以上 Nl8°E 

゜゜
S HlOに先行

S HlO 4.5X- Nl8°E 

゜
④ 方形プランの可能性有

第21表竪穴住居一覧表
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群（西群）と SH3~6 の住居群（東群）を平行配

置するような位置関係は、より規制の強い計画性と

機能性を考慮した結果の反映とみることができよう。

また、概報段階での正方形、長方形プランの住居が
⑪ 

2棟一対になるという指摘は、前述の西群と東群の

住居配置の計画性に還元されうるもので、 2棟単位

でのグルーピングは、その可能性を指摘できる程度

にとどめておきたい。

調査区内で確認された住居址の中で、その規模が

格段に大きなものはない。 SH9・10を同一住居と

みなせば、それに相当する可能性もあるが、長遺跡

第2次調査区で確認されたような一辺が10mを越え

るような規模の住居址は認められない。調査が限定

された範囲で行われたことにも起因するが、住居の

規模の点では、長遺跡第1次調査区での竪穴住居址

とほぽ同程度といえる。相違点としては、建て替え・

拡張の有無及び計画的住居配置の有無であろう。丘

陵上の平坦地に立地する長遺跡第 1次調査区では、

建て替え• 拡張は顕著でなく、全体的な住居群とし

ての建物配置に方向性の統ーも捉えがたい。傾斜地

に立地する本遺跡では、その地形的な制約を受けて

同一地での建て替え・拡張が行われつつも、建物の

一辺を揃えるという計画性が窺われる。

最後に、時期的な点に一言触れると、出土遺物か

らも判るように、竪穴住居は中期後葉の範疇に収ま

るものと考えられる。周辺地域の当該時期の住居平

面プランについては、すでにいくつかの指摘がなさ
⑫ 

れており、今回の結果は、それらを追証するものに

なったと思われる。近年の調壺例の増加から、周辺

地域では、弥生時代後期後半の住居平面プランはお

およそ方形（正方形）に統一されていくことが明ら
⑬ 

かになってきた。おそらく長方形プランの住居は、

中期前半（円形）から後期後半（正方形）に統一さ

れてゆくその過渡期に出現する形態として捉えられ、

この形態を呈するものは、時期的には中期中頃から

後期前半に限定されるといってもよいであろう。

(2)出土土器について

出土した土器は、図示しえた個体数はあるものの、

残存率及び器面の状況がよくないため、詳細な検討

には資料不足と言わざるをえない。当該時期の好資
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⑭ 

料である亀井遺跡SKl・2出土土器や、既に報告

がなされている長遺跡第 1次調壺区出土土器と比較

した場合に、本遺跡では器種組成の点で前二遺跡で

は認められていない凹線文を施す高杯（台付鉢）が

一定量存在することを、ここでは指摘するにとどめ

たい。また、凹線文が施されない壺（壺A2に分類）

もあり、同じ形態をとる壺Alとの比較から時期的

な点を考える上での資料となろう。 （中村光司）

(3)出土石器について

これまで三重県下の遺跡で弥生時代の石器が報告

された例は、津市納所遺跡など若干数存在するが、

時期の特定できる遺構に伴って出土した例はほとん

どない。今回報告した山籠遺跡例についてみると、

量的にはさほど多いとはいえず、近畿や瀬戸内地域

等の諸遺跡の例と比較するとむしろ全く量的には比

ぶべくもないのであるが、まだまだ資料の蓄積が全

くない伊勢地域の石器の資料としては一応竪穴住居

単位で器種組成の知りうる資料として極めて貴重な

ものであるといえよう。石器の所属時期も、出土し

た土器の存続幅から考えれば、包含層出土のものも

含めて中期後葉の極めて限定された時期の資料と思

われる。量的には少ない資料ではあるが、個々の器

種の詳細や石材に関しては、典味深い事実も見受け

られる。そこで山籠遺跡出土の弥生時代石器につい

て、事実確認を中心に若干の考察を加えてみたい。

① 石器器種と使用石材

打製系の石器には、製品でみた場合、石鏃• 石剣

のほかスクレイパーと石錐になる可能性のあるもの

が存在するが、石材はすべてサヌカイト製である。

ただしフレイク・チップ類にはチャート製のものも

存在するため、チャート製の打製石器が存在してい

た可能性も残るが、もし存在していたとしてもその

割合は極めて低いものであろう。

これに対し、磨製系の石器石材は比較的豊富で、

絹雲母片岩・輝岩・輝緑岩・輝緑片岩・凝灰角礫岩・

砂岩・プロピライトが存在する。このうち、大形石

庖丁には絹雲母片岩が、石庖丁には絹雲母片岩と輝

緑片岩といういずれも片岩系の石材が使用されてい

る。太型蛤刃石斧には砂岩と輝岩と輝緑岩と凝灰角

礫岩が、扁平片刃石斧には砂岩と安山岩の一種であ



るプロピライトが使用されている。

これら磨製石器の石材は、砂岩が一志郡一志町を

中心とする一志層群にみられ、同一層準の地層が他

地域でも伊勢平野沿いの山地や丘陵地の各所で認め

られるのをはじめ、輝緑岩系の石材が鈴鹿山系を中

心とする伊勢北部の山岳地帯に広く分布しているも
⑮ 

のである。絹雲母片岩や凝灰角礫岩、プロピライト

も基本的に県内に存在する石材である。

従って、打製石器の石材が、微鍼の存在の可能性

があるチャートを除くと地元では産出しないサヌカ

イトであるのに対し、磨製石器の石材は基本的には

地元近くで求めようと思えば入手可能な石材であっ

たといえよう。

② 納所遺跡出土石器との対比

いうまでもなく、納所遺跡は弥生時代中期にその

盛期を迎える伊勢を代表する弥生時代遺跡で、山籠

遺跡からは直線にして 2km南東に所在する。納所遺

跡は、当地域における拠点的集落と考えられる遺跡

で、石器も未製品を含め膨大な数が出土している。
⑮ 

納所遺跡での石器組成の内訳は、弥生中期のもの

に限った場合、石斧30.7%・ 石鏃26.4%・ 砥石14.3

％・叩石及び凹石10.9%・ 石鏃と打製石斧以外の打

製石器9.6%・ 石庖丁5.9%という比率となる。さ

らに納所遺跡では、カウントした遺物以外にも、各

種の片岩、礫等の小石核も存在しており、集落内で
⑰ 

の石器製作が想定されている。

これに対し、山籠遺跡の石器組成をみてみると、

石鏃37.0%・ 石斧22.2%・ 石庖丁14.8%・ 砥石7.4%

という数値がでる。もちろん山籠遺跡の場合、石器

の百分率を出すには資料の絶対量が不足しているが、

おおよその傾向は知ることができよう。

以上の 2遺跡を比べると、納所遺跡では石斧とと

もに砥石や叩石・凹石といった石器製作に関わる遺

物の割合が高いことが注目されるのに対し、山籠遺

跡では圧倒的に石鏃の割合が高いことと、資料数は

少ないものの石庖丁の占める割合が相対的に高くなっ

ていることが注目される。このことは、納所遺跡が

工房こそ確認されていないものの石器製作（とくに

磨製石器類）を行った遺跡であることと関連してい

るものと推定される。
⑬ 

また、石材についてみてみると、打製石器ではほ
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とんど全てがサヌカイト製であることは両遺跡が共

通する。若干の差異を上げるとすれば、磨製石斧を

みた場合に納所遺跡では砂岩製のものが圧倒的に多

いのに対して、山籠遺跡では砂岩よりもむしろ輝緑

岩系石材が目立ったものとなっていることと、石庖

丁の石材に関して納所遺跡では雲母片岩製のものが

1点しか存在しないのに対し、山籠遺跡では 2点

（絹雲母片岩）出土していること等があげられる。

山籠遺跡の資料数が少ないため、このことが何らか

の意味をもつかどうかは現時点では不明であるが、

あえて理由を求めるならば、納所遺跡の発掘が遺跡

全体のごく一部であるためそれら石材の発掘数がた

またま少ないのではないかということと、使用石材

に山籠遺跡の存続時期である中期後葉では若干の変

化がみられるのではないか、という指摘に止めてお

~ ヽ

-つ o

山籠遺跡では、打製・磨製を含め確実な石器の未

製品や石核類は存在しない。しかし、打製石器につ

いては、サヌカイト製と極く微量のチャート製のフ

レイク・チップ類が出土していることから、簡単な

石鏃や石錐等は山籠遺跡内で製作されたものも存在

すると思われる。同様の例は、山籠遺跡とは谷筋を

同じくし、山籠遺跡の東北300mに所在する長遺跡

（中期後半）においても、サヌカイト製の大型剥片

の存在から集落内に原石を持ち込んで石鏃等を製作

したことが想定されている。このほか、山籠遺跡で

は、極く少量ではあるが絹雲母片岩・輝緑片岩といっ

た片岩系の石材の小破片も出土している。これらは

いずれも石庖丁に使用される石材である。このこと

は、石庖丁製作まではいえないにしても、破損品の

再使用例の多い石庖丁については、遺跡内で修復程

度はされていた可能性を示しているものと思われる。

扁平片刃石斧•太型蛤刃石斧といった磨製石斧につ

いては、原石はおろか石器の製作工程を示す遺物も

出土していないことから、他遺跡で製作されたもの

が製品として本遺跡へもたらされたものと考えるこ

とができる。その場合、山籠遺跡にとって、納所遺

跡が最も近くに位置する拠点的集落であり、両者の

間には石器や石器石材の入手・獲得において、なん

らかのかたちでの供給・需要関係があったものと思

われる。 （穂積裕昌）



(4)調査の課題

埋蔵文化財、特に古墳など地面に表出したものを

視覚的に確認できるものは別にして、そのほとんど

は「掘ってみなければ判らない」ものであることは

自明である。今年度、津市教育委員会によって調査

された長遺跡も、当初はそれほど大規模な集落が存

在するとは予想だにできなかったし、地形改変が進

んでいる現代においては、現水田下から古墳の痕跡

が認められるということもままあることである。

山籠遺跡の調査は、バイパス予定地にかかる部分

の記録保存を目的としている。調査面積は約1,100

面に及び、前述したように調査面積に比して遺構の

密度は高いものであった。全景写真からも判るよう

に、調在区束側には日常の生活道路が走っているが、

遺構の配置からみれば、竪穴住居群はこの下にも延

びてゆくことは明らかである。現在の生活と遺跡の

調査のどちらを優先するのかという、二項対立的な

立場にたたずとも文化財を保護する立場にある我々

の責務は、破壊される遺跡の範囲の確認であろう。

現道の東側での調査前の試掘結果では遺構・遺物と

も認められず、本調査範囲から除外したところであ

るが、本調査中の状況から想定できる範囲での再度

の確認（だめおし）の必要性を痛感させられた。遺

構の存在の有無に関わらず、その結果自体が意味を

もつ調査資料として、記録保存の責を果たすものと

考えらる。

また、前節までに本遺跡の調査結果は記してきた。

目次及び前言などからもわかるように、近年の開発

とそれに伴う発掘調査は大規模かつ長期にわたるも

のであり、 「調査担当者＝報告者」という原則的な

構図は崩れつつあり、むしろ今日の体制の中では、

「調査担当キ報告者」とういう図式が一般的になっ

た感さえある。調査後の速やかな報告書作成が本来

であろうが、それが不可能であることが多々ある。

ここで問題となるのは、調究の正確な報告がなされ

るかどうかであろう。それ自体の情報量の減少の少

ない遺物の報告では、報告者の情報の抽出力が課題

となるが、遺構の場合、調査担当者にしか把握でき

なかった情報の伝達は不可能に近い。実際に目にし

たことのない遺跡の図面と写真をもとに、経験不足

-150-

の担当者が遺構の報告をする事の何と危ういことか。

月日の経過と、複数の担当者のフィルターを通過し

たあとに、本来の情報のどれほどが残っているであ

ろうか。その責を果たし得たのかには疑問が残る。

以上、「調査のまとめ」のひとつとして若干の私

見を述べた。ともすれば、「天にむかって吐唾する」

ことにもなろう。 「報告書はどこまで信用できるの
⑳ 

か」という視点を、 「いかに信用に堪えうる報告書

を作成するか」という観点に置き換えて考えてみる

時期に来ているのではなかろうか。自ら肝に銘じな

ければならない問題でもある。 （中村光司）
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IV. 津市長岡町 宮ノ前遺跡

1 . 位置と環境

宮ノ前遺跡(1)は、津市の中・北部を東流する志

登茂川と安濃川の間にある「見当山丘陵」南斜面に

立地している。

丘陵北側の志登茂川流域では、左岸に徳居古窯跡

群の南西部分にあたる山室古窯跡群(2)がある。同

古窯跡群の操業年代にあたる飛鳥• 奈良時代の遺跡

としては、奈良時代の竪穴住居や「和同開弥」など

の見つかった大里西沖遺跡(3)、古墳時代後期（以

後）の掘立柱建物が発掘された川北遺跡(4)などが

ある。右岸では六大B遺跡(5)、安養院跡(8)、大垣

内遺跡(9)が、段丘が南に向かって緩やかに下がっ

ていく部分に立地しており、飛鳥～平安時代の掘立

柱建物群が見つかっている。下がりきったところに

は志登茂川支流の毛無川が流れ、対岸に橋垣内遺跡

(6)大古曽遺跡(7)がある。この毛無川上流の安濃町

から津市にかけての地域には、内多窯跡 (10) (安

濃町）のほか未発見の須恵器窯が存在する可能性が

あると思われる。

宮ノ前遺跡のある見当山丘陵は芸濃町から安濃町

を経て津市鳥居町付近に達する。同丘陵は安濃川左

岸としてとらえられることが多いが、 7世紀代の竪

穴住居や奈良時代以降の掘立柱建物の見つかった内

多馬場遺跡(11)や宮ノ裏A・B遺跡 (12)(13) (い

ずれも安濃町）は、毛無川上流域にあたり橋垣内遺

跡など志登茂川右岸の遺跡群との関連が考えられる。

安濃川左岸では弥生時代の遺跡として、中期後葉

の竪穴住居が100棟以上見つかった長遺跡(14)、そ

の南西に同時期の山籠遺跡(15)がある。いずれも安

濃川の沖積平野からは800~1,000m ほど距離をおい

た丘陵上に立地している。安濃川の沖積平野にはこ

の地域の弥生時代の拠点的集落納所遺跡(16)があり

周辺にはその分村と考えられる中小の集落が点在す

る。竹川(17)、森山(19)、桐山(20)、亀井(21)(以
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上津市）、清水 (22)、清水西 (23) (以上安濃町）

などの遺跡は見当山丘陵の裾に点在する。宮ノ前遺

跡もこのうちのひとつである。弥生時代の水田のみ

つかった森山東遺跡(18)は、宮ノ前遺跡の南にある。

また、大城遺跡群 (24) (安濃町）では、 3世紀後

半の竪穴住居と 3世紀末-4世紀初頭の方形台状墓、

のほか5世紀後半から 6世紀末の古墳、中世墓が見

つかっている。

見当山丘陵の古墳は、丘陵頂部に単基ないし 2基

程度が築かれることが多い。安濃川右岸の古墳群が

数基～数十基も連続して造られるのとは異なるだけ

でなく数の上でも規模でも右岸の古墳群の比ではな

ぃ。古墳を造営した集団の質的な差異に加え、左岸

では谷が複雑に入り組み、連続して古墳を築けるよ

うな舌状の丘陵が少ないという地形的な制約もある

と思われる。調査された古墳をみると、副葬品がな

いか少ない、埴輪を持つ、自然地形を成形して墳丘

を造り盛土が少ないなどの共通点もみられるが、横

穴式木芯室から多くの副葬品が出土した君ケロ古墳

(25)や丘陵東端にあり横穴式石室に家形石棺の納め

られた鳥居古墳(26)など多様性もみられる。

安濃川流域の飛鳥時代の遺跡は長谷山周辺の古墳

群の中に 7世紀代まで下るものがあるものの集落跡

としては宮ノ前遺跡の竪穴住居は数少ない例である。

安濃川沿いは、鈴鹿関で東海道と分れ椋本辺から

安濃川の平野に下り南下する古代の交通路であった。

途中の市村駅は安濃川右岸の津市殿村付近とする説
① 

が有力である。安濃川沿いで奈良• 平安時代の遺跡

をみると、椋本南方、松山、赤坂(27)(芸濃町、安

濃川左岸）、北浦(28) 、浄土寺南• 浄土寺米買(29)

（安濃町、安濃川右岸）の各遺跡がある。古道との

関連の研究が今後の課題である。



第99図 遺跡位置図 (1: 50, 000) (国土地理院 1 : 25,000 椋本・白子•津西部・津東部）
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2. 調杏経過の概要

昭和63年度の試掘調査結果では、斜面下部におい

ては斜面を流れ下った土砂が厚く堆積しており、遺

構検出面が多面にわたることが確認されていた。

平成元年度の発掘調査は、調在区をA、B、Cの

3地区に分けて行われた。 A地区は、丘陵裾部の斜

面地約2,500m2。斜面上部の標高は14.2m、下部で

8.5mである。 B地区は、 A地区の南、市道と美濃

屋川の間で、調査面積は河川保全区域の関係上、約

130m2。標高は8.5m前後。 C地区は、丘陵中腹の平

坦部にある旧祠跡で調査面積は約150m2。標高は26

~30m である。

調査は、 4月にB地区の表土除去から開始した。

厚い堆積土や攪乱層に苦労したが、 5月下旬には遣

り方測量を実施しB地区を終了した。 A地区は、 5

月下旬に表土除去を実施。 10月初旬には第 1遺構面

の調査を終了し下層に移った。予想以上に堆積土が

あり、遺構面も第 2~第5面にわたることが分かり

第100図遺跡地形図 (1 : 5,000) 
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調査は容易でなかった。遺物も多量で、遺構も縄文

時代から室町時代にいたる各時代のものが複合して

検出された。このため調査期間を延長し、終了した

のは3月中旬であった。航空測量は、第 1遺構面

(9月29日）、第3遺構面 (12月21日）、第 4遺構

面 (2月9日）の計3回実施し調査の円滑化と正確

を期した。なお第2遺構面は調査区の南東部のみで

あり、遺構も近世の耕作溝のみであったので平板測

量によった。第5遺構面は調査区の中央部約600m2

であり、遣り方測量によった。 C地区の調壺は、平

成元年10月に行った。

平成5年度には、用地買収の関係で後になってい

た、 A地区の南東方向にあたる部分約100面をD地

区として 4月に調査を行った。標高は8.6mである。

堆積土は厚かったが主要な遺構はなく南東に向かっ

て緩やかに下がっていく地形がみられた。実測は平

板測量によった。



3. A地区の調査

(1)基本層序と遺構検出面

遺跡が丘陵斜面に立地しており、 A地区では掘削

前の標高が、調査区の北端で約14.2m、南端では約

8.5m。南北約62.5m間の比高差は 5.7mであった。

このため、調査区の北半では表土から遺構検出面ま

で比較的浅く、北半部で平安時代以後の遺構が検出

されなかったり、北端で遺構が全く検出されなかっ

たりするのは、上層部分が流失したものであろう。

一方、南半部分では、流れてきた土砂が厚く堆積し

ている。遺構検出も多いところで第5面まで行った

が、流失、堆積を繰り返したようで、検出面と時代

順は必ずしも一致していない。

基本層序は、北半では、最初は表土 (I層目）、

にぶい黄橙砂質土 (II層目）、褐色砂質土(m層目）、

第101図調査区位置図 (1: 2,000) 

〔A-C地区：平成元年度調査、 D地区：平成5年

度調査〕

山）であるが、南に行くに従って、白色ブロック混

橙色砂質土、にぶい黄褐色砂質土、黒褐色土が順に

入ってくる。ちょうど傾斜が緩やかになる直前であ

り、斜面を流れ下った土砂が順に堆積していった様

子がうかがえる。

調査区南半では、複雑な堆積状況に加え、開墾等

による攪乱も受けている。表土は一部では削平され

てにぶい黄橙砂質土に代わってII層目となる明黄褐

色砂が露出する。褐色砂質土は南半でも皿層目にな

るが、開墾による攪乱を受けた後消失し、代わって

小石混灰黄褐色土がm層目になる。さらにその下に

は、にぶい黄褐色砂質土、灰黄褐色土、暗灰黄褐色

砂質土が、明黄褐色土、黄褐色土等をはさんで、複

雑な層を形成する。

また、調査区北端からやや下ったところからは、

第1遺構検出面と地山との間に褐色砂質土（第3遺

構検出面）、黒色泥炭土（第4遺構検出面）があり、

調査区南半になると、さらにその下に淡緑灰砂混シ

ルト（第5遺構検出面）がある。なお、調査区南東

部では第1遺構検出面と第3遺構検出面の間に灰黄

褐色シルト混砂があり、これを第2遺構検出面とし

た。

(2)遺構

A. 縄文時代の遺構

土坑 SK  1 第5遺構面で検出した。プランはほ

ぼ円形で、直径1.3m。底部は船底状で、検出面か

らの深さは中央部分で13cmである。縄文中期末葉の

深鉢が出土している。

ヽ
゜Q~ 

0
0
 

゜
lm 

第102図 S K 1実測図 (1: 40) 
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B. 弥生時代の遺構

この時期の遺構はすべて竪穴住居で4棟ある (s

H 2 -5)。SH4を第 1遺構面、 SH2・3を第

3遺構面、 SH5を第5遺構面で検出した。

SH2 調査区の北半西寄りで検出した。楕円形の

プランで、東西6.0mX南北6.8mの規模は飛鳥時代

のものも含めた竪穴住居中最大である。周囲を幅25

cm、床面からの深さ10cmの周溝がめぐる。主柱穴は

明らかでなかった。

弥生後期前半の壺、甕、高杯が出土している。

SH3 調査区の北半東寄りで検出した。隅丸方形

のプランで、一回の拡張が認められる。
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拡張前は北西ー南東4.9mX北東ー南西4.8mで、

四辺に幅20cm床面からの深さ 6cmの周溝がめぐる。

主柱穴は4カ所確認できる。拡張後は、北西ー南東

5.7mX北東～南西5.5m。主として南東と南西に拡

張しいている。平面形はややくずれた印象を受ける。

周溝は四辺にめぐる。幅30-50crn、床面からの深さ

は20-30crnである。

弥生後期後半の遺物が出土している。出土遺物に

は、重複する飛烏時代のSB13 (第 1遺構面検出）

のものも混入していると考えられる。

SH4 調在区の中央西寄りで検出した。南北3.9

mX東西4.lmでほぼ方形のプランをもつ。土砂の

流失によりかなり削平を受けているものと思われ、

検出面と床面の差はわずか5cmで、周溝、主柱穴と

もに明らかでなかった。

弥生後期後半の小形壺、高杯が出土している。

SH5 調査区のほぽ中央部で検出した。隅丸長方

形のプランをもち、規模は短辺（北西ー南東） 3.9 

mX長辺（北東ー南西） 5.8mである。周溝は、幅20

"'40cm、床面からの深さは10cmで四辺にめぐる。さ

-169-



らに南東辺の中央からは排水溝が南東方向に2.4m

延びる。主柱穴は 3カ所確認できた。

弥生後期前半の壺、甕、高杯、土錐等が出土して

いる。

C. 飛鳥時代の遺構

7世紀代の遺構・遺物をここでは飛鳥時代として

報告する。

同時代の遺構としては、竪穴住居6棟 (SH6 ------

11)、掘立柱建物3棟 (SB12------14)、溝3条 (s

D15------17)がある。 SB12・13とSD17を第 1遺構

面、 SH6・8とSD15・16を第3遺構面、 SH7・ 

9------11とSB14を第4遺構面で検出した。
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a . 竪穴住居

SH6 調査区のほぼ中央部で検出した。隅丸方形

のプランをもち、北西ー南東4.2mX北東ー南西4.3

mの規模である。周溝は検出されず、主柱穴は 3カ

所まで確認できた。東角をSDl5によって切られる。

7世紀代の土師器甕、須恵器杯蓋．杯身等が出土

している。遺物量は、竪穴住居中最も多い。

SH7 調査区中央東寄りで、竪穴住居の北壁全部

と東• 西壁の一部を検出した。南半分以上は流失し

たと考えられる。規模は北辺部分で東西5.1m。隅

丸方形のプランであったと思われる。北壁中央で竃

が検出された。竃からは煙道が北に延びる。また、

東辺では周溝が検出されたが、他の辺での周溝の有

無は不明である。なお、検出時の状況から 1回の建

て替え、または拡張の可能性がある。

7 世紀前葉～中葉の須恵器杯蓋• 杯身・甕、土師

器甕等が出土しているが、図化できるものはなかっ

た。

SH8 調究区の中央部、 SH6の南で検出した。

北西角を SE33によって、南西角を SK21によって

切られている。南北4.5m、東西は北壁で4.5m南壁

で4.0mの規模で、ややいびつではあるが、基本的

SH 8 

＠ 

G
一

5m 

E
 9"6 _
 

r
 

~ SH 6 -1 "¥_'¥. 吋2.E • 

·~ 
c"' 0/1」LO

゜d ,o． ツ・・
ヅ

O 01 
吋

゜A 

｀
 
_L  

-
5m 

第112図 SH8実測図 (1 : 100) 第113図 S H 6• 7実測図 (1 : 100) 

-171-



~ 
◎ ト
(Q:) 

SH10 ◎ ◎ 
◎ 

二
◎ ◎ 

◎ ◎ 

◎ 
◎ 

2) 
翌

◎ 

r:;:= 

◎ 
◎ 

◎ 
◎ 

L
-

¥¥ 

◎
 

パ

K
一

M_ 

。一

0 5m 
I I I -― I - I I 
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には隅丸方形のプランをもつ。検出面から床面まで

の深さは10~30cmである。周溝は検出されず、主柱

穴は特定できなかった。

7世紀中葉の須恵器杯身のほか、須恵器高杯、土

師器甕、鉄鏃が出土している。

SH 9.....,11 調査区南壁の中央に近いところで、南

北にならんだ形で3棟検出した。検出したのはSH

9の西側周溝の一部、 SHlOの西側• 北側の周溝の

一部、 SHUの西壁であり、他の部分は土砂の流失

により削り取られていると思われる。プラン及び規

模については、 SHlO・11が隅丸方形、 SHUの南

北が3.8mという以外は不明である。なお、 SHlO 

がSH9を切る関係にある。

出土遺物は、 SH9・10から 7世紀代の須恵器杯

身• 高杯が、 SHUから須恵器杯蓋• 土師器甕の他

図化できなかったが須恵器台付壺が出土している。

b. 掘立柱建物

SB 12 調査区の北西で検出した。桁行3間 (4.5

m) X梁行2間 (3.8m)、棟方向N26°Eの総柱

建物である。柱間は、桁行が北から1.4+1.4+1.7m、

梁行は1.9mの等間である。柱掘形は円形で検出さ

れているが、方形であったと思われるものもある。

柱掘形の虹径は40cm~70cm 。

SB 13 調在区の北東で検出した。桁行 3間 (6.0

m) X梁行2間 (4.0m)、棟方向はN74°Wであ

る。柱間は、桁行・梁行とも等間で2.0mである。

柱掘形は隅丸方形と思われるが、円形に近い状態で

検出されたものもある。北西角のピットを除いて柱

痕跡が検出されている。柱掘形の大きさは、一辺

（直径） 50~70cmである。

S B12とSB13とは、棟方向のずれ等から、関連

はうすいと思われる。しかし、 SB13の南にある S

D17とSB12とは、 SB12の梁方向 (N64°W)と

S D17の方向 (N62°W)がほぼ同じであること、

S B12の南の梁を東に延長した位置に SD17がある

ことから何らかの関連があると考えられる。

SB 14 調査区南辺の中央部付近で検出した。 SH

10・11のすぐ東側にあたる。桁行4間 (6.75m) X 

梁行2間 (3.3m)で、 N7°Eの南北棟になる。

柱間は桁行が北から1.8+1.65+ 1.65+ 1.65m、梁行

が1.65mの等間である。土砂の流失・堆積の関係で
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南半分特に南東部のピットが全部は検出されず、総

柱建物か否か確定できない。また、 3間X2間の建

物に、北に 1間ずれた形でもう 1棟が重複していた

可能性も捨てきれない。柱掘形は円形で、直径は35

-55cm。北西角の柱穴には柱根が残る。

C• 溝

SD15•16 調査区の中央付近で検出した。 2つの

溝はほぼ平行して北から南に流れ、 SH6の東で合

流し、その 2m南でSH6の東角を切って、蛇行し

ながらさらに南に続き、やがて検出できなくなる。

合流部での切り合い関係は不明である。また、 SD

T
⑩
|
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15の北に延びる溝は近世以降の耕作に伴う排水溝と

思われ、 SD15とは別のものである。 SD16も北の

方では検出されなかった。 SD15・16とも幅は20-

80cm、検出面からの深さは15-20cmである。

遺物は、 SD15から須恵器杯蓋・ 身、土師器甕、

鉄鎌片が出土しているが、図化できるものはなかっ

た。

SD 17 調査区の北西部で検出した。等高線に平行

する形の溝だが、強いて言えば西に向かって流れる

と思われる。西の端はSD51に切られており、検出

した長さは7.8m、幅50-70cm。検出面と溝の底と

の差は北側（斜面上）で20cm、南側（斜面下）で4

cmである。前述のようにSB12との関連が考えられ

るほか斜面を流れてくる雨水を受け止める働きをし
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ていたと考えられる。

D. 平安時代末～鎌倉時代初頭の遺構

主として12世紀末~13世紀初頭の遺構・遺物をこ

こでは平安時代末～鎌倉時代初頭として報告する。

ただし、一部には12世紀中葉~13世紀中葉の範囲の

ものも含んでいる。

この時代の遺構としては、掘立柱建物2棟 (SB

18・19)、井戸 1基 (SE20)、土坑4基 (SK21・ 

23~25) 、溝 1 条 (S D28)がある。 SK23を第 1

遺構面、 SK21·24~25 と S D28を第3遺構面、 S

B 18・19とSE20を第4遺構面で検出した。
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a . 掘立柱建物

SB 18 調査区

の南東で検出し

た。桁行 3間

(6.6m) X梁行

2間 (4.2m)

の総柱建物で、

N23°Eのほぼ

南北棟になる。

柱間は、桁行が

北から2.4+2.1

+2.lm、梁行

は等間で2.1m 

である。柱掘形

のプランは円形

で、直径30cm内

外である。

SB 19 調査区

の南東で、一部

S B18に重複す

る形で検出した。

桁行 4間 (8.7 

m) X梁行3間

(6.lm)の総柱

建物で、 N70°

Wのほぼ東西棟

になる。柱間は、

桁行が東から

2.25+2.15+2.1 

5+2.15m、梁

行が北から1.95

+1.95+2.2m 

である。柱掘形

のプランは円形・

方形両様あるが、

いずれも直径ま

たは一辺20-40

cmのものである。

一部柱根の残る

゜

A B 
8.0 m 

曇
c
＿
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言

◎ ◎ ≪ 

ピットもある。

第120図 S D28実測図 (1 : 100) 

4m 

c
 

なお、 SK24はSB19に伴うもので、最東部の桁行

1間分と梁行3間分を占める。そのため桁行最東部

の柱間は若干広くなっている。

b. 井戸

S E20 調査区の南東、 SB19のすぐ西側で検出し

た。素掘りの井戸で、長径2.5mX短径1.4mのたま

ご形のプランを持つ。深さは2.0mである。

出土遺物には、 7世紀後半-8世紀前半の須恵器

や土師器が見られるが、これらは土砂の流入時に混

入したものと思われる。井戸の時期としては、山茶
② 

椀（図化できるものはなかったが、藤澤編年で第4

型式の段階のものがみられる。中心は第5. 第6型

式である。 （以下山茶椀• 山皿の編年については同

氏のものを使用する。）、山皿（第6型式）、ロク

ロ土師器等から、 12世紀後半-13世紀前半と考えら

れる。

C. 土坑

S K21・23-25 S K21は調査区の中央付近でSH

8の南東角を切るようなかたちで、 SK23-25は調

査区の南東部で検出した。 SK21からは、土師器皿

（直径9cm、器高1.8cm前後）、土師器鍋、山茶椀が

出土しており、時期的には12世紀後葉～末のもので

ある。 SK24は第3遺構面で検出されているが、掘

り下げた結果第4遺構面検出のSB19の東部分を占

めていることが分かった。このためSB19に伴う土

坑で貯蔵庫のようなものであったと考えられる。東

側の壁面には長さ3.2m幅40cmの板材が残っていた。

土師器皿、山茶椀（第5型式）、白磁椀が出土して

いる。 SK25 (第3遺構面検出）の上層にはSK48 

（第 1遺構面検出）があるが、これらが検出された

調査区南東部では間に第 2遺構面があり、 SK25と

48は別のものである。 SK25・48ともに図化できる

遺物はなかったが、 SK25出土の山茶椀が第 5型式

であり、 SK48出土のものは第6型式である。

なお、各土坑の詳細については、土坑一覧表（第

22表）を参照されたい。

d. 溝

S D28 調査区の南東端で検出した。北西から南東

に流れる溝で、検出した長さは17.6m。さらに南東

調査区外に延びる。幅は1.2mだが、南東部ではし

だいに広くなる。検出面からの深さは20-30cmであ
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る。

図化できる遺物はなかったが、土師器皿、山茶椀

（第5型式）等が出土している。

E. 鎌倉時代の遺構

13世紀前葉から14世紀前葉の遺構・遺物をここで

は鎌倉時代として報告する。全体としては13世紀代

のものがほとんどである。

この時期の遺構としては、掘立柱建物3棟 (SB

29-31)、井戸3基 (SE32-34)、土坑16基 (s

K22・35-49)、溝4条 (SD 26・27・50・51)が

ある。 SK49とSD27を第3遺構面、 SE32を第4

遺構面で検出した以外はすべて第 1遺構面での検出

である。

a . 掘立柱建物

S 829 調査区の西壁中央付近で検出した。 2間以

上X2間 (3.lm)の建物である。棟方向は不明だ

が、仮に 2間以上の方を桁行とするとN53°Eにな

る。柱間は 2間以上の方が2.lm、2間の方が1.55

mである。柱掘形は、他のピットなどとの重複で形

のくずれたものもあるが、基本的には円形で直径は

30cm前後である。

S 830 調査区の西壁中央付近でSB29と重複する

ように検出した。検出されたのが3間 (4.35m)X 

2間以上である。棟方向は不明だが、仮に 3間を桁

SE32 

行とすると、 N40°Eになる。柱間は 3間の方が

1.45m、2間以上の方が1.4mである。柱掘形は SB

29同様くずれたものもあるが、直径30cm程の円形で

ある。

S 831 調査区の南西部で検出した。桁行3間(5.5

m) X梁行2間 (4.2m)で、 N72°Wのほぼ東西

棟である。柱間は桁行が西から2.0+l.75+1.75m、

梁行が2.lmの等間である。柱掘形は基本的には円

形で、直径は30~50cmである。

b. 井戸

S E32 第5遺構面の西端で検出したが、これは調

査区全体では中央やや北西寄りになる。掘形は長辺

2.5mX短辺2.0mのほぼ隅丸長方形である。検出面

から深さ1.lmでその北西部をさらに掘り＜ぽめる

（直径0.8m)。全体の深さは1.8mである。

遺物は特に上層の部分から多く出土しており、土

師器皿• 鍋• 羽釜、山茶椀、瀬戸美濃おろし皿、常

滑甕等がみられる。

S E33 調査区の中央部で検出した。プランは円形

で直径2.2m、深さ4.0mの素掘りの井戸である。

出土遺物のうち須恵器杯身・杯蓋、土師器甕は混

入品であろう。（混入元としては SH8及びSH6

が考えられる。）鎌倉時代の出土遺物としては羽釜

の他、図化できなかったが山茶椀（第7型式）があ
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る。

S E34 調査区中央部やや南寄りで検出した。プラ

ンはややくずれてはいるがほぼ円形で直径l.Om、

深さ2.2mの素掘りの井戸である。

出土遺物は、底部外面に「西」と読める墨書のあ

る山茶椀（第6型式）がある。

C• 土坑

ここでは特徴的なもののみを述べる。各土坑の詳

細については土坑一覧表（第22表）を参照。

S K35-40 調査区の西壁中央部分で検出した。ト

レンチによって切られているが、 SK36・37を除い

てほぼ南北に連なる。 SK35-38を中心に土師器の

皿が多量に出土している。土師器皿は、直径8cm・ 

器高 1cm程度のものと、直径13-14cm・器高3cm程

度のものの 2つに大別できる。 SK35・38では山皿

（いずれも第7型式）が伴出している。

S K 41• 42 S K40の南でほぼ東西にならぶように

検出された。 SK41は長方形の土坑である。 SK42 

A_ 

B • 一
11.2m 

C
- m

 
。一m

゜
第123図 S K 36• 37遺物出土状況図 (1: 20) 
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S D 26• 50• 51実測図 (1: 100) 
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もピットやトレンチなどで形がくずれているが、同

様の形であったと思われる。 SK42はSB29・30い

ずれかの掘立柱建物に伴う土坑であろう。

なお、調査区の南東部では主として第 1遺構面に

おいて隅丸長方形ないし楕円形の土坑が集中する感

がある。

d. 溝

S D26 調壺区の東方を北から南に流れる。検出し

た長さは34.3m 、幅l.1~1.5m 、検出面からの深さ30

cmである。 13世紀前半代を中心とした多量の山茶椀．
③ 

山皿、土師器皿、鍋（伊藤編年 1段階b 以下土師

器鍋—南伊勢系の鍋一ーの編年については同氏

のものを使用）、白磁皿、常滑産（？）壺・甕等が

出土している。なお、 SD26はB地区へ延びない。

S D27 調査区の南東部で検出した。初め西流、次

いで南へ、更に再び西に流れる。検出した長さは

16.3m 、幅0.4~1.0m 、検出面からの深さ 10~30cm

で、山茶椀・山皿（第 6型式）、土師器鍋 (1段階

b)等が出土している。

S D50 調査区の北部で検出した南流する溝である。

南方がとぎれたようになっているのは、土砂の流出

で削られたためであろう。検出した長さは13.8m、

幅0.7m、検出面からの深さ20cm。山茶椀（第 6型

式）が出土している。

S D51 初め東流するがすぐに南に向きを変え、調

査区の中央よりやや東寄りを南北に縦貫する。上端

部は SD50に切られる。検出した長さは44.0m、幅

SE52 @_A_ 

第126図 S E 52・53実測図 (1: 100) 
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0.6~1.5m 、検出面からの深さ30~50cmで、下流に

行くに従い広く深くなる傾向にある。土師器の皿・

鍋 (1段階b) . 羽釜、多量の山茶椀•山皿（第 6

~7 型式が中心）、常滑産甕等が出土している。

F. 室町時代の遺構

この時期になると遺構・遺物ともに少なくなる。

遺構としては井戸2基 (SE52・53)および土坑2

基 (SK54・55)がある。 SE52とSK54・55を第

1遺構面、 SE53を第3遺構面で検出した。

a . 井戸

S E52 調査区南西部で検出した。掘形のプランは

たまご形で、長径4.3mX短径3.3mである。検出面

から0.9mで岩盤となるため、直径2.6mでさらに掘

り下げている。全体の深さは2.6mになる。埋土上

層から土師器皿• 鍋 (3 段階 a~b) 、常滑産甕等

が多量に出土している。

S E53 調査区の南東部で検出した。プランはほぼ

円形で、直径2.0m検出面からの深さ1.9mの素掘り

井戸である。出土遺物には室町時代の五輪塔空風輪

や図化できなかったが15世紀末~16世紀初の常滑産

鉢があり、井戸の時期としてはこれらの方であろう。

図化した山皿 (12世紀中葉～後薬）は混入品と考え

られる。

S K 54• 55 いずれも調在区南東部で検出した。詳

細は土坑一覧表（第22表）を参照されたい。

（本堂弘之）

B ．．，，一・
10.0 m 

5m 



遺構番号(SK) 時 期 検出面 平面形 規 模 (m) 榔(~ 出土遺物 図版番号 備 考

1 縄文中期末 5 円 形 直径13 13 深鉢 102 

2 1 12後葉～末 3 円 形 直径10 10 土師器小皿・鍋、山茶椀 127 

2 3 12C末-13C初 1 長方形？ 短辺10 15-20 土師器鍋、ロクロ士師器、山茶椀 ，， 

2 4 ，， 3-4 長方形 短辺l.7X長辺47 20-40 土師器皿、ロクロ土師器、山茶椀、白磁椀 119 S B19伴う

2 5 .,. 3 隅丸方形？ ,,. 1.6X ,,. 3.2 15 山茶椀 127 

2 2 13C前半 1 楕円形 短径0.9X長径18 20 山茶椀 ，， 

3 5 13C前葉～中葉 1 隅丸方形 一辺0.8 20 土師器小皿、山皿 ，， 

3 6 13C中葉 1 円形 ？ 直径0.5 不明 土師器小皿、山皿 123 127 

3 7 13C前葉～中葉 1 隅丸方形 一辺05 20 士師器小皿・皿 ，， 

3 8 ，， 1 隅丸方形？ ,, 1.0 25 土師器小皿、山皿 127 

3 9 ，， 1 円形 ？ 直径0,8 30 土師器皿、山茶椀・山皿、片口鉢、常滑甕 (, 

4 0 .,. 1 隅丸長方形 短辺llX長辺15 20 士師器小皿• 皿、山茶椀 ,, 

4 1 13C中葉～後葉 1 長方形 ,, 1,6X ,, 1,8 30 土師器皿•鍋、山茶椀 山皿、常滑甕 ，， 

4 2 鎌倉後半 1 長方形？ 短辺1,0 10-20 122 SB29または30に伴う？

4 3 13C中葉～後葉 1 楕円形？ 短径08X長径1.6 50 山皿、常滑壺（甕？） 127 

4 4 鎌倉 1 楕円形 ,, 1 ox ,, 18 35 ，， 

4 5 13C前葉～中葉 1 .,. ,-,11x,-,21 20 土師器鍋、山茶椀、五輪塔（空輪、風輪） .,. 

4 6 13C前葉 1 長方形？ 短辺1.0 15 山茶椀 ，， 

4 7 13C前半 1 隅丸方形 一辺09 20 ケ

4 8 ~ 1 隅丸長方形？ 短辺08-10 10 山茶椀 -'/ 

4 9 13C前葉 3 円 形 直径09 15 山茶椀、白磁皿 ，， 

5 4 室町 1 楕円形？ 短径llX長径16 15 土師器鍋 ，， 

5 5 ，， 1 隅丸長方形？ 短辺08X長辺10 20 ，， 

第22表土坑一覧表
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(3) 遺物

出土遺物は、 A地区でテンバコ215箱、 B地区で

2箱、 D地区で 1箱の総数218箱があり、大半がA

地区からのものである。このうち、遺構に伴う遺物

は90箱で、その内訳は縄文・ 弥生時代の遺物が14箱、

飛鳥時代の遺物が22箱、平安時代末～室町時代の遺

物が54箱である。なかでも鎌倉時代前半期の遺物が

多く、遺物包含層出土のものも合わせると陶器椀

（山茶椀） ・陶器皿（山皿）の出土量が他を凌駕し

ている。

ここでは、時期別に個別遺構出土の遺物を中心に

概述することとし、個々の遺物の詳細については、

遺物観察表を参照されたい。

A. 縄文時代の遺物 (1......, 7) 

(a)土器 (1)

図示しうるものとしては、縄文時代の土坑SKl

から出土した 1のみである。 SKlからは他に口縁

部に隆帯をもつらしい深鉢細片等も出土している。

いずれの土器も激しいローリングを受けているため

詳細不明であるが、中期末に属するものであろう。

1は、底部破片である。器面風化による剥落が著

しいが、辛ろうじて底部外面に網代の痕跡を見るこ

とができる。

(b)石器 (2......,7) 

いずれの遺物も包含層もしくは時期の異なる遺構

から混入した状態で出土したものであり、一括して

報告する。

2~4 は、サヌカイト製の石鏃である。いずれも

凹基無茎鏃である。 2~3 がやや細長いのに対し、

4は扁平で、中央部には自然面を残す。全体に風化

が著しい。

5は、黒曜石製の二次加工有剥片である。製品と

すればスクレーパーの可能性もあろうが、その場合

には、刃部に二次加工を受けていることになる。こ

の個体以外に、黒曜石製のものとして石核 1点が存

在する。縄文時代黒曜石の三重県下への搬入は、無

いことはないが極めて珍しい。

6は、打ち欠き石錘である。上下端を打ち欠いた

だけの簡単な作りで、同様のものはあと 1点出土し

ている。石材は片岩系のものであろう。

7は、砂岩製の敲石である。長径部両端がやや潰

れており、使用した痕跡であろう。

（穂積裕昌）
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第128図縄文時代の遺物 (1のみ 1: 4、他は 1: 3) 

B. 弥生時代の遺物 (8,...._,31) 

竪穴住居SH5・SH2・SH3から出土の後期

初頭から前半にかけての一括遺物がある。

(a) SH 5出土遺物 (8,...._,21) 

壺、甕、高杯、土錘、叩石等がある。土器類は全

体的に器面の磨耗が著しく、調整不明なものが多い。

また全形を窺えるのは、壺8・9のみである。

壺類には大形品 (11・14)、中形品 (8・9・10・

12)小形品 (13)がある。

中形の広口壺8・9・10は、頸部から口縁部にか

けて外反するもので、体部最大径は、体部の中程に

-185-
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あり、底部は平底である。口縁端部を丸く仕上げ、

直下に一条の沈線を巡らすもの (8)、口縁端部に

面を作るもの (10)、頸部をやや長く作るもの (9)

が認められる。 8・10の頸部と肩部の境には、ヘラ

または細い棒状工具による刺突文が施される。器面

の調整は縦ないしは斜め方向のミガキと思われる。

11は大形の壺の体部片である。外面はハケ調整の

のち、体部上部に雑な横線文、波状文を交互に施す。

内面は細かいハケ調整ののち、中央部を横方向にな

でる。

12は体部最大径が下位にある壺底部で、横方向の

ミガキの痕跡がわずかに認められた。

甕には、口縁部が受口状のもの (15) と口縁部の

屈曲が弱く、あまり肩の張らない胴長のもの (16)

がある。後者の底部は上底の擬高台を呈する。

高杯は、杯部あるいは脚部の破片しかないが、 17

によれば、杯部は浅く、口縁部は直線的に弱く外傾

する。器壁は比較的薄い。この杯部には18のような

脚部が付くのであろうか。 19の脚部は、脚柱上部に

幅の広い櫛描横線文、その下に刺突文を施し、透孔

は5方に穿孔される。

(b) SH2出土遺物 (22......,24)

壺、高杯のほか、図示しなかったが受口状口縁の

甕がある。

口縁部が大きく傾く広口壺22は、 SH5の10と同

様、口縁端部の面がシャープで、頸部と肩部の境に

刺突文を巡らす。底部は厚く、若干突出する。器面

の調整は磨耗が著しいため不明瞭であるが、体部上

半で縦のミガキ痕が認められた。小形の壺23も底部

が突出する。

高杯24は脚柱部のみの破片である。脚柱部は細長

く、杯部との境に刺突文を巡らす。外面は細かいハ

ケメで調整。透孔は 6個穿たれる。

(c) S H 3出土遺物 (25......,31)

壺、甕、高杯等がある。いずれも器面の保存が悪

く、調整は不明瞭であるが、壺類はミガキと思われ

る。

高杯には、脚柱部に櫛描横線文を多用し、円盤充

填技法が認められるもの (29)や、脚が短くて、裾

部が大きく開き、下位に 4個の透孔を有するもの

(31)がみられる。 31は台付椀もしくは台付壺と呼

ばれる脚部かもしれない。

壺27の底部内面には有機物の付着が認められた。

（倉田直純）

C. 古墳時代の遺物 (32,-..,33)

6世紀末-7世紀初頭に所属するものは飛鳥時代

の遺物として後述するため、ここではそれより前の

ものについて報告する。当該時期の出土遺物はいず

れも包含層からの出土であるが、石製品 1点と初期

須恵器1点があり、量は少ないものの注目される遺

物である。

(a)土器 (32)

32は、須恵器高杯形器台である。小破片ながら、

外面には横方向の突線間に鋸歯状の文様をヘラ描き

しているのが明瞭であり、いわゆる「初期須恵器」

の範疇に入るものであることがよくわかる。器壁の

カーブの具合から、高杯部でもかなり下の方の部位

と思われる。文様は、低い山形の突線によって区画

されている。

(b)石製品 (33)

33は、碧石製と思われる管玉である。

（穂積裕昌）
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第130図 古墳時代の遺物〔包含層出土〕 (1 : 3) 

D. 飛鳥• 奈良時代の遺物 (34~143)

遺構に伴う遺物には、 7惟紀代のものを中心に竪

穴住居SH6、SH8、SH9・10、SHU出土の

ものがある。但し、 SH6を除いては量的に乏しく、
④ 

SH6出土の遺物も須恵器を見る限り、田辺編年の

TK209型式の併行のものとこれより 1型式以上新

しいと思われる一群が混在しており、必ずしも良好

な一括遺物とは言い難い。また遺構としては確認さ

れなかったが、遺物包含層からも 6世紀末葉から 8

世紀前葉にかけてのものが多く出土している。

なお、 TK209型式併行の須恵器は、後期古墳か

ら出土の場合、古墳時代の遺物として取り上げるこ

とが多いが、ここでは政治史的に次の奈良時代への
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継続性がより強いと考えられることから、ここでは

広義の意味の飛鳥時代に含めることにした。

(a) SH 6出土遺物 (34.....,57)

須恵器では、古墳時代の伝統的様式を残す須恵器

杯H、律令的土器様式とされる杯Gのほか、広口短

頸壺、台付長頸壺、甕、平瓶があり、土師器では、

甕、鍋、高杯、小形壺等がある。

（須恵器）

杯H(41-----44)は、口径11.4-----14.4cmで、受部の

立ち上がりは短く内傾する。底部外面はヘラ切り

のまま、もしくはヘラ切り後、弱くなでるものであ

る。杯Hの蓋(34-----40)は口径13.2-----15.Bcmで、天

井部は高くて丸く、口縁部との境が不明瞭なものが

多い。なお、 34のみ境に沈線を巡らす。天井部はロ

クロケズリを施すが、ヘラ切り後なでるもの(38)や

不調整のもの(40)もみられる。

有蓋高杯(46)は杯Hに脚を付けたもので、 45のよ

うな蓋とセットになる。

杯G(49)は、丸みのある厚手の平底、薄く仕上げ

られた直線的に開く口縁部から成り、底部外面はヘ

ラ切り後、雑なナデが施される。

杯Gの蓋(47)は、返りを有するもので、返りの先

端は下方に突出する。天井部は非常に平坦である。

返りのない蓋(48)も1点ではあるが混在する。

広口短頸壺 (50・51)は、あまり外へ開かない短

い口縁部にやや張りのある肩部、丸底の底部から成

る。底部外面はロクロケズリが施される。体部中央

とその上方にそれぞれ2条、 1条の沈線を巡らす52

も同様のものであろう。

平瓶(54)は、口縁部のみの破片であるが、口縁部

に特徴があり、口縁直下に先端の尖った突帯が1条

巡る。また肩部にも沈線がみられる。

甕 (55・56)は口縁部が「く」の字に屈曲し、端

部は丸く肥厚した口縁帯を形成する。体部は内外面

ともタタキメ調整が施される。

（土師器）

甕• 鍋類の出土量が最も多い。口径12cmの小形甕

(57)、口径14.9-----16.lcmの長胴甕(59・61-----64) 、

肩部の張りや口縁部の屈曲が弱く、体部外面を横方

向に板ナデする甕(58)がある。 57以外はいずれも口

縁部の破片のみで器面の残りも悪く、調整の不明瞭

-188-

なものが多いが、大半は体部をハケ調整するもので

あろう。口縁端部は丸くおさめるものも若干認めら

れるが、端部外側に意図的に端面を作り出すものが

主体を占める。 60・65は器高の浅い鍋と思われる。

高杯(66)は、脚部が八の字形に大きく開くもので

ある。杯部は欠損のため不明。

小形壺(67)は、平底で扁平な体部を呈するもので

ある。

(b) S H 8 出土遺物 (68• 69) 

須恵器杯H(68)は口径10.4cmで、 SH6の杯Hよ

りも一回り小さく、受部立ち上がりの内傾度も強い。

鉄鏃(69)は長三角形を呈する扁平な刃部と断面が長

方形の茎部からなる。刃部の長さは推定で5cm程で、

その最大幅は2.1cmを測る。

(c) S H 9• 10出土遺物 (70• 71) 

調在区南部で周溝の一部のみを確認した重複する

2棟の竪穴住居からの出土遺物である。須恵器杯身

(70) と高杯 (71)があるが、いずれの竪穴住居に

伴うものか特定できなかった。

(d) SH11出土遺物 (72-74)

SH 9・10の南で、西壁のみ確認できた竪穴住居

に伴う遺物である。

須恵器杯蓋 (72)は、天井部が丸く、口縁端部は

内側に若干屈曲する。天井部はヘラ切りのままであ

る。

須恵器台付怨 (73)の脚部は、大きく外側に開き、

端部は屈曲して、内側に内傾する面をつくる。した

がって外端で接地する。体部は深くて半球状を呈す

し、外面に 1条の沈線が認められる。

土師器甕 (74)は、体部が球状で、口縁部は短く

外傾度の弱いものである。体部下半と内面の大半を

ヘラケズリする。

(e) 包含層出土遺物 (75,-.,,,143)

7世紀前後のものから 8世紀前葉のものまで各期

のものが見られる。土師器は器面の残りが悪く、図

示できたものが少ないせいもあるが、全体的に須恵

器の占める割合が高い。特殊なものでは、獣脚、円

面硯などがある。

（須恵器）

杯Hの蓋には、天井部が丸くて高いもの (75------83)

と、天井頂部が比較的平坦なもの (84・85)がある。
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口縁端部はいずれも内側に段をなさず、細く尖るよ

うに終わる。

前者には、口径が13cm前後-----14cmのもの (75-----77)

llcrn-----12crnのもの(78-----80)、10cm前後のもの (81

-----83)が認められる。また天井部と口縁部との境に

沈線を施すもの (83)も1点ある。 94・95は前者、

後者それぞれのタイプに扁平な鉦が付くものである。

この他、天井部が丸くて高く、口縁部が外反気味

に下方へ延びるもの (96・97)もある。特に97は天

井部と口縁部との境に明瞭な段を有し、口径が16.2

cmを測る大形品で、あまり例を見ないものである。

天井部の調整は、ロクロケズリを行うものが多いが

ヘラ切りのまま (82)やその後粗く撫でるもの (77・

81)、板状圧痕をとどめるものも認められた。

杯Hの身は、受部の立ち上がりが短く内傾するも

ので、口径は8.9crn-----12.6crnで、平均11cm前後であ

る。底部の調整は、ロクロケズリを行うものが大半

であるが未調整のもの (93)や板ナデするもの(90)

もある。
⑤ 

以上の須恵器杯類は、陶邑編年に照らせば、概ね

TK209型式からTK217型式に併行するものと考え

られる。

短頸壺(98)は、楕円形の体部に短く立ち上がる口

縁部からなり、端部は細く尖るように終わる。体部

中程にカキメが施される。体部上部に 1条の沈線を

施し、口縁部がかなりすぽまった(99)も小形の短頸

壺と思われる。 98は6世紀後半代まで遡るものか。

このほか、体部が扁平で肩がほとんど張らない広口

の小形鉢 (100)もある。

杯G(101-----106)は無台杯身で、 113-----115のような

鉦とかえりを有する蓋を伴うものである。口径は 9

cm-----11cmで、特に101-----104は口径に対して杯部が深

いものである。底部は平坦でヘラ切り無調整ないし

はその後粗くなでるものが多い。これらは、猿投窯
⑥ 

編年の岩崎17号窯式から岩崎41号窯式に相当するも

のと思われ、実年代では 7世紀後半-----8世紀初頭と

されている。

無台杯身 (107-----109)および有台杯身(110-----112)

は杯蓋のかえりが消失後のものと思われ、一般には

蓋を伴わない前者を杯A、紐が扁平でかえりを有し

ない蓋を伴う後者を杯Bと呼称されているものであ
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る。これらは、概ね8世紀前葉に位置づけられてい

る高蔵寺2号窯式に相当するものと思われる。

すり鉢(116・117)は、いずれも口縁部を欠くが、

底部の円盤が大きく外側へ張り出した安定感のある

ものである。 116は焼成が土師質で、底部外面には

棒状工具により斜め方向に刺突された痕跡が随所に

みられる。 117の底部外面は平滑である。

高杯は、口縁部が外反し浅い皿状を呈する小形の

もの(118)と杯部が大形で椀状を呈するもの (119・

120)がある。猿投窯の編年に照らせば前者は 7世紀

前葉～半ばの東山50号窯式に、後者は 7世紀半ば～

7世紀後葉の岩崎17号窯式に相当しよう。

平瓶は体部片のみであるが、肩部と体部の境の稜

がなだらかなもの (121)とシャープなもの(122)が

ある。

台付長頸瓶(123)は体部以下を欠く。口縁端部は

丸くおさめ、頸部にはしぼり目がよく残る。

甕は口頸部が長く外反する大形のもの甕A (125)と

口頸部が短い甕B(l24・126)がある。 125は頸部を

3条の沈線で区画しその間に刺突列点文を施し、ロ

縁端部は外傾する端面をつくる。 124は口縁下に 1

条の突帯を巡らせる。 126は口縁部を半分ほど欠く

が以下は完形である。口縁端部は上方に折れ、若干

肥厚した丸みのある口縁帯を形成する。体部は同心

円状のあて具と平行タタキメにより器面を締める。

いずれも 7世紀代の甕であろう。

横瓶は口縁部の形態により 2種のものが認められ

た。一つは丸く肥厚した口縁帯をつくるもの(127)、

もう一つは甕(124)と同様に口縁下に突帯を巡らせ

るもの (128)である。後者は内面のあて具痕をなで

消すもので古い様相を呈する。

（土師器）

椀(129-130)は、底部から口縁にかけて内弯しな

がら長く立ち上がるもので、飛鳥地域で杯Gと呼ば

れているものである。口径は11cm強で7世紀前半代

におさまるものと思われる。

杯(131・132)、杯蓋 (133)、皿 (134)は、いずれ

も器面の保存が悪く調整が不明確であるが、 134の

み僅かながら外面のミガキ、内面の細かな暗文が認

められた。これらは奈良時代に属するものであろう。

甕は図示したもの以外に、体部の長い長胴甕や体
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部が球形を呈する大小様々な甕がある。口縁端部の

仕上げは外傾もしくは直立する平坦面を作りだすも

のが多く認められる。体部から底部にかけての調整

は基本的にハケメやヘラケズリで調整するが、 138

のように外面を横方向にケズルものもある。

鉢 (139)は、外側へ張り出した扁平な体部に短く

立ち上がる口縁部からなる。底部は平底に近い。器

壁が厚く粗製の鉢である。

ミニチュアの高杯(135)は、脚部が八の字に大き

く開くもの。杯部は欠損のため不明。

（特殊品）

獣脚(140)は、比較的脚部が細くて長いもので、

先端はヘラで刻みを入れリアルな表現がなされてい

る。おそらく獣足壺の脚部であろう。

円面硯(141----143)は、いずれも破片のみである。

141は、復元実測によれば、硯面部は径12.8cmで外

堤との高さの差はほとんどない。脚部には長方形の

透孔を施され、外堤帯の一部には筆差しと思われる

上面から円孔の開けられた突起が付く。形態的には

亀山市田茂遺跡出土のものに類似する。 142は硯面

部の高さが外堤帯より高いもので、外堤帯と脚部上

方に設けた突帯との間を径5cm程の透孔で飾る。脚

部にはヘラ先で刻まれた線状の透孔が等間隔にあけ

られる。 143は脚端部片である。細長い縦位の透孔

が等間隔にあく。

E. 平安時代の遺物(144-166)

この時代の明確な遺構は確認されていないが、遺

物包含層や建物としてまとまらないPitからわずか

ながらこの時代の遺物が出土している。おもなもの

に、土師器皿・甕、灰釉陶器椀・皿、緑釉陶器・段

皿、黒色土器椀、白磁、製塩土器等があり、その多

くは平安時代中期後半から後期のものである。

土師器皿類にはロクロ製と非ロクロ製があり、こ

こでは八の字に開く高い高台をもつ(144)が非ロク

口製で、 145~148はロクロ製である。ロクロ製皿に

は口径10cm前後の小皿と14cm---15cmの大皿があり、

当初から大小2種の皿として製作されていたもので

ある。 145は小皿に低い高台の付くもの。

土師器甕(149)は「清郷型」甕とも呼ばれ、口縁

部外周に短い鍔状の突帯を巡らすものである。体部

外面の調整は不明であるが、内面は横方向に板ナデ

する。鍔径は約28cmを測る。他に 2個体分の口縁部

片がある。

黒色土器椀(150)は内面黒色の椀A類で、深い椀
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部と外側に開いた二等辺三角形の高台からなる。体

部外面は磨滅著しいが、ヘラケズリ後ヘラミガキと

思われる。

灰釉陶器椀(152)は所謂深椀タイプのもので、猿
⑦ 

投編年の東山72号窯式に相当しよう。顕著な釉の痕

跡を認めることができないが、皿(151)もほぽ同時

期のものと思われる。無釉の小椀(153)はこれらよ
⑧ 

り時期が下り、猿投窯第vn期第 1形式に相当するも

のと思われる。

緑釉陶器はいずれも小さな破片であるが、椀(154・

156・157)と段皿(155)がある。 154・156は濃緑色

の釉が施釉され東濃系の可能性が高い。段皿は 9世

紀後半代、他は10世紀後半以降と思われる。
⑨ 

白磁には、太宰府編年の椀N-1類(158-162)と

椀V-4類(163-162)のほか、四耳壺の底部片(165)

がある。したがって白磁椀類は11世紀中葉から12世
⑩ 

紀初頭に、四耳壺は、佐野分類の第2類に相当する

ので12世紀中葉から後葉が考えられる。

製塩土器(166)は、口縁部が細く尖るように終わ

るもの。外面に指頭圧痕がよく残る。

F. 中世の遺物(167r-.J351)

ここで取り上げる中世の遺物とは、鎌倉• 室町時

代のほか、平安時代末期のものもこれに含めた。遺

物の中心は鎌倉時代で、井戸、土坑、溝からまとまっ

て出土している。特に土坑からは、土師器皿が何枚

も重なって出土するなど特殊な出土状況を示す。

一方溝からは陶器椀（以下、山茶椀と呼ぶ）の出

土が目立った。

(a) S E 20出土遺物 (167r.J 169) 

土師器皿・甕、陶器皿（以下山皿と呼ぶ）がある。
⑪ 

土師器甕(169)は12世紀前半に、山皿は藤澤編年の

第6型式； 13世紀第2四半にあたり、かなり時期幅

が認められる。このほか飛鳥• 奈良時代の須恵器、

土師器が混在する。

(b) S E34出土遺物 (170)

図示できたのは、第6型式の山茶椀 1点のみであ

る。外底に「西」の墨書がある。

(c) S E 33出土遺物 (171)

羽釜(171)は、井戸埋土上層から出土したもので

ある。内弯する扁平な体部からそのまま緩やかにロ

縁部に至る。鍔は短く口縁部近くに付く。このほか
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⑫ 

深さ約3mの地点で尾張型山茶椀第7型式が確認さ

れており、井戸の存続年代の一端を示すものと考え

られる。

(d) S E 32出土遺物 (172,....,182)

土師器皿は口径11.5cm前後のもの (173~176) と

7.4cmの小皿(172)がある。前者は口縁部が内弯し

て立ち上がるもので、口縁端部はユビオサエにより

細く尖るように終わる。これらは土師器甕(177)と
⑬ 

共に玉城町蚊山遺跡の第II1期、 SK103の一群に相

当する。第8型式の山茶椀(179)もこれらに伴うも

のであろう。

このほか時期は異なるが15世紀代と思われる瀬戸

美濃産のおろし皿(180)や壺(181)、12世紀代の石

鍋(182)がある。この石鍋は木戸雅寿による型式分
⑭ 

類のIII-a-2にあたり、 12世紀から爆発的に全国に流

通したものである。

(e) S K21出土遺物 (183,....,189)

土師器小皿(183~188) はすべて口径 9 cm前後で、

口縁端部のヨコナデ痕が明瞭なもの。

ほかに土師器甕(189)や山茶椀の口縁部片が出土

しているが、細片のため小皿に伴うものか否かは不

確定である。但し口縁部の形態から推して時期的に

12世紀後葉と思われ、小皿の年代観とほぼ合致する。

(f) S K 24出土遺物 (190• 191) 

S K24は掘立柱建物SB19に伴う方形土坑である。

土坑の大きさの割りに出土遺物に乏しく、図示でき

たのは土師器小皿(190)と白磁椀(191)のみである。

土師器小皿は口縁部が上方に立ち上がるもので、 12

世紀後葉から13世紀前葉にかけて中勢地域以北で多

く見られるタイプである。

(g) S K22出土遺物 (192)

渥美産と思われる山茶椀 1点がある。藤澤編年の

第6型式に相当する。

(h) S K 49出土遺物 (193)

底部外面に墨書のある山茶椀である。墨書はひら

がなであろうか。

(i) S K 37出土遺物(194,....,214)

土師器皿と小皿のみが多量に出土している。

土師器皿(194~199) は口径13cm~14cmで、口縁部の

歪なものが多い。器面の調整は保存状態が悪く不明

であるが、おそらく口縁端部をヨコナデするもので
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あろう。色調は明るい茶褐色を呈する。

土師器小皿(200----214)は口径8cm前後で、皿と同

様、口縁部の歪なものが多い。底部はユビオサ工を

行い、口縁端部はヨコナデを行うものが主流である。

明るい茶褐色を呈し、器壁は全体的に厚い。

以上の土師器皿類は、口径や口縁部の調整法から

蚊山遺跡SE172の皿類に近く、 13世紀前葉から中

葉にかけての一群と考えられる。

(j) S K 35出土遺物(215-234)

土師器小皿19点とこれに伴う山皿1点がある。

土師器小皿(215----233)は口径7cm----8 cmで、器高も

S K37の小皿に比べ若干浅い。外面には手の平と思

われるオサエの痕跡が明瞭な指紋として良く残って

おり、内面にエ具による調整痕を止めるものも認め

られた。色調は淡褐色から白褐色を呈し、胎土は良

好で器面は平滑である。

共伴する山皿(234)は尾張型第 7型式に相当し、

13世紀中葉頃のものとされている。

(k) S K 36出土遺物(235-246)

S K35出土遺物と同様、多くの土師器小皿と山皿

1点がある。

土師器小皿は口径、胎土、色調、調整等、 SK35 

の小皿とよく似ており、共伴する山皿(246)も尾張

型第7型式であるので両土坑出土の一群はほぼ同時

期と言えよう。

(I) S D 26出土遺物(247-280)

山茶椀、山皿、陶器甕、土師器皿•鍋（南伊勢系）

白磁皿等がある。この内、山茶椀の出土量が最も多

く、完形品も多い。

山茶椀を肉眼的観察により産地別に分類し、型式

分類を藤澤編年に従えば、 247・249は渥美型第5型

式に、 249・251は尾張型第5型式に、 250は北部系

均質手山茶椀（第5型式相当）に、 252----257・264

は尾張型第6型式に、 262・263は渥美型第6型式に、

258----260は尾張型第7型式に、 261は尾張型第 8型

式に分類できる。すべての山茶椀を図示したわけで

はないが、およその産地別動向を窺うことができよ

ぅ。時期的には13世紀前葉から中葉が中心となる。

山皿は尾張型第5型式(265----268)・6型式(270)

と渥美型第6型式(269)がみられる。

山茶椀の体部や底部、山皿の底部に墨書の認めら
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れたものもいくつかあり、判読できたものとして

「大」 (262・268)、 「二」 (264)のほか、一部平仮

名と思われる文字(263)もある。

陶器甕(272・273)は知多窯産で、従来常滑甕と呼

ばれていたものである。 N字状口縁部が未発達の段
⑮ 

階にある(273)は大砂古窯跡群の出土資料の中に類

例があり、 N字状口縁部が発達し、端部が上下に延

びて幅広い口縁帯を形成する(272)は、小森古窯跡
⑯ ⑰ 

群B-1号窯や亀塚池古窯跡群第5号窯の出土資料

の中に類例が求められる。それぞれの産地では、前

者で山茶椀6型式が、後者で7型式が併焼されてい

ることから、これらの甕は13世紀前葉から中葉にか

けてのものと思われる。

土師器皿(274---276)は口径12cm弱で、口縁端部に

明瞭な外傾する面をもつもの(276)と端部の面が意

識されていないもの(274・275)がある。前者は淡褐

色、後者は白褐色を呈する。土師器小皿(277)はロ

径8cm程で口縁部が歪んだ器高の浅いものである。

土師器鍋(278---280)は、所謂「南伊勢系鍋」と称

せられているもので、頸部を意識して長く作り、ロ

縁部が強いヨコナデにより若干立ち上がり受口状と
⑱ 

なる、伊藤分類の 1段階b型式に相当する。口径は

24cm ---26cmを測る中形の鍋。

白磁皿(271)は内面に沈線状の段を有し、口縁部

は屈曲して内弯気味に立ち上がるもので、内面見込

みに草花文を施す。太宰府分類の白磁皿珊-1類とさ

れているものである。

(m) S D51出土遺物(281,....,309)

量的に多い山茶椀をはじめ、山皿、土師器皿• 鍋．

羽釜、陶器甕．鉢がある。

山茶椀は尾張型6型式(284---291・297・299)が最

も多く、次に尾張型7型式(292---296・298)が続く。

渥美型は少なく、 5型式(281)と6型式(282・283)

がわずかに認められたに過ぎない。

山茶椀の外底部に「西」 (297)、「上」 (298・299)

と墨書されたものもある。

山皿(300)は渥美型6型式と思われる。

土師器皿(301・302)は1/3しか残存していない

ため口径に不安があるが、推定11cm前後のものであ

る。

土師器鍋(303---305)は口径24cm前後の中形品と30
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cm弱の大形品がある。このうち 304・305は伊藤分

類の 1段階 a型式に、 303は1段階b型式にあたろ

う。 303の体部外面には細かなハケメが施される。

土師器羽釜は、口縁部の形態により 2種のものが

認められる。一つは口縁部が外反気味に立ち上がり、

端部が丸くおさまるもの(306)、もう一つは口縁部

が内側に屈曲して肥厚した口縁帯をつくるもの(307)

である。後者は口径約34cmの大形品。

陶器甕(308)は口縁部の形態がSD26出土の273

に類似しており、時期的に近いものであろう。

陶器鉢(309)は底部から口縁部にかけ直線的に大き

く開くもので、口縁端部は内側に丸く肥厚する。

口径は不明であるが、復元すると口径に比して器高

の浅い盤のような器形が考えられる。器面にロクロ

ナデと思われる痕跡をとどめるものの、焼成はあま

く土師質である。

(n) S E 52出土遺物(310-325)

土師器皿は、口径10cmのもの(310・311)とこれよ

り一回り大きいllcm-ll.6cmのもの (312-315)が

ある。いずれも白色を呈し、口縁部の内弯が顕著な

もので、外面にユビオサエによる指紋の痕跡をよく

とどめる。器壁は非常に薄い。 316は土師器小皿、

317はへそ皿と呼ばれているものである。

土師器鍋は伊藤分類の 3段階a型式(322)と同b

型式(320・321)に相当するものがある。大形品はロ

径が30cm-30. 8cm、小形品は22.8cmを測る。

土師器羽釜(323)は口縁部が大きく内弯するもの

で、口縁部の近くに短い鍔が付く。

山茶椀(318)は尾張型8型式に、山皿(319)は5型

式に相当する。

陶器甕(324-325)はN字状口縁部が頸部に密着し
⑲ 

た段階のもので、加世端古窯跡群第 1号窯出土の

甕に最も近い。この内、 N字状口縁部上端が丸く肥

厚した 325はあまり例がなく、型式的には特殊なも

のである。

(o) 包含層.pit出土遺物(326-352)

平安時代末期から室町時代にかけて各期、各種の

ものがある。

土師器皿(327)は、器壁が比較的厚くて胎土に砂

粒を多く含み、口縁端部は強くヨコナデされて尖る

ようにおわるもの。 326はこれに伴う小皿でいずれ
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も平安時代末期のものと考えられる。

土師器皿(328~330) は器壁が薄く、器面は平滑で

口縁部は強いヨコナデにより、屈曲して内側に弱い

稜をもつもの。主として中勢以北において15世紀後

半から16世紀初頭にみられる。

瓦器椀は 2片あるがいずれも口縁部の小さな破片

である。内面のみ粗いミガキを施すもので、体部か

ら口縁部にかけて直線的にひらくもの(331)と口縁

部が屈曲するもの(332)が認められる。口径は14cm
⑳ 

前後であり、山田編年の3段階 1型式に相当する

ものと思われる。
⑪ 

陶器平椀(333)は底部のみであるが、藤澤編年の

古瀬戸後w期、 15世紀中葉に相当しよう。

青磁椀 (334・335)は、体部外面に蓮弁文を施す

334が太宰府分類の I-5類に、体部内面に 2本の沈

線による分割文が認められる 335がI-4類にあた

る。

土師器甕(336~338) は球形の体部に外反する短い

口縁部が付き、口縁端部は内側に折り返されて肥厚

し、内傾する面を持つ。体部の調整はなでて仕上げ

るが、内面にヨコハケを施すものも認められる。体

部から口縁部にかけて「く」の字に屈曲するもの

(336・338)と頸部を意識して丸みをもってつながる

もの(338)がある。後者は「南伊勢系鍋」の祖形と

なるもので12世紀後半から末に位置付けられるもの。

前者はこれよりも型式的に遡るものと思われ、 12世

紀前半代のものと考えておきたい。

土師器鍋は頸部を意識してこれを長く立ち上げる

もの(339・340)とこれらより頸部の意識が薄れ、体

部の扁平化が進み、外面に細かいハケメが施される

もの(341)がある。この他、口縁部が受口状に立ち

上がり、口縁端部に内傾する面を有するもの (342)

もある。以上の鍋は13世紀前半から同第3四半期に

位置付けられよう。

陶器鉢(343~347) は片口部が欠けているため図示

していないが、すべて片口鉢と思われる。これらは

主として胎土の違いから山茶椀系エ人によるもの

(343·344) と壺• 甕系エ人によるもの(345~347)が

認められる。この内、 343は口径約32cmの大形品で

底部から口縁部にかけて内弯気味に立ち上がり、体

部下半をロクロケズリし、高い高台が付くもので、



6
 
3
 

7
 
3
 

3
 

3
 

｀
、
い
／
＼

―

―

ー

ニ

[--l-

―-
―L 
ニ

9

9

9

9

 

¥

、＼
 

ー

_—_ 

,’
 

‘‘
 :' 

ー丁ヽ
，
 

3
 
3
 

（、
¥-'¥-、
,_, .--y 

¥ ¥(-¥へ
＼ -、',,'--

＼ ヽ 、ク 338

~\ ヽ

ヽ '~ 

~ 
.ヽ I 

｀` 一一—
I 

-- I ------c.-=--=-

――-―_-_-_-::_―― 

04 
20cm 

戸
ロ
ニ

三□
ニーニ

50 
3
 

胃
[

ー5
 
3
 

戸ぃ

゜
三 lf.~

20cm 

第139図 包含層・ピット出土遺物実測図 (1: 4、351--353は1: 6) 

-201-



m
 

3

6

0

-

／
3

6

4

-

／

3
6
8
-
/
3
7
2
[
G
m
c釦

、一

-202-



型式的に最も古い様相を呈する。 344は三角形の低

い高台が付き、体部はロクロナデ後、部分的に雑な

ヘラケズリが施される。前者は12世紀後半代、後者

は13世紀前半代に位置付けられよう。

345は直線的に開く体部、低い高台、丸みのある
⑫ 

口縁端部からなり、片口鉢II類の出現期段階のもの

である。高台は付かないが口縁端部の仕上げが類似

する346も近接した時期のものと思われる。これら

は青木編年の 1型式から 2型式に相当するものと思

われ、 13世紀第2四半期頃とされているものである。
⑬ 

上芳池古窯跡群第 1------3号窯灰原出土遺物のなかに

類例が求められる。 347は口縁端部が内外に発達し

て延びる段階のもので6型式に位置付けられている

ものである。

陶器壺(348)は底部が大きく、体部が横に広がっ

た安定感のあるもの。肩部以下をロクロケズリす

る。陶器広口壺(349)は、口縁部が大きく外反し、

端部上面に凹みがあるもの。外面に濃緑色の釉が厚

くかかった12世紀中頃の知多窯（常滑）製品。

陶器甕もすべて知多窯（常滑）製品である。口縁

部がL字状を呈するもの(350)、L字状口縁の下端

が若干下方へ延びるもの(351)、さらに頸部に近づ

くもの(352)がある。これらは13世紀前葉から中葉

にかけて型式学的に順次追えそうである。

G. その他の遺物(353,-...,398)

(a) 墨書土器(353,..._,379)

山茶椀あるいは山皿の底部外面に墨書が認められ

たものが遺構から 6点、遺物包含層から27点の合わ

せて33点が出土している。

漢字一字を記すものが最も多く、「上」「上口」

(353-359)、「大」もしくは「犬」 (361)、「楽」

(362・363)、「房」 (364-365)のほか、判読不明な

もの (367・368)、花押のようなもの(369)がある。

記号を記すものでは、鍵型 (360)、十を丸で囲むも

の (371)、略卍状のもの (379)、梅花文状のもの

(372)、不明なもの(370)がある。梅花文状のもの
⑳ 

は亀山市山城遺跡で11例が確認されているが、これ

と当遺跡のものとを比較してみると、山城例では周

囲の 5個の花弁がそれぞれ独立した点で描かれるの

に対して、当遺跡例では互いにつながったものとなっ
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ている。

この他、ひらがなを記すものもあり、 「よね」、

「よ祢」 (373------375)、「お」 (377)、判読不明な

もの (376------378)が認められた。 「よね」は松阪市
⑮ 

曲遺跡G地区出土の山皿に同様の墨書例がある。

墨書の記される山茶椀や山皿は、藤澤編年の尾張

型6型式------7型式に相当するものが大半を占め、墨

書のないものと同様の出土傾向を示す。これ以外で

は渥美型6型式が2点 (354・376)、尾張型 8型式

が2点 (368・370)、尾張型 9型式が1点 (365)あ

るのみである。 「上」や「房」の墨書は山茶椀の産

地を問わず同様の筆跡で書かれているところから、

消費地である当地で書かれたものと理解される。

(b) 土製品 (380-385)

土製支脚 (380)は上端部のみ残り、裾部を欠く。

胴部は丸く、上端部両端が若干盛り上がる。側面か

らみると裾部から内弯して上端に至るものである。

土玉 (381・382)はそれぞれ径2.6cmと2.0cmを測

る。

土錘 (383------385)は、 385のみ完存で長さ9.2cm、

径3cmを測る。他の 2点も端部を欠くが大形の部類

に属する。

(c) 木製品 (386)

下駄 (386)は現存長21cm、脚高は 2cmを測る。

(d) 石製品 (387-389)

五輪塔と砥石がある。

五輪塔(387・388)は空輪と風輪が一体に成形され

たもので、 387は土坑SK45の上面で、 388は室町時

代の井戸SE53から出土している。

砥石 (389)は現存長6.4cm、幅3.2cm、厚さ1.4cm

の長方形を呈する。片面が剣落しているが、残る片

面はよく使用されている。側面は全周にわたり擦り

切った痕跡が認められるが、一部使用痕も確認され

た。

(e) 鉄製品 (390-396)

紡錘車 (391)、釘 (394-----396)、リング (393)、

不明品 (390・392)等がある。

釘は断面が方形で、上端部が片側に曲げられたり、

方形に肥厚したものである。唯一完存の396は長さ

7.6cmで、上端部は 6cmX 10cmの方形を呈する。

（倉田直純）
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(f)青銅製品(397-398)

青銅製かと思われる細工金属製品が包含層から 2

点出土している。

397は、一見すると古墳時代の「石釧」様のもの

であるが、径が小さく、なおかつ極めて薄い。内側

に間隔の狭い刻みを、一段下がって外側に広い刻み

を車輪状に入れている。外側の刻みは、もしこの遺

物が円形に復元できるのであれば、 32本前後施され

ている。用途の特定は難しいが、 「釘隠し」的な装

飾品である可能性がある。

398は、細長い文鎮状の形をしたものであるが、

用途等はわからない。

（穂積裕昌）
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4. B地区の調在

(1)遺構

B地区はA地区から市道をはさんで南側、市道と

美濃屋川とにはさまれた地区である。東西40m、南

北は最大で6.4mと東西に細長い調査区である。市

道改修工事の際の攪乱が著しく基本的な層序は明ら

かでない。

ピットや溝の検出された面はおおむねA地区の第

1遺構面に対応する。その下層、地表下約1.8mに

ある黒褐色粘質土がA地区南半の第4遺構面に、そ

の下の灰色シルトが同第5遺構面に対応する。灰色

シルトの下が見当山累層の明黄褐色シルトである。

なお、黒褐色粘質土は、森山東遺跡のXI層（黒灰色

シルト（泥炭土））に対応する。

溝 S D26 A地区で検出したSD26の延長にあた

る。 B地区中央を南に延びる。検出した長さは2.2

m、幅1.8m、検出面からの深さ40cmである。山茶

椀が出土している。

ピット 調査区の西端で検出した。中に根石を持つ

ものもあるが建物にはまとまらなかった。

(2)遺物

図化したものはすべて包含層出土の遺物である。

399・400は土師器の鍋である。口縁端部が内側に曲

げられて丸くおさめられるもの (400) と、折り曲

1. 黄褐色土（置土） 19. にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4)

2. 黒褐色土（置土）
3. 暗褐色攪乱土
4. 黄褐色プロック混土
5. オリープ褐攪乱土
6 -10 記入なし
11. 暗褐色攪土
12. オリープ褐プロック混じり
13. 記入なし
14. 褐色 (YR4/6)
15. 暗褐色 (10YR3/3)
16. 黒褐色 (7.5YR3/2)プロック混じり
17. 黒褐色 (7.5YR3/2)包含層
18. 灰褐色土

20. 黒褐色粘質土 (10YR3/1)包含層
21. 灰色シルト
22. アリープ褐砂質土 (2.5YR4/4)
23. オリープ褐 (2.5Y4/6)
24. 黄褐色プロック混砂 (10YR5/8)
25オリープ黄 (5Y6/3)
26. 暗褐色砂質土 (10YR3/4)包含層
27. 褐色 (10YR4/4)
28. 褐色プロック混砂質土 (10YR4/6)
29. 黒褐色粘質土 (10YR3/1)
30. 黒褐色攪乱土
31・32 攪乱土
地山 明黄褐色岩盤 (10YR6/8)
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第143図 B地区平面図•土層断面図 (1 : 200) 



げられたあと内側に面をつくるもの (399)がある。

399が伊藤編年I段階a型式の時期のもので、 12世

紀中頃、 400はその少し後で12世紀中～後葉のもの

である。 401は土師質焼成の陶器椀である。ロクロ

成形によるもので、体部は内弯しながらゆるやかに

立ち上がる。外面は底部と体部の境が明瞭である。

⑯ 

402は灰釉椀で、猿投編年、百代寺窯式のもの、

403は陶器の甕の口縁部である。 404・405の山皿は

ともに尾張産のもので藤澤編年第 4型式である。

406-----410の山茶椀のうち407と410が尾張産、 406・

408・409が渥美産である。時期的には406が藤澤編

年第5型式、そのほかのものは第6型式にあたる。

7- I <~· □ 400 ----=---=-. ~-~1 

-~4 -

二―――

~402~-- 407 - - 409 

.--~: ーi"'.. 406 O .. 408 2.,:・ 

u
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第144図 B地区出土遺物実測図 (1: 4) 

5. C地区の調杏
A地区の北側、丘陵中腹の平坦部で試掘時にコウ

ゼンジとした地区である。基盤層は第三紀層である

黒田累層で、その上に赤色シルトや部分的に黄褐色

10 rn 

第145図 C地区平面図 (1: 200) 

認した。境内は東西9mX南北12mの範囲である。

境内の北半 4~5mが一段高くなっており、その中

央付近から小嗣跡が検出された。また、一段高くなっ

た部分の南辺では4個の河原石が一列に並べられて

おり、階段の一部と考えられる。さらにその南に続

＜幅1.8mの緩斜面は参道であろうか。

小祠跡は東西1.75m X南北1.8mの範囲で石敷き

である。縁石にやや大きい石を用い、区画内は拳大

の石が敷かれている。なお、出土遺物はなかった。

濾

第146図 石敷小祠遺構実測図 (1: 40) 
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(1)遺 構

6. D地区の調杏
12世紀初めのものである。 415-417は山皿、 418・

419は山茶椀である。 5点の中では 415がやや古く、

D地区は、 A地区の南東部から水路をはさんだ東

側、丘陵斜面とその南の市道との間の狭い平地部分

である。丘陵裾にあたるため斜面を流れ下った土砂

が厚く堆積していた。遺構検出を行ったのは地表面

から約1.4m下、標高7.2m前後の面で、 A地区の第

4遺構面に対応する。また、調査区の東半分は地表

面下 1mまで攪乱を受けていた。

遺構としては、 ピットや不定形の土坑を検出した。

どれも検出面からの深さが2------3 cmと浅く、土砂の

流出によって削られたものと思われる。調査区南半

は、南へ緩やかに落ち込んでいく地形である。その

まま森山東遺跡のある水田に向かって下がっていく

ものと思われる。

(2)遺 物

遺物には包含層出土のもの(411・413・420・421)

と南落ち込み出土のものがある。

411は須恵器の杯蓋で奈良時代のものである。外

面には自然釉のかかった痕がみられる。 412は緑釉

陶器で、素地から近江産と考えられる。 11世紀前葉

のものである。 413はロクロ土師器で12世紀中～後

葉のものである。 414は白磁椀である。 口縁のみの

小片だが、外面に低い玉縁がめぐる。 11世紀中葉～

ヽ

藤澤編年第5型式、 416-----419は第6型式である。い

ずれも底部は糸切りである。 420は灰釉平椀である。

内面全体と外面の上部 1/3に灰緑色の釉が施され

る。 15世紀中葉のものである。 421は土師器の羽釜

で、 15世紀後半-----16世紀前半のものであろう。

こ
~ 

第147図
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D地区出土遺物実測図 (1 : 4) 

1. 暗褐色（耕作土）
2. 褐色土

3. 淡褐色土（包含層）
4. 暗褐色灰色混砂質土（包含層）
5. 橙色プロック混粘土
6. 暗褐色橙色混砂質土（包含層）
7. 褐色橙色混
8. 褐色混暗灰色土（包含層）
9. 暗灰色粘土
10. 淡褐色灰白混
11. 攪乱
12. 暗褐色

13. 青灰色粘土

゜
10m 

第148図 D 地区平面図•土層断面図 (1 : 200) 
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7. 結

(1)遺構について

A. 弥生時代の竪穴住居について

後期前半および後半の竪穴住居を各2棟ずつ計4

棟検出している。 SH2及びSH5が後期前半の竪

穴住居である。

SH2は隅丸長方形といえなくもないが、 4辺と

も外側にふくらみを持っており楕円形とした。同時
⑰ ⑳ ⑳ ⑳ 

期の尺目遺跡・柳谷遺跡・大ケ瀬遺跡•平栄遺跡で

は方形ないし隅丸方形の竪穴住居が検出されている

のに比べるとやや特異である。類似のプランは、納
⑪ 

所遺跡で検出されている。 SB6がそれで、時期は

中期後半で、 8.4mXll.Omと大型のものである。

宮ノ前SH2は（規模は納所SB6に劣るが検出さ

れた中では最大である。）古い様相を残しており、

後期後半になると SH3・4のように隅丸正方形に

変わっていくと考えられる。

SH5については短辺／長辺が約0.67であり、同

程度の比率を持つ長方形プランの竪穴住居も多くな

ぃ。後期前半では柳谷遺跡の 4号住居址（比率約

0.71)がある。中期では、納所遺跡SB9 (比率約

0.71)と同SB1 (0.75-----0.93)が近いほうである。

宮ノ前遺跡南の低地にある森山東遺跡では弥生時
⑫ 

代の水田遺構が検出されいる。宮ノ前遺跡の竪穴住

居に居住した人びとが水田を営んでいたであろう。

A
一

10 m 

第149図納所遺跡S86実測図 (1: 200) 

語
さらに、水田が周辺の低湿地全体に広がることを考

えたとき、宮ノ前遺跡だけでなく桐山遺跡、森山遺

跡等周辺の同時期の遺跡に分散している集団が協力

して耕作していたと考えられる。

B. 飛鳥時代の竪穴住居・掘立柱建物について

竪穴住居はSH6---11の6棟が検出されている。

いずれも検出面と床面との段差が少なかったり、半

分以上が流失してしまったりしていることから、本

来もっと多くの竪穴住居があったと考えられる。掘

立柱建物はSB12---14の3棟あるが、同じ理由から

より多く存在していた可能性がある。

7世紀代の竪穴住居と掘立柱建物は、安濃川流域

では初の検出例である。宮ノ前遺跡ではこの時期に

両方の居住形態がみられるわけである。一方、志登

茂川流域（宮ノ前遺跡の立地する丘陵の北側）にあ

る橋垣内遺跡では、 7世紀代にはすでに掘立柱建物
⑬ 

に移行しており、竪穴住居はみられない。安濃川流

域での今後の調査例を待たなければならないが、両

河川の流域では、竪穴住居から掘立柱建物への移行

時期に差がみられるようである。

C. 平安時代末～鎌倉時代初頭•鎌倉時代の

掘立柱建物について

平安時代末～鎌倉時代は遺物量も多く、この遺跡

において人びとの活動が活発であった時期である。

平安末～鎌倉初頭の掘立柱建物は 2棟検出された。

このうち SB19は東にSK24を伴っており、いわゆ

る南東隅土坑を持つ掘立柱建物である。 SK24の東

壁には板材がはられており南東隅土坑の構造を考え

る上でひとつの資料となった。なお、周辺には柱根

を持つピットが多数あり、他にも掘立柱建物が存在

していたと思われる。

鎌倉時代の掘立柱建物は調査区の西方で3棟検出

されている。平安時代末～鎌倉時代初頭には調査区

南東部にあった住居区域が西へ移っていったようで

ある。 SB29・30の北に土師器皿の集中する土坑が

いくつかあることは、掘立柱建物の性格を考える上

で興味深い。 SD26・50・51は当時の居住区域の区

画を示す溝であろうと考えられる。

（本堂弘之）
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(2)遺物について

宮ノ前遺跡から出土した遺物には、縄文時代中期

以降、弥生時代後期、飛鳥・ 奈良時代、平安時代～

室町時代前期に至るまで多少中断期間はあるものの

長期間にわたる各時代、各種の遺物が認められた。

ここでは特にまとまって出土している弥生時代後

期、飛鳥～奈良時代、平安時代末期～鎌倉時代の遺

物について簡単に触れまとめとしたい。

A. 弥生時代後期の土器

従来、三重県における弥生時代後期の土器編年は

伊賀地域に限れば、その地理的な位置から文化史的

にも政治史的にも畿内との関係が深く、 「畿内第V

様式」の範疇で捉えられてきた。一方、伊勢湾西岸

部では、東海西部地方との結びつきが強く、伊賀地

域とは異なる独自の文化圏を形成していたため、東

海西部の地域小様式である「山中式」あるいは「寄

道式」という呼称をそのまま伊勢湾西岸部でも援用

することが多かった。また資料的に整理する必要が

あるが、これも県内の地域小様式である「上箕田w

式~v式」の呼称を用いたり、凡日本史的立場に立

ち「畿内第V様式」、あるいは「伊勢湾第V様式」

という呼称を用いることもあった。
⑭ 

谷本鋭次は西ケ広遺跡の報告の中で、山中式と欠

山式との中間に位置する土器群を抽出して伊勢湾西

岸における弥生後期の土器編年を「上箕田w式」→

「西ケ広」→ 「高松・中楽山」 （欠山）という流れ

で捉えられた。そして草山遺跡の調査で層位的にこ

の変遷を追認することとなり、名称の問題は別とし

て広義の土器様式の流れは確固たるものとなってい
⑮ 

る。一方、山田猛は山城遺跡の報告のなかで、編年

の名称の問題に触れるとともに、主として高杯の杯

部と脚部の変遷に着目して「伊勢湾第V様式古段階」

→ 「伊勢湾第V様式新段階」の編年を示した。これ

により谷本の言う「西ケ広」の大半がV様式新段階

に位置付けられることになった。また型式的にV様

式からの変化が辿れる「欠山式」については、東海

西部一円に斉一性をもつ「伊勢湾第VI様式」とも呼

ぶべきものとして広義の「欠山様式」を新たに設定

し直し、これを古•中•新の三段階に分類している。

なお、最近の研究では「欠山式」を小形壺、器台、

鉢の小形三種精製土器が揃う典型的な古式土師器の
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普及以前の土器様式として古墳時代に含める考え方

が定着しつつあるが、筆者も「欠山式」は土器様式

としては「V様式」を継承しつつも時代史的には凡

日本史的な立場に立ち、古墳時代に含めて考えてい

る。

さて、今回報告した竪穴住居SH5及びSH2出

土の土器類について見てみると、高杯は小形で口縁

部の立ち上がりが直立に近いもので（例； 18)、高

杯の透孔位置は中位以下で5-6穴が多く（例； 18. 

19・24)、脚部と杯部の接合は円盤充填技法による

もので、 「伊勢湾第V様式古段階」の典型的な高杯

より古い様相を呈している。また甕は、受口状口縁

や上げ底風の擬高台を呈するもの(16)もみられる。

従ってこれらの一群はW様式からV様式への過渡的

な段階として「伊勢湾第V様式古段階」より一時期

古いV様式の初期段階に位置付けできそうである。

そして SH3出土土器がこれに続く「伊勢湾第V様

式古段階」に相当するものと思われる。

B. 飛鳥～奈良時代の土器

竪穴住居ならびに遺物包含層から出土の須恵器は
⑯ 

概ね猿投窯編年の第m期 (7世紀前葉-8世紀前

葉）に属するものである。第m期はさらに東山50号

窯式、岩崎17号窯式、岩崎41号窯式、高蔵寺2号窯

式の 4期に細分されているが、岩崎17号窯式相当の

ものを中心に一応各期のものが認められた。但し、

古墳時代の土器様式の延長上にある杯Hは、田辺編
⑰ 

年のTK209型式-TK217型式に相当するもので、 T

K217型式と併行関係にあるとされる東山50号窯式

に相当するものは確認できなかった。したがって6

世紀末から 7世紀前葉にかけての須恵器杯Hに限っ

ては、猿投窯の編年をそのまま用いるのは問題があ

ろう。あるいはこの時期、発掘調査例がないため、

その実態を十分把握できていないが、鈴鹿市南部か

ら安芸郡河芸町・津市北部にまたがる県下最大級の

古窯跡、徳居古窯跡群が最盛期を迎えており、本古

窯からの供給も考慮しておく必要があろう。

なお、当遺跡からは日常の供膳具のほかに円面硯

や獣足壺と思われる脚部などの特殊品も出土してお

り、宮ノ前遺跡の歴史的性格を考える上で重要であ

る。



C. 平安時代末期～鎌倉時代の土器

従来、中勢地域におけるこの時期の土器相につい

ては、南勢地域に比べ発掘調査例の少ないこともあ

り、その実態は不明な点が多かったが、今回、土坑、

溝、井戸等から山茶椀、土師器鍋• 皿（南伊勢系）、

陶器甕（知多窯産）がまとまって出土し、それぞれ

の共伴関係からある程度土器の流れが明らかとなっ

てきたので、簡単に触れておきたい。

土師器皿類の法量と口縁部の調整の変化を中心に

各遺構出土の主な遺物を列記すると以下のようにま
⑱ 

とめられる。なお、共伴する山茶椀は藤澤編年、陶
⑲ ⑩ 

器甕は青木編年、土師器鍋は伊藤編年を参考とし

た。

S K21 

小皿 口径9cm前後。口縁端部のヨコナデ明瞭。

S K24 

小皿 口径8cm。口縁部匝立。

S K37 

皿 口径13cm-14cm。 （蚊山遺跡SE172相当）

小皿 口径8cm前後。口縁端部のヨコナデ主流。

S D26 

皿 口径12cm弱。口縁端面を意識するもの有。

小皿口径8cm。

鍋 第1段階b型式。

山茶椀 5型式新段階-----7型式（中心は6型式）。

陶器甕 大砂古窯跡群～小森古窯跡群B-1号。

S D51 

皿 口径11cm前後。

鍋 第1段階a型式・ b型式。

山茶椀 6型式-----7型式。

陶器甕大砂古窯跡群。

S K35 

小皿 口径7cm-----8cm。外面指オサ工。

外面指オサエ、内面ナデ又はエ具ナデ。

山皿 7型式。

S E52 

皿 口径10cmと11.5cm前後。口縁部の内弯強い。

小皿口径7.5cm。

鍋 第3段階a型式・ b型式。

（蚊山遺跡SE157相当）

山茶椀 8型式。

-210-

陶器甕加世端古窯跡群第 1号窯。

溝、井戸の出土遺物は厳密な意味での一括性に欠

けるものの、上記にあげた各遺構出土の土器群は、

皿に伴う遺物のそれぞれの年代観から、ほぼ古いも

のから順に編年的に並らぶものと考えられる。皿は

年代の経過と共に、確実に法量の縮小化、調整手法

の省略化、器壁の減少化が進むことがわかる。

およその実年代は、 SK21が12世紀後葉、 SK24 

が12世紀末~13世紀前葉、 S.K37が13世紀前葉、 S

D26・S D51が13世紀第2四半期～第3四半期、 S

K35が13世紀中葉～第3四半期、 SE52が13世紀第

4 四半期~14世紀第 1 四半期に当てられよう。

さて、以上の年代観で、前川嘉宏が提示した蚊山
⑪ 

遺跡の編年案とを比較してみると、蚊山 SE172 

が四半世紀、蚊山SE157が半世紀ほど遡ることに

なる。前川がI期新段階としたSE56には山茶椀の

5 型式~6 型式が、 I1 期古段階の S E172には6型

式が伴うとされており、土師器皿類の型式差も考慮

の上、前者を13世紀第 1四半期に、後者を13世紀第

2四半期に位置付けされたが、共伴する土師器鍋は

明確な型式差を認めることができず、またSE56出

土の土師器皿は厚手で器面がザラメのもので、むし

ろこの皿は12世紀後半代に入るものと思われ、混入

品の可能性もある。したがって I期新段階と I1期古

段階との間には期を設定するほどの大きな時期差は

ないものと思われ、山茶椀の編年観より両期とも13

世紀前半代におさまるものと考えた方が良いのでは

ないかと思われる。 I期新段階の皿は、型式的にS

E172の皿に近いものであろう。

一方、前川がW期、 14世紀中葉以降とされたSE

157出土の一群と宮ノ前SE52出土遺物は、土師器

皿• 鍋とも型式的にほぼ同時期と考えられるので、

これも、 SE52の山茶椀や陶器甕の年代観から、今

回示した年代観の方がより妥当性のあるものと思わ

れる。

D. 山茶椀の型式別産地傾向

多量に出土した山茶椀について、型式分類ならび
⑫ 

に産地分類（肉眼的観察による）を行ったので、下

表にまとめ、中勢地域における山茶椀の流通傾向に

ついて簡単に触れておきたい。



型式 尾張型 渥美型 東濃型

3型式 1 (100%) 

4型式 23 (77%) 7 (23%) 

5型式 32 (68%) 14 (30%) 1 (2%) 

6型式 123 (86%) 20 (14%) 

7型式 34 (100%) 

8型式 6 (100%) 

9型式 2 (100%) 

（註）

① 岡田 登「伊勢国市村駅家所在地考」
第六号」皇學館大學 1980 
藤澤良祐「山茶碗研究の現状」
蔵文化財センター 1994 
伊藤裕偉「中世南伊勢の土師器に関する一試論」「Miehistory
vol. 1」三重歴史文化研究会 1990 
田辺昭三「陶邑古窯址群I」平安学園考古クラプ 1966 
註④に同じ

齊藤孝正「猿投窯第m期杯類の型式編年」
資料館報告4」 1988 

⑦ 齊藤孝正「東海地方の施釉陶器生産ー猿投窯を中心に一」
「古代の土器研究一律令的土器様式の西・東3施釉陶器ー」
古代の土器研究会 1994 
註⑦に同じ

横田賢次郎•森田勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」
「九1+1歴史資料館研究論集4」 1978 
佐野 元「白磁四耳壷の型式と画期」「研究紀要第2輯」財団
法人瀬戸市埋蔵文化財センター 1994 

藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」 「研究紀要第3号」
三重県埋蔵文化財センター1994
以下、山茶椀の型式分類と編年はこの文献による。

尾張地方の猿投窯、瀬戸窯、知多窯と三河地方の藤岡窯、
足助窯を一括して尾張型と呼称する。

⑬ 前川嘉宏「蚊山遺跡左郡地区」 「近畿自動車道（勢和～伊勢）
埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教育委員会・三重県埋蔵文
化財センター 1993 

⑭ 木戸雅寿「石鍋の生産と流通について」 「中近世土器の基礎
研究IX」 日本中世土器研究会 1993 
立松宏•福岡猛志・中村信幸「大砂古窯跡群」阿久比町教育
委員会 1993 

磯部幸男・中野晴久「小森古窯址群」常滑市教育委員会 1990 
山下勝年・中野晴久「亀塚池古窯址群発掘調査報告書」 常
滑市教育委員会 1993 
伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」

history vol.1」三重歴史文化研究会 1990 
芳賀陽「加世端古窯址」 「梶廻間古窯址」
幡公民館 1962 
山田 猛「伊賀の瓦器に関する若干の考察」
基礎研究II」 日本中世土器研究会 1986 
藤澤良祐「瀬戸古窯址郡 II —古瀬戸後期様式の編年ー」
究紀要x」 瀬戸市歴史民俗資料館 1991 
青木 修「続片口鉢の研究ー中世知多古窯跡群を中心として一」

「研究紀要第 2輯J財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター 1994 

②
 

③
 

④
⑤
⑥
 

⑧
⑨
 
⑩ 

⑪
 

⑫ 

⑮ 

⑯

⑰

 
⑱ 

⑲ 

⑳ 

⑳ 

⑫
 

「高學館論叢第十三巻

「研究紀要第 3号」三重県埋

「名古屋大学総合

この表より、尾張型は操業されていた全期間の製

品が搬入され、常に渥美型に対し優位に立っていた

ことがまず指摘できる。特に 4型式以降、搬入が増

加し始め、

これは、

れつつあった知多窯が6型式に至り最盛期を迎える

ことと一致しており、生産地の動向をよく反映して

いる。また 7型式の山茶椀は、主として瀬戸窯産と

思われ、

ことから、全型式を通じ、尾張型山茶椀の生産地の

動向と一致している。

山茶椀の搬入経路については、藤澤氏が指摘され

ているように、知多半島の主要な港から、対岸の伊

勢湾西岸の主要な港へ直接海路を使って運ばれたも

のと思われる。

（倉田直純）

⑳ 立松宏•福岡猛志「上芳池古窯址群」阿久比町教育委員会
1990 

⑳ 山田 猛・岸田早苗「山城遺跡・北瀬古遺跡」 「三重県埋蔵
文化財発掘調査報告100-4」三重県埋蔵文化財センター 1994 
前川嘉宏「曲遺跡」 「県道丹生寺一志線及び県道合ケ野松阪
線道路改良工事敷地内 埋蔵文化財発掘調査報告書」 松阪市
教育委員会 1989 
註⑦に同じ

萱室康光「尺目遺跡発掘調査報告」津市教育委員会 1975 
浅生悦生「野田遺跡群発掘調査報告」津市教育委員会 1974 
註⑳に同じ

伊藤久嗣「V 平栄遺跡」 「近畿自動車道埋蔵文化財調査報
告ー山口遺跡・大ケ瀬遺跡・平栄遺跡ー」三重県教育委員会
1973 
伊藤久嗣「納所遺跡ー遺構と遺物ー」三重県教育委員会 1980 
倉田直純「N.森山東遺跡」 「松ノ木遺跡• 森山東遺跡・太
田遺跡発掘調査報告J三重県埋蔵文化財センター 1993 
r一般国道23号中瀬道路埋蔵文化財発掘調査概報II・ill」三
重県教育委員会・三重県埋蔵文化財センター 1990・1991 
谷本鋭次ほか「西ケ広遺跡」 「東名阪道路埋蔵文化財発掘調

査報告」 三重県埋蔵文化財連盟 1970 
山田 猛•岸田早苗「山城遺跡・北瀬古遺跡」 「三重県埋蔵
文化財発掘調査報告100-4」三重県埋蔵文化財センター 1994 
齊藤孝正「猿投窯第旧期杯類の型式編年」 「名古屋大学総合

資料館報告4J 1988 
田辺昭三「陶邑古窯址群 I」平安学圃考古クラプ 1966 
藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」 「研究紀要第 3号」
重県埋蔵文化財センター 1994 
青木 修「続片口鉢の研究ー中世知多古窯跡群を中心として一」
「研究紀要第 2輯」財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター 1994 
この文献の中で中世陶器甕の編年についても若干触れられて
いる。

⑩ 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」

「Miehistory vol.1」 三重歴史文化研究会 1990 
⑪ 前川嘉宏「蚊山遺跡左郡地区」 「近畿自動車道（勢和～伊勢）

埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教育委員会• 三重県埋蔵文
化財センター 1993 

⑫ 藤澤良祐氏、前川嘉宏氏、倉田の三者で分類。三重県におけ
る山茶椀の産地別出土傾向については、下記の文献に詳しく
述べられている。前川嘉宏「三重県における山茶椀の出土状

況」 「研究紀要第 3号」三重県埋蔵文化財センター 1994 

⑮ 

⑳
⑰
⑳
⑳
⑳
 

⑪
⑫
 
⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰
⑱
 
⑱
 

6型式に至り、そのピークを迎えている。

4型式以降、猿投窯に加え、生産が拡大さ

8・9型式のものはすべて瀬戸窯産である

「Mie

愛知県知多町八

「中近世土器の

「研
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遺物 登録

1&¥t 
法量 (cm) 

器種 調整技法の特徴 色調 胎 土 残存度 備考
番号 番号 口径 器高

005 A地区1 縄深文鉢土器 調整不明。 褐 砂粒を含む 底部小片 底部外面に網代跡
1 -01 SK 

130 
包A含地層区 請品 径 烹2 打製 灰 一部欠損 サヌカイト製

2 -11 l.9Xl.2 

003 A地区 曙畠 径2.4Xl.2 ~3 
打製 灰 一部欠損 サヌカイト製

3 -01 Pit 

004 
包A含地層区 屑酎 2.径5X2.0 烹6 打製 灰 完形 サヌカイト製

4 -03 

114 
包A含地層区 有二剥次加片工 径4.9Xl.8 ~.8 

打製 黒 完形 黒曜石製
5 -06 

l!a11 包A含地層区 打石錘ち欠き 径6.8X6.5 門.2 両端を打ち欠き 灰 完形
6 

唸 包A含地層区 8径.1X6.3 
厚 灰 完形

7 敲石 5,7 

054 A地区5 弥壺生土器 頸部に刺突文。口縁部に沈線。 濃褐
並石英。長石を含む

ほぼ完
8 -01 SH 9.6 24.0 

055 A地区 弥壺生土器 体部下半にヘラミガキ。 暗褐 石む英•長石を含 1/3 黒斑， -01 SH5 12.6 24.5 

119 A地H区 弥壺生土器 頸は部ハケに刺後突ミ文ガ。キ。口縁部ヨコナデ。体部 浅黄 長む石・雲母を含 口縁部～体部 黒斑
10 -05 S 5 (13.0) 

101 As 地区 壺弥生土器 体面部ハは外後ー面ハケ後ナ横デ線。文• 波状文。 内 灰白 砂粒を含む 体部の一部
11 -01 H5 ケ 部に

129 A地H区 弥生壺士器 体部下半にヘラミガキ。 黄に橙ぶい 石む英• 長石を含 下半 黒斑
12 -02 S 5 

128 A地区 弥壺生土器 調整不明。 黄に橙ぶい 石む英•長石を含
13 -06 SH5 1/3 

129 
AS地H区5 弥壺生土器 ヘラミガキか。 黄に橙ぶい 石む英•長石を含 胴部下半

14 -04 

115 A地区5 弥壺生土器 口縁端部に剌突文。 灰白 石む英•長石を含 口縁部1/3
15 -01 SH (16,6) 

138 A地区 弥生甕土器 外面上半ミガキ。 黄に橙ぶい 石む英• 長石を含 底上半部完1/、8 黒斑16 -01 SH5 (20.6) (24) 

055 A地区5 高弥杯生土器 調整不明。 褐 良 杯部1/6
17 -03 SH (12,3) 

055 
AS地H区5 弥生高杯土器 透孔5方向。 褐 良 脚部3/4

18 -02 

129 A地区5 弥生高杯土器 横孔線5方13本向。。 刺突2段。ハケ後ミガキ透 黄に橙ぶい 石む英•長石を含 脚部1/2
19 -01 SH 

066 A地区5 圭が 長さ 月.9 灰黄橙 石む英• 長石を含 3/4 
20 -04 SH 3.1 

唸 AS地H区5 石製品 径 厚名 両面に使用痕あり。 完形
21 7.4 

095 A地区2 弥壺生土器 頸部に刺突文。胴部にミガキが残る。 黄に橙ぶい 石む英•長石を含 1/2 
22 -01 SH (118) 25 

128 
AS地H区2 弥壺生土器 調整不明。 灰褐 石む英•長石を含 下半

23 -04 

093 A地区2 弥生高杯土器 透孔6方向。刺突。ハケメ。 黄に橙ぶ。い 雲母を含む 1/6 
24 -01 SH 

007 A地区 弥生壺土器 内面底部ハケメ。他は調整不明。 灰白 やや密 ほぼ完
25 -02 SH3 8.0 13 2 

007 
AS地H区3 弥生壺土器 ヨコナデ。 橙褐 良 1/4 

26 -05 16.0 

006 A地区 弥壺生土器 ミガキ。 橙褐 良 底部のみ 底部内面に有機物付着
27 -01 SH3 

007 A地区3 弥壺生土器 ナデ後ミガキか？。 淡褐 良 2/3 
28 -01 SH 8.4 9,0 

114 
AS地H区3 弥生高杯土器 横線8本3条。 明黄褐 石む英•長石を含 脚部1/2

29 -05 

007 A地区3 弥生高杯土器 調整不明。 橙褐 良 脚部1/3
30 -06 SH 

007 
AS地H区3 弥生高杯土器 透孔、横線。 赤褐 良 脚部1/4

31 -03 

035 
包A含地層区 須恵器器台 鋸歯文。 灰 良 高杯部小片 初期須恵器

32 -01 

温 A地区 石佑望 1.4 ゚ X 
暗緑灰 完形

33 Pit .5 

092 A地区6 須杯恵器蓋 ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。沈線。 灰 石む英• 長石を含 1/4 
34 -07 SH (15.8) (4 6) 

092 A地区6 須杯恵蓋器 ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 灰白 密 1/5 
35 -01 SH (13.8) (3.9) 

012 A地区6 須杯恵蓋器 ロクロ転ナ右デ。回天り井部ロクロケズリ。ロ 暗灰
砂密粒を含む

1/8 
36 -01 SH (14.1) (4.5) クロ回 。

012 A地区6 須杯恵器蓋 ロクロナデ。 青灰
砂密粒を含む

1/8 
37 -02 SH (14.0) (4 5) 

092 A地区 須杯恵器蓋 ロクロナデ。天井部ヘラ切り後ナデ。 灰 石む英 長石を含 2/3 
38 -08 SH6 13.5 4.0 

011 A地区6 須杯恵器蓋 ロクロ転ナ右デ。回天り井部ロクロケズリ。ロ 黄灰
砂密粒を含む

2/5 
39 -01 SH (13.6) (4.2) クロ回 。

012 
AS地H区6 須杯恵器蓋 ロクロナデ。天井部未調整。 灰

砂密粒を含む
1/4 

40 -03 (13 2) 4 1 

第23表出土遺物観察表 1
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遺物 登録

1it 
法量 (cm) 

器種 調整技法の特徴 色調 胎 土 残存度 備考

番号 番号 口径 器高

唸 AS地H区6 須杯恵器身 ロクロナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 青灰
砂密粒を含む

1/5 
41 (14.4) (4.3) 

唸 AS地H区6 須杯恵器身 ロクロナデ。底部ヘラ切り未調整。 黄褐灰
砂密粒をやや含む

1/4 
42 (12.4) (4.0) 

喘 AS地H区6 須杯恵器身 ロクロナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 灰白 石英・長石を含む 1/2 
43 12.2 4.0 

唸 AS地H区6 須杯恵器身 ロクロナデ。底部ヘラ切り未調整。 青灰
砂や粒や粗を含む

2/5 
44 (114) (3 7) 

唸 AS地H区6 須杯恵器蓋 ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 灰 石英•長石を含む 3/4 
45 13.4 4.8 

唸 AS地H区6 須恵高杯器 有ケ蓋ズ高リ杯。。ロクロナデ。杯底部ロクロ 褐灰
砂密粒を含む

杯部5/6
46 10.7 

喝 AS地H区6 須杯恵蓋器 ロクロナデ。 明灰 やや粗 1/4 
47 (9.5) 

噂 AS地H区6 須杯恵器蓋 ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 灰 密 1/4 歪みあり
48 -1 (13.4) 

092 AS地H区6 須杯恵器身
ロクロナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 灰白 密 1/3 

49 -04 (10.6) 3.7 

12~ AS地H区6 須短恵頸器壺 ロロ回ク転ロ左ナデ回。り底。部ロクロケズリ。 ロク 灰白 砂粒を含む 底上部半完 焼き脹れ

50 -1 8.8 8.8 

唸 AS地H区6 須短頸恵壺器 ロクロナデ。ロクロ回転左回り。 暗灰
砂密粒を含む

2/5 
51 (10.8) 

012 AS地H区6 須壺恵器
ロ条クロナデ。下半ロクロケズリ。沈線 灰褐

密砂粒を含む
胴部1/6

52 -05 3 。

咄 AS地H区6 須長頸恵壺器 ロクロナデ。沈線。 暗灰
砂や粒や粗を含む

頸部のみ
53 

唸 AS地H区6 須恵平瓶器 ロクロナデ。突帯。沈線。 黄灰
砂や粒や粗を含む

口頸部1/2
54 7.0 

唸 AS地H区6 須甕恵器 口縁部ロクロナデ。体部タタキ。 オプ灰リー 密 口緑部1/4
55 (18.8) 

1~ 贔 AS地H区6 須恵甕器 口縁部ヨコナデ。体部タタキ。 灰 石英•長石を含む 上半1/3
56 (22 4) 

唸 AS地H区6 土野 口口緑縁部部内ヨコナケデ。メ体部外面ハケメ。 明褐灰 やや密 1/2 黒斑
57 (11.9) 10.1 面ハ 。

012 AS地H区6 屯器
口縁部ナデ。体部外面板ナデ。 黄褐白

砂密粒を含む
上半1/8

58 -07 (14,1) 

屯 AS地H区6 土甕師器 調整不明。 黄褐白
砂密粒を含む

1/5 
59 (16,1) 

唸 AS地H区6 屯器 調整不明。 黄褐白
粗砂粒を含む

1/10 
60 (18.8) 

唸 AS地H区6 土野 口縁部ヨコナデ。体部内外面ハケメ。 灰白 長石を含む 上半1/4
61 (15.8) 

009 AS地H区6 土師甕器
口縁部ヨコナデ。体部内外面ハケメ。 黄褐白

や長石や粗を含む
小片

62 -01 (14.9) 

喝 AS地H区6 屯器 調整不明。 淡黄 石英長石を含む 口縁部1/4
63 (19,9) 

唸 AS地H区6 土野 内面ナデ。 浅黄橙 長石を含む 口縁部1/4
64 (23.2) 

唸 AS地H区6 屯器 調整不明。 灰白 石英•長石を含む 口縁部1/12
65 (32.8) 

唸 AS地H区6 土罪 ナデ。 褐
砂や粒や粗を含む

脚部ほぼ完
66 

唸 AS地H区6 鍔9ね 調整不明。 黄に褐ぶい 砂粒を含む 1/3 
67 

01~ AS地H区8 須杯恵器身 ロクロナデ。底部ロクロケズリ。 青灰 密 1/3 
68 -1 (10.4) 

苓 AS地H区8 鉄鉄鏃製品 最2大.1幅 ロクロナデ。底部ロクロケズリ。 暗灰
砂密粒を含む

7.9cm残存
69 

117 
SAH地9.1区0 須杯恵器身

ロクロナデ。底部ロクロケズリ。 暗灰 砂粒を含む 1/2 
70 -01 (11.9) 3,8 

唸 SAH地9.区10 須恵高杯器 ロクロナデ。沈線4条。 灰 並 杯部1/4
71 (13.8) 

1~ ぶ AS地Hll区 須杯恵器蓋 ロロククロロナ回転デ右。天回井り部。ヘラ切り未調整。 灰 石英•長石を含む 1/4 
72 (13.7) 

富 AS地H区ll 須台付恵器怨 沈線。体部下半ロクロケズリ。 灰黄
密砂粒を含む 脚体部部小1/片4 

歪み大
73 

121 AS地H区ll 土野 下口半縁ヘ部フヨケコズナ出デ内。面ハ外ケ面メ胴、ヘ部ラ上ケ半ズハリケ。メ、
浅黄 長石を含む 1/4 

74 -01 (13.8) 15 0 

喝 包A含地層区 須杯恵器蓋 ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 灰 砂粒を含む
天口縁井部1/完9 

75 (14.l) 4.3 

107 
包A含地層区 須杯恵蓋器 ロにクロナデデ。天井部ロクロケズリ後一 灰白 密 1/2 

76 -01 (13,0) 4.3 部ナ。

079 
包A含地層区 須杯恵蓋器

ロクロナデ。天井部ヘラ切り後ナデ 灰 砂粒を含む 2/5 
77 -05 (12 7) 

屯 包A含地層区 須杯恵蓋器
ロクロナデ。天井部ロクロケズリ後ナ 明灰白

砂良粒を含む
1/2 

78 (12,0) デ。

唸 包A含地層区 須杯恵蓋器
ロクロナデ。天井部ヘラ切り後粗いナ 灰白 密 1/4 

79 (11.2) 3.4 デ。

唸 包A含地層区 須杯恵蓋器 ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 暗灰 砂粒を含む 1/3 
80 (11 2) 3,4 
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遺物 登録

f{¥f 
法量 (cm) 

備考器種 調整技法の特徴 色調 胎 土 残存度
番号 番号 口径 器高

064 
包A含地層区 須杯恵蓋器 ロクロナデ。天井部ヘラ切り後ナデ。 灰 密 1/2 

81 -09 (10.7) 4.0 

o~61 包A含地層区 須杯恵器蓋
ロクロナデ。天井部ヘラ切り未調整。 灰 長石を含む 5/6 歪み大

82 10-11 

106 
包A含地層区 須杯恵器蓋 ロク沈ロ線ナデ。天井部ロクロケズリ後ナ 灰

砂密粒を含む
1/3 

83 -03 (9 6) 3.9 デ。。

079 
包A含地層区 須杯恵蓋器 ロクロナデ。天井部ヘラ切り後粗いナ 灰

密石英を含む
2/5 

84 -08 (13 0) 36 ァー•。

079 
包A含地層区 須杯恵器蓋 粗ロいクヘロナラデケズ。天リ井。部ヘラ切り未調整と 灰

密砂粒を含む
1/2 

85 -07 116 38 

041 
包A含地層区 須杯恵器身

ロクロナデ。底部ロクロケズリ。 褐灰 良 1/4 
86 -03 (12 6) 

106 
包A含地層区 須杯恵器身 ロクリ ロナデ。底部ヘラ切り後ロクロケ 灰白

砂密粒を含む
1/4 

87 -08 (11 2) ズ。

呵4 包A地含層区 須杯恵器身 ズロクリ。ロナデ。底部未調整一部ロクロケ 灰白 砂粒を含む 1/4 
88 (12.2) 3.4 

106 
包A含地層区 須杯恵器身 ロクロナデ。底部雑なロクロケズリ。 灰 砂粒を含む 2/3 

89 -02 (11.3) 3,3 

041 
包A含地層区 須杯恵器身

ロクロナデ。底部板ナデ。 青灰 良 1/4 
90 -01 10 4 

106 
包A含地層区 須杯恵器身

ロクロナデ。底部ロクロケズリ。ナデ。 灰白 砂粒を含む ほぼ完形
91 -07 10.8 3.5 

086 
包A含地層区 須杯恵器身 ロロ回ク転ロ左ナ廻デ。り底。部ロクロケズリ。 ロク 灰白

砂密粒を含む
1/3 

92 -06 (10 2) 35 

1~ 贔 包A含地層区 須杯恵器身 ロクロナデ。底部未調整。 灰 並 ほぼ完形
93 8.9 3.3 

106 
包A含地層区 須杯恵蓋器

ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 灰白 砂粒を含む 1/3 
94 -06 (12.4) 5.4 

116 
包A含地層区 須杯恵器蓋

ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 灰 砂粒を含む 2/3 
95 -04 15 0 4.5 

042 
包A地含層区 須杯恵器蓋

ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 青灰 良 1/3 
96 -03 12 4 54 

063 
包A含地層区 須杯恵蓋器

ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 暗青灰 長石を含む 3/5 歪み大
97 -04 16 2 7.7 

093 
包A含地層区 須短頸恵壺器

ロクロナデ。カキメ。 灰 密 1/4 焼き脹れ
98 -05 (8.0) 

環2 包A含地層区 須短頸恵壺器 ロロククロロナ回転デ右。体廻部り下。沈半線ロ。クロケズリ。 灰白 石英長石を含む 体部1/4
99 

063 
包A含地層区 須鉢恵器

ロクロナデ。底部ロクロケズリ。 灰 長石を含む 1/2 歪みあり
100 -08 93 4.5 

唸 包A地含層区 須杯恵器 ロロ回ク転ロ右ナ廻デ。り底。部ロクロケズリ。 ロク 明灰 良 1/4 
101 10,8 5,2 

031 
包A含地層区 須杯恵器 ロクロナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 明灰 良 1/2 

102 -05 10 0 44 

036 
包A含地層区 須杯恵器

ロクロナデ。底部ヘラ切り未調整。 明灰 良 1/4 
103 -02 10.2 4.1 

唱 包A含地層区 須杯恵器 ロクロナデ。底部ヘラ切り未調整。 灰白 密 1/6 
104 (10 4) 53 

036 
包A含地層区 須杯恵器

ロクロナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 灰白 密 1/2 
105 -05 (10,0) 56 

044 
包A地含層区 須杯恵器 ロクロナデ。底部ヘラ切り未調整。 暗青灰 良 1/2 

106 -01 (9.0) 5.0 

唸 包A含地層区 須杯恵器 ロクロナデ。底部ヘラ切り後粗いナデ。 黄灰 長石を含む 5/6 
107 11 9 35 

087 
包A含地層区 須杯恵器

ロクロナデ。底部ロクロケズリ。 灰白 砂粒を含む 1/3 
108 -04 (13 2) 36 

071 
包A地含層区 須杯恵器 ロロ回ク転ロ右ナデ回。り底。部ロクロケズリ。 ロク 灰白 砂粒を含む 1/5 歪みあり

109 -03 (17,2) 6.2 

唸 包A含地層区 須杯恵器 ロクロナデ。底部ロクロケズリ。 淡灰 密 1/3 
110 (15 O) 35 

042 
包A含地層区 須杯恵器 ロクロナデ。底部ロクロケズリ。 青灰 良 1/4 

111 -04 (16.4) 46 

079 
包A含地層区 須杯恵器

ロクロナデ。 褐灰 砂粒を含む 1/8 
112 -03 (15.4) 3.8 

114 
包A含地層区 須杯恵器蓋

ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 灰白 並 完形
113 -03 9.8 3.1 

064 
包A含地層区 須杯恵器蓋 ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 灰白 砂粒を含む つまみ部欠

114 -06 72 損。

041 
包A含地層区 須杯恵器蓋

ロクロナデ。天井部ロクロケズリ。 明白 良 1/2 
115 -04 15.6 2,6 

061 
包A含地層区 須す恵り鉢器 ナデ。底部刺突。 橙 石英長石を含む 下半3/4

116 -03 

110 
包A含地層区 須す恵り器鉢 ロズクロナデ。沈線。底部手持ちヘラ 灰白 砂粒を含む 下半のみ

117 -04 ケリ。

1~ 贔 包A含地層区 須恵高杯器 ロロケクズロナリデ。。杯部に沈線。杯部底ロク 灰 砂粒を含む 1/2 
118 (11 3) 

llO 
包A含地層区 須恵高杯器 ロケクロナリデ。脚部に沈線。杯部底ロク 灰白 長石を含む 脚部を欠損

119 -05 (14.2) ロズ。

094 
包A含地層区 須恵高杯器 ロクロ部ナデに沈。杯線部底ロクロケズリ。杯 灰白 石を含英む•長石•雲母 杯脚部部完1/形3 120 -01 (14 6) (11 4) 部・脚 。
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遺物 登録

ィ~f
法量 (cm) 

器種 調整技法の特徴 色調 胎 土 残存度 備考
番号 番号 口径 器高

130 
包A含地層区 須平恵瓶器 ロクロナデ。 灰白 砂粒を含む 体部1/4

121 -08 

081 
包A含地層区 須恵平瓶器 ロクロナデ。下半ロクロケズリ。 青灰 砂粒を含む 体部2/5

122 -05 

123 
包A含地層区 須長頸恵壺器 ロクロナデ。 灰白 石英・長石を含む 1口/縁2～頸部

123 -03 (9 3) 

044 
包A地含層区 須長頸恵壺器 ロクロナデ。 灰 良 口縁1/6

124 -05 (14.8) 

唸 包A地含層区 須恵甕器 沈線3条。櫛刺突。 灰白
密砂粒を含む

口縁1/2
125 (28.4) 

096 
包A含地層区 須甕恵器 内口縁面青部海ヨ波コ文ナデ。。体部カキメ、 叩き。 灰 密 体口縁部1ほ/ぽ2完

126 -01 (17 5) 30.6 

078 
包A含地層区 須横恵瓶器 体部叩き。内面青海波文。 灰 密 上半1/4

127 -02 (13 6) 

091 
包A含地層区 須横恵器瓶 体部叩き、カキメ。 灰白 砂粒を含む 体口縁部上1/半3 

自然釉
128 -01 (11.8) 

109 
包A含地層区 土椀師器 口縁部ヨコナデ。 橙 良 1/3 

129 -05 (11 2) 42 

041 
包A地含層区 土炉 調整不明。 濃褐 良 1/2 

130 -05 12.2 56 

唸 包A含地層区 土杯師器 調整不明。 浅黄橙 密 1/3 
131 (13.2) 2.7 

051 
包A含地層区 環器 調整不明。 橙褐 良 1/8 

132 -04 (15.4) 4.1 

051 
包A地含層区 土蓋師器 調整不明。 橙褐 精良 ほぼ完

133 -01 19.4 29 

044 
包A含地層区 土皿師器 内面に暗文。外面ヘラミガキ。 橙褐 良 1/8 

134 -03 (20.0) (21) 

031 
包A含地層区 土盟信

ナデ。 橙褐 良 脚部2/3
135 -04 

063 
包A含地層区 土甕師器 口縁部ヨコナデ。内外面ともハケメ。 浅黄橙 密 上半1/6

136 -03 (26.7) 

129 
包A含地層区 土野 半口縁ヘ部フケヨスュナリ。デ。胴部上半ハケメ、 下 浅黄橙 石英長石を含む 1/2 

137 -03 (14.2) 15.2 

122 
包A地含層区 土野 口縁部ヨコナデ。胴部外面ヘラケズリ。 灰黄 石英長石を含む 上半1/2

138 -03 (13.4) 

069 
包A含地層区 環器 口縁部ヨコナデ。 浅黄橙 石英長石を含む 1/4 

139 -01 (13 9) (8.0) 

051 
包A含地層区 ケズリ。ヘラによる刻み。 紫灰 良 脚のみ

140 -02 獣脚

045 
包A含地層区 硯(1面2.8部) 

長方形の透孔4-5孔。筆差し部。 褐灰 良 1/4 
141 -01 円面硯 62 

045 
包A含地層区 硯(1面1.2部) 

円形の透孔と線状の透孔。 灰 良 1/4 
142 -02 円面硯

051 
包A含地層区 細長い透孔。 褐灰 良 小片

143 -03 円面硯

039 
包A含地層区 土誓器 非ロクロ製品。貼り付け高台。 橙褐 良 高台部1/2

144 -05 

074 A地区 土誓器 ロ台クロナデ。底部糸切り痕。貼り付け 灰白 密 3/5 
145 -01 Pit 11 2 2.8 高。

041 A地区 遭器 ロクロナデ。底部糸切り痕。 橙褐 良 1/2 
146 -06 Pit (9.6) 1.9 

唱 PAit 地区 土皿師器 ロクロナデ。底部糸切り痕。 淡褐 良 1/2 
147 (13.8) 3.1 

119 A地区 土皿師器 ロクロナデ。底部糸切り痕。 橙 密 完形
148 -02 Pit 15.1 37 

090 A地区 土甕師器 清郷型。内面板ナデ。 明赤褐 石英長石を含む 上半3/4
149 -02 Pit (24.0) 

052 A地区 黒椀色土器 肉フ面ケ黒ス色リ後(ヘA類ラ）ミ。ガ貼キ。り付け高台。 ヘ 橙褐 良 1/4 
150 -01 Pit 

074 A地区 灰釉皿陶器 高ロ台ク。ロナデ。底部糸切り痕。貼り付け 灰白
密砂粒を含む

2/5 
151 -03 Pit (11.0) 18 

094 
包A含地層区 灰釉椀陶器 付ロけク高ロ台ナ。デ釉。底漬部け掛糸切け。り後ナデ。 貼り 灰白 密長石を含む

ほぼ完形
152 -03 15.6 7.7 

064 
包A含地層区 灰釉小椀陶器 ロ台クロナデ。底部糸切り痕。貼り付け 灰白 密 4/5 

153 -04 10.3 2.8 高。

074 A地区 緑釉椀陶器 ロクロナデ。 密 上半1/8
154 -08 Pit (16,5) 

°沿 A地区 段緑釉皿陶器
ロクロナデ。内面に段。 密 小片

155 Pit 

090 
包A含地層区 緑椀釉陶器 内面に沈線。 浅黄橙 密 底部5/6

156 -03 

015 
包A含地層区 緑釉椀陶器 貼り付け高台。 黄褐 良 底部1/2

157 -01 

063 
包A含地層区 嗜 ロクロナデ。内面に沈線2条。 灰白 砂粒を含む 上半1/8

158 -05 (16.4) 

074 A地区 白贋
ロクロナデ。内面に沈線。 灰白 密 片口縁部小

159 → 10 Pit (16 3) 

107 
包A含地層区 嘔 ロクロナデ。ケズリ出し高台。 灰白 密 底部のみ

160 -02 
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遺物 登録

心門
法量 (cm) 

残存度 備考器種 調整技法の特徴 色調 胎 土
番号 番号 口径 器高

107 
包A含地層区 茫 ロクロナデ。高台部ケズリ出し。 灰 密 底部1/2

161 -03 

074 A地i区 茫 ロクロナデ。高台部ケズリ出し。 灰白 密 底部2/5
162 -11 p t 

097 猜区 茫 ロクロナデ。内面に沈線。 灰白 密 体部1/5
163 -06 (17.4) 

070 AS地D区 炉 ロクロナデ。高台部ケズリ出し。 灰白 密 下半1/5
164 -06 

咄 包A地含層区 四耳白磁壺
ロクロナデ。高台部ケズリ出し。 灰白 密 底部のみ

165 

1: 晶 包A含地層区 外面ユピオサ工。 橙 長石を含む 小片
166 製塩土器 5.7 

015 
SAE地20区 土烹旦

ロクロナデ。底部糸切り痕。 橙褐 良 2/3 
167 -02 9.2 2.0 

015 
SAE地20区 土烹言

ロクロナデ。 淡黄褐 良 1/2 
168 -03 (9.8) 2.0 

015 
SAE地20区 土酎器

口縁部ヨコナデ。体部内面ハケメ。 灰褐 良 口縁部小片
169 -04 (20.6) 

唸 SAE地34区 ロり痕ク。ロ籾ナ殻デ痕。貼。り付け高台。底部糸切 灰白
密石英•長石を含む 3/4 墨書「西」

170 山茶椀 15 2 5,6 

014 
SAE地33区 土羽師器釜

口縁部ヨコナデ。体部外面ハケメ。 褐 良 上半1/4
171 -01 (23.0) 

唸 SAE地32区 土烹眉 外面ユビオサ工。内面ナデ。 淡褐
砂良粒を含む

1/4 
172 (7.4) 1.2 

唸 SAE地32区 土皿師器 外面ユビオサ工。内面ナデ。 淡乳白 良 1/2 
173 (11.8) 2.2 

016 
SAE地32区 土皿師器

外面ユビオサエ。内面ナデ。 淡乳白 良 1/3 
174 -04 12 0 2.6 

1~ 晶 SAE地32区 土冒器 外面ユビオサ工。内面ナデ。 灰白 砂粒を含む ほぼ完形
175 11.3 26 

131 
SAE地32区 渭器

外面ユビオサ工。内面ナデ。 灰白 並 2/3 
176 -06 118 3.0 

018 
SAE地32区 濯器

口縁部ヨコナデ。胴部外面ハケメ。 褐 砂粒を含む 上半1/3 スス付着
177 -02 (24 4) 

023 
SAE地32区 遭旦

胴部外面ハケメ。 褐
粗砂粒を含む

口縁部1/7
178 -02 (38.0) 

016 
SAE地32区

ロクロナデ。底部糸切り痕。 灰
砂粗粒を含む

1/4 
179 -07 山茶椀 (13.8) 5.1 

唸 SAE地32区 陶お器ろし皿 底部糸切り痕。 灰 良 底部1/2
180 

02g SAE地32区 灰陶器釉壺
調整不明。 灰 良 1/4 

181 -3 

023 
SAE地32区 骨酎 ケズリ。 黄灰 上半1/4

182 -01 (314) 

025 
SAK地21区 土烹眉

口縁部ヨコナデ。ユビオサ工。 淡褐 良 1/2 
183 -07 (8.8) 1.9 

02~ SAK地21区 土烹眉
口縁部ヨコナデ。ユビオサ工。 橙褐 良 3/4 

184 -5 92 2.0 

025 
SAK地21区 土小師器皿

口緑部ヨコナデ。ユビオサエ。 褐 良 ほぽ完形
185 -08 9.0 1 9 

025 
SAK地21区 土烹眉

口縁部ヨコナデ。 淡褐 砂粒を含む 1/2 
186 -06 (8.8) 1.9 

02g SAK地2区1 土小師器皿 口縁部ヨコナデ。 褐 砂粒を含む ほぽ完形
187 -3 96 1.9 

025 
SAK地21区 土烹旦

口縁部ヨコナデ。 淡褐 砂粒を含む 完形
188 -04 9.6 20 

025 
SAK地21区 渭器

口縁部ヨコナデ。 淡橙褐 良 口縁部1/10
189 -09 (26.0) 

唸 SAK地24区 土烹眉 口縁部ヨコナデ。ユビオサ工。 灰白 密 完形
190 80 1.8 

099 
SAK地24区 唱 口縁部玉縁状。ロクロナデ。 灰白 密 口縁部1/7

191 -04 (15.8) 

11g SAK地22区 ロ痕クロナデ。貼り付け高台。底部糸切 灰白 長石を含む 完形 口縁部歪み大
192 -1 山茶椀 15-16 57 り。

唸 SAK地49区 ロり痕ク。ロ籾ナ殻デ痕。貼。り付け高台。底部糸切 灰白 長石を含む 底部のみ 墨書、ひらがなか？
193 山茶椀

019 
SAK地37区 土讐

口縁部ヨコナデ。 橙褐 良 完形
194 -01 13 8 2.6 

020 
SAK地37区 土誓器

口縁部ヨコナデ。 橙褐 良 完形
195 -02 13.8 2.8 

002192--003 2 SAK地37区 環器
口縁部ヨコナデ。 橙褐 良 完形

196 13.0 26 

0~ ぶ SAK地37区 土師皿器 口緑部ヨコナデ。 橙褐 良 完形
197 13.4 3.0 

022 
SAK地37区 土師皿器

口縁部ヨコナデ。 橙褐 小石を含む ほぼ完形
198 -01 12.8 2.8 

019 
SAK地37区 土野

口縁部ヨコナデ。 橙褐 密 ほぽ完形
199 -02 12 7 2.5 

020 
SAK地37区 土小師器皿

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 橙褐 良 完形
200 -05 7.9 11 
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遺物 登録

” 
法量 (cm) 

器種 調整技法の特徴 色調 胎 土 残存度 備考
番号 番号 口径 器高

1~ 贔 SAK地37区 土小師器皿 口縁部ヨコナデ。外OOユビオサ工。 浅黄橙 石英を含む 完形
201 79 1.3 

019 
SAK地37区 土小師器皿

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサエ。 淡橙褐 良 1/2 
202 -08 (7 8) 1.3 

豆贔 SAK地37区 土烹言 口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 浅黄橙 石英•長石を含む ほぽ完形
203 79 1.4 

134 
SAK地37区 土烹冒

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 黄に橙ぶい 長石を含む 1/3 
204 -05 (7.8) 1 6 

0~ 贔 SAK地37区 土小師器皿 口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 橙にぶい
石密英を含む

完形
205 7.7 1.4 

019 
SAK地37区 土小師器皿

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 橙褐 良 完形
206 -06 8.2 1 3 

02~ SAK地37区 土小師器皿 口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 橙褐 良 完形
207 -1 80 1.3 

020 
SAK地37区 土小師器皿

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 橙褐 良 完形
208 -04 8 1 1.6 

084 
SAK地37区 土小師器皿

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサエ。 浅黄橙 密 ほぽ完形
209 -07 8,3 11 

019 
SAK地37区 土小師器皿

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 褐 良 完形
210 -05 82 1.3 

020 
SAK地37区 土小師器皿

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 橙褐 良 完形
211 -03 78 1.2 

019 
SAK地37区 環昌

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 淡橙褐 良 完形
212 -09 79 1.0 

084 
SAK地37区 土嘘

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 褐 密 完形
213 -03 78 1.4 

019 
SAK地37区 土小師器皿

口縁部ヨコナデ。外面ユビオサ工。 赤褐 良 4/5 
214 -07 78 1.2 

屯 SAK地35区 土小師器皿 外調整面痕テ。ノヒラオサ工。内面工具による 浅黄橙 石英•長石を含む ほぼ完形
215 73 1.0 

138 SAK地35区 土小師器皿 外調整面痕テ。ノヒラオサエ。内面工具による 浅黄橙 石英長石を含む ほぽ完形
216 -2 7.3 1.0 

133 
SAK地35区 環冒

外面テノヒラオサ工。 明黄褐 石英を含む ほぼ完形
217 -03 78 1.2 

豆ぶ SAK地35区 土小師器皿 7.2 調外整面痕テ。ノヒラオサ工。内面工具による 明黄褐 石英•長石を含む 完形 口縁部歪み大
218 -7.8 1 2 

133 
SAK地35区 土小師器皿

外面テノヒラオサ工。 明黄褐 密 完形
219 -05 74 1 3 

138 SAK地35区 土小師器皿 外調整面痕テ。ノヒラオサエ。内面工具による 黄に橙ぶい 石英を含む ほぽ完形
220 -6 7.5 11 

133 
SAK地35区 土小師皿器

外面テノヒラオサ工。 浅黄橙 石英を含む 完形
221 -07 8,0 1.3 

豆贔 SAK地35区 土小師器皿 7.4 外面テノヒラオサ工。 浅黄橙 石英を含む 完形 口縁部歪み大
222 -8.0 1.3 

133 
SAK地35区 土小師器皿

外面テノヒラオサ工。 黄に橙ぶい 石英を含む 完形
223 -09 7,8 1 1 

133 
SAK地35区 土小師器皿 外調整面痕テ。ノヒラオサ工。内面工具による 黄に橙ぶい 石英を含む ほぽ完形

224 -10 7.6 0.9 

133 
SAK地35区 土烹眉

78 外調整面痕テ。ノヒラオサエ。内面工具による 浅黄橙 石英を含む 3/4 口縁部歪み大
225 -11 -8.2 1.1 

豆む SAK地35区 土烹眉 外面テノヒラオサエ。 浅黄橙 石英を含む 4/5 
226 7,8 1.4 

133 
SAK地35区 土小師器皿

7.4 外調整面痕テ。ノヒラオサエ。内面工具による 浅黄橙 石英を含む 2/3 口縁部歪み大
227 -13 -7 8 1.0 

1~ む SAK地35区 土小師器皿 7.0 外調面整痕テ。ノヒラオサ工。内面工具による 浅黄橙 密 2/3 口縁部歪み大
228 -7 5 1.0 

屯 SAK地35区 土小師器皿 外調面整痕テ。ノヒラオサ工。内面工具による 浅黄橙 石英を含む 2/3 
229 8.1 1.1 

喝 SAK地35区 土烹眉 外面テノヒラオサ工。 浅黄橙 石英を含む 2/3 
230 7,7 11 

133 
SAK地35区 土小師器皿

外面テノとラオサエ。 淡黄 石英を含む 2/3 
231 -18 76 11 

1~ む SAK地35区 環旦
外面テノヒラオサ工。 浅黄橙 石英を含む 4/5 

232 7.6 07 

134 
SAK地35区 土嘘

外面テノヒラオサ工。 浅黄橙 密 1/3 
233 -01 (8.0) 1 2 

083 
SAK地35区

ロクロナデ。底部糸切り痕。 黄に橙ぶい 小石を含む ほぽ完形
234 -06 山皿 8.2 18 

084 
SAK地36区 土小師器皿

ユビオサエ後ナデ。 淡黄 密 1/3 
235 -06 (8.1) 1 4 

084 
SAK地36区 土小師器皿

ユビオサエ。 淡黄 良 完形 口縁部歪み大
236 -13 81 1.2 

084 
SAK地36区 土烹眉

ユビオサエ後ナデ。 浅黄橙 密 ぽ完形
237 -12 7,8 08 

084 
SAK地36区 土烹旦

調整不明。 浅黄橙 密 1/2 
238 -11 (7.7) 1.0 

084 
SAK地36区 土烹冒

ユビオサエ後ナデ。 灰白 密 1/3 
239 -05 (7.8) 1 0 

唸 SAK地36区 土小師器皿 ユビオサ工。 淡橙 密 2/3 
240 8,2 1 0 
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084 A地区 小上師皿器 ユビオサ工。内面にエ具痕。 黄に橙ぶい 砂粒を含む ほぼ完形
241 -14 SK36 77 0.8 

084 A地区
土烹言

調整不明。 浅黄橙 密 1/5 
242 -02 SK36 (7.6) 1 2 

084 A地区 土小皿師器 調整不明。 灰白 石英を含む 1/5 
243 -04 SK36 (8 0) 09 

084 A地区 土小皿師器 ユビオサエ後ナデ。 浅黄橙 密 ほぽ完形
244 -08 SK36 79 1.1 

084 A地区 土小皿師器 73 ユビオサ工。 浅黄橙 密 ほぼ完形 口縁部歪み大
245 -10 SK36 -8.5 1 0 

100 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 密 ほぽ完形
246 -05 SK36 山皿 (7 8) 1 0 

082 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部ナデ。 灰白 長石を含む 2/5 
247 -05 SD26 山茶椀 (15 7) 57 

102 A地区 15 6 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 砂粒を含む 1/5 
248 -05 SD26 山茶椀 -16.4 55 籾。

059 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 良 ほぽ完形
249 -03 SD26 山茶椀 15 6 5.7 

098 
SAD地26区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 密 2/5 

250 -02 山茶椀 (14 4) 5.1 籾痕。

060 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 石英長石を含む ほぼ完形
251 -01 SD26 山茶椀 14 9 52 

102 
SAD地26区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 石英長石を含む 2/5 

252 -04 山茶椀 (16 0) 55 籾。

098 A地区 15.6 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 石英長石を含む 完形
253 -01 SD26 山茶椀 ~16 0 50 籾。

033 A地区 籾ロ殻ク痕ロ。ナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 長石を含む ほぼ完形
254 -01 SD26 山茶椀 15.0 4.9 

097 A地区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 石英長石を含む 完形
255 -01 SD26 山茶椀 15 2 53 籾痕。

112 A地区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 石英長石を含む ほぽ完形
256 -01 SD26 山茶椀 15,0 5,0 籾痕。

085 A地区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 長石を含む 完形
257 -02 SD26 山茶椀 14 4 49 籾痕。

111 A地区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 砂粒を含む 1/2 
258 -06 SD26 山茶椀 (15 3) 54 籾。

063 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 砂粒を含む 1/2 
259 -01 SD26 山茶椀 (14 1) 52 

085 A地区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英長石を含む 完形
260 -01 SD26 山茶椀 14 4 4.9 籾痕。

085 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 石英•長石を含む 2/3 
261 -05 SD26 山茶椀 13.8 46 

097 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 黄灰 砂粒を含む ほぼ完形 底部外面に愚書「大」
262 -04 SD26 山茶椀 15 4 5.4 

058 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部ナデ。 灰白 石英長石を含む 下半2/3 底部外面に墨書「九のこ」？
263 -06 SD26 山茶椀

033 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰 良 1/2 底部外面に墨書「二」
264 -02 SD26 山茶椀 (15,0) 55 

102 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 砂粒を含む 2/3 
265 -06 SD26 山皿 86 1 9 

098 A地区 83 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 長石を含む ほぼ完形 口縁部歪み大
266 -07 SD26 山皿 - 9,0 2.3 

063 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 完形
267 -07 SD26 山皿 79 22 

058 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰 長石を含む ほぽ完形 墨書「大」
268 -07 SD26 山皿 83 2.4 

058 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰 石英長石を含む ほぽ完形
269 -04 SD26 山皿 8.4 2 1 

098 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 石英•長石を含む 完形
270 -06 SD26 山皿 7.4 1 7 

065 
SAD地26区

白磁 ロクロナデ。内面に沈線状の段。草花 灰白 密 1/6 
271 -06 皿 (10 6) 26 文。

034 A地区 陶g N字状口縁。 褐 良 口縁部1/4
272 -01 SD26 (36 0) 

070 A地区 陶g N字状口縁が未発達。 灰 砂粒を含む 口縁部1/10
273 -07 SD26 (24 0) 

098 A地区 土皿師器 内面ナデ。ユビオサエ後ナデ。 淡黄 石英を含む ほぼ完形
274 -04 SD26 11.9 2 1 

098 
SAD地26区 土師皿器

ユビオサエ後ナデ。 淡黄 砂粒を含む ほぼ完形
275 -05 11 4 22 

076 
SAD地26区 環器

口縁部ヨコナデ。ナデ。 橙にぶい 良 1/3 
276 -05 (12 0) 26 

111 A地区 土小師器皿 ユピオサエ後ナデ。 淡黄 並 2/3 口縁部歪み大
277 -09 SD26 80 11 

125 A地区 土鍋師器 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 黄に橙ぶい 石英長石を含む 上半
278 -01 SD26 (24 2) 

075 A地区 土鍋師器 口縁部ヨコナデ。頸部ユビオサ工。 淡赤橙 石英長石を含む 上半1/4
279 -03 SD26 (26 1) 

126 A地区 渭器 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 黄に橙ぶい 石英長石を含む 上半1/4 スス付着
280 -01 SD26 (26 0) 
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075 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部ナデ。 灰白 砂粒を含む 1/2 
281 -04 SD51 山茶椀 (16,8) 59 

075 
SAD地51区 15l6 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 密 ほぽ完形

282 -02 山茶椀 - 2 5,3 

103 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 並 2/3 墨書が底部にわずかに残る
283 -01 SD51 山茶椀 (16 0) 45 

026 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 暗灰 砂粒を含む 1/2 
284 -02 SD51 山茶椀 (15 7) 53 

026 
SAD地51区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 粗 完形

285 -04 山茶椀 15 6 5.1 籾痕。

026 
SAD地51区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 密 完形

286 -05 山茶椀 14 3 57 籾痕。

109 A地区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 1/2 
287 -02 SD51 山茶椀 (15 0) 5.1 籾痕。

097 A地区 14 8 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英•長石を含む 完形 口縁部歪み大
288 -02 SD51 山茶椀 -15.4 5.1 籾痕。

097 A地区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英長石を含む 3/4 
289 -03 SD51 山茶椀 15.0 52 籾。

112 A地区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 完形
290 -02 SD51 山茶椀 14.4 55 籾。

080 A地区 籾ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 砂粒を含む 完形
291 -01 SD51 山茶椀 14,6 53 

076 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英・長石を含む ほぼ完形
292 -04 SD51 山茶椀 14 8 58 

唸 SAD地51区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白
砂密粒を含む

完形
293 山茶椀 14.4 5.2 籾痕。

109 
SAD地51区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白

石密英・長石を含む
2/3 

294 -01 山茶椀 14 2 5.3 籾痕。

058 A地区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 暗青灰 石英・長石を含む ほぼ完形
295 -01 SD51 山茶椀 14.0 54 籾。

077 A地区 12 4 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 砂粒を含む 3/5 口縁部歪み大
296 -01 SD51 山茶椀 -14.4 54 籾。

111 A地区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英長石を含む 2/3 底部に墨書「西」
297 -03 SD51 山茶椀 14.5 5.8 籾痕。

076 A地 区14.4 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英長石を含む ほぽ完形 底部に墨書「上」
298 -03 SD51 山茶椀 -15.2 55 

076 A地区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英を含む 底部のみ 底部に愚書「上」
299 -06 SD51 山茶椀

102 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 石英を含む 2/3 
300 -07 SD51 山皿 82 1 7 

080 A地区 土皿師器 ユビオサエ後ナデ。 淡黄橙 石英を含む 1/3 
301 -05 SD51 (10 8) 2,3 

080 A地区 土皿師器 ユピオサエ後ナデ。 淡黄橙 石英を含む 1/3 
302 -04 SD51 (11 0) 22 

072 A地区 濯器 口縁部ヨコナデ。体部外面ハケメ。 浅黄橙 石英長石を含む 上半1/4 外面にスス付着
303 -02 SD51 (23 7) 

125 A地区 環器 口縁デ部、ヨコナデ。ケ体ズ部リ内外面とも上半 黄に橙ぶい 石英長石を含む 1/4 外面にスス付着
304 -02 SD51 (24.0) ナ 下半ヘラ 。

127 A地区 土鍋師器 口ナ縁デ部。ヨコナデ。体部内外面とも上半 黄に橙ぶい 粗石英を含む
1/4 外面にスス付着

305 -02 SD51 (29 6) 

113 A地区 土羽師器釜 口縁部に円孔。外面ハケメ。 灰白 砂粒を含む 口縁部1/7 外面にスス付着
306 -01 SD51 (30) 

112 
SAD地51区 土羽師器釜

外面ハケメ。 浅黄橙 石英長石を含む 上半1/9
307 -05 (33.8) 

103 A地 が N字状口縁が未発達。 赤褐 粗 1/5 
308 -04 SD51 (31 2) 

078 
SAD地51区 塁器

ロクロナデ。 浅黄橙 良 小片
309 -01 85 

024 A地区 土師皿器 ユビオサ工。 乳白 良 1/3 
310 -02 SE52 10,0 24 

088 A地区 土師器 ユピオサ工。 灰白 密 1/4 歪みあり
311 -03 SE52 皿 (10) 2,3 

070 A地区 土皿師器 ユビオサ工。 灰白 密 ほぼ完形
312 -01 SE52 11.1 25 

070 A地区 土皿師器 ユビオサ工。 灰白 密 2/5 
313 -04 SE52 (11 6) 26 

131 
SAE地52区 土讐

調整不明。 灰白 並 1/3 
314 -05 (11 2) 2,9 

070 A地区 土皿師器 ユビオサ工。 灰白 並 3/5 
315 -03 SE52 11 6 26 

070 
SAE地52区 土烹旦

ユピオサ工。 灰白 密 完形
316 -05 76 1 2 

024 
SAE地52区 土へ師そ器皿

口縁部ヨコナデ。 乳白 良 1/4 
317 -03 (6 7) 2,0 

024 A地区 ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 粗 1/3 
318 -01 SE52 山茶椀 12 2 4.9 

070 
SAE地52区

ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 石英を含む 完形
319 -02 山皿 7.8 02 

088 
SAE地52区 土鍋師器 口オ縁サ部ヨコ面ナデ。ケ頸メ部内外面ともユビ 浅黄橙

砂密粒を含む 『/頸4部320 -05 (22,8) 工。外ハ 。
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番号 番号 口径 器高

120 
SAE地52区 土鍋師器 面口縁ユ部ヒオヨサコ工ナ。デ。ナ体デ部。外面ハケメ、 内 淡黄 石密英 長石を含む

上半2/3 胴部外面にスス付着
321 -02 30,8 

唸 SAE地52区 渭器 部口縁ヘ部ラケヨスコナリデ。。体部外面ハケメ、底 浅黄橙 石英・長石を含む ほぽ完形 外面にスス付着
322 30 2 

057 
SAE地52区 土羽釜師器

体部外面ハケメ。 浅黄橙 石英長石を含む 上半1/8 外面にスス付着
323 -02 (17,8) 

070 
SAE地52区 陶g N字状口縁。 褐灰 長石を含む 口縁部1/8

324 -08 (33 8) 

105 
SAE地52区 陶g 粘土板接合痕。 灰褐 砂粒を含む 上半1/8

325 -01 (40) 

074 A地区 土師皿器 調整不明。 淡橙 石英長石を含む 2/3 
326 -12 Pit 90 1.9 

122 A地区 土誓器 口縁部ヨコナデ。 淡黄
粗石英・長石を含む

1/3 
327 -02 Pit (15) 

087 
包A含地層区 土讐

口縁部ヨコナデ。 淡黄 密 1/2 
328 -03 13.4 2.0 

128 
包A含地層区 土皿師器

口縁部ヨコナデ。ユビオサエ後ナデ。 浅黄橙 石英・長石を含む 1/4 
329 -05 (13 6) 27 

088 
包A含地層区 土皿師器

ナデ。ユビオサエ。 灰白 密 1/5 
330 -02 (15.2) 20 

唸 包A含地層区 瓦g 内面ミガキ。口縁部内面に沈線。 灰 良 1/8 
331 (14 4) 

11g 包A含地層区 瓦晨 内口縁面部ミガヨキコ。ナデ。体部外面ユビオサ工。 灰白 石英を含む 1/2 
332 -5 (14,0) 

100 
包A含地層区 閻 削り出し高台。 灰白 砂粒を含む 底部1/2

333 -09 

050 
包A含地層区 青悶 蓮弁。 灰白 密 口縁部小片

334 -04 (16.8) 

050 
包A含地層区 青塁 内面に分割文。削り出し高台。 灰 良 下半1/3 釉

335 -01 

099 
AS地K区l 土甕師器

口縁部ヨコナデ。 淡黄 石英・長石を含む 口縁部1/4
336 -05 (18 8) 

013 AS地B区 土野
口縁部ヨコナデ。 黄褐 砂粒を含む 口縁部1/5

337 -04 (16.1) 

059 AS地D区 土閉器 口縁部ヨコナデ。 灰白 石英を含む 胴口縁部部部41//53 焦げた痕
338 -04 22 4 

053 A地区 土師鍋器 口縁部ヨコナデ。 褐 良 口縁部1/4
339 -02 Pit (30.5) 

039 
包A含地層区 渭器

口縁部ヨコナデ。 淡褐 良 上半1/2 外面にスス付着
340 -03 (26 4) 

124 A地区 土鍋師器 下口縁半部ケズヨコリナ。体デ。部体内部面外ナ面デ上。半ハケメ、 浅黄 砂粒を含む 上半
341 -01 Pit (27 .4) 

11~ 包A含地層区 土鍋師器 口縁部ヨコナデ。オサ工。 黄褐 石英・長石を含む 口縁部1/5
342 -3 (20 2) 

113 A地区
陶片器口鉢？

高ロ台クロナデ。下半ロクロケズリ。貼付 灰白 石英長石を含む 1/4 
343 -02 Pit (32) 12 9 

123 
包A含地層区 片陶器口鉢？ 台ロ。クロロナクデロ。回転下左半ヘ回ラり。ケズリ。 貼付高 灰白 石英•長石を含む 1/4 

344 -02 (22 3) 9.1 

067 
包A含地層区 片陶器口鉢？

ロ台クロナデ。下半ロクロケズリ。貼付 褐灰 砂粒を含む 1/4 
345 -03 (23 5) 10,0 高。

072 
包A含地層区 片陶器口鉢？

内面ヘラナデ。 赤褐 長石を含む 1/5 
346 -01 (33.0) 11.6 

咄 包A含地層区 片陶器口鉢？
板ナデ。 暗褐 良 1/6 

347 (30.4) 100 

唸 包A含地層区 嗜 ロクロナデ。肩部以下ロクロケズリ。 褐 良 1/2 
348 7.6 11 3 

071 
包A含地層区 陶空器． ナデ。 オリープ黄 砂粒を含む 上半1/3

349 -02 (19.4) 

104 不A地明区 陶易
ョコナデ。口縁部L字状。 赤に褐ぶい 砂粒を含む 口縁部1/16

350 -01 (32.8) 

104 
包A含地層区 陶呂

ヨコナデ。口縁部L字状。 灰褐 砂粒を含む 口縁部1/16
351 -02 (41 4) 

089 
包A地含層区 陶g ヨコナデ。 黄に褐ぶい 石英長石を含む 口縁部1/10

352 -01 (41.4) 

咄 包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む ほぽ完形 底部外面に墨書「上」
353 山茶椀 14 8 5,6 籾。

086 
包A地含層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英•長石を含む ほぼ完形 底部外面に墨書「上」

354 -02 山茶椀 15.5 5.3 籾。

107 
包A含地層区 唱 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 1/3 底口縁部外部歪面みに墨大書 「上」

355 -05 山茶椀 50 籾。

130 
包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 底部のみ 底部外面に墨書「上」

356 -03 山茶椀 籾。

082 
包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 1/4 底部外面に墨書「上」

357 -02 山茶椀 籾。

067 
包A含地層区

ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 密 底部完形 底部外面に墨書「上口」
358 -02 山茶椀

031 A地区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 黄灰 粗 1/4 底部外面に墨書「上」
359 -02 SD 山茶椀 15.4 5,8 籾。

031 A地区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 黄灰 粗 ほぽ完形 底部外面に墨書「」
360 -03 SD 山茶椀 15 4 5.0 籾。
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法量 (cm) 
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番号 番号 口径 器高

隣 包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英を含む ほぽ完形 底「丈部」外面に墨書「犬」または
361 山茶椀 14 5 5,0 籾。

119 
包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英•長石を含む ほぽ完形 底部外面に墨書「楽」

362 -04 山茶椀 14 4 56 籾。

081 
包A地含層区

ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英長石を含む 高台を欠損 底部外面に墨書「楽」
363 -01 山茶椀 13.8 

11~ 包A含地層区 ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英を含む 高台を欠損 底部外面に墨書「居」か？
364 -3 山茶椀 13.8 56 

130 
包A地含層区

ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 石英•長石を含む 下半2/3 底部外面に墨書「房」
365 -04 山茶椀

唸 包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 石英長石を含む 完形 底部外面に墨書「少□反」
366 山茶椀 15.3 52 籾。

109 
包A含地層区 1-4.4 15.4 籾ロ殻ク痕ロ。ナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 完形 底部外面に墨書

367 -06 山茶椀 5.5 

073 
包A地含層区

ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 砂粒を含む 1/2 底部外面に墨書
368 -05 山茶椀 13,2 6,0 

049 A地区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 明灰 良 ほぼ完形 底部外面に墨書、花押か？
369 -02 山茶椀 15.4 53 籾痕。

080 
包A含地層区

ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 石英を含む 1/4 底部外面に墨書
370 -07 山茶椀 12,3 4.8 

048 
包A含地層区

ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 乳灰 砂粒を含む ほぽ完形 底部外面に墨書「 」
371 -02 山茶椀 16.1 50 

唸 包A含地層区 ロ殻クロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 密 4/5 底部外面に墨書梅花文
372 山茶椀 15.8 53 籾痕。

081 
包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 2/3 底部外面に墨書「よね」

373 -03 山茶椀 15.1 55 籾。

097 
包A含地層区

ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 砂粒を含む 1/5 底部外面に愚書「よね」
374 -05 山茶椀 14.4 5.0 

111 
包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 底部のみ 底部外面に墨書「よ祢」

375 ← 02 山茶椀 籾。

唸 包A含地層区
ロクロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 密 底部のみ 底部外面に墨書

376 山茶椀

063 
包A含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。貼付高台。底部糸切痕。 灰白 長石を含む 底口縁部部完形1/5 底部外面に墨書「お」

377 -02 山茶椀 16.0 5.8 籾。

唸 包A地含層区
ロクロナデ。底部糸切痕。 灰白 良 2/3 底部外面に墨書

378 山皿 81 1.6 

048 
包A含地層区

ロクロナデ。底部糸切痕。 青灰 砂粒を含む ほぽ完形 底部外面に墨書
379 -03 山皿 79 1.5 

073 
包A含地層区

淡橙 砂粒を含む
残10存.9cm長380 -06 土製支脚 幅 5,0

1~g9 包A地含層区 乳 円孔0径,6 球形。 黄に橙ぶい 長石を含む 完形
381 土玉

044 
包A含地層区 嘉 円孔0径.2 球形。

濃褐 良 完形
382 -02 土玉

唸 包A含地層区 且? 円孔1.径2 灰白 粗 ほぽ完形
383 土錘 .1 

069 
包A含地層区 円孔1.径5 褐灰 砂粒を含む 端部欠損

384 -08 土錘 径3.8

087 
包A含地層区 喜9.2 円孔1.1径 浅黄橙 粗含。む砂粒を 完形

385 -10 土錘 3,0 

閑梨 A地区 杢晨品 現存21長 脚り 1/2 
386 

002 
SAK地45区上面 石五輪製塔品 風空部部幅幅 16 7 空風輪。 灰 砂岩 ほぽ完形

387 -01 16,0 

001 
SAE地53区 石五輪製塔品 風空韻菰幅幅1011..30 高岱 空風輪。 灰 完形

388 -01 

130 
包A含地層区 蹂品 使用痕跡が明瞭に残る。 プオ黄リー 残端存部長欠損6.4cm 389 -10 幅3.2 厚14

137 
包A含地層区 鉄製品 輪長径13.0 幅-1.06.3 

390 -05 2.6 

391 喝 包A含地層区 鉄紡錘製車品 紡麟輪径径40..49 紡輪1.2厚 紡の輪付部近とそ

喝 A地区 鉄製品 長幅さ46.5.3 厚0.7
392 SB -1.2 

137 
包A含地層区 鉄リ製ン品グ 径高さ31.3 0 393 -04 

137 
包A地含層区 鉄製釘品 断面長方形。 残存長

394 -01 5.0cm 

137 
包A含地層区 鉄釘製品

断面長方形。 残存長
395 -02 5 0cm 

13~ 包A含地層区 鉄釘製品 長さ 76 断面四角形。
396 -1 

屯 包A含地層区 銅不製明品 キザミ有り。 淡緑 小片
397 

136 
包A含地層区 銅不製明品 淡緑 小片

398 -04 

唸 包B含地層区 土鍋師器 (19 4) 
口縁部ヨコナデ。 淡褐 良 口縁1/6

399 

043 
包B含地層区 土日器 口縁部ヨコナデ。 暗褐 良 口縁1/6

400 -07 (20 8) 

第32表出土遺物観察表10
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遺物 登録

” 
法量 (cm) 

器種 調整技法の特徴 色調 胎 土 残存度 備考
番号 番号 口径 器高

043 
包B地含層区 土皿師器 ロクロナデ。 淡橙褐 良 2/3 

401 -01 14 2 7,2 

037 
包B含地層区 灰釉椀陶器 貼ロ付ク高ロ台ナデ。。底部糸切り後ナデ消し。 暗灰 良 1/2 

402 -01 15.4 5,0 

046 
包B含地層区 陶g ロクロナデ。 灰 並

？/頸4部403 -06 114 

036 
包B含地層区 ロクロナデ。底部糸切り後ナデ消し。 灰 良 3/4 

404 -09 山皿 8.0 24 

唸 包B含地層区 ロ付クロ台ナデ。底部糸切り後ナデ消し。 灰 良 2/3 
405 山皿 9,5 28 貼高。

037 
包B含地層区 ロクロナデ。貼付高台。籾殻痕6 灰 砂粒を含む 1/2 

406 -06 山茶椀 16 6 6.1 

唸 包B地含層区 ロ殻ク痕ロナデ。底部糸切り痕。貼付高台。 灰白
密砂粒を含む

完形
407 山茶椀 14 8 57 籾。

081 
包B地含層区 ロクロナデ。底部糸切り痕。貼付高台。 灰白

密砂粒を含む
3/5 重ね焼き痕。

408 -04 山茶椀 16.0 5 1 

043 
包B含地層区 貼ロ付ク高ロ台ナデ。。底部糸切り後ナデ消し。 灰 良 2/3 

409 -02 山茶椀 15 8 5.4 

132 
包B含地層区 ロ殻ク痕ロナデ。底部糸切り痕。貼付高台。 灰白 密 1/2 

410 -06 山茶椀 (15,2) 47 籾。

134 
包D含地層区 須恵蓋器

ロクロナデ。 灰 密 1/8 
411 -07 (13,9) 

135 
南D地落込区 緑釉

陶器 ロクロナデ。 灰白 密 底部1/4
412 -08 

135 
包D含地層区 直師器

ロクロナデ。 灰白 密 3/8 
413 -02 (9.9) 1 9 

富 南D地落込区 情 玉縁状口縁。ロクロナデ。 灰白 密 口縁部小片 施釉
414 (16 0) 

135 
南D地落込区

ロクロナデ。底部糸切り痕。 灰白 砂粒を含む 3/8 
415 -04 山皿 (7 8) 1.8 

135 
南D地落込区

ロクロナデ。底部糸切り痕。 灰白 砂粒を含む 1/5 
416 -05 山皿 (7.6) 1 4 

135 
南D落地込区

ロクロナデ。底部糸切り痕。 灰白 石英長石を含む 1/4 
417 -03 山皿 (8 1) 1.9 

135 
南D地落込区 ロ殻ク痕ロナデ。底部糸切り痕。貼付高台。 灰白 砂粒を含む 下半のみ

418 -07 山茶椀 籾。

135 
南D地落込区 ロ殻ク痕ロナデ。底部糸切り痕。貼付高台。 灰白 砂粒を含む 底部のみ

419 -06 山茶椀 籾。

135 
包D地含層区 灰陶器釉平椀 内ケ面ズと出外底面部口糸縁切部りロ痕ク。ロ削ナりデ出。し外高面台体。部ロクロ 灰白 砂粒を含む 1/3 灰緑色の施釉

420 -01 (16 7) 6.4 

135 
包D含地層区 土羽師器釜 外口縁面部ヨコナデ。体部内面ユピオサエ、 灰白 石英長石を含む 上半1/5

421 -10 (24.2) ハケメ。

第33表出土遺物観察表11
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B地区全景 （西から）

D地区全景 （西から）
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（付）森山東遺跡出土の漆器椀について

森山東追跡は津市長岡町に所在し、昭和63年度か

ら平成元年度にかけて、中勢道路建設事業に伴って

発掘調査が実施された迫跡である。

森山東辿跡についての報告害は既に刊行されてい
① 

るが（註 1)、漆器椀2点が未掲載なのでここで報

告することにする，

追物はA地区の旧美淡屋川以北の砂堆積層である

自然流水路から出土した漆器椀2点である。

自然流水路の追構時期については弥生～江戸時代

までの幅広い時期の追物が出土しているため明確な

時期は決定しがたいが室町時代以降における氾濫に

よるものと考えられている。

椀 (1) F -15地区から出土したもので、口縁

部及び底部の一部を欠損する。高台径5.0cmで器壁

は、底部で1.7cm、体部で0.5-1.8cmである。

成形は横木どりによって成されており、削り出し

高台を持つ。体部は湾曲しながら立ち上がり 、高台

部はハの字に開く。イ本部内外面及び高台部内外面に

患捺が途られ、体部内面には朱i委が残る。イ本部外面

3方に二犯輪の中に木葉をあしらった家紋らしき文

様が施されている。

椀 (2) F -16地区から出土したもので、椀

(1)より大ぶりの椀で口縁部及び底部一部を欠損

する。高台径6.5cm器壁は底部で1.35cm、イ本部で0.35

-0.65cmである。

成形 ・形態とも椀 (1)と同じく横木どりで、体

部は沿曲しながら立ち上がり 、裔台部は削り出しに

よりハの字に開く 。体部内外面及び高台部内外面に

黒漆が挽られ、体部内面には朱i黍が全面に塗られて

いたと思われる。

なお森山東逍跡からは上記の2点の漆器椀が出土

したが、 三厘県内でも赤堀城跡 ・神ノ木館跡 ・木津

氏逍跡等で出土しているが管見にふれたもののみ第

34-37表にした。

（筒井昭仁）

（註）

① 小菅文裕ほか「森山束遺跡」 「一般国道中勢道路 (9エ区）

道路建設事業に伴う松ノ木遺跡• 森山束遺跡・ 太田遺跡発掘講

査報告」 三重県埋蔵文化センター 1993年

''・"' 

第150図 出土遺物実測図 (1: 3) 
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番号 器種 口径 器高 文様及び特徴 時期 遺跡名 遺 構 所在地 嬬 備考

1 椀 駆に「興」の朱字が記さ 中世 南小山廃寺 桑名郡多度町小山 1 珈懃物番号

れる。 45 

2 椀 14 5 7.5 前面罵楼。見込みおよび体部外面 丹~II上城祢 vn郭38D区 員弁昴大安町大字丹生）II上字正法寺 2 燭遼

に一部赤委。 氾5

3 椀 推定 推定 八字伏に開く高い高台から湾曲し 茂福城跡 E地区堀灰黒色粘土層 四日市市茂福町字里ノ内 血甚

13.4 9.8 ながら立ち上がる団敬を持つ深い 3 13 

椀。内外OOともに黒楼塗りで一部

に栄黍で文様が描かれる。

4 椀 八字伏に開く高い高台から湾曲し 茂 四日市市茂福町字里ノ内 四日市市教育委員

8.6 ながら立ち上がる団敬を持つ深い 会調査。詳細は四

椀。内外面ともに黒楼塗りで文様 日市市教育委員会

はない。 の御教示による。

5 椀 不明 不明 鎌倉後半～室町前半 小判田遺跡 B地区SK03 四8市久保田——丁目 4 躙は囮日市醸

育委員会の御教示

による。

6 椀 不朋 不明 鎌倉後半～室町前半 小判田遺跡 B地区SK03 四日市久保田一丁目 4 詳細は四日市市教

育委員会の御教示

による。

7 椀 9.0 2.5 這なし。認。肉閲遠塗り、 赤堀城跡 NO. 1 0地区 四8市市城東町 5 加加l

高台のみ黒楼塗り。

8 椀 8.6 2.9 高台の黒楼のところに朱楼で 赤 NO. 1 0地区 四日市市城飼 5 刃還物番号2

「井」の文様あり。

， 椀 5.7 1.4 対統明。 赤堀城跡 NO. 11地区 四日市市城東町 5 燭還防翻3

1 0 椀 9.2 2.0 饂ある力咬様不明。 赤堀城祢 NO. 1 2地区 四日市市城東町 5 珈懃耐鰐4

1 1 椀 14.3 4.4 文様不明。 赤堀城跡 NO. 1 2地区 皿日市市城東町 5 珈懃耐窮5

1 2 椀 破片。外面の朱楼地のところに 赤堀城跡 NO. 7地区 四日市市城東町 5 刃還物番号6

麟で文様が描かれる。

1 3 椀 緯で「鳥」の文様が描かれる。 赤堀城祢 NO. 1 0地 四日市市城東町 5 幻即通物番号7

1 4 椀 10.5 2.8 内面底部の黒楼のところに栄委 赤 NO. 1 2地区 四日市市城東町 5 螂畑8

で「0」の文様があるが半分破

片であるため不明。

1 5 椀 9.4 2.3 文様なし。 赤梱熾 NO. 12地区 四8醐鵡間 5 燭 Hff%9

1 6 椀 9.7 2.7 謬内面饂の麟地のとこ 赤堀城跡 NO. 1 0地区 四日市市城東町 5 加加10

ろに朱楼で2つの文様がある。

1 7 椀 9.7 2.7 内面底部の黒楼地のところに2 赤 NO. 1 2地区 四8市市城刺町 5 刃恥勺遺物番号11

つの同様な文様がある。

1 8 椀 12.0 2.9 文様和月。 脱勘鋤 NO. 11地区 四日市市城東町 5 螂選12

1 9 椀 7.0 6.2 12の楼器と同じ大型の椀である 赤堀城跡 NO. 1 2地区 四8市市城東町 5 血懃13

が埠は不明。

2 0 椀 勧。内面縫塗り、外面拇委 赤 NO. 3 0地区 四日市市城東町 5 珈懃号14

塗りで外面の黒楼地のところに

「三重円」の文様が描かれる。

2 1 椀 底部片。内外面黒楼塗りで、底部 赤堀城跡 灰褐砂礫 四H市市城東町 6 刃遼物番号9

内面に朱楼により文様を描く。

第34表 三重県内出土の漆器一覧表 (1)
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翻 器種 口径 麟 文様及び特徴 時期 遺跡名 遺 構 所在地 文献 備考

2 2 椀 底部片体部内外面及び底部勾面 赤 E-4, 灰色粘質土 四B市市城東町 6 加劃射彬知

は栄射危りで、底部外面は黒楼塗

りで栄委により「但？」の文字を

書く。

2 3 椀 口径からの体部片内面朱楼塗り 赤 E-1、撹譴 四日市市城剰訂 6 珈割l

外面閣艇籾で、栄委で鳥の文様

を描く。

2 4 椀 不明 不明 内外面黒楼塗りで、外面に朱楼で 米田遺跡 B-6青灰シルト 四B市小古曽三丁且 7 詳細は四日市市教

つるが描かれている。 育委員会の御教示

による。

2 5 椀 不明 不明 隅面薗鑓りで、嬬なし。 米田遺跡 B-2灰色粘質土 四H市小古曽三丁且 7 語は四日市暉

育委員会の御教示

による。

2 6 椀 不明 不明 内外面黒楼塗りで、内面底部に朱 米田遺跡 A-2灰色粘質土 四8市小古曽三丁且 7 詳細は囮日市市教

楼で円が描かれている。 育委員会の御教示

による。

2 7 椀 4.2 内外面黒揆塗り、内面に朱楼で 糀屋垣内遺跡 井戸SE5青灰色 亀山市羽若町字糀屋垣内 8 匁菌勺遺物番号

同心円の文様あり。 271 

2 8 椀 六大A濶跡 軸這窪田町判狙 平成6年度三重県

埋蔵文化財センタ

ー調査

2 9 椀 6.0 外面麟、内面甜繹り。底裏 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 珈恕
に栄委で「大井」の文字を記す。

3 0 11.4 3.5 外面朱楼塗り。底裏に黒楼で「七 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 匁甚防峠7
」の文字を記す。

3 1 椀 2.4 外面麟、内面栄麺り。底裏 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 加甚附扇
に栄黍で「丼」の文字を記す。

3 2 椀 6.4 外面黒楼、内面栄甜危り。 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 刃粗胴坪9
3 3 椀 3.6 外面黒楼、内面朱楼塗りで高台 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 匁即通物番郡O

は低く逆台形を呈する。

饂は一且横に広がりほほ垂直

に立ち上がる。

3 4 椀 2.4 外面煕委、内面朱楼塗りで外面に 六大B遺跡 A地区井戸7 赫這窪田町判椛 ， 加酎螂l
家紋が施される。

3 5 椀 2.0 外面黒楼、内面朱楼塗りで外面に 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 如遼防坪2
家紋が施される。

3 6 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 
3 7 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 
38 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 
3 9 六大B遺跡 A地区井戸7 赫這窪田町窃花 ， 
4 0 六大B遺跡 A削区井戸7 津這窪田町字竹花 ， 
4 1 六B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 
4 2 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 
4 3 六大B遺跡 A地区井戸7 津市大里窪田町字竹花 ， 
4 4 椀 14 5.6 六大B遺跡 I-3地区井戸3 赫這窪田町窃花 1 0 

第35表三重県内出士の漆器一覧表 (2)
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翻 器種 口径 器高 文様及び特徴 時期 遺跡名 遺 構 所在地 這 備考

4 5 椀 不明 不明 内外面とも黒楼塗り。内面には朱 室町以降 森山東遺跡 A地区F-15自然流水 津市長岡町 本書 刃恥勺遺物番号l

楼が残る。外面の三方向には二重 路

輪の中に木葉をあしらった家紋ら

しき文様がある。

4 6 椀 不明 不明 隅面とも黒楼塗り。内面には朱 室町以降 森山東遺跡 A地区F-16自然財< 津市長岡町 本書 珈慰物番号2

楼が残る。 路

4 7 椀 峯治城跡 津市一身田上津部田字オの坪 1 1 

4 8 椀 戸木遺跡 A-2区井戸1の底部 久居市戸木町 1 2 

4 9 椀 戸木遺跡 A-2区井戸lの底部 久居市戸木町 1 2 

5 0 椀 戸木遺跡 A-2区井戸1の底部 久居市戸木町 1 2 

5 1 椀 四反畑遺跡 A区井戸 一志郡嬉野町中川下ノ庄地内 1 3 

5 2 不明 多 e 1礫混じり黒褐色土 一志祁美杉村上多気字土井沖 1 4 珈懃物番号1

5 3 不明 多 d6床土下 一志祁美杉村上多気字土井沖 1 4 珈懃防窮2

5 4 皿 多 C 8焼土混じり黒褐色土 一志祁美杉村上多気字土井沖 1 4 燭遼耐窮3

5 5 不明 多 d8黄色粘土混じり黒褐土 一志酪美杉村上多気字土井沖 1 4 珈慰耐窮4

5 6 不明 草木の文様 多 d8礫混じり暗褐色土 —蒻卿村上絃字珪沖 1 4 珈遼物番号5

5 7 不明 多 c9SK185 —腿躾彩村上多気字土井沖 1 4 珈~6

5 8 皿 多 c13S K 1 0 11 —蒻躾扱す上多気字土井沖 1 4 珈慰物番号7

5 9 皿 多 e 13S Z 9 0 1 一志郁美杉村上多気字土井沖 1 4 刃訥懃耐窮8

6 0 椀 6.2 外面黒楼塗り、内面栄甜塗りで 前沖遺跡 A地区D11 松坂市深長町野村 1 5 加加W

外面に円帯文を朱彩する。 51 

6 1 椀 5.8 6.4 内外面黒楼塗りで、草木の葉の 上相田遺跡 井戸SE13A 松阪市伊勢寺上相田 1 6 

筆描き文様が両面に栄委で描か

れる。

6 2 椀 表面黒楼塗り、内面には朱で模様 薪 B区 松坂市矢津町 1 7 

が書かれている。

6 3 椀 表面黒楼塗り、内面には朱で模様 薪谷輯 B区 松坂市矢津町 1 6 

が書かれている。

6 4 内面朱楼塗り。 室町 堀町遺跡 土坑 松坂市朝B町字斎宮ほか 平成6年度三重県

埋蔵文化財センタ

ー調査

6 5 阿紗麒 松坂市阿形町 平成3年度三重県

埋蔵文化財センタ

ー調査

6 6 鎌倉末～室町前葉 下沖遺跡 A地区井戸 伊勢市上野町下沖 1 8 

6 7 椀 安養寺遺跡 度会祁二見町溝口割石 1 9 

6 8 喜春遺跡 団市佐那具字喜春 2 0 

6 9 椀 小泉氏饂 堀 且野市衣那具 2 1 

7 0 椀 高台部付近の破片。内外面とも 室町 蓮花寺推定地遺跡堀 且肝市服部町字中之坊 2 2 詳細は上野市教

悪輝りの後栄彩を施す。朱彩 育委員会の御教示

は高台部には及ばない。 による。

7 1 椀 底部の黒楼面の中央に「村」を 中世15C後半-16C代風街 ピット 阿山祁大山田村大字富永字風呂谷 2 3 楼頗のみ残存。

朱書きする。

7 2 椀 11.2 3.5 高台まで削り出しで、外面黒楼 室町後期～江戸前期 神ノ木館跡 SD36fil層 且市大野木神ノ木 2 4 珈遼

内面朱楼塗り。 108 

7 3 椀 16.0 5.6- 韓地に外面のみ文様を描く。 室町｛麹～江戸前期 神ノ木館跡 SD3111層 頃市店木神ノ木 2 4 刃還耐鍔

109 

第36表 三重県内出土の漆器一覧表 (3)
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翻 器種 口径 麟 文様及び特徴 時期 遺跡名 遺 構 所在地 蝶 備考

7 4 椀 内外ともに黒楼をかける。 室町後期～江戸前期 神ノ木館跡 SD37 且野市大野木神ノ木 2 4 刃恥酎射窮110

7 5 椀 隅面黒楼塗り。 中世室町～江戸 緯氏館跡 堀FT第112層 且市大野木字東出 2 5 刃 9

7 6 椀 高台部のみ残存。 中世室町～江戸 杓車氏鰤 且肝市燭五 2 5 刃 70

7 7 椀 内面全体に朱楼が塗られる。 中世室町～江戸 一C Tffi II2層 且野市大野木字東出 2 5 刃恥酎討拷-71

7 8 椀 栄知木葉状文様がある。 中世室町～江戸 燐氏饂 且市大野木字東出 2 5 刃 2

7 9 椀 中世室町～江戸 福氏鰤 且野市大野五 2 5 瞬態が悪い。

80 椀 中世室町～江戸 杓車氏饂 且市大野木字剥廿 2 5 螂態力悪い。

8 1 椀 中世室町～江戸 杓車氏錨祢 且野市大野木字東出 2 5 保祖犬態が悪い。

8 2 椀 中世室町～江戸 燐氏館祢 且市大野木字東出 2 5 螂態が悪い。

8 3 椀 中世室町～江戸 杓車氏錮祢 且野市大野木杓拙 2 5 螂態が悪い。

8 4 椀 中世室町～江戸 福氏鮨祢 且市店五 2 5 保祖犬態が悪い。

8 5 不明 内外面とも朱楼塗り。 1 6世紀頃 六地蔵B遺跡 溝 名賀祁青山町伊勢路 平成6年度三重県

埋蔵文化財センタ

ー調査

86 破片。外面黒楼塗り 北門遺跡 井戸 且市大谷芋北門 且桁市教育委員会

の後教示による。

第37表 三重県内出土の漆器一覧表 (4)

〈文献〉

1 伊東春夫「南小山廃寺発掘調査報告」多度町教育委員会1986.

2 久志本鉄也ほか「丹生川上城跡発掘調査報告」三重県教育委員会1985.

3 北野保・谷川博史「四日市都市計画道路富田山城線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査記録茂福城跡」四日市市茂福城跡調査会1978.

4 北野保•森逸郎・谷川博史「市立四日市病院敷地造成工事（その 2) に伴う小判田遺跡の発掘調査」四日市市教育委員会1979.

5 名坂秀•北野保「四日市都市計画道路事業 3. 4. 2 4. 堀木日永線に伴う緊急発掘調査赤堀遺跡」四日市市教育委員会1986.

6 春日井恒•上垣幸徳「赤堀城跡 2 ー開発計画に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書J 四日市市遺跡調査会1989.

7 「三重県埋蔵文化財センター年報5.」三重県教育委員会1994.

8 亀山隆「糀屋垣内遺跡」三重県埋蔵文化財センター・亀山市教育委員会1994.

9 中村光司•本堂弘之「六大B遺跡 (A 地区）」 「一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報w」三重県埋蔵文化財センター1994.
1 0 中村光司•本堂弘之・山口格•小菅文裕「六大B遺跡 (I 地区）」 「一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報V」三重県埋蔵文化財セ

ンター1993.

1 1「三重県埋蔵文化財センター年報2.」三重県埋蔵文化財センター1991.

1 2 山下雅春•田中喜久雄「戸木遺跡」 「近畿自動車道（久居～勢和間）埋蔵文化財発掘調査概報w」三重県教育委員会 19 8 8. 
1 3 「三重県埋蔵文化財年報17」三重県教育委員会1987.

1 4 伊藤裕偉「多気遺跡群発掘調査報告J三重県埋蔵文化財センター1993.

1 5 増田安生「前沖遺跡発掘調査報告」三重県教育委員会1986.

1 6 榎本義譲「上相田遺跡」 「県道丹生寺一志線及び県道合ケ野松阪線道路改良工事敷地内埋蔵文化財報告書」松阪市教育委員会1989.

1 7 野田修久•野原宏司「菩谷遺跡」 「近畿自動車道（久居～勢和間）埋蔵文化財発掘調査概報」三重県教育委員会1987.

1 8 「三重県埋蔵文化財年報 16」三重県教育委員会1986.

1 9 「三重県埋蔵文化財センター年報4.」三重県埋蔵文化財センター1993.

2 0 「三重県埋蔵文化財年報12」三重県教育委員会1982.

2 1 「三重県埋蔵文化財年報19」三重県教育委員会1989.

2 2 「三重県埋蔵文化財センター年報5.」三重県埋蔵文化財センター1994.

2 3 森前稔・伊藤久嗣「風呂谷館跡」 「昭和58年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調報告J三重県教育委員会1984.

2 4 森前稔•駒田利治「神ノ木館跡」 「昭和54年度県営圃場整備事業地域埋蔵文化財発掘調報告」三重県教育委員会1980.

2 5 駒田利治「木津氏館跡」 「昭和54年度県営圃場整備事業地域埋蔵文化財発掘調報告」三重県教育委員会1980.
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ふりがな いっばんこくどうにじゅうさんごうちゅうせいどうろけんぜつじぎょうにともなうおごそいせき・やまごもりいせき・みや乃まえいせきはっくつちょうさほうこく

書 名 一般国道23号中勢道路建設事業に伴う大古曽遺跡・山籠遺跡・宮ノ前遺跡発掘調査報告

副書名

巻 次

シリーズ名 三重県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 1 1 5 -4 

編著者名 河北秀実•山口 格• 清水正明・中村光司・穂積裕昌• 本堂弘之• 倉田直純• 筒井昭仁

編集機関 三重県埋蔵文化財センター

所在地 〒51 5 -0 3 三重県多気郡明和町竹川 50 3 TEL O 5 9 6 5 -2 -1 7 3 2 

発行年月日 西暦 1 9 9 5年3月31日

ふりがな ふ り がな コ . ,,_ ド 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
所収遺跡名 所 在 地 市町村 i遺跡番号

0 , ,, 

’゚’’ m 2 

おごそいせき みえけんつしいっ Uvでん 24201 1 1 34度 136度 910701~ 一般国道23号中勢
大古曽遺跡 三重県津市一身田 46分 29分 920116 5,160 道路建設事業に伴

おごそ~'.やまのくち 20秒 40秒 930413- う事前調査
大古曽字山ノロ 931110 4,210 

やまごもりいせき みえけんつしこうべちょう 24201 1 9 34度 136度 91204--- 一般国道23号中勢
山籠遺跡、 三重県津市河辺町 44分 29分 900323 1,100 道路建設事業に伴

あざやまごもり 30秒 10秒 う事前調査
字山籠

みいせき みえけんつしな浅かちょう 24201 7 3 5 34度 136度 890411- 一般国道23号中勢
宮ノ前遺跡 三重県津市長岡町 44分 29分 900317 2,700 道路建設事業に伴

あざみやのまえ 10秒 10秒 930415- う事前調査
字宮ノ前 930426 100 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

おごそいせき 旧石器時代 溝 石器
大古曽遺跡 縄文時代 溝 石器

集落 古墳～奈良時代 掘立柱建物• 土坑• 溝 土師器• 須恵器
中世 溝• 墓 陶器・磁器

やまごもりいせき 集落 弥生時代 竪穴住居 石器・弥生土器

山籠遺跡

みやなまえいせき 縄文時代 土坑 石器•縄文士器
宮ノ前遺跡 弥生時代 竪穴住居 弥生土器

古墳時代 須恵器・管玉

集落l古代 竪穴住居・掘立柱建物 土師器・須恵器・円面
井戸・溝 硯

中世 掘立柱建物•井戸・溝 土師器・陶磁器

土坑



平成 7(1995)年 3月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 3月にデジタル化しました。

一般国道23号中勢道路建設事業に伴う

大古曽遺跡・山籠遺跡・

宮ノ前遺跡発掘調査報告

1 9 9 5・3 

編集＝一重県埋蔵文化財センター
発行

印刷東海印刷株式会社
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